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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　年に一度、大アラファトラの山々には、笛ふえと太たい鼓この音がにぎやかに響ひびき渡る。

　その直前の時期、シナークの民たみは二ふた手てに分かれて、それぞれの役割を果たす。若い者たちは『神しん殿でん』への参さん拝ぱいのために列をなして山を下り、里に残った年寄りと子供は、ハレの日のごちそうをこさえて彼らの帰りを待まつのだ。

　参拝を終えた若者たちが精霊ハハシクと共ともに帰ってくれば、その晩ばんからは待ちに待った謝しや霊れい祭さいの始まり。楽がくを奏かなで、唄うたを吟ぎんじ、部ぶ族ぞく総そう出でで飲めや歌えの大おお騒さわぎ。いつも小さな枡ますにすり切り一いつ杯ぱいのトウモロコシ粉で一日をしのぐ彼らも、この数日ばかりは倉くらの戸を開け放しての大おお盤ばん振ぶる舞まいをよしとする。

　祭りの主しゆ役やくたる精霊たちには特別の座ざが設もうけられ、上かみ座ざにずらりと並んだ彼らに向かって、シナークの民は感かん謝しやの想いを込めた霊れい祀し舞まいを奉ほう納のうする。それは昼夜の区別なく、人を交代しながら三みつ日か三み晩ばんに渡って続けられる。

　当の精霊たちは自由に振る舞ってよいのだけれど、彼らもやはり粛しゆく然ぜんとして上座に収まり、人々からの心尽づくしを受け取るのが常つねだ。──それは彼らが感謝という概がい念ねんを正確に解かいするがゆえだろうと、気き楽らくな賓人マレビトの立場からアナライ・カーンは評ひようしたものだが。




　しかし、こうした祭りを一から十まで堪たん能のうできるのは大人の特とつ権けんというもので、日が落ちてからの酒しゆ宴えんに子供たちの身の置き場はなくなる。頃ころ合あいを見て家に帰された彼らは、外から漏もれ聞こえてくる楽しげな声を羨うらやましく思いながら、しぶしぶと寝ね床どこに身を横たえるしかない。

「ずるいよなぁ、まったく」

　とがった口から不満の声が零こぼれる。──アナライの調査団に混じって大アラファトラの御お山やまを訪れた小さな異い邦ほう人じん、当時八歳さいのイクタ・サンクレイも、その例外ではなかった。

　灯あかりのない真っ暗な部へ屋やの中、イクタは毛もう布ふをかぶって固い寝床にひとり寝そべっている。精霊との契けい約やく時じ期きは両親の教育方ほう針しん次し第だいだが、まだ彼にはパートナーの精霊がいなかった。仮かりにいたとしても、今はシナークの流りゆう儀ぎに合わせて霊祀舞を観かん賞しようする席せきにいたろうが。

　とても眠る気にはならず、イクタは口くち元もとをへの字にゆがめる。──アナライの爺じいさんも、このタイミングで「子供は早く寝るものじゃ」なんて常じよう識しき論ろんを披ひ露ろうするくらいなら、最初から今回のフィールドワークに僕ぼくを付き合わせるなというのだ。

　一いつ般ぱん論ろんとして、大アラファトラ山さん脈みやくは八歳の子供を登らせていい山ではなかった。「ようやくてっぺんだ！」と思った場所に辿たどりつき、そこから雲に包まれた本当の頂ちよう上じようを仰あおいだ時、イクタには自分が感動しているのか絶望しているのか区別が付かなかったほどだ。

　四合ごう目めの辺りで目的の集落に辿りついたから良いものの、もし完かん登とうしろと言われていたなら、イクタはアナライの提てい唱しようする科学を「恐るべき児じ童どう酷こく使し精せい神しん」として再さい認にん識しきしていたことだろう。──いや、まったく、死ぬかと思った。冗じよう談だんじゃない。

「だってのに、この扱あつかいはない」

　ぼそりとつぶやく。そんな過か酷こくな山旅の中でも彼が弱よわ音ねを吐はかなかったのは、「自分は調査団の一員としてチームに加くわわっているのだ」という子供なりの自じ負ふがあったからだ。……そんなわけで、博士はかせが認めた史し上じよう最年少の『アナライの弟で子し』は、この状じよう況きようがはなはだ不満だった。

「──よし、決めた。脱だつ走そうしてやろう」

　気持ちを固めて、イクタは寝ね床どこで上体を起こした。この部へ屋やから逃げたところで行き場があるわけでもないが、闇やみにまぎれてつまみ食いでもしてやれば少しは溜りゆう飲いんが下がるだろう。あわよくば大人たちが揃そろってひた隠かくしにする「酒」なるものを一ひと口くち味わってみよう。皆があれだけ喜よろこんで飲んでいるのだから、さぞやうまいに違ちがいない──。

　履はき物を求めてイクタが寝床から手を伸ばしていると、ふいに部屋の反対側から冷たい風が流れ込んだ。耳に聞こえる外の喧けん噪そうが一いつ瞬しゆんだけ大きくなって、すぐ元もとに戻る。

「──誰だれ？」

　扉とびらが開け閉めされたのだと分かって、イクタは闇に向かって問といかける。調査団の仲なか間まが帰ってきたのだとは思えなかった。無む言ごんの中にも、自分を強く見つめる相あい手ての視し線せんが感じられる。

　大たい気きがじわりと揺ゆれた。謎なぞの相手は、足音をひそめてイクタに近付いてくるようだ。彼が警けい戒かいして立ち上がりかけたところで、ふいに、その体が真後ろからぎゅっと抱きしめられた。

「わぁっ!?」

　驚おどろいたイクタが反はん射しや的てきに振り回した腕うでが、窓まどに掛けてあった衝つい立たてにぶつかってそれを落とした。途と端たん、真っ暗だった部屋の中に月明かりが差し込む。暗くら闇やみに慣れた目には、それでもじゅうぶんな灯あかりになり、

「ヨバイにきただぞ、イクタ！」

　薄うすまった闇の中に、自みずからを抱きすくめる少女の笑え顔がおが、きらめいて浮かび上がった。

「……君か。びっくりしたよ、ナナ」

　緊きん張ちようが解けた喉のどから、安あん堵どのため息いきと一いつ緒しよに、イクタは相手の名前を呼ばわった。

　強く日焼けした褐かつ色しよくの肌はだ、左右で短い三つ編みにされた黒くろ髪かみ、好こう奇き心しん旺おう盛せいなリスを思わせるクリクリとした大きな瞳ひとみ。年はイクタより二つ上だが、丈たけの短い貫かん頭とう衣いの隙すき間まから覗のぞく体格には今のところ大きな差がない。

　名をナナク。シナークの民は一いつ般ぱん的てきに姓せいを持たないため、この時点の彼女はただのナナクだ。ナナと短く呼ばせるのは親しん愛あいの表現だが──よそ者として唯ゆい一いつそれを許された少年は、目の前の状況に困こん惑わくしていた。

「……で、ヨバイってなに？」

「なに、知らねか？　よーし教えてやるが！」

　背中から回していた腕うでを放すと、ナナクはイクタの両りよう肩かたを手でつかみ、その体をくるりと自分のほうに向けさせる。間近に向き合った体勢で、ふたりは寝ね床どこの上にすとんと腰こしを下ろした。

「ヨバイってのはな──謝しや霊れい祭さいの晩ばん、これと見込んだ男の寝床を、女が訪たずねることでな！」

「へぇ、知らなかった」

「ふふん！　物知りなんに、かんじんなことを知らねな、イクタは！」

　ナナクが得とく意い顔がおで胸むねをそらす。一方のイクタは、さてこれはシナーク族に独どく特とくの習わしだろうかと推すい理りした。科学の徒ととしての好こう奇き心しんから、少年はその詳しよう細さいを問といただすことにする。

「で……寝床を訪ねて、それでどうするの？」

「……え？」

「これで終わりってことはないでしょ？　せっかく訪ねてきたのに、もう何もしないの？」

　子供らしい無む邪じや気きさで核かく心しんを突つくイクタに、それ以上の無む垢くさで、ナナクは考え込んだ。

「そりゃやっぱ……いっしょに寝るんでねか？」

「えー、つまんない。寝たら何もできないよ」

「そ、そりゃそだな……んだら、お喋しやべりでもすっか？」

「それはもちろんいいけど……ナナ、つまり君も、この先を知らないんじゃないの？」

　ずばりと指し摘てきするイクタ。ナナクは言こと葉ばに詰つまってそっぽを向いた。

「し、しかたねぇでねか！　お父とうもお母かあも、お爺じいもお婆ばあも、この先は教えてくれねかったんだからよ！　『うぬが知るにはまだ早い』とか、どいつもこいつももったいぶってからに！」

「ふーん、子供には教えてもらえないのか。……なんだか秘ひ密みつの匂においがするね。わざわざ一年に一度の謝霊祭の晩を選ぶあたりにも、きっと何か意味があるんだろうな」

「そだそだ！　あの酒ってやつも飲ませてくれねし、オトナってのはほんと隠かくし事ごとが好すきでよ！」

「うん、うん、まったくだ。……よーし、こうなったら連中に一ひと泡あわ吹ふかせに外に出──」

　反オトナ精神に燃え上がったイクタが寝床を立とうとすると、ナナクがその襟えり首くびを慌あわててつかまえた。首が絞しまり、彼はぐへぇと仰あお向むけに倒たおれ込む。

「ま、待またねかイクタ！　……その、そーいうことは、明日の朝になってからでも出で来きるが」

「……ねぇ、ナナ。君はいったい何がしたいのさ」

「それが分かったら苦労はね！　……んだけどな、あてが思うに、ヨバイで寝床を訪ねるってのは、男と女で二人っきりになるって意味なんでねかな」

「ん……なるほど。それは一いち理りあるね」

「さ、さいだろ？　んだら……ちょっとでいいから、このまま二人っきりでお喋りしねが。お母から教わったっていうやぽにくの昔むかし話ばなし、前に話してくれたやつ以外にも、まだあらんがや？」

「そういうので良ければたくさんあるよ。じゃあ、ええと……」

「あ、ちょ！　ちょい待またねが！」

　語り出そうとするイクタをナナクが手で制した。それから少し迷まよった末すえ、彼女は少年の背中に再ふたたび回り込んで腰こしを下ろし、その体を体全体でぎゅっと抱きしめた。

　窮きゆう屈くつな姿勢を強いられる意味が分からず、イクタが抗こう議ぎの声を上げた。

「ちょっと、ナナ？　これじゃ話しづらいよ」

「こ、これでええが。きちんと聞こえとる」

「まぁ、君がいいならいいけど……何の意味があるの、この体勢？」

「気にせな。ヨバイで本当は何すっか分かんねから、あてがしたいことしてるだけだがや」

　その言い分に苦く笑しようしてうなずき、イクタは記き憶おくの引き出しから見つくろった物語を話し始めた。そうして始まった夜語りは、次の話をせがむ少女の希望に任まかせて、空が白しらむまで続けられ──幼おさなき日のかけがえのない思い出のひとつとして、二人の記憶に刻きざまれていくのだった。







　……そんな温あたたかい過か去この日々が、この悪あく夢むじみた現在いまに繫つながることを、誰だれが予想しただろうか。

　在ありし日と同じアラファトラの御お山やまで、その幼よう少しよう期きを共きよう有ゆうした少年少女が向かい合っている。昔むかしとの違ちがいは──場所と人以外の何もかも、だろう。いま彼は軍ぐん人じんとして、彼女は部ぶ族ぞくの長としてここにいる。血ちで血を洗う戦争の果はての、勝者と敗者としてここにある。

　薄うす暗ぐらい天てん幕まくの中、ナナク・ダルの両手を後ろ手に縛しばっていたロープを、ヤトリが丁てい重ちようにほどいた。イクタはその正面に腰を下ろして、互たがいに手を伸ばせば届とどく距きよ離りで、相あい手てを見つめる。

「……なんだ、うぬら。なして縄なわさほどく？」

　捕ほ虜りよとしての立場を自じ覚かくしていたナナクは、予想外の展てん開かいに戸と惑まどっている。イクタが答えた。

「縄で縛ったままの相手にいくら謝しや罪ざいしても、形を変えた脅きよう迫はくでしかないからね」

　これまた思いもしない言こと葉ばが相手の口から飛び出す。ナナクは眉まゆ根ねを寄せた。

「謝罪……？　戦いくさに勝ったうぬらが、負けた側のあてに、何を謝あやまるんか」

「君たちに対して行った、非ひ道どうな仕し打うちについて」

　イクタはよどみなく答える。敗者に対してそれを言う厚こう顔がん、その偽ぎ善ぜんに、ナナクは逆ぎやく上じようした。

「ふざっけんでね……！　死の覚かく悟ごを持たんで戦に出るような輩やからは、シナークの戦士にひとりもいねが！　勝ったほうに上から目め線せんで謝られたとこで、そんなもん戦士への冒ぼう瀆とくだ！」

　殺さつ気きのこもった視し線せんがイクタに突つき刺ささる。いつでも割って入れる体勢で隣となりにいたヤトリにも、ナナクの怒いかりは痛いたいほど理解できた。それは全すべての戦士が共きよう有ゆうする誇ほこりだ。が、

「そうだね。戦争そのものの非道、戦争の手段として行った非道について言うなら、僕ぼくもここで謝るつもりはない」

　その誤ご解かいを、イクタはきっぱりと首を横に振ってしりぞけた。

「まず、シナーク族との戦争を実行に踏ふみ切るかどうかという根こん本ぽん的てきな選せん択たく。これは戦せん略りやくレベルでの話し合いに参加できた高こう等とう士し官かんたちの判断だ。現場の僕ぼくたちには責せき任にんの負おいようがない。この戦争それ自体の是ぜ非ひについても同じことが言える」

「…………？」

「次に、僕を始めとした下か級きゆう将しよう校こうが現場で下くだした戦せん術じゆつレベルの選択。主おもに君たちをいかに効こう率りつよく殺さつ傷しようするかという方法の追つい求きゆうだったけど──これについても、僕はやはり謝しや罪ざいしない。なぜならそれは軍事における正せい道どうだから。不本意ながら、僕も軍人としてここにいる以上、真面目に戦争をやったことについて弁べん解かいするつもりはない」

　まぁ誇ほこりもしないんだけど、と忌いま々いましげに挟はさんで、イクタはさらに続ける。

「でも、僕たち下級将校の監かん督とく下かにあった現場で起こった兵の暴ぼう走そう──非ひ戦せん闘とう員いんへの無用な暴行と虐ぎやく殺さつ。この非ひ道どうについては謝罪しなくちゃならないんだ。それは軍事の枠わくから外はずれたところで起こった事じ件けんであって、言い換えれば、僕たちが果はたすべき責任を果たさなかった結果だから」

　そこまで言って、彼はヤトリに目め配くばせする。炎えん髪ぱつの少女はため息いきをついて右みぎ腰こしのマンゴーシュを抜き取り、右脇わきに抱かかえていた平べったい板と一いつ緒しよに、イクタへ手渡した。

「ここで許しを求めるほど図ずう々ずうしくはないよ。僕の謝罪によって死者が蘇よみがえるわけでもなし」

　言いつつ、イクタは受け取った板を地面に敷しく。調理や工作に使いこまれたそれは、表面に無数の傷きずと凹へこみを刻きざんでいる。

「『すまない』とか、『ごめんなさい』とか、『申もうし訳わけない』とか──こんな短い決まり文もん句くに、人の罪つみを帳ちよう消けしにする力があるはずもないよね。じゃあ謝罪って何だろうか、それに何の意味があるんだろうか……そんなことを考えた時期が、僕にも小さい頃ころにあってさ」

　地面に敷いた板に、手のひらを上にして、イクタは自分の左手を載のせる。

「こんな話がある。──昔むかし々むかし、まだ風ふう銃じゆうはおろかボウガンさえ作られていなかった頃。アラファトラの御お山やまに、ひとりの狩人かりうどが住んでいた。その弓ゆみの腕うで前まえは山のてっぺんから隣となり山やまの鹿しかを仕留めるほどで、御山の誰だれもが彼には一いち目もく置き、御山の全すべての獣けものが彼を恐れていた。……でも、技わざに驕おごった彼はある日、自分と獲え物ものとの間を通りかかった村の娘むすめを間ま違ちがえて射てしまうんだ」

　少年の語りを聞くナナクの胸むねに、ふと奇き妙みような痛みが走る。それが懐なつかしさなのだと、彼女にはすぐに気付けなかった。

「深ふか手でを受けて床ゆかに伏ふした娘を前に、狩人は自分の驕りを心から悔くいた。彼は財ざい産さんをはたいて見み舞まいの品を揃そろえ、思いつく限りの侘わびの言こと葉ばを並べたが、娘の父はその全てを断ってこう告つげた。『いくら揃えても物は物に過ぎないし、いくら並べても言葉は言葉に過ぎない。肝かん心じんの想いはどこにあるのか』。……そして、狩人に一本の小こ刀がたなを貸し与えた」

　滑なめらかに語るイクタの小指の根ね本もとには、なぜか麻あさ紐ひもがきつく巻かれている。血の巡めぐりを断たれた指先からは青白く血の気けが失うせていた。

　……それが作法通りなのだと気付いて、ナナクの全ぜん身しんがこわばった。

「渡された刃やいばを眺ながめているうちに、おのずと狩人かりうども答えに辿たどりつく。──過あやまちを犯おかした者の為なすべきは、第一に同じ愚ぐを二度と犯さないと誓ちかうこと。それを確かく約やくする地点に立って、ようやく償つぐないの道が開かれる。……小こ刀がたなで何をしろと言われているのか、彼はそこで気付いてしまった。それを使えば確かに、同じ過ちを二度と犯せなくすることができるのだと」

　鈍にぶく光る刃が小こ指ゆびの第一関かん節せつに添そえられる。マンゴーシュを握にぎる右手に力がこもる。

「……フッ──！」

　その刃に全体重をかけて、彼は自分の小指を思いきり押し切った。

「…………───[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っッッ！！！」

　一いつ刀とう両りよう断だん、とはいかなかった。骨ほねで止まり、皮が残り、切りきるまでに二度の仕切り直しを要ようした。事前に準じゆん備びしていたせいで血はさほど出なかったが、麻ま酔すいを兼かねた麻あさ紐ひもの縛しばりも、切せつ断だんの痛いたみを完全に消してはくれない。指から脳のうまで走る神しん経けいが純じゆん粋すいな痛みの奔ほん流りゆうと化した。

　激げき痛つうのピークが去さるのを待まって、どうにか呼こ吸きゆうを取り戻すと、イクタは語りを再開する。

「……狩人が落としたのは、右手の薬くすり指ゆびと小指だった。弓ゆみを扱あつかうために必要な三さん指しを残していた。娘むすめの父は尋たずねた──『それは未み練れんの表あらわれか』と。狩人はかぶりを振って答えた──『この三指を落とせば二度と射い違ちがえることはありますまい。しかし、それでは償いの方法をも同時に失います。狩人としての過ちは、狩人として正しくあることでしか償えぬもの。ここで弓を捨てるのは罪つみから逃げると同じ事。ゆえに狩人に不要な二に指しを驕おごりと見立てて切り落とし、三指のみ残した右手を永えい遠えんの戒いましめとして残したのです』。その覚かく悟ごに娘の父は感かん銘めいを受け、ついに狩人の償いの意志を認めたという。

　以来、シナーク族の間では、謝しや意いを示すために『指を落とす』行こう為いが伝でん統とうとして定てい着ちやくしていったそうな。──これは君が教えてくれた故こ事じだったね、ナナ」

「……!?　ま、待て、うぬは……！」

　ナナクの記き憶おくが完全に蘇よみがえるのを待たず、イクタはマンゴーシュの刃を小指の第二関節にあてがった。今度もためらわない。体重をかけて一いつ気きに切り込み、さらに鋸のこぎりを引くように刃を前後させる。痛みに耐たえて食いしばった奥おく歯ばが、砕くだける寸すん前ぜんのところで軋きしみを上げた。

「っ、ッ……！　……こ、この話の狩人には感かん謝しやしなきゃならない。もし彼が親指を落としていたら、僕は首を落とさなきゃならないところだった。指し揮き官かんとしての僕の過ちは、それが思し索さくにしろ命令にしろ、いつも首から上で始まるんだから──」

　最初の二倍近い時間をかけて第二関節を切り落とし、それが終わると、今度は三分の一だけ残った小指の根元へマンゴーシュの切っ先を向ける。もはや麻酔を兼ねた麻紐の止し血けつも意味を成さず、板の上は流れ出る血で溢あふれかえっていた。傍かたわらでは、ヤトリがその光景を忸じく怩じたる面おも持もちで見守っている。

　誰だれも命じていない、途と中ちゆうで根ねを上げても誰も責せめないのに、イクタは手を休めない。悪あく戦せん苦く闘とうの末、ほとんど引きちぎるような形で最後に残った肉と骨を切り落とす。その右手がマンゴーシュを取り落とすのと、駆かけ寄ったヤトリが傷きず口ぐちの止し血けつを始めるのは、ほぼ同時だった。

　板の上に転がった三つの肉にく片へんと、それらを永えい遠えんに失った少年の顔を見み比くらべて、ナナクは震ふるえる声で訊たずねた。

「……うぬの、名を……」

「帝てい国こく陸りく軍ぐん准じゆん尉いイクタ・ソローク。……色々あって、姓せいは昔むかしと変わっちゃったんだ」

　微笑ほほえみすら浮かべて少年は名乗り──ナナクの目から、大おお粒つぶの涙なみだがぽろぽろと零こぼれ落ちた。

「……イクタ、なんか……？　ほんとに、あの……？」

「うん。……久しぶりだね、ナナ。こんな時になんだけど、君は本当にきれいになった」

　その言こと葉ばを聞いた瞬しゆん間かん、ナナクは少年から視し線せんを切ってうつむき、自分の中で決けつ壊かいしかけた何かを必ひつ死しに押しとどめた。その思いを痛いたいほど理解しつつも、イクタは目をそらさない。

「……ヤトリ、止血はもうそれでいい。彼女にあれの返へん却きやくを」

「ええ」

　処しよ置ちを終えたヤトリが立ち上がり、軍ぐん服ぷくの懐ふところから、布ぬので包んだ小さく四角いものを取り出した。

「謹つつしんでお返しするわ」

　差し出されたそれをナナクは困こん惑わく顔がおで受け取り、おずおずと布を取り去さってみる。だが、そこに現れた真っ黒な長方形の石せき版ばんを目にした瞬間、彼女は息いきを詰つまらせた。

「まさか……これ……」

「あなたのパートナー、風かぜ精せい霊れいヒシャの魂こん石せきよ。あの一いつ戦せんの後、幸こう運うんにも回かい収しゆうできたわ」

　そう聞いた瞬間、ナナクは魂石に額ひたいを押し付けて呻うめいた。失われた半はん身しんが戻ってきた──その確かな実感が、彼女の全ぜん身しんを震ふるわせた。

「ナナ。三つに分けて切り落とした小指の分だけ、虫のいい話を聞いてもらいたい」

　彼女に応こたえる余よ裕ゆうはない。それを承しよう知ちの卑ひ劣れつで、イクタは本題に切り込む。

「ひとつめはさっきも言った、僕ぼくたちの犯おかした過か失しつについての謝しや意いを受け取ってもらうこと。そして、ふたつめ──北から迫せまるアルデラ神しん軍ぐんの迎げい撃げきに、シナーク族の手を貸してもらいたいんだ」

「…………っ!?」

　族ぞく長ちようとしての責せき任にん感かんが、傷しよう心しんのナナクに無理やり顔を上げさせた。それに敬けい意いを払はらって、イクタもまた、帝国陸軍准尉としての顔で交こう渉しようを始める。

「このタイミングでラ・サイア・アルデラミンが兵を出してきている。その意味するところは君なら分かるね。北ほく域いき鎮ちん台だいとシナーク族、二つの勢力が長い争あらそいで疲つかれ切った頃ころ合あいを狙ねらって、連中は漁ぎよ夫ふの利りをかっさらおうとしているわけさ。正確にはアルデラ神しん軍ぐんさえも駒こまの一つに過すぎず、大おお元もとの仕し掛かけ人はキオカ共きよう和わ国こくだ。君たちにゲリラ戦せん術じゆつを教えた連中がそうだったように」

「ん、な……！　アルデラ本国の連中は、神の階きざはしを越こえて帝てい国こくを攻せめようってのか……!?」

「僕ぼくもこの目で見るまでは想像できなかったし、先せん見けんの明めいが不ふ足そくしていたのはお互たがいさまだ。……君にも状じよう況きようは分かるだろう。連中は僕たちを蹂じゆう躙りんしにやって来る。精せい霊れいを救い出すという大たい義ぎ名めい分ぶんのもと、シナーク族と北ほく域いき鎮ちん台だいをもろともに踏ふみ潰つぶすつもりなんだ」

　きっぱりと言い切る中に、イクタはさりげなく予断を含ふくめた。アルデラ神しん軍ぐんがシナーク族をどう扱あつかうか──それは向こうの戦せん略りやく次し第だいだ。仮かりに少年が逆ぎやくの立場なら、シナーク族には今後の立場を約やく束そくした上で、北域鎮台への抗こう戦せん継けい続ぞくをうながすだろう。味み方かたを増やしつつ両勢力をさらに疲ひ弊へいさせることができるのだから、それがもっとも効こう率りつがいい。

　ただ、敵てきがその最さい善ぜん手しゆを打ってくる可か能のう性せいは五割以下、というのが彼の見込みだ。アルデラ本部国はガチガチの宗しゆう教きよう的てき原げん理り主しゆ義ぎ国こつ家かであって、その性せい質しつ上じよう、たとえ戦略上の便べん宜ぎに過すぎなくても、異い教きよう徒とのシナーク族に寛かん容ようを示すことは考えづらい。

　……もっとも、技ぎ術じゆつ立りつ国こくの理念のもとにアルデラ教の戒かい律りつを踏み越えつつあるキオカ共和国と手を結むすんでいるとすれば、その前ぜん提ていが覆くつがえることもあり得る。だからこそ、ナナク・ダルとの個人的な繫つながりを奇き貨かとして、ここで先せん手てを打っておかなければならないのだ。

「アルデラ神軍の迎げい撃げきに協力してくれるなら、事後の帝国内でのシナーク族の立場を保ほ障しようする。どうあれ大アラファトラ山さん脈みやくはアルデラ神軍に接せつ収しゆうされてしまうだろうから、どこか他に住みよい土地を提てい供きようしよう。無む駄だに広い帝国のことだし、条じよう件けんに合う場所は必かならずある」

「……それは、うぬ個人からの提てい案あんか？　それとも……」

「もちろん北域鎮台の総そう意いだ。司し令れい長ちよう官かんサフィーダ中ちゆう将じようにも言げん質ちを取ってある。僕が生きている限り、この約束は決して反ほ故ごにさせない。そのための権けん威いの裏うら付づけもあるしね」

『帝てい国こく騎き士し』としての身み分ぶんに加くわえて、今のイクタにはシャミーユ殿でん下かとの結び付きがある。これらをうまく利用すれば、たとえ国と交こう渉しようする形になっても十じゆう分ぶんな譲じよう歩ほを引き出せるだろう。……それもこれも全すべて、目の前の修しゆ羅ら場ばを生きてしのぎ切った上での話ではあるが。

「熟じゆつ考こうに費ついやす時間はない。この場で決断してくれ、シナークの長」

　イクタが返答を急かす。大きな選せん択たくを迫せまられたナナクは、しばらく悩なやんだ末すえに尋たずね返した。

「……もうひとつは、なんだがや」

「うん？」

「小指、三つに分けて落としたでねか。うぬはまだ『虫のいい話』を二つしかしとらんが」

「ああ……」

　耳ざとい確かく認にんだった。無ぶ事じな右手で後こう頭とう部ぶをかきつつ、イクタは苦く笑しようしてみせる。

「それが、いちばん大事な話かな。──できれば、これからも君のことをナナと呼ばせてほしいんだ」

　ナナクの時間が完全に止まった。交こう渉しようを見守っていたヤトリまで、呆あきれ顔で額ひたいを押さえる。

「……まさか、うぬ。それだけのために、二度で済すんだもんを三度に増やしたんか……？」

「一度目と二度目は軍ぐん人じんとしてのけじめだった。三度目が友人としての謝しや罪ざいだよ。……本ほん音ねを言えば、いくら作さ法ほうとはいえ、こんな血ち生なま臭ぐさいものを女性に送りたくはなかったけれど」

　切り落とした自分の一部を見下ろして、少年が言う。ナナクの口からため息いきが零こぼれた。

「……うぬがもっとひどい男に育ってりゃ、あては何も悩なやまずに済んだがな……」

「そう？　君が素す敵てきな女性に育っていたから、僕ぼくは迷まよわず小こ指ゆびを刻きざんだんだけど」

　そう言って浮かべた彼の苦く笑しようが、記き憶おくの中のそれと重なって、ナナクの背中を最後に押した。

「……わかった。虫のいい話三つ、シナーク族を代表して、ナナク・ダルが受けたるが」







「……ねぇ。切り落とした指は二度と生えてこないって、あんた知ってた？」

　天てん幕まくを出た直後。標ひよう高こう三千メートル弱じやくの山さん脈みやく上じよう、寒々しいまでの青空の下でイクタの隣となりを歩きながら、炎えん髪ぱつの少女が怒いかりを隠かくさない声で言った。

「ええっ……!?　そ、そんなっ、なんで先に教えてくれなかったんだ！」

「……それはそれは、気が利きかず悪かったわね。人体をくっつける便利な糊のりが『アナライの匣はこ』には入ってるのかもしれないと思ったから」
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　この期ごに及およんでボケをかましてくる少年から、ヤトリは愛あい想そを尽つかしたように視し線せんを切る。さすがにおふざけが過すぎたと思って、イクタも素す直なおなところを言い直した。

「いや、ごめん、悪かったと思ってるよ。キオカで遭そう難なんした時もそうだったけど、君から借りた短刀マンゴーシユにはいつもロクなものを切らせてやれない」

「仲なか間まの小こ指ゆびを落とすよりはカエルを捌さばく方がずっとマシっていうのは本ほん音ねよ。……でも、問題はそこじゃない。どうしてあんたがそこまでやらなきゃならなかったのかって話でしょう」

　指一本欠けた左手を、ヤトリが痛いたましげに見やる。イクタは苦く笑しようして首を横に振った。

「仕し方かたなかったんだよ。ナナは頭のいい子だけど、理り屈くつだけで説とき伏ふせるには時間がなさ過ぎた。昨日きのうまで殺し合っていた相あい手てに協力を求めようっていうんだからね。ここまで虫のいい話を通すには、シナーク族の美び意い識しきにダイレクトに訴うつたえかけるパフォーマンスが必ひつ要よう不ふ可か欠けつだったんだ」

「その負ふ担たんが全部あんたに行くのがおかしいって言ってるのよ。暴ぼう走そうした友ゆう軍ぐんはあんたの指し揮き下かにあった部ぶ隊たいじゃないわ。責せき任にんは直接の現場指揮官が取るのが筋すじってものでしょう」

「まったくその通り。……でも、あそこでは僕が謝しや意いを示しめすことに意味があった。というよりも、僕を通してしかナナとの交こう渉しようが成り立たない以上、自然とああいう形になっちゃうのさ」

　少年の説明を理り屈くつの上では受け入れながらも、まだヤトリは納なつ得とくいかない面おも持もちでいる。仲間に体を張らせて、その陰かげで自分は無む傷きずという状じよう況きようが、彼女には耐たえがたいのだ。

　避さけられない傷なら、受けるのは自分であるべき──それがヤトリという騎き士しの矜きよう持じだった。その性格を重じゆう々じゆう承しよう知ちした上で、それでもなお、イクタはきっぱりと首を横に振る。

「僕の小指と君の小指ではまったく価か値ちが違ちがう。白はく兵へいに関してはからっきしの僕でも、剣けんは小指から握にぎるってことぐらいは知ってるさ。この状況で君の戦力が削けずられるのは一いち大だい事じだ。対して、僕の小指が失われたところで大した問題はない。首から上が残っている限りはね」

「……だとしても、後々に不ふ便べんは残るでしょう」

「そこはそれ。中指と人差し指さえ残っていれば、床とこの中で困こまることはないんでね」

　いつもと同じ調ちよう子しで相手が口にした冗じよう談だんに、ヤトリは鼻を鳴らして口を閉ざした。ちょうどその頃ころ合あいで本ほん部ぶ天てん幕まくに辿たどりつく二人だったが、そこではすでに撤てつ収しゆうが始まっていて、辺りには見知った顔の士し官かんが何人か残るきりだった。

「あ──イッくん！　どうだった？」「交渉はうまくいったのかよ！」

　視線が合うなり駆かけ寄ってきたトルウェイとマシューに、さりげなく左手を隠かくしながら、イクタは何も言わず微笑ほほえんでみせる。それに成功を悟さとったふたりは、揃そろって安あん堵どの息いきをついた。

「……先行きは不安だらけだけど、シナークの人ひと手でを当てにできるのはでかいな」

「二日後に五百人、五日後までには八百人を向かわせてくれるってさ。……族ぞく長ちようであるナナの人じん望ぼうはもちろんとして、ここはサザルーフ大たい尉いにも感かん謝しやしなくちゃね。焼いた村の人たちを殺さず、数か所に固めておいてくれたおかげで、人集めに駆けずり回る手間を省しよう略りやくできた」

「そいつはありがとよ。こんな戦争やってて感かん謝しやされることがあるってのも驚おどろきだが」

　噂うわさをすれば何とやら。細ほそ巻まき煙草たばこをくわえた姿でサザルーフ大たい尉いがやって来た。その後ろから、少し遅おくれてハロも付いてきている。

　彼女を除のぞく騎き士し団だん全員が、横一列に並んで、上じよう官かんに向かって一いつ斉せいに敬けい礼れいした。

「おいおい、ずいぶん軍ぐん人じんらしくなったもんだな。基き地ちにいた頃ころとは見み違ちがえるようだぜ」

「だとすれば、大尉殿どのの御ご指し導どうが行き渡わたった結果かと」

「は、冗じよう談だん……。俺おれが何を教えずとも勝かつ手てに生き延のびてきやがったじゃねぇか。そのくせ今いま頃ごろになってから、俺にとんだ貧びん乏ぼうくじを引かせやがって」

　自じ嘲ちようと諦あきらめを混ぜ合わせた煙けむりをたっぷり口から吐はき出して、サザルーフ大尉は続けた。

「さて、話は変わって……ついさっき一番乗りでとんずらこかれた鎮ちん台だい司し令れい長ちよう官かん、我われらの敬けい愛あいするサフィーダ中ちゆう将じよう閣かつ下かから、お前ら宛あてに素す敵てきな置き土産みやげがあるんだが」

「地じ獄ごくへの片かた道みち切きつ符ぷなら、前にもらった分の処しよ分ぶんに困っているところですが」

　皮ひ肉にくのスパイスが効ききすぎたヤトリの言い回しに、大尉は腹はらを抱かかえてひとしきり笑った。

「……送った本人は冥めい土どの土産のつもりかもしらんが、今度のは実用性の面じゃマシな部類だ。──それじゃ、まずはイクタ准じゆん尉い、ヤトリシノ准尉」

「はっ」「はいはい」

「野や戦せん昇しよう進しん決定。お前ら二人、今から中ちゆう尉いな。おめでとさん」

　ぱちぱちぱち、と気のない拍はく手しゆをするサザルーフ大尉。予定調和の成り行きにイクタとヤトリはため息いきすら出ず、代わりにあくびを漏もらしかけた。

「次にマシュー准尉、トルウェイ准尉、ハローマ准尉。お前らもな、今から正式に少しよう尉いだから」

「はぁ……」「は、はい」「急な話ですねー」

　各かく人じん各かく様よう、ただしテンションの低さだけは共きよう有ゆうする反はん応のうに、サザルーフ大尉はため息をついた。

「なんだよー、もっと喜よろこんでいいんだぞお前ら。同どう期きの出しゆつ世せ頭がしらだぞ、帰ったら自じ慢まんできるぞ」

「帰ったら自慢しますよ、そりゃ。帰れたら」

　忘れていた絶ぜつ望ぼうを思い出したように、マシューの声が尻しりすぼみに低くなった。彼の気分をそうさせた出で来き事ごと──つい一時間前に終えられた軍ぐん議ぎに、イクタとヤトリは思いを馳はせた。







「──誰だれか！　誰か案がある者はおらんのか！」

　サフィーダ中将のヒステリックな叫さけびにも、天てん幕まくの中に居い並ならぶ幕ばく僚りようたちは借りてきた猫ねこのように縮ちぢまって何の意見も返さない。その間にも、北からは敵てきの大たい軍ぐんが迫せまっているというのに。

　アルデラ神しん軍ぐんの接近という凶きよう報ほうは、長きに渡ったシナーク族との戦たたかいを終えて緩ゆるみ切っていた北ほく域いき鎮ちん台だいを腹はらの底から震しん撼かんさせた。そのショックは将しよう校こうから一いつ兵ぺい卒そつに至いたるまで等しく、彼らが烏う合ごうの衆しゆうと化かしているのも、今の時点では仕し方かたのないところかもしれない。

「黙だまってないで何とか言わんかァ！　分かっておるのか貴き様さまら、敵てきはもう目の前なのだぞ！　麓ふもとのガガルカサカン大だい森しん林りんを抜ぬけてくれば、そこはすでに大アラファトラの足あし元もとだ！」

　まして、混こん乱らんした兵たちを取りまとめるべき司し令れい長ちよう官かんからして、この通りの有あり様さまなのだから。

「このまま全ぜん軍ぐん撤てつ退たいか、それとも開き直って迎むかえ撃うつのか！　どちらにより多くの成せい算さんがあるか、そのくらいは貴様らにも判断できようが！」

　口こう角かく泡あわを飛ばして怒ど鳴なりつけるサフィーダ中ちゆう将じようだが、その意見は微び妙みようにピントがずれていた。全軍撤退、総力での迎げい撃げき──どちらにも成算がないことくらい、中将自じ身しんを除のぞくこの場の全員が分かっている。だからこその沈ちん黙もくなのだ。

　トルウェイの目もく測そくと計算によれば、アルデラ神しん軍ぐんが大アラファトラ山さん脈みやくに踏ふみ込んで帝てい国こく軍ぐんへの攻こう撃げきを開始するまでの日数は最さい短たんで五日強。対して帝国側が全軍撤退に要ようする日数は、どう少なく見積もっても二十日以上という試し算さんが出ている。二つの数字を比くらべれば分かるように、ただ回れ右して逃げるだけでは、途と中ちゆうで追つい撃げきを受けることが必ひつ至しだ。

　では迎撃に打って出れば勝ち目があるのかと言うと、これも非常に分ぶの悪い賭かけになる。アルデラ神軍が動員してきた兵数は現げん在ざい確かく認にんできるだけで一万二千人以上。対してシナーク族との内戦で消しよう耗もうを重ねた帝国側の兵数は、当とう初しよ一万八千人だったものがいまや八千人を切る有様だ。

　単たん純じゆんな数でも１．５倍の開きがあるし、まして帝国兵は連戦に疲つかれ切っている。もちろん装備の消耗も深しん刻こくだ。その辺りを含ふくめれば、互たがいの戦力差は目も当てられないほど広がるだろう。

　思し考こうをここまで進めた者なら、どうするべきかも自然と見えてくる。……実のところ、そこに辿たどりついた人間は、幕ばく僚りようたちの中にも少なからずいた。だが、彼らはなおも沈黙を選んだ。それを口にすることはそのまま、最さい悪あくの運うん命めいを自みずから背せ負おい込むことに繫つながるからだ。

「……大たい尉い殿どの。このままでは埒らちが明きませんが」

「黙ってろ。生きて帰りたきゃ、間ま違ちがっても自分で明かせようとは思わないこった」

　ヤトリの囁ささやきに、サザルーフ大尉は小さくかぶりを振った。手て狭ぜまな本ほん部ぶ天てん幕まくの中、椅い子すには幕僚の高こう等とう士し官かんたちが腰こしかけ、大尉以下の下か級きゆう士官は立ったまま軍ぐん議ぎの展開を見守っている。

「その点については、僕も大尉殿に同意したいところなんですが……このまま放っておくと、ようやく会議が終わって外に出たら敵に包ほう囲いされていた、なんて事態にもなりかねませんね」

　イクタがため息いきをつく。部下二人に挟はさまれて、サザルーフ大尉はがりがりと頭をかいた。

「……勘かん弁べんしてくれよ。俺おれもお前らも、ここまで十じゆう分ぶんすぎるくらい働はたらいてきたじゃねぇか。さらに貧びん乏ぼうくじを引かなきゃならない謂いわれがどこにある？」

「我われ々われは軍人です。理由には、おそらくそれでじゅうぶんなのでしょう」

　どこまでもまっすぐなヤトリの瞳ひとみ。その圧あつ力りよくから逃げるように顔をそらす大尉だったが、そっちの側にもイクタの真っ黒な両目が待まち構えている。いよいよ彼は逃げ場を失った。

「……遅おそかれ早かれ、じゃないですかね大たい尉い殿どの。このまま何の手も打てず、山を越こえたアルデラ神しん軍ぐんが北ほく域いきになだれ込んでくるような結果になれば、その時点で僕ぼくたちも迎げい撃げきに参加するしかなくなる。状じよう況きようがどんなに絶ぜつ望ぼう的てきだったとしても」

「…………」

「人任まかせにしてそうなるよりは、自分の手で活かつ路ろを切り拓ひらくチャンスが残されている分だけ、ここで貧びん乏ぼうくじを引くほうがいくらかマシかと思います。怠なまけどころの問題ですよ、要ようするに」

「……簡かん単たんに言うが、相あい手ては一万二千だぞ。どうにかする具ぐ体たい案あんはあるのか？」

「あります。いま、ヤトリと僕が考えているものが」

　二人の士し官かんが、それぞれの立場から上じよう官かんに決断を迫せまる。サザルーフ大尉はいよいよ観念して天てん井じようを仰あおぎ、覚かく悟ごを決めるために、そのまま十秒あまりを費ついやした。

「そこの貴き様さまらッ！　さっきからブツブツうるさいが、何か意見はないのか！」

　進しん退たい窮きわまったサフィーダ中ちゆう将じようが、八つ当たりに名も知らない下か級きゆう士し官かんにまで矛ほこ先さきを向けてくる。ちょうどいいタイミングだったなと自じ嘲ちようして、大尉は重い右手をまっすぐ上へ伸ばした。

「……進しん言げんします。ここは撤てつ退たい支し援えん部ぶ隊たいを殿しんがりに置いて、敵てきの足止めを試みるべきかと」

　天てん幕まくの中が一いつ斉せいにざわついた。「言いやがったこいつ」という顔で、これまで黙だまりこくっていた幕ばく僚りようたちが今さらのように声を上げ始める。

「う、うむ、それしかないでしょうな」

「となると、誰だれに現げん場ば指し揮き官かんを任せるか……」

「難むずかしいところだ。部隊の規き模ぼにもよるであろうが──」

　ごちゃごちゃと声は上がるが、自分からその役やく割わりを買って出ようという者はいないらしい。言い出しっぺの自分に視し線せんが集まるのに辟へき易えきしつつ、サザルーフ大尉は話を続けた。

「……アルデラ神軍の兵力は一万二千。こちらが全軍撤退する目的は、我われ々われの北域ホームグラウンドで体勢を立て直した上でこれを迎むかえ撃うつことにあるのですから、そのために相そう応おうの数を逃がさなければなりません。中ちゆう央おうからの援えん軍ぐんがまとまった数で来るまで、少なく見積もっても一か月以上あります。その間、防ぼう衛えい戦せんを続けられるだけの兵力、となると……各かく基き地ちに残っている兵力は当然アテにするとして、こっちからも六千は帰さないとならないかと……」

　サザルーフ大尉には大軍を指揮した経けい験けんがないので、その辺あたりの数字には自信が持てなかった。が、それが妥だ当とうな意見であった証しよう拠こに、幕僚たちの誰からも異い論ろんは上がらない。

「となると、撤退支援部隊に当てられる兵力は、八千弱じやくから六千を引いた二千弱。これをどう用いるかが問題になってきますが……」

　ここから先には、大尉の中にもまだ考えがない。それを埋うめる役やく割わりをヤトリが買って出た。

「説明を代わらせていただけますか、大尉殿」

「あ、ああ、任まかせる。──失礼、この先は副ふく官かんが」

　たかだか准じゆん尉いに戦せん略りやくレベルの軍ぐん議ぎにおける発はつ言げん権けんがあるわけはないので、サザルーフ大たい尉いは「自分の意見を代だい弁べんさせるだけ」という名めい目もくで彼女に場を譲ゆずった。その配はい慮りよに感かん謝しやしつつ、幕ばく僚りようたちの怪け訝げんな視し線せんに晒さらされながらも、ヤトリは気け圧おされずに話し始める。

「まず、撤てつ退たい支し援えん部ぶ隊たいの兵力の大たい半はんは、当然ながら山さん脈みやく上じようでの防ぼう衛えい戦せん闘とうに当てるべきでしょう。北側から登ってくるアルデラ神しん軍ぐんを、進軍路となる山道に要よう害がいを築いて迎むかえ撃うつ形──つまり、シナーク族が我われ々われに対して行った戦せん術じゆつの焼き直しです。

　ただし、シナーク族が周しゆう到とうに守りを固めていた山脈南側に対して、敵てき襲しゆうが予想されていなかった北側は守りが薄うすいものと想定されます。早そう急きゆうな野や戦せん築ちく城じようによってその不ふ足そくを埋うめなければなりませんが、敵の到とう達たつは早ければ五日後。これではとても作業が間に合いません」

　一いつ旦たん言こと葉ばを切るヤトリ。先を読んでしまったサザルーフ大尉が「マジかよ」とつぶやいた。

「よって、全ぜん軍ぐん撤退の時間を稼かせぐための防御戦闘の前に、さらにその準備の時間を稼ぐための持じ久きゆう戦せんが必ひつ要ようになります。これに用いることができる兵員は、総そう兵へい力りよくの二千弱じやくから山脈上で工こう作さくに従じゆう事じする兵を引いた数……キリのいいところで一個大隊六百人。それ以下では役目を果はたすのが難むずかしく、それ以上は山脈上での野戦築城のための人ひと手でが足たりなくなるので、やはり無理でしょう」

　彼女の言わんとするところを理解して、サフィーダ中ちゆう将じようは目め尻じりをつり上げた。

「では貴き様さまは……たった一個大隊六百名に、後方で野戦築城が済すむまでの間、敵の大軍一万二千を足止めしろと言うのか？」

「足止めしろではなく、足止めすると言っています。他に手がありませんので」

「……そこまで吹ふくからには、時間稼ぎの具ぐ体たい案あんがあるのだろうな」

「火を用います」

　ヤトリはきっぱりと言い切った。同時に隣となりのイクタがさりげなく渡してきた地図を受け取り、それを周まわりの人間にも見えるように広げてやる。

「先ほど司し令れい長ちよう官かん殿どのも仰おつしやったように、大アラファトラ山脈の北側麓ふもとにはガガルカサカン大だい森しん林りんが広がっています。樹じゆ海かいは南北に分ぶ厚あつく東西に長いため、よほど遠回りでもしない限り、アルデラ神軍はこの森林を抜けて来ざるを得ません。よって我々はここに火を放ち、炎ほのおの壁かべを立ち上げることによって敵てき軍ぐんの通行を不ふ可か能のうにします」

「なっ……、森を燃やす……!?」

　大だい胆たんなアイディアに、幕僚たちが目を白黒させる。サザルーフ大尉もぽっかり大おお口ぐちを開けた。

「焼しよう撃げき兵へいが普ふ段だんから行っている火線防御を大だい規き模ぼな形で仕掛けるだけのことです。ガガルカサカン大森林は大部隊の進軍のために切り拓ひらかれた森ではなく、防ぼう火か帯たいになり得るような幅はば広い道は一本しかありません。しかも雨う季きを除のぞいて湿しつ気けの少ない乾かん燥そう林りん。火を使うには絶ぜつ好こうの環かん境きようと言えるでしょう」

「山火事を起こすに等しいぞ！　たった六百人の人ひと手ででそんなことが──」

「あ、人手の問題に関しては僕ぼくから。不ふ足そく分ぶんは、シナーク族に協力を取り付けます」

　イクタが補ほ足そくすると、幕ばく僚りようたちの疑うたがいの視し線せんが一いつ斉せいに彼を向いた。

「シナークに協力させる……？　馬ば鹿かな、それこそ一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは不ふ可か能のうだ」

「いえ、そうでもありません。族ぞく長ちようナナク・ダルが捕ほ虜りよにいますので。アルデラ神しん軍ぐんを共通の敵てきと見定め、事じ後ごの帝てい国こく内ないにおけるシナーク族の立場を保ほ障しようすれば、彼女も立場上それを受け入れざるを得ないでしょう。説せつ得とくが終わり次し第だい、彼女には後方の村そん落らくから人手を集めてもらい、同時にアルデラ神軍に対する帝国軍の防ぼう衛えい戦せん闘とうを邪じや魔ましないよう指示してもらいます」

　いつシナーク族の残ざん党とうに背中を刺さされるか分からない状じよう態たいでは、防衛戦闘も何もあったものではない。そういう意味でも、ナナク・ダルの説得は作戦を実行する上での前ぜん提てい条じよう件けんだった。

「仮かりにそれが上手うまくいったとしても、森ひとつを丸ごと燃やすような火か線せん防ぼう御ぎよに問題が伴ともなわないと言い切れるのか!?　火か勢せいがどれほどのものになるか想像も付かん！」

「そ、その通りだ！　風向き次し第だいでは我われ々われ自じ身しんが火に追われる結果になりかねんし、途と中ちゆうで雨が降ればその時点で全すべてご破は算さんではないか！」

　口々に文もん句くをがなり立てるばかりの上じよう官かんたちに、イクタは心しん底そこうんざりして鼻を鳴らす。

「……皆さんが心配するような事じ態たいにはなりませんよ。第一、この辺りはまだ乾かん季きです。そろそろ終わりに差し掛かりつつはありますが、それでもあと半月は雨と無む縁えんでしょうね。このタイミングで季き節せつ外はずれの大雨に見み舞まわれる可か能のう性せいは極きわめて低い」

「む……、だとしても風向きの問題はどうなる!?　山の風は気まぐれだぞ！」

「多た少しようの飛び火は想定の内です。むしろ風が弱くて火の手が広がらないほうが問題だ。……まぁ、どちらもおそらく杞き憂ゆうに終わるでしょうね。なぜならこの時期、大アラファトラ山さん脈みやくの北側には常つねに、南西からの風が北東に向かって吹ふき降ろし続けるからです」

「なんだと……？　なぜそんなことが断言できる」

「颪おろし風かぜ、というものをご存じですか。これは文字通り、山を登っていった後に逆側へ吹き降ろす風のことです。山の一方から強い風が吹いていれば、その反対側にも風が吹き降ろす結果を呼ぶ。……そして、カトヴァーナ南部から中ちゆう央おうにかけて雨う季きを迎える今の時じ期き、南西の海から大陸へと休むことなく吹きつける風の存そん在ざいを、皆さんも身に染しみて知っているはずですね」

　説明を続ける少年の隣となりで、答えに思い至いたったサザルーフ大たい尉いが両手を打ち合わせた。

「……そうか、季節風ハルシユームか！」

「正解です。大陸に雨季を呼ぶ風、あとひと月もすれば北ほく域いきにもその恩おん恵けいを届とどけるはずの季節風……いえ、雨こそ降ってはいませんが、風それ自じ体たいはすでに届いています。それが大アラファトラの山やま肌はだを駆かけ上り、さらには颪風となって北東へ吹き降ろす。この現げん象しように後押しされて、僕ぼくたちが起こす火と煙けむりもまた、平へい均きん的てきには敵てき軍ぐんのほうに広がり続けるはずです」

　いかがですか、と視し線せんで問とうイクタ。幕ばく僚りようたちの間から反論が絶たえると、彼は無む言ごんで隣となりにいる上じよう官かんの背中をつついた。その意い図とを察して、サザルーフ大たい尉いがしょぼくれた声で言う。

「……言い出した者の負うべき責せき任にんということで。この作戦の実行部隊の指し揮き官かんを私、センパ・サザルーフに任まかせていただきたく思います。いかがでしょうか、司し令れい長ちよう官かん閣かつ下か……」







「……大尉殿どのには、ご迷めい惑わくをおかけします」

　さすがのイクタも軽かる口くちを切らしつつあった。……あのまま遅ち々ちとして進まない軍ぐん議ぎを放置することは、座ざして死を待まつこととイコールだった。それは間ま違ちがいない。ただ、その事じ態たいを避さけるために、一番の貧びん乏ぼうくじを引かなければならなかったのは痛つう恨こんだ。

「……んぁ？　おいおい、らしくねぇな。そんな顔してくれるなよ。俺おれをそそのかしたのはお前らだが、口くち車ぐるまに乗ったのは俺おれ自じ身しんの判断だろうが」

　サザルーフ大尉が苦く笑しようしいしいイクタの頭に手を置く。少なくとも、そこに後こう悔かいの色はない。

「敵てき軍ぐん一万二千を一個大隊たった六百人で食い止めるっ！　そんなこと、本当に出で来きたら大したもんだろ？　だから俺としたことがよ、年とし甲が斐いもなく英えい雄ゆうを気取ってみたくなったのさ」

　自じ嘲ちよう的てきにそう言ってから、大尉はふと真ま顔がおになって、視線を他に移す。

「話は変わるが──マシュー少しよう尉い、ハローマ少尉。お前ら二人は、希望するなら部隊ごと後方に引き上げてもらって構わないぜ」

「はっ……!?」

　ハロにはすでに話が通っていたようで、ここで驚おどろきを見せたのはマシューだけだった。戸と惑まどう彼に、サザルーフ大尉は穏おだやかな表情で説明を続ける。

「よく頑がん張ばったよ、お前らは。他の高こう等とう士し官かん候こう補ほ生せいや現げん役えきの将しよう校こうがバタバタ倒たおれていく中で、しっかり生き延のびて役やく目めを果たしてきたじゃねぇか。生まれて初めての戦せん争そうだってのによ」

「いや、でも……撤てつ退たい支し援えん部ぶ隊たいの編へん成せいはもう決まったんじゃ……!?」

「正確にはまだ編成中でな。お前さんたちの代わりを他から引っ張ってくる程てい度どの権けん限げんなら、今の俺にはあるらしい。どうせお前らよりは働はたらいてない連中だ、気にするこたぁない」

　突とつ然ぜん現れた逃げ道を前に、マシューは立ち尽つくす。そこでヤトリが口を挟はさんだ。

「マシュー、私からも少しいいかしら。──ここまで近くで働きを見てきて、あんたを少なからず見直したわ。逆ぎやつ境きようが重なっても冷れい静せいさを失わず、兵を統とう率そつしてよく戦たたかわせていた。誰だれの目にも立りつ派ぱな指揮官ぶりだったわ。誇ほこっていいと思う」

　マシューは呆あつ気けにとられた面おも持もちでヤトリを見た。彼女からここまで手放しの賞しよう賛さんを受けたことは、彼の今までの人生で一度もなかった。

「ハロもそうよ。高こう山ざん病びようが蔓まん延えんする前線で、最初からずっと万ばん全ぜんの働きを見せてくれたわね。ハロの部ぶ隊たいがいなければ、私たちの部隊からは間ま違ちがいなく桁けた違ちがいの犠ぎ牲せい者しやが出ていたでしょう」

「……光こう栄えい、です」

「ふたりはきっと、良い将しようになれる。──だからこそ、ここで退ひき時を学んでおきなさい」

　賞しよう賛さんを前置きにした別れの言こと葉ばが、二人の胸むねに深々と突つき刺ささった。イクタが後を引き継つぐ。

「僕ぼくが言いたいことはヤトリが全すべて言ってくれた。……ただ、トルウェイ、お前にだけは今のうちに謝あやまっとくか。エアライフル装そう備びの風ふう銃じゆう兵へい部ぶ隊たいには替かえが利きかなくて、どうあっても帰してやれない。運うんが悪かったと諦あきらめて、この先も付き合ってくれ」

　苦く渋じゆうの思いで告つげたイクタだが、トルウェイはかえって誇ほこらしげにうなずいてみせた。彼に与えられた「替えが利かない」という評ひよう価かが、一方で、それを与えられなかった少年を打ちのめした。

「ま、そういうわけで、ふたりとは一いつ旦たんお別れだね。どれだけ先になるか分からないけど、できれば次に会う時は中ちゆう央おうで酒でも──ぁぐおっ!?」

　話のシメに入ろうとしたイクタを、駆かけ寄ったマシューが襟えり首くびからつかみ上げた。トルウェイとハロがとっさに止めに入ろうとしたが、ヤトリがかぶりを振ってそれを抑おさえる。

「……すっかり保ほ護ご者しや気取りだな。ここから先は危ないから先に帰れ、だって？　いったい何なに様さまだよおまえら……！」

「いたたた……まぁ、ほら、いちおう僕もヤトリも中ちゆう尉いになったことだし……」

「ああ、この場ではお前らが上じよう官かんだ。それは認めてやるよ。──でも、だったら上官は『危ないから帰れ』なんて部下に言うのか!?　『退き時を学んでおけ』なんて理由で部下を逃がしてやるのか!?　ふざけんなよ、そんなわけないだろ！」

　両手で襟首をつかんだまま、マシューは激しく相あい手てを揺ゆすぶる。イクタはされるがままだ。

「ひとつだけ確かく認にんさせろ！　ここまでの戦たたかいで、おれは足あし手でまといだったか!?」

「……いいや。君は頼たよれる仲なか間まだった」

　黒い瞳ひとみをまっすぐ相手に向けて、イクタは言い切った。ヤトリも迷わずうなずいて同意を示す。

「だったら！　──ここで仲間にかける言葉は、『先に逃げろ』じゃないだろうが！」

　それはほとんど絶ぜつ叫きように近かった。装そう飾しよくも駆かけ引きもなく、だからこそ聞いた者の胸を打つ。

　かたや宙ちゆう吊づりのまま、かたや直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいで、イクタとヤトリは同じように思い悩なやんだ。

「……ここから先は綱つな渡わたりの戦いなんだ、マシュー」

「ああ」

「今までのようにはいかないでしょうね。きっと部下も大おお勢ぜい死ぬでしょう」

「ああ」

「君自じ身しんも危険に晒さらされる。一いつ歩ぽ間ま違ちがえば死ぬし、運うんが悪ければやっぱり死ぬ」

「ああ」

「全すべてが奇き跡せき的てきに上手うまく運んでも、結けつ局きよくはどうしようもなく全ぜん員いん死ぬのかもしれないわ」

「ああ！」

　譲ゆずれない意い地じを胸むねに、全すべてのためらいをねじ伏ふせながら、マシューは強く思う。……階かい級きゆうの上下は認みとめよう。能のう力りよくの差も、現時点では悔くやしいけど受け入れるしかない。

　それでも、戦せん友ゆうとしては対等だから。その矜きよう持じだけは、絶対に手放せないものだから。

「そういうの全部ひっくるめて、何とかしに行くんだろ。おれがいると邪じや魔まか？」

　この瞬しゆん間かん、イクタとヤトリは同時に恥はじた。彼の覚かく悟ごを汲くめなかった数分前の自分を、彼の想いを踏ふみにじった全ての無む思し慮りよな言こと葉ばを。だから、言うべきことはひとつきり。

「──前ぜん言げんを撤てつ回かいする。すまなかった、我わが友マシュー」

「同じく、さっきの無ぶ礼れいを謝しや罪ざいするわ。──ここからの戦たたかいに、あんたの力を貸してちょうだい」

　その言葉を聞き届けると同時に、マシューもまた、襟えり首くびをつかんでいた手を放した。

「最初からそう言ってりゃいいんだよ。ったく」

　不ふ機き嫌げんにつぶやいて仏ぶつ頂ちよう面づらをそむけるマシューに、イクタは「すまなかった」と重ねて詫わびる。その一方で、ヤトリの目がハロに向けられた。

「ハロ、今のはあくまでマシューの答えよ。参考にするのは自由だけど、それに惑まどわされず、自分自じ身しんを見つめて結論を出しなさい。ここが退ひき時と言った私の考えは、今も変わっていないわ」

　厳きびしい口く調ちようで確かく認にんするヤトリ。だが、その予想に反して、ハロは即そく座ざに答えを告つげてきた。

「わたしも残ります。苦しい戦いになるっていうなら、なおさら手伝わせてください」

「ハロ……」

「実を言うと、マシューさんが強制的に帰されるようなら、わたしもご一いつ緒しよしようと思っていました。『足あし手でまといは要いらない』と言われれば、わたしにも返す言葉はなかったからです」

　水色の髪かみを指先でもてあそびつつ、ハロは気き恥はずかしそうに微笑ほほえむ。

「でも、そうでないなら……役立てることがあるなら、わたしにもマシューさんのように意い地じを通させてください。『騎き士し団だん』はわたしの大切な居い場ば所しよです。ほんの少しでいいから、それを守るお手伝いをさせてください」

　言って、ハロは深く頭を下げる。ヤトリが間かん髪はつ入れずにそれを起こさせた。

「頭を下げるのはこっちよ、ハロ。覚悟を見くびるような真似まねをしてごめんなさい」

「ここから先も頼たよりにさせてもらうよ。同じ『騎士団』の仲なか間まとしてね」

　歩み寄ったイクタが彼女の肩に手を置く。軍ぐん服ぷくの袖そでで目め元もとをぬぐいながら、ハロもうなずいた。

「……あー、いいねぇ、若いってのは。あと五年も前なら、俺おれも混ざれたんだがなぁ」

　成り行きを見守っていたサザルーフ大たい尉いが昔むかしを思い出して懐なつかしむ。そんな年長者の生なま温あたたかい視し線せんの先で、ふとイクタが思い出したように左手を目の高さまで上げた。

「ハロ、さっそく一つ頼たよらせて欲ほしいんだよ。実はさっき指を切っちゃって」

「あ、はい、傷きず口ぐちを見せてください。すぐに消しよう毒どくと止し血けつを……ってわぁああああーっ!?　な、な、ないっ！　ゆびがありませんよイクタさんっ！」

「はぁ!?」「指がないって……!?」

　マシューとトルウェイも目を剝むいて駆かけ寄ってくる。「説せつ得とくの手段」について事前に説明されていたサザルーフ大尉は無む言ごん。イクタはへらへら笑いながら応おうじた。

「いや、刃は物ものを使ってた時にね、手て元もとが狂くるって……」

「どう手元が狂えば小こ指ゆびを切せつ断だんできるんですか!?　切り離はなした指はどこに！」

「三つに切って女の子にプレゼントしちゃった」

「なんの呪じゆ術じゆつですかそれは!?」

　ぎゃあぎゃあ騒さわぐ五人を苦く笑しようしいしい眺ながめながら、サザルーフ大尉は新しい煙草たばこに火を点つけた。そして想おもう──このやかましい連中を、なんとか全員揃そろって生きて帰してやりたいもんだと。
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　電でん光こう石せつ火か。帝てい国こく軍ぐん事じ史し上じようにも類るいを見ない規き模ぼでの火か線せん防ぼう御ぎよ作戦は、それを合あい言こと葉ばに始まった。

　ヤトリ率ひきいる焼しよう撃げき兵へい部ぶ隊たいが大アラファトラ北側麓ふもとのガガルカサカン大森林に辿たどりついた時点で、敵てき軍じんの到とう達たつまでに残された猶ゆう予よは三日と十一時間。一万二千の軍ぐん勢ぜいを足止めするに足たる壁かべを作り上げるために、残された時間はたったそれだけだった。

「事じ前ぜんの指し示じ通り、分ぶん隊たい単たん位いで所定の配置に着いて延えん焼しよう作業を始めなさい！　いちいち私に指示を仰あおぐ必ひつ要ようはないわ。作業に問題が発生した場合のみ、速やかに馬うまを走らせて伝つたえること！」

「「「「「「サー・イエス・サー！」」」」」」

「いい返事よ。分かったなら散さん開かい！」

　炎えん髪ぱつの上じよう官かんから命令が下り、兵たちは一いつ斉せいに東西へ散っていく。心情的にはヤトリも彼らと一いつ緒しよに走り出したいところだったが、今回ばかりは彼女も現げん在ざい敷ふ設せつ中ちゆうの大だい本ほん営えいに残って全体の指し揮きを執とることに決めていた。延焼作業の実地経けい験けんがもっとも豊ほう富ふなのが彼女だからだ。

　部下を送り出したヤトリは、身をひるがえして大本営の有あり様さまをざっと眺ながめた。そこもまた鉄火場だ。兵たちの多くは一いち様ように、後方から届けられた菜な種たねの大おお袋ぶくろを開けて、その中なか身みを数百の火ひ精せい霊れいに片かたっ端ぱしから食わせ、その体内で抽ちゆう出しゆつした油あぶらを皮かわ袋ぶくろに吐はき戻させている。一いつ杯ぱいになった袋から順番に馬に乗せて前線に運ばせ、それを燃料に延焼作業を進めさせるためだ。

　ヤトリの考こう案あんした作業の段取りと分ぶん担たんは至いたってシンプルなものだ。ガガルカサカン大森林の南側を全部で八十六のブロックに分け、それぞれに延焼作業を任せた分隊を向かわせて、後方の大本営では燃料の生産と補ほ給きゆうを続ける。ヤトリ自身は油の生産と補給を指揮するかたわら、現場で発生する様さま々ざまなトラブルに対たい応おうできるよう大本営に待たい機きする。彼女自じ身しんが馬を駆かって現場に出向くような場合には、サザルーフ大たい尉いが大本営を受け持つことになる。




　大本営と作業現場、それぞれに配備した火精霊の割合は九対一ほど。この数字が示すように、菜種から油を搾しぼるための要員に火精霊の大部分が割さかれている。前線で活かつ躍やくするのはむしろ、ひとたび放った火を燃え広がらせるための風を送る風精霊たちだった。

「よし、延焼送風開始！」

　マシューの指示に応えて、部下の風精霊が胴どう体たいの風かざ穴あなから新しん鮮せんな空気を送り込んだ。事前に撒まかれた油の助けもあって、酸さん素そを供きよう給きゆうされた炎はたちまち燃え上がり、豊かな枝えだ葉はとは無む縁えんのガガルカサカンの乾かん燥そう森林をみるみる炎ほのおで侵しん食しよくし始める。

「イッくんの言うとおり、風は北東に向かって吹ふいている。……でも、まだ少し弱いのかな」

　マシューとは別のブロックで作業を進めるトルウェイも、これから炎を広げなければならない範はん囲いの広さを思うと、天の助けを期き待たいせずにはいられない。……適てき切せつな風が吹けば放っておいても火の手は広がるが、そうでなければ足を使って補おぎなうしかない。作業の完かん了りようが間に合わない事じ態たいは論ろん外がいとしても、事じ後ごのことを考えると、ただでさえ長い戦いくさに疲ひ労ろうしている兵たちの体力はなるべく温おん存ぞんしておきたいところだった。




「ぜぇっ、ぜぇっ……」

　また別のブロックでは、部下に混じってイクタ自じ身しんが斧おのを振るうという珍めずらしい姿が見られた。指し揮き官かんの立場を理由に楽らくをしていられる段階はとっくに過すぎて、彼かれ自身も労ろう働どう力りよくとして働はたらかなければならない瀬せ戸と際ぎわになっている。

「ぜぇっ、ぜぇっ……、うっ、あつつっ……！」

　左手に燃えるような激げき痛つうが走って、イクタは危うく斧を取り落としかけた。原げん因いんは見るまでもない。小こ指ゆびの傷きず口ぐちに巻かれた包ほう帯たいが、出しゆつ血けつで真まっ赤かに染そまっている。

　いちおうハロに縫ぬってもらったとはいえ、それだけで昨日きのうの今日こさえた傷きずが完かん全ぜんにふさがるわけもない。痛いたみが和やわらぐのを数すう秒びよう待まって、イクタは作業を再開しようとしたが、その無理を見かねたスーヤ曹そう長ちようが声を上げた。

「中ちゆう隊たい長ちよう殿どの、もういいですから……！　後はわたしたちに任まかせて休んでいてください！」

「気持ちはすごく嬉うれしいよ、スーヤ。……でも、ここは間ま違ちがって怠なまけると死ぬ局きよく面めんなんだ」

　苦く笑しようしいしい首を横に振って、イクタは自分の血がしたたる斧を目の前の木に叩たたきつけた。……もちろんのこと、怪け我が人にんが無理に参加したところで作業の足たしにはならないし、むしろ邪じや魔まになりかねない。それは彼にも重じゆう々じゆう分かっている。

　だが、周まわりの兵たちの目にも彼の姿は映っている。いつも飄ひよう々ひようとした指揮官が血を流しながら作業を続ける姿は、現げん状じようがいかに切せつ迫ぱくしているかを形として示しめし続ける。それを見て怠けようと思う者はいない。上じよう官かんが働いている隣となりで部下が休むわけにはいかないという以上に、ここで怠ければ死ぬという事実が、言葉を越こえた説せつ得とく力りよくをもってイクタの姿すがたから伝わってくるからだ。

　もちろん、こうしたデモンストレーションが悪い結果を呼ぶ恐れもある。「そんなに戦せん況きようが悪いのか」と絶ぜつ望ぼうした兵たちが、持ち場を捨てて脱だつ走そうしないとも限らない。「兵へいを動どう揺ようさせないために、指揮官は常つねに余よ裕ゆうの構かまえでいるべし」というのは士し官かんが最初に教わる用よう兵へいのセオリーだ。

　だが一方で、イクタにはここまでの戦いを最小限の犠ぎ牲せいで切り抜けてきたという実じつ績せきがある。部下の目から見た時、彼は紛まぎれもなく頼たよれる指揮官なのだ。そんなイクタが怪我を圧おして黙もく々もくと斧を振るっている姿は、兵たちに動揺よりも、「ここで頑がん張ばらなければ」という奮ふん起きを促うながす。

「よいしょっ……と！」

　トドメの一振ふりが幹みきに抉えぐり込み、自じ重じゆうを支えられなくなった木がミシミシと音を立てて倒たおれ始めた。隣を走る林りん道どうに向かって一本の木がほぼ垂すい直ちよくに倒れ込む。それは計算済ずみの結果で、周しゆう囲いで作業する兵たち全員もまた、周しゆう辺へんの木々を林りん道どうに向かって切り倒たおしているのだった。

　振り向いて見れば、兵たちが切り倒した木は、すでに百メートル近くに渡って林道を埋うめている。イクタは一ひと息いきついて額ひたいの汗あせをぬぐった。

「……よし、延えん焼しようの助けとしてはこれでじゅうぶんだね。この先は切り倒さなくてもいい。木々が焼け落ちる時、この道の側に向かって倒れてくれるよう、ある程てい度どの切れ込みを入れておくだけで大だい丈じよう夫ぶだ。最後の仕上げは火がやってくれるよ」

　イクタの指示に、潰つぶれた血マメで手を真まっ赤かにした兵たちがほっとした顔を見せた。少年の左手がそれ以上にひどい有あり様さまだったので、誰だれも文もん句くは口に出さないが。

　ガガルカサカン大だい森しん林りんには進しん軍ぐん路ろとして機能しうる林道が五本あって、いまイクタがいるのはそのうち最もつとも中ちゆう央おうに近い位置にある一本だった。道みち幅はばも平へい均きんして四十メートル以上と抜きん出て広く、大兵力を速すみやかに通したいアルデラ神しん軍ぐんは、この道を目指してくる可か能のう性せいがきわめて強い。だからこそ他に優ゆう先せんした工こう作さくが必ひつ要ようとされている。

　また、このまま首しゆ尾びよく森林火か災さいを引き起こしたとしても、木々の取り払はらわれた空間はそれ自体が炎の抜け道になりかねない。なので、こうして道沿ぞいの木を切り倒すことで、後に生まれるはずだった炎の隙すき間まを埋うめているというわけだった。

「……延焼作業が済すみ次し第だい、この林道にはバリケードを築きずかなくちゃならないな」

　ぼそりとつぶやくイクタに、彼の左手の包ほう帯たいを巻きなおしていたスーヤ曹そう長ちようが顔を上げた。

「やっぱり、火を放っただけじゃ止められませんか……？」

「いや、ここを通つう行こう不ふ能のうにすることは可能だよ、たぶん。……でも、僕ぼくたちの任にん務むは森を通せんぼすることじゃなくて、これより先に敵を進ませないことなんだ。そのために場合によっては、いったん閉じたフタを開けなくちゃならないこともある」

　意い味み深しんなことを言う年下の上じよう官かんを、傷きずの手当てを続けつつ、スーヤはこっそり上うわ目め使いで窺うかがう。その真っ黒な両目がどんな未来を見つめているのか、彼女には想像さえ及およばなかった。




　一方、もっとも東寄りの林道には、ナナク・ダル率ひきいるシナーク族の増ぞう援えん二百人が向かっているところだった。

　帝てい国こく兵へい士しと合流しての共きよう同どう作業というプランは、互たがいの感情の軋あつ轢れきを考えると絵に描かいた餅もちでしかない。よって早々に除じよ外がいされた。イクタの要よう望ぼうを受けたナナクが指し揮きする独どく立りつ部ぶ隊たい、というのが現げん在ざいの彼らの扱あつかいで、当面は後方から送られてくる油の補ほ給きゆうだけが互いの接点になる。

「とろとろすんな、急げ！　早いとこ取りかからねと、アルデラ本国のやつらが森を素通りしてきちまうぞ！」

「お、おぉっ……！」

　シナークの人ひと手でを取りまとめて作業に当たるナナクだが、同どう胞ほうたちが彼女を見る目には戸と惑まどいの色がある。それも当然だろう。泥どろ沼ぬまと化した戦いくさの敗北が決定した矢や先さき、北からアルデラ神しん軍ぐんが来らい襲しゆうし、かと思えば対たい帝てい国こくの急きゆう先せん鋒ぽうだった族ぞく長ちようが帝国軍との共きよう闘とうを呼び掛かけてきたのだ。事じ態たいの急激な移り変わりは、彼らの理解力を大きく超こえている。

　しかし、その動どう揺ようも、彼らのまとまりを崩くずすには至いたらなかった。いまや敗はい軍ぐんの将しようとなったナナクだが、それでも部ぶ族ぞくへのリーダーシップを保ち続けている。帝国軍との共きよう闘とうを命じる彼女を「裏うら切ぎり者」となじる声はなく、シナークの民たみはいまなお年若い族長の命令に従したがい続けていた。

　帝国との戦に敗れたことについて、ナナクを責せめようとする者は多くない。帝国との闘とう争そうを求めたのはシナーク族の総そう意いであり、彼女はその先せん頭とうに立ったに過すぎなかったからだ。

　敗はい北ぼくの責せき任にんは全員にあると、誰だれもが弁わきまえていた。たったひとり例外がいるとすれば、それはナナク自じ身しんだったろう。部族を勝利に導みちびけなかった自分を彼女は恥はじていた。だからこそ、ひとりでも多くの同どう胞ほうを生き延のびさせることが、自分に残された最後の責せき務むだと信じるしかなかった。

「準じゆん備びが出で来きたとこから切ってけ！　あてらは作業開始がずれこんでる、休んでる暇ひまはねぇぞ！」

　厳きびしく声を飛ばし、一方でナナク自みずからも作業に参加する。小さい体をいっぱいに使って斧おのを振るいながら、彼女はふと思ってしまった──小こ指ゆびを失うしなった手では、きっと斧も握にぎり辛づらかろうと。





＊






　イクタたちの作業開始から三日と十四時間後。トルウェイの予測は裏うら切ぎられず、一万二千の大だい兵へい力りよくを率ひきいるラ・サイア・アルデラミン神しん聖せい軍ぐんは、満まんを持してガカルカサカン大だい森しん林りんの北ほく端たんに到とう着ちやくした。

　暗あん青せい色しよくの軍ぐん服ぷくに身みを包んだ「神しん兵ぺい」たちは、聖せい戦せんの義ぎを胸むねに大地を埋うめ尽つくさんばかりに立ち並ならび、主神アルデラミンの威い光こうを称たたえる言こと葉ばを口々に唱となえている。一万二千人分の合がつ唱しようがアラファトラの山並みにこだまし、シナークの領りよう域いきを早くも神のプレッシャーで押し包もうとしていた。

　その圧あつ倒とう的てきな陣じん容ようの中に、万ばん軍ぐんの将しようとして遜そん色しよくない迫はく力りよくを備えた壮そう年ねんの男の姿があった。縦たてにも横にも恰かつ幅ぷくのいい体、空を映すまでに剃そり上げた頭とう頂ちよう部ぶ、厳きびしく引き結んだ口くち元もと。

　歴れき戦せんの軍人として見ても不足はないが、敬けい虔けんな神しん官かんの趣おもむきもある。ふたつの異ことなる風ふう格かくをひとつの体に併あわせ持つその将しよう軍ぐんこそが、アルデラ神軍を率ひきいる大たい将しよう、アクガルパ・サ・ドメイシャだ。

「かァ───ッ、煙けむいわァ！　燻くん製せい室しつに吊つるされた燻いぶし肉の気分だのう！　ごぁはははっ！」

　が、ひとたび口を開いたところで、彼の第一印いん象しようを構こう成せいしていた要よう素その半分──敬虔な神官としての印いん象しようは裏うら切ぎられた。隣となりで副ふく官かんがため息いきをつく。──この将しよう軍ぐん、神に仕つかえる身みとしては、根本的に口が悪わる過すぎるのだ。

　ともあれ、アクガルパ大たい将しようの感想は的まとを射いていた。森の中から流れ出してくる煙けむりのせいで、辺りの景け色しきは灰色に濁にごっている。吸い込めば肺はいを刺さすように刺し激げきする大たい気きが兵たちを咳せき込ませた。

　煙けむたい煙たいと、彼らの分まで繰くり返している将軍のもとに、偵てい察さつを終えた先せん遣けん隊たいの騎き兵へいたちが戻ってきた。東西それぞれの進しん軍ぐん路ろで様よう子すを見てきた彼らの中から、ひとりの士し官かんが代表して、灰にすすけた顔で口くち火びを切る。

「大将殿どのに報告いたします！　ガガルカサカン大森林を通り抜ける五本の林りん道どうの全すべてが、倒とう木ぼくと火か災さいによって封ふう鎖さされていることを確かく認にんしました！　現時点での通行は不ふ可か能のうと見えます！」

「だろうのう！　……にしても、森を丸ごと燃すか！　狂きよう気きの沙さ汰たよの！　さすがに進しん退たい窮きわまった連中のすることだけあるわ、ごぁはははっ！」

　呵か呵か大たい笑しようするアクガルパ大将に、隣から副官のミシュリ中ちゆう佐さが控ひかえめに口を挟はさむ。

「ここで長く足止めを食えば、敵てき主しゆ力りよくの追つい撃げきに差し障さわります。いかがいたしますか」

「決まっとる。あの邪じや魔まっけな火を消してこい」

「ご命令とあれば……しかし、具ぐ体たい的てきにどうやって」

「ふぅむ。この場の全員でしょんべんをかければ消えんかの？」

「独どく創そう的てきなアイディアではあります。しかし無理です」

　副官はキッパリと言い切った。アクガルパ大将は腕うでを組んで考え込む。

「……なんならワシも参加するが？」

「大将殿の腹はらの中なか身みが全すべて膀ぼう胱こうだったとしても、足あし元もとの土を湿らせて終わりかと」

「かァ───ッ、面めん倒どうだのう！　埒らちが明かん！　おいミシュリ、あの若造を呼べ！」

　その指示に即そく応おうせず、ミシュリ中佐は表情を曇くもらせた。

「……まだ戦せん端たんすら開かれていない状じよう況きようだというのに、あの男を頼たよるのですか？」

「何をこだわっておる、単たんに無む駄だ飯めし食ぐらいを働はたらかせてやろうというだけだ。客きやく員いん将しよう校こうだろうが何だろうが部隊の編へん成せいに含ふくまれている以上、あれもワシの部下に過ぎん。この機会にこき使って何が悪い？」

　そう言われると反論できず、ミシュリ中佐は騎兵に言い含めて問題の人物を呼びに行かせる。大将らが話を別に移している暇ひまもなく、総そう白髪しらがの若い将校が馬を駆かってやって来た。その身にまとっているのは、暗あん青せい色しよくではなく濃こい緑色をした、まったく別の軍ぐん服ぷくだ。

「Ｙａｈヤー、お呼びでしょうか、大将殿！　僕ぼくを名指しとは光こう栄えいですが！」

　馬の上からよく通る声を張り上げる将校を、ミシュリ中佐が苦々しい表情でにらみ付けた。

「少佐、まずは馬を下りろ。我わが軍では、それが上官に対する最低限の礼れい儀ぎだ」

「これは失礼しました！　またすぐに走ることになると思い、つい横おう着ちやくを」

　悪びれずに言って馬から飛び降りると、男は二人の上じよう官かんに向き直った。物もの怖おじしない態たい度どに、アクガルパ大たい将しようが鼻を鳴らす。

「二分とかからず参さん上じようか。今日も元気が有あり余あまっとるようだな、若造」

「Ｓｙａｈシア、それだけが取とり柄えのようなものでして。──ご用よう件けんは、この状じよう況きようの打だ開かい策さくを出せということで？」

「出せなければ、しょんべんを用いた鎮ちん火か作戦にきさまも加くわわってもらおう」

「Ｈａｈハー……それは実に独どく創そう的てきなアイディアです。しかし生あい憎にくともよおしていませんで……」

「そうか？　同じ体たい液えきなら、何も尿にようにこだわる必ひつ要ようはないのだがな……」

　副ふく官かんから風ふう銃じゆうのバレルを受け取ると、アクガルパ大将はその先せん端たんに着けた刃はと相あい手ての首くび筋すじを意い味み深しんに見み比くらべる。白はく髪はつの男は名めい案あんを思い付いたとばかりに両手を打った。

「僕の首を搔かっ切っても、あるいは全ぜん身しんをぞうきんのように絞しぼっても、出てくる汁しるの量は知れたものですよ。発はつ想そうを変えましょう。火を鎮しずめるに当たって用いるべきものが、何も必かならず水であるとは限りません」

「ふむ？　では何をもって目の前の大たい火かに処しよする」

「Ｍｕｍムン、そうですね。目には目を、歯には歯を──と言いますし。とりあえず、こっちからも火を放ちましょうか」
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　あっけらかんと言い切った男に、アクガルパ大たい将しようは目を丸くした。







　一方その頃ころ、炎ほのおの壁かべを挟はさんだ反対側にて。ごうごうと燃え盛って焼け落ちていく森の有あり様さまを、黒くろ髪かみの少年がひとり、大だい本ほん営えいの中で眺ながめていた。

「ふぅ、どうにか間に合った……。我われながら景けい気きよく火を焚たいたもんだよ。ねぇクス」

「それはいいのですが、イクタ。左手の傷きず口ぐちがまた開いています」

　腰こしのポーチからパートナーの精せい霊れいが主あるじを気き遣づかう。イクタはうんざりした顔になった。

「嫌いやだ、見たくない……。ただでさえ泣きそうに痛いたいのに、傷口を見たら余よ計けい痛くなる……」

「しかし、放っておくと化か膿のうします」

　仕し方かたなく替えの包ほう帯たいを求めてポケットを探さぐるイクタだったが、その指先がむなしく空くうを切った。一いつ杯ぱいに詰つめておいたはずだが、よくよく思い出すと、交こう換かんしたのもすでに四度や五度ではない。

「──あ、やっぱり。そろそろ切らす頃ころだと思っていました」

　タイミングよくやって来たのは、医い療りよう箱ばこを小こ脇わきに抱かかえたハロだった。有う無むを言わさず少年の隣となりに立つと、彼女は汚れた包帯をほどいて傷口を検けん分ぶんし、パートナーの水みず精せい霊れいミルに作らせた綺き麗れいな水で表面の汚れを洗い落とす。

「また傷が開いてる……。なるべく動かしちゃダメって言ったじゃないですか」

「ごめん、ごめん。でも傷口に限って言えば、今日からは少し休ませてやれるよ。柄がらでもない木こりの真似まね事ごとはおしまいだからね……つぅッ！」

　外がい気きに晒さらされた傷がひときわ激しく痛んで、イクタは思わず声を上げてしまう。それを聞いたハロが、上うわ目め使づかいに彼の表情を窺うかがった。

「……無理しないでください。人間の体の中でも、指はいちばん神しん経けいが集まる場所のひとつです。それを根ね元もとから切り落としたんですから……」

「……ッ、ま、まぁ、落としたその日の晩ばんに比くらべれば、いまは大だい分ぶマシだよ」

　天てん幕まくの中で一いつ睡すいもできずに七しち転てん八ばつ倒とうした一夜を思いだして、イクタは今さらのように背せ筋すじが寒くなった。一方のハロも、彼を責せめさいなむ苦く痛つうを自分のことのように想そう像ぞうしつつ、医療箱の中から一ひと握にぎりの麻あさ袋ぶくろを取り出して差し出す。

「……どうしても辛つらい時は、これを少しずつ嚙かんでください。痛みが和やわらぐはずです」

　受け取ったイクタが袋ふくろの口くち紐ひもをほどくと、中には黒っぽい干ほし草がいっぱいに詰つまっていた。それを見た途と端たん、少年の口くち元もとが救いを得えたようにほころぶ。

「コカの葉だね、ありがたい。こんなにたくさん僕ひとりで使っていいの？」

「構かまいませんけど、一度に使う量は押さえてくださいね。摂とりすぎは危険ですから」

　その忠ちゆう告こくに軽くうなずいて、イクタはさっそく指先でつまんだ干し草を口の中に放り込んだ。奥おく歯ばに挟はさんで嚙かみしめていると、成分が唾だ液えきに溶とけ始め、それに触ふれた部分から口こう内ないがしびれるように感かん覚かくを失っていく。

「懐なつかしいなぁ。一時期、これの有ゆう効こう利用をアナライの爺じいさんと研究したことがあってね。最初は医い療りようへの応用を真ま面じ目めに考えていたんだけど、僕ぼくが冗じよう談だん半分に葉っぱを砂さ糖とう水みずで煮に詰つめたら、なんか悪あく魔ま的てきにうまいジュースが出で来きちゃったんだよ。あんまり中ちゆう毒どく性せいが高かったせいで、すぐにレシピは封ふう印いんされちゃったけどさ。世に出れば間ま違ちがいなく一いつ世せいを風ふう靡びする味だった。あれもいつか日の目を見ることがあるかなぁ……」

　痛いたみが和やわらぐのを感じつつ、イクタは懐なつかしさに目を細める。そこにハロが声を挟はさんだ。

「イクタさん。本当につらい時は、ちゃんと誰だれかに言ってくださいね。傷きずのことに限らず……」

「あはは。ありがたいけど、考え過すぎだよハロ。僕が瘦やせ我が慢まんするタイプに見える？」

「……。さっきヤトリさんに聞きました。シナークの族ぞく長ちようと親しかった時期があるそうですね」

　飄ひよう々ひようとした態度に流されず、ハロは核かく心しんに踏ふみ込んだ。イクタが言こと葉ばに詰つまる。

「この戦争が始まってから今まで、何かに耐たえていない時間なんて、イクタさんには一度もなかったんじゃないですか？」

「……大げさだよ。こうも戦せん況きようが泥どろ沼ぬま化かすれば、誰だって忍にん耐たいを強しいられるさ」

「かもしれません。でも、イクタさんの持ち分は、他の人よりだいぶ多いみたいです」

　新しい包ほう帯たいを巻き終えてから改あらためて、あるべき指が一本欠けた少年の左手を、ハロは痛ましげに見つめた。その視し線せんがいたたまれなくて、イクタは左腕うでを背中の側に回す。

「話し中のところ悪いけど、報ほう告こくよ。敵てき側がわに動きがあったわ」

　凜りんとした声がかかったと思うと、山側からヤトリとサザルーフ大たい尉いがやって来ていた。大尉への敬けい礼れいも兼かねた動作で、イクタとハロが二人に向き直る。

「ふたりともご苦労だったな。左手の調ちよう子しはどうだ、イクタ中ちゆう尉い」

「まだ新しい小こ指ゆびは生えてきませんね。ろくなものを食べてないせいでしょうか」

　敵の進しん軍ぐんを阻はばむ火か線せん構こう築ちくが完かん了りようしたおかげで、こういった無む駄だ口ぐちを叩たたける程てい度どには時間の余よ裕ゆうが戻ってきていた。イクタの減らず口に満足しつつ、大尉は視線を山側にやる。

「しかし、どうも妙みような調子だな──後方の仲間に前方の敵の様子を教えてもらうってのは。森の向こうの敵てき陣じんも、高い位置からなら一いち目もく瞭りよう然ぜんってのは道どう理りなんだが……」

「そこは地ちの利りと思ってくださいよ。こっちは兵の絶対数が不足して、偵てい察さつ部ぶ隊たいを編へん成せいするのも苦しい状じよう況きようなんですから」

「斥せつ候こうを出そうにも、前には自分で作った炎ほのおの壁かべだしね。──話を戻すけれど」

　会話をそこで打ち切って、ヤトリは本題へ入った。

「後こう方ほうからの報告よ。敵が森に火を放ったそうだわ」

　その報しらせにきょとんとしたのはハロ一人で、同じく初めて耳にするイクタは眉まゆ根ねを寄せた。

「……迎むかえ火か。ずいぶん思い切った手に出るね、向こうも」

　黒い瞳ひとみに警けい戒かいの光がともった。迎え火──それは散さん水すいや打ち壊こわしといった通つう常じようの手段では鎮ちん火かが見込めないほど延えん焼しようが急速な、あるいは広こう範はん囲いな火か災さいへ対たい処しよするためのやり方だ。具ぐ体たい的てきには、延焼の進路上と思われる区く域いきに先回りして、そこに厳げん重じゆうなコントロール下においた火を焚たき、一定のゾーンの中の燃料になる物質が燃え尽つきたところで鎮火する。こうして燃え終わった区域はそれ自体が防ぼう火か帯たいとして働はたらき、そこより先には火災の延焼が及およばない。結果として火が燃え広がる最終的な範はん囲いが小さくなり、鎮火も早まるというわけなのだが……。

「一いつ歩ぽ間ま違ちがえれば火事を大きくしかねないやり方だから、滅めつ多たなことじゃ使われないんだけどね……。アルデラ神しん軍ぐんには山火事に対たい処しよした経験のある将しよう校こうでもいるのかな？」

「しかも決断の早さが異い常じようよ。向こうの到着からまだ二日と経たっていないのに、いきなり具ぐ体たい策さくを打ってくるとは思わなかったわ」

「確かにそうだ。『進軍の途と中ちゆうで森が丸ごと燃えている』という状じよう況きようは彼らにとって予想外のはずで、正直もう少し戸と惑まどってくれるだろうと見込んでいた。将校たちが頭を突つき合わせて対たい処しよを議ぎ論ろんする間は、時間稼かせぎも楽らくになるはずだったんだけど……」

　早々に当てが外はずれて、イクタはうなりながら後こう頭とう部ぶをかきむしる。ヤトリも顎あごに手を当てて思し案あん顔がおになった。

「……ちょっと妙みようだと思うわ。敵てきを侮あなどるわけじゃないけれど、そもそもアルデラ神軍の母ぼ体たいのラ・サイア・アルデラミン自体、ここ百年以上も大きな戦争とは無む縁えんだった中ちゆう立りつ国家でしょう？　そういう国の軍隊が未み知ちの状況に出くわして間もなく、こうも効こう果か的てきな手を打てるものかしら」

「どうかな。迎え火のアイディアを出したのは、あの国の将校じゃないかもしれないぜ」

　サザルーフ大たい尉いがぽつりと言こと葉ばを挟はさむ。イクタとヤトリは同時に顔を上げた。

「……大尉殿どの、それは？」

「お前らも講こう義ぎで習っただろ？　長らく戦争と縁えん遠どおいラ・サイア・アルデラミンの軍事的水準を維い持じするために、帝てい国こくと共きよう和わ国こくそれぞれから指し導どう役やくの軍人が派は遣けんされているんだよ。政治的なバランス上、中立国が弱くなりすぎるのは、両国にとって好このましくないからな」

「いわゆる客きやく員いん将校か……。そんな事情もありましたね」

「帝国から向こうに行ってるお仲なか間まは、今の状況だとさぞ肩かた身みの狭せまい思いをしているだろうよ。だが、共和国から派遣されてるヤツはどうかな。そもそもの始まりだったシナーク族の反はん乱らんが、キオカによって促うながされたものだとするなら……」

　サザルーフ大尉が意い味み深しんに言こと葉ば尻じりを濁にごす。ヤトリは記き憶おくを探さぐるように額ひたいに手を当てた。

「……中ちゆう央おうの基き地ちにいた頃ころ、誰だれかが話しているのを聞いたことがあるわ。二年前からラ・サイア・アルデラミンに派遣されているキオカの将校は異い例れいの若さの青年で、にもかかわらず髪かみは老人のような総そう白髪しらが。朝も夜も関係なしに誰だれよりも多く働はたらき、極きわめ付けには、彼が横になっている姿を誰も見たことがないと」

「そりゃすごい。まるで僕の存そん在ざいとバランスを取るために神が創つくりたもうたような人物だね」

「ええ、噂うわさを聞いた時に私もそう思ったのよ。そこから付いた異い名みようが、確か──」





＊






「よし、着火しろ！」

　分ぶん隊たい長ちようの命令を受けたアルデラ神しん軍ぐんの焼しよう撃げき兵へいのひとりが、おぼつかない手つきで目の前の茂しげみに火ひ種だねを放り込む。仲なか間まが同じ作業を行っている左右ではたちまち火の手が上がったが、段取りが悪かったのか、彼の担たん当とうする範はん囲いでは煙けむりさえ上がらなかった。

「そこ、燃えとらんぞ！　何をやっとるか！」

「は、はいっ……！」

　上じよう官かんに叱しかりつけられた兵へい士しが、油あぶらの入った皮かわ袋ぶくろを手に慌あわてて茂みの中へ踏ふみ入る。

「くそっ、まだ撒まき足たりなかったのか……？」

　つぶやきながら、彼は周しゆう囲いの木々に油をふりかけていく。と、その時──作業に夢む中ちゆうになる余あまり、おろそかになっていた足あし元もとから、ふいに舐なめるような熱気を感じた。

「……熱ッ……!?」

　驚おどろいて視し線せんを下ろすと、軍ぐん服ぷくの膝ひざ下したで、彼を嘲あざ笑わらうかのように火が踊おどっていた。知らず知らずのうちに、最初に放り込んだ火種から燃え移っていたのだ。

「わ、わわっ！」

　慌てて消そうとするものの、手で叩たたいたくらいでは勢いきおいが止まらない。上へ上へと昇ってくる火の手に、落ち着きを求める精せい霊れいの声も耳に入らず、兵士はやがてパニックを起こした。

「たた助けてくれぇっ！　火が、火がぁっ！」

　下か半はん身しんに炎をまとって茂みから飛び出してきた彼の姿に、仲間たちは度ど肝ぎもを抜かれた。消火に使えるような大量の水は近くにない。火が燃え移るのを恐れて、助けを求めて走ってくる兵士に、誰もが引け腰ごしになってしまう。

「誰かっ、誰かなんとかしてくれよ！　誰かぁぁっ！」

　救いの手が差し伸べられない状じよう況きように、兵士のパニックはますます加速する。が、その声が絶ぜつ叫きように変わる寸すん前ぜん、その背はい後ごから地を蹴ける馬ば蹄ていの音が響ひびき──次の瞬しゆん間かん、彼の体は襟えり首くびをつかまれてふわりと持ち上がっていた。

「うげっ……!?」「Ｙａｈ、心配無用！　暴れない暴れない！」

　相あい手てを右手一本でつり上げた状じよう態たいで、騎き手しゆは疾しつ走そうした。兵士の首が絞しまって大人しくなるのを幸さいわいとばかりに馬を駆かり、呆ぼう然ぜんとする観かん衆しゆうの中を猛もうスピードで突つっ切っていく。

「Ｈａｙハイ！」

　疾しつ走そうのさなか、騎き手しゆは唐とう突とつに襟えり首くびをつかんでいた手を放す。兵へい士しの体は重力に従したがって落下し、そこにあらかじめ掘ほられていた穴あなの中にすっぽりと収まった。穴の周しゆう囲いでスコップを手に待たい機きしていた兵士たちが、ぎょっと目を丸くする。

「ほら君たち、土をかぶせるんだ！　Ｗｅｐｓｓｙエプシシイ！　急いで急いで！」

　少し先で馬を止めた騎手にそう命じられると、兵士たちは我われに返って仕事を始めた。スコップで土を持ち上げて、火が燃え移った下か半はん身しんから埋うめていく勢いきおいで仲なか間まにぶっかける。当の本人は穴の中で悲鳴を上げているが、そんなことはお構かまいなしだ。

「よし、消えたな……！」

　首から下がすっかり土の中に収まると、ようやくスコップの動きが止まった。埋まい葬そうされる死者の思いでいる兵士のもとに、彼をここまで運んできた男がやって来て、馬の上から白はく銀ぎんの瞳ひとみを向ける。

「Ｈａｈ、間に合ってよかった。衛えい生せい兵へい、早く火傷やけどの手当てをしてあげるようにね」

　その言こと葉ばを受けてようやく、兵士は自分が救われたのだと気が付いた。湿しめった土に分ぶ厚あつく覆おおわれた下半身では、酸さん素その供きよう給きゆうが途と絶だえたことで、全ぜん身しんを焼き尽つくすはずだった火が完全に消えている。大量の水がない状じよう態たいではベストの消火措そ置ちだ。

「あ、ありがとうござ──」

　感かん謝しやの言こと葉ばを伝える間もなく、彼の救い主ぬしは馬体をひるがえして去さっていくところだった。猛もうスピードで遠ざかる背中を呆ぼう然ぜんと見送る彼に、周まわりの仲間がスコップ片手に声をかける。

「やめとけやめとけ、礼なんていちいち聞いている暇ひまもないだろうよ。あの御ご仁じん、ここを含ふくめた合計七カ所の現場で、延えん焼しよう作業を同時に監かん督とくしているらしいからな」

「え……？」

「二重に救われたなぁ、お前。ここまで直接運んできてもらったのはもちろん、お前みたいにドジを踏ふむ奴やつが出るのを見み越こして穴を掘らせておいたのも、元もと々もとあのキオカ人の采さい配はいだぜ」

　そこで兵士もようやく、さっきの将しよう校こうの軍服がアルデラ神しん軍ぐんのそれではなかったことに気が付いた。彼が困こん惑わくの視し線せんを周りに向けると、仲間のひとりが苦く笑しよう交まじりに応じる。

「なんだ、直接会うのは初めてだったか？　だとしても噂うわさくらいは聞いたことがあるだろう。昼には地上で馬を走らせ、夜には机き上じようでペンを走らせる。共きよう和わ国こくからはるばるやって来た、自分の部へ屋やにベッドを持たない男の話を──」







　迎むかえ火の作業に忙ぼう殺さつされる中、大だい山さん脈みやくの麓ふもとで、アルデラ神軍は二度目の夜を迎えた。

「──入りますよ、ジャン。お茶をお持ちしました」

　そう断ってから天てん幕まくに足を踏ふみ入れた副ふく官かんの女性が見たものは、光ひかり精せい霊れいの周照灯ランタンにぼんやりと照てらされた資し料りようでいっぱいの机つくえと、その上で一いつ心しんにペンを走らせる上じよう官かんの姿だった。

「Ｓｙｏｏｌシオール！　ありがとうミアラ。砂さ糖とうたっぷりの紅こう茶ちやかい、それとも渋しぶみの効きいた緑りよく茶ちやかな？」

　相あい変かわらず机にかじりついたまま、けれど親しみのこもった声でジャンと呼ばれた男は答えた。その真っ白な後こう頭とう部ぶを眺ながめながら、ミアラと呼ばれた若い女性士し官かんは軽くため息いきをつく。

「残念ながら、アルデラ本国でも嫌いやというほど飲まされた豆まめ茶ちやですよ。軍の糧りよう食しよくですので」

「Ｈａｈ、だよねぇ。それも嫌きらいじゃないけど、どうしてもお茶とは別の飲み物に思えるな」

　苦く笑しよう気ぎ味みに言った彼の手て元もとに、ミアラはそっと茶ちや碗わんを置く。その際さい、机の上に広がった様さま々ざまな資料の中から、執しつ拗ようなまでの書き込みがなされた数枚の紙し片へんが目に入った。

「派は手でに紙かみ資し源げんを浪ろう費ひしているようですが。何か気がかりでも？」

「この先の戦せん術じゆつ展てん開かいをパターン分けしてまとめていたんだ。敵てきもなかなか手ごわいようだからね」

「手ごわい……？　まだ一いつ戦せんさえ交まじえていないのに？」

「やすやすと一戦交えさせてくれるような相あい手てなら楽らくだったね。でも現実は違ちがう。敵はまともな迎げい撃げきを早々に諦あきらめて、撤てつ退たいまでの時間稼かせぎに全力を費ついやしてきた。森を丸ごと燃やしてまで」

「まぁ確かに、こういう状じよう況きようには初めてお目にかかりましたが」

　右手のペンを茶碗に持ち替えて、そこでジャンは椅い子すごと副ふく官かんに向き直った。──すらりと引き締しまった体格、一点の濁にごりもない総そう白髪しらがの短たん髪ぱつ、それとは裏うら腹はらに若々しく整ととのった顔立ち。中でも異い彩さいを放つのは、光を放っているかのようにさえ錯さつ覚かくされる、その白はく銀ぎんの瞳ひとみだ。

「Ｍｕｍ……アイディア自体も大だい胆たんだけど、よく実行に移せたものだと思う。疲ひ弊へいした軍の中から人ひと手でを割さいて工こう作さくに当てるにしても、シナーク族に背中を脅おびやかされたままでは、そもそも作業自体が難むずかしい。だから、きっと事前の根回し……僕らを共通の敵と見定めて一いち時じ休きゆう戦せん、あるいは共きよう闘とうするための話し合いが、部族の有力者との間で行われたんだと思う」

「共闘、ですか？　昨日まで殺し合っていた相手と。……理解に苦しみます。誇ほこりが邪じや魔まをしなかったのでしょうか」

　ミアラは硬かたい表情で押し黙だまり、腰こしの後ろに差してあった短たん刀とうの柄つかを無む意い識しきに撫なでた。その反はん応のうから彼女のルーツを思い出しつつ、ジャンは柔やわらかい表情で応こたえる。

「その方が互たがいのためになる、という理り屈くつなら僕にも理解できる。君ヤボニクの祖そ先せんとは状況が違うさ。事実、アルデラ神しん軍ぐんはシナーク族もろとも北ほく域いきを制せい圧あつするつもりでいるのだし」

「確かに。その片かた棒ぼうを担かついでいる現状を思えば、同情できた筋すじ合あいでもありませんが」

「Ｙａｈ、まったくだね。……ただ、帝てい国こく軍ぐんが僕らの接近に気付いた時期は、どう早く見積もっても六日前よりは遡さかのぼらないはず。僕らは昨日ここに着いたから、当時の彼らに残されていた猶ゆう予よは五日そこそこだった。その間に作戦を決定し、シナーク族を説せつ得とくして協力を取り付けて、必ひつ要ような人じん員いんを配はいして作業に移り……結果として彼らは、僕ぼくらの侵しん攻こうに対する防備を間に合わせた」

　ジャンの口くち元もとがゆるやかな弧こを描えがいた。不ふ謹きん慎しんな期待がそこに浮かぶ。

「この土ど壇たん場ばで、劣れつ勢せいの帝てい国こく軍ぐんにこんな綱つな渡わたりを成功させたのは、いったい誰だれなのかな？」

「…………」

「シナーク族の扇せん動どう、ユスクシラム・トァックの殺さつ害がい、それらによって誘ゆう発はつされた今回の内戦。でも根本的な部分では、北ほく域いき鎮ちん台だい司し令れい長ちよう官かんタムツークツク・サフィーダ中ちゆう将じようの無む能のうさを土台にしていた。彼がその地位に相応ふさわしい能力と自制心を備えていれば、最初から僕らに付け入る隙すきはなかっただろう」

「無能者が人の上に立ったがための悲ひ劇げき。よくあることです」

「Ｓｙａｈシア、よくあることだ。でも歴れき史し書しよをひもとくと、逆のこともまれにあるのが分かる。無能者の下で不ふ遇ぐうを囲っていた英えい傑けつが、続く戦せん乱らんの中で頭とう角かくを現してくるケースというのが」

　言いながら、ジャンは机つくえの上の地図を眺ながめた。表ひよう記き上じようのガガルカサカン大森林の向こう側、まだ見ぬ難なん敵てきが陣じんを構えているだろう場所に、熱を帯びた視し線せんを這はわせる。

「高こう等とう士し官かんということはない。それならもっと早く状じよう況きようが変わっていたはずだから。たぶん現場レベルの下か級きゆう士し官かんが野や戦せん昇しよう進しんを経て権けん限げんを強めたケースだろう。僕と同じ少しよう佐さか、それとも大たい尉いか……参さん謀ぼうの立場だとすれば、もっと下の階級ということも考えられる。いずれにせよ、あの炎ほのおの壁かべの向こうにはそいつがいるんだよ」

「難敵ということです、とりもなおさず。それを喜よろこぶのですかジャンは？」

「まだ見たことがないものは見てみたいよ。誰だってそう思うものじゃないかい？」

　悪びれずに言ったジャンにため息いきだけで返して、ミアラは彼から一歩引いた。その動作によって上じよう官かんと部下としての線引きをやり直すと、彼女は改あらたまった声で告つげる。

「……今のところ、山さん脈みやくに潜せん伏ぷく中ちゆうの友ゆう軍ぐん部隊からは連絡がありません。道が断たれていることに加くわえて、潜伏が長期に渡ったことで、伝でん書しよ鳩ばともすでに尽つきているものと推すい測そくされます」

「さすがの兄君も、あの炎をすり抜けてくるのは骨ほねが折おれると見えるね。……迎むかえ火が効こう果かを上げるのもまだ先になることだし、こっちからも命めい令れい伝でん達たつ経けい路ろの再さい構こう築ちくを図はかるべきかな」

「明るくなった頃ころに鳩はとを飛ばすつもりですが、それだけでじゅうぶんかと。……仮かりにこのまま放っておいたとしても、彼らは我われ々われに利する形で働はたらき、敵陣を効こう果か的てきにかく乱らんするでしょう。それが亡ぼう霊れいの役割ゆえに」

　我わが事ことのように力強く請うけ負おったミアラに、ジャンもまた信しん頼らいをもってうなずき返した。

「──わかった。どのみち今の段階では、連絡の回かい復ふくに向けて打てる手も少ない。僕らは自分の仕事に専念し、兄君らにはいま少し自分の判断で暴れてもらおう。それでいいかい、ミアラ・ギン中ちゆう尉い」

「異い論ろんはありません。信しん任にんをいただき恐きよう縮しゆくです、ジャン・アルキネクス少佐」

　直ちよく立りつ不ふ動どうで敬けい礼れいする副ふく官かんを苦く笑しようして見やりつつ、ジャンはさて、と話題を転じる。

「時間も時間だ。ミアラ、君はもう休みなさい」

「お言こと葉ばに甘あまえます。──それでジャンは、今こ宵よいの夜よ長ながをどのように？」

「Ｍｕｍ。地図の地形と実際の地形の誤ご差さを今日見た範はん囲いで修しゆう正せいして、ここで足止めを食って遠えん征せいが長引く分の追つい加か物ぶつ資しを計算して、五つある林りん道どうそれぞれの前に配分する兵の数を算さん定ていして。それも済すんだら、あとは夜明けまで想像して待まつことにするよ。炎ほのおの向こうに待っているだろう、まだ見ぬ難なん敵てきの顔をね」

　恋こいする乙女おとめさながらの言い回しに呆あきれて、ミアラはため息いき交じりに水を差した。

「けっこうですが、それも期待し過ぎないことです。ジャンを脅おびやかすような強きよう敵てきを想像しろと言われるなら、神の姿を想像しろと言われるほうがよっぽど簡かん単たんだ──少なくとも私にとっては」

　そう言い残して身をひるがえし、ミアラは天てん幕まくの外に出ていく。が、ちょうどそこで見知った顔と出くわした。

「おおミアラ。やっぱりここにいたな」

　ミアラと同じキオカの軍ぐん服ぷくを身みにまとった、見上げるような巨きよ軀くの男だ。年は三十絡がらみといったところで、厚い胸むな板いたが包ほう容よう力りよくを感じさせる。胸には大たい尉いの階かい級きゆう章しようが付いていた。

「これはハッラー大尉。夜や分ぶん遅おくくお疲つかれさまです」

　ハッラーと呼ばれた男の気さくな態たい度どには、ジャン同どう様よう、単なる上じよう官かんと部下という以上の親しみがこもっていた。近くに人ひと気けがないことを確かく認にんして、ミアラのほうでも少し肩の力を抜く。

「ジャンなら中にいますよ。何か用事でも？」

「そのつもりだったが、お前に確認する方が手っ取り早い。潜せん入にゆう部ぶ隊たいからの連絡はあったか？」

「まだです。さっきジャンにも伝えておきましたが、結論は現げん状じよう維い持じ。鳩はとを飛ばす以外、こちらから連絡の回かい復ふくに向けて特別な手を打ったりはしないことに決まりました」

「ジャンがそう判断したなら、俺にも文もん句くはないが……。兄あに貴きが心配じゃないのか、ミアラ」

「特には。敵てき陣じんの真まっ只ただ中なかで活動するのは兄あに上うえらの常つねです。むしろ炎ほのおの壁かべに進しん軍ぐんが阻はばまれている現げん状じようでは、向こう側に友ゆう軍ぐんがいることを幸こう運うんと思うべきでしょう」

　気き遣づかう上官に対して、ミアラはあくまでも素そっ気けなく応じる。そこに強がりがないことを見て取ると、ハッラーは安心して彼女から視し線せんを外し、天幕の隙すき間まに覗のぞく働はたらき者の背中を見つめた。

「──ジャンの奴やつは、今夜も相あい変かわらずか」

「どころか、ひときわ目を輝かがやかせていましたよ。敵側に強敵がいるようだと言って」

「それは俺おれも同感だな。火か線せん防ぼう御ぎよ陣じん地ちを構こう築ちくするまでの手て際ぎわには正直驚おどろかされた。ここからどう転ぶかは分からんが、場合によっては実じつ戦せん不ぶ足そくのアルデラ神しん軍ぐんには手に余あまるかもしれん」

　言って、ハッラーは厳きびしい表情で山の側を眺ながめる。夜よ闇やみの中にいっそう際きわ立だつ火か炎えんの森を横目に、しかしミアラは何の心配もないというように口くち元もとを緩ゆるめた。

「だとしても、あの向こう側にいるという英えい傑けつには気の毒どくというほかありません。どれほどの才さいの持ち主にせよ、頭とう角かくを現す場所と時代を決定的に間ま違ちがえたのですから」

「ああ、それも同感だな。アルデラ神軍だけなら何とかなったかもしれんが──」

　切った言こと葉ばを合あい図ずに、ふたりの視し線せんが同時に天てん幕まくのほうへ戻った。入口を覆おおう掛かけ布ぬのの隙すき間まから、彼らの上じよう官かんのすっと伸びた背中が覗のぞいている。ただ座すわっているだけの姿にも見て取ることのできる、底そこ知しれない活力の迸ほとばしり。休みなく走るペンの音さえも疲つかれを知らず軽やかだ。

「まったく頼たのもしいことだよ。──我われらが『不眠ねむらずの輝き将しよう』は今夜もまどろみを知らず」

「未来に約やく束そくされた勝利を見届けるためだけに、その白はく銀ぎんの両目は開かれたまま」

　揺ゆるぎない信しん頼らい、もはや信しん仰こうにも近い感情を胸むねに宿やどして、ミアラとハッラーは言葉遊びのように囁ささやき合った。本人は背はい後ごでそんな会話が行われているとはつゆ知らず、衰おとろえを知らない手て際ぎわで仕事を片付けながら、思考の片かた隅すみではまだ見ぬ敵てきの姿を思い描えがいている。




　──キオカ共きよう和わ国こく陸りく軍ぐん少しよう佐さジャン・アルキネクス。人呼んで『不眠ねむらずの輝き将しよう』。

　後の歴れき史し書しよにおいて『常じよう怠たい常じよう勝しようの智ち将しよう』と並び謳うたわれる、当とう世せいの麒き麟りん児じである。
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「頃ころ合あいだ。そろそろ一いつ戦せん交まじえよう」

　本ほん部ぶ天てん幕まくの中、会議の席せきでイクタが口にした一ひと言ことに、同じテーブルに着いていた人間の半分は耳を疑った。

「そろそろ一戦って……何言ってんだよ。そもそも普通の持じ久きゆう戦せんをするには戦力差があり過すぎるからこそ、おれたちは苦労して森を丸ごと燃やしたんだろ？」

　マシューが怪け訝げんな顔で疑ぎ問もんをぶつける。それを当然のものと受け止めて、イクタはうなずいた。

「君の言う通りだよマシュー。その結果として当初の目もく論ろみ通り、アルデラ神しん軍ぐんは森の向こうで足踏ぶみしている。火か線せん防ぼう御ぎよ作戦は上々の運びだ」

「だったら何も問題ないじゃないか。このまま火が絶えないように見張っていれば……」

「よく考えなさいマシュー。その場合、敵てきは迂う回かいしてくるわ」

　サザルーフ大たい尉いを挟はさんだイクタの反対側から、ヤトリが冷れい静せいに声を挟む。その内容にぎくりとして、マシューは全員で囲んだ長方形の机つくえに身みを乗り出した。

「……ちょっと待まてよ！　迂回が可か能のうなのか!?」

「純じゆん粋すいに地形的な話をするならね。──ナナ、君から詳くわしく説明してもらえるかい」

　イクタの右みぎ隣どなりにちょこんと座すわったシナークの長は、そう頼たのまれて素直にうなずき、机の真ん中に置かれていた地図を手て元もとに引き寄せた。

「アラファトラのお山はあてらの縄なわ張ばりだ。南側に比くらべっと北側には住んどる仲なか間まも少ないが、それでもマシな土地を少しでも多く求めた先人のおかげで道は拓ひらかれとる。アルデラ神軍の連中が通ってこようとしとるガガルカサカンの林道も、元もとを辿たどりゃ、北に土地を求めたあてらが切り拓いたもんだ」

　ナナクの説明を途と中ちゆうまで聞いて、サザルーフ大尉は意いを得えた様よう子すで手のひらを打った。

「言われてみれば、そういう騒さわぎもあったな。俺おれがまだ少しよう尉いだった頃の話だから、あれは七～八年前か……。大アラファトラ山さん脈みやくを越こえた北側の土地まで、シナーク族が国こつ境きようを無む視しして進出してるって苦く情じようがアルデラ本国から届いたんだ。北ほく域いき鎮ちん台だいが対応を迫せまられて、一いち時じは荒あら事ごとになるかと覚かく悟ごしたが、なんとか警けい告こくだけで事が済すんでホッとしたのを覚えてるぜ」

「ふん、うぬらが勝かつ手てに決めた線引きでねが。大地はもともと誰だれのものとも書かれとらんが」

　不満を表明するナナク。無む駄だに話がこじれる前に、イクタがさりげなくフォローを入れた。

「そういうわけで、シナーク族は山脈の北側についても地形を把は握あくしている。君はその知ち識しきを踏まえた上で迂回が可能だと言うんだよね、ナナ？」

「そん通りだ。ガガルカサカンの森が西で果てるところよりもさらに先から、むかし仲間が水みず場ばまで下るのに使ってた山道に入れる。大勢が通るには窮きゆう屈くつな道みち幅はばかもしらんが、そのまま道を選んで進んでくと、ここの後ろ側に出ることもできる。戦いくさの準備ん時にあて自じ身しんも通ったかんな、確かな話だ」

「だとするとイッくん、敵てきにはここでぼくたちの相あい手てをする理由がなくなるけど……」

　トルウェイに水を向けられて、イクタは首を横に振った。

「そう単たん純じゆんな話でもないんだ。ひとつ尋たずねるがトルウェイ、アルデラ神しん軍ぐんが作戦立りつ案あんの段だん階かいで、ガガルカサカン大森林を迂う回かいしなければならない状じよう況きようを想定していたと思うか？」

「……その可か能のう性せいは低いと思う。森林だけで使える道が五本通っているんだから、現場での選せん択たく肢しとしてはじゅうぶんな数だとぼくなら判断するよ。もし敵が待まち構かまえていたとしても、山に入ってから戦たたかうよりはかえって楽らくだろうし」

「妥だ当とうだな。大だい規き模ぼな火か線せん防ぼう御ぎよによって森全体が通行不能になるという事じ態たいを予想しない限り、事前に迂回路を確保しておく必ひつ要よう性せいには思い至いたらないはずだ。もちろん敵がそこまで考えてくる可能性も、完全には否ひ定ていしないけど──」

「──仮かりにその準備があったとすれば、もうとっくに部ぶ隊たいを転てん進しんさせてなくちゃおかしいものね。でなければ出しゆつ撃げきした時点で迂回路のほうに別べつ働どう隊たいを向かわせておくか……どちらにせよ、敵がそういう動きをしている様よう子すはない」

　ヤトリが説明を補ほ足そくする。彼女の斜はす向むかいに座すわっていたハロが控ひかえめに手を上げた。

「でも、迎むかえ火についてはどうなんでしょうか。ああいう対たい処しよをスムーズに実行してきたということは、あちらに事前の予想があったと受け取れなくもないですけど……」
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「その点については僕ぼくも驚おどろいているよ。だけど、あれもやっぱり現場の状じよう況きようを目にした誰だれかが思い付いた対たい処しよ療りよう法ほうのうちだと思う。その誰かには迎むかえ火についての知ち識しきはあっても、ここで炎ほのおの壁かべと出くわす予測までは立っていなかったはずだ。作業を実行に移すまでのスムーズさは、この場合だと発はつ案あん者しやの発言権の大きさの表れと見るべきだろうね」

　それはそれで一つの懸けん案あん事じ項こうではあるのだが、未知の部分が多すぎるために、イクタはその点について掘ほり下げることを控ひかえておいた。話を先に進める。

「その迎え火にしても、鎮ちん火かを劇げき的てきに早めるほどの効こう果かは見込めない。中ちゆう央おうの道みち幅はばがもっとも広い林りん道どう周まわりには火を放っていないところを見ると、敵てきにとっても保ほ険けんの一いつ手てという扱あつかいなんだろうね。あっちには火が消えるのを大人しく待まつつもりはないよ。そろそろ手を打ってくる」

「そこで予想されるのが迂う回かい路ろの模も索さくってわけだな。そうさせないためには連中の意い識しきをこっちに向けておく必ひつ要ようがある。よってこのタイミングで一いつ戦せん交まじえなければならない、と」

　サザルーフ大たい尉いが話をまとめた。そのお膳ぜん立だてはイクタにとってもありがたい。

「内戦が勃ぼつ発ぱつするよりずっと前から、キオカの尖せん兵ぺいである亡霊部隊カラ・カルムは大アラファトラ山さん脈みやくに潜せん伏ぷくしていた。その間に彼らは土と地ち勘かんを得えて、さらには詳しよう細さいな地形の情じよう報ほうを本国に伝えているはずだ。……となると、キオカの後押しを受けて攻せめてきているアルデラ神しん軍ぐんに、さっきナナが話した迂回路についての知ち見けんがないと考えるのは楽らつ観かんが過すぎる」

「つまり、アルデラ進軍はいま二つの選せん択たく肢しの間で揺ゆれているということね。なんとか炎の壁を突とつ破ぱして攻め込むか、それを諦あきらめて迂回路に兵を回すか」

「迂回は向こうにとっても苦く渋じゆうの選択だ。遠回りした分だけ、撤てつ退たい中ちゆうの帝てい国こく軍ぐん本ほん隊たいに攻め入るのが確実に遅おくれるからね。……でも、そのロスは僕ぼくたちの目的にとってじゅうぶんなものじゃない。友ゆう軍ぐんの撤退完かん了りようまで、最さい短たんの見込みで残り十四日。いずれは後方で野や戦せん築ちく城じよう中ちゆうの部隊に役目を引き継つがせるにしても、アルデラ神軍の侵しん攻こうをせき止める最大の壁は、ここにいる僕たちだ。だから最低でも今日から八日間、ここに敵を釘くぎ付づけにしたい」

　はっきりした日数が提示されたことで、この場の全員の気が引き締しまった。……が、ふと不安を覚えたトルウェイが、そこで再ふたたび口を開く。

「正面突破と迂回、敵が両方の手を取ってきた場合はどうするんだい？　例えば、半数の兵をここに残して、もう半数を迂回路に向かわせる、という風に……」

　あっ、とマシューとハロの声が同時に上がる。が、イクタは首を横に振ってみせた。

「敵の兵力が二万以上あるなら、それも考えられた。でも現実には一万二千だ。彼らが戦おうとしている帝国軍本隊の兵力は、長い内戦の間に減げん耗もうしたとはいえ、僕たちを除のぞいても八千以上。アウェイに攻め込こむ敵の立場になれば、ここでの戦力の分ぶん散さんはどう考えても得とく策さくじゃない」

「半々に分けるのはさすがに難むずかしいとしても、山さん脈みやくに攻せめ入ってからの合流を見込んで、敵てきが迂う回かい路ろに兵の一部を向かわせるということはあるんじゃないかな？　割さく兵の数が、千から二千程てい度どなら……」

「それは有力な可か能のう性せいとしてあるが、まだ先の話だ。見たところアルデラ神しん軍ぐんの中で騎き兵へいの占しめる割わり合あいはそう高くない。千以上の兵を向かわせるとなると歩ほ兵へいが主体の構こう成せいになり、どうしても行こう軍ぐん速そく度どもそれに合わせることになる。つまり、仮かりに今すぐ出発したとしても、迂回路への到着は三日後だ。こっちはその動向を観察しつつ、場合によっては半数程度の兵を迎げい撃げきに向かわせることになるだろうけど──」

「──迂回路のほうは、分ぶん岐きする前の道みち幅はばが狭せまくなるとこで守りの戦いくさを有利に進められっし、いちおう砦とりでもあるでな。長く人の手が入ってねが、後方うしろの仲なか間まに光で連絡したで、二日もあれば使える程度には手直しが済すむ。五倍の敵が相手でも、四～五日耐たえるくらいなら問題はね」

　ナナクが言い終えると、ふいにサザルーフ大たい尉いが手を上げた。

「……ひとついいか。正面の敵を相手にしている間に、例の連中……亡霊部隊カラ・カルムが背はい後ごから接近してきた場合はどうするんだ？」

「そこまで近付けさせるつもりはありませんよ。後方の主おもだった山道は友ゆう軍ぐんが監かん視ししていますし、この陣じん地ち周まわりの一帯は非常に眺ながめが開けています。それこそ本物の亡ぼう霊れいでない限り、誰だれにも見つからずに僕たちの背中を突つくことは不可能でしょう」

「……だといいんだがな……」

　もうひとつ不安が残る面おも持もちのサザルーフ大尉だったが、それ以上は声を上げなかった。何らかのケアの必ひつ要よう性せいをその様よう子すに見てとりつつ、黒くろ髪かみの少年は視し線せんをトルウェイに戻す。

　イクタが構こう想そうし、地じ元もと民みんのナナクが実現性を請うけ負おったことで、懸け念ねんは大部分が取り払はらわれた。──だが、それでも最後に残った不安を、トルウェイは口に出さずにいられなかった。

「……これから数日以内に、敵に増ぞう援えんがあった場合は？」

　ここで初めて、イクタは即そく答とうを避さけた。じっくり時間をかけて言こと葉ばを選び、告つげる。

「そのケースでは、迂回路の砦に回す兵力を増やすことで戦せん線せんの維い持じを試こころみる。その分こっちが手て薄うすになるけど、ある程度までなら調ちよう整せいは可能だろう。……でも万まん一いち、敵の増援にその許きよ容よう範はん囲いを超こえる数が到着した場合──アルデラ本国の保有兵力から考えて、その可能性は限りなく低いと思うけど──これはもう、詰つみだね。お手上げだ」

　歯に衣きぬ着きせず、イクタは最さい悪あくの想定を明かす。空気が確実に重みを増した。

　どう立ち回っても打だ開かいしようのない、そんな状じよう況きようがあり得る。最悪の不運に見み舞まわれる未来の自分たちの姿を、若い軍人たちはそれぞれの想像力で生々しく思い描えがいてしまった。

「でも安心してくれ。そういう時のために命いのち乞ごいの言葉も考えてある」

　皮ひ肉にくっぽい笑えみを浮かべて少年が言う。すかさずヤトリが「なんて言うつもり？」と問といかけた。実のところ、長い付き合いのせいで、彼女にはうすうす先が読めている。

「『──どうか許してください。自分の行おこないが神に罰ばつせられるとは、夢ゆめにも思っていなかったんです』」

「『なぜだ。理由を言ってみろ』」

　哀あわれっぽく喋しやべり出したイクタに調ちよう子しを合わせて、彼女も神しん官かんめいた威い厳げんのある声で応おうじる。

「『昔むかし、神の声を聴きいたことがあります。それが全すべての原げん因いんです』」

「『どういうことだ』」

「『あの時、神は確かに言ったんです。──〝俺おれ、本当はいないよ〟って』」

　一いつ瞬しゆんの間をおいて、口々から一いつ斉せいに空気が漏もれた。マシューとハロがぷっと吹き出し、トルウェイは片手で口をふさいで顔をそむける。サザルーフ大たい尉いに至いたってはツボに入ったらしく、うつむき加か減げんに腹はらを抱かかえている有あり様さまだった。

「……というわけで、いかに備えが万ばん全ぜんかは理解してもらえたと思う。──さて、ここまでの話について疑問がある人はいるかな？　いなければ話を次に移すよ」

　ヤトリを除のぞく全員が、笑いを抑おさえながらうなずいていく。なんとか空気が緊きん張ちようを取り戻したのを確かく認にんして、イクタも本題に切り込んだ。

「一いつ戦せん交まじえるといっても、もちろん五ご分ぶの状じよう況きようで正せい々せい堂どう々どうとやるわけにはいかない。ここからは実際にどう戦たたかうかの話に入っていこう。──もちろん、なるべく楽らくな戦争になるようにね」
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「ぐむむむ……」

　日が昇ってから正しよう午ご過すぎの現在いままで、アクガルパ大たい将しようのうめき声は断続的に続いていた。隣となりのミシュリ中ちゆう佐さも最初のうちは何かと話しかけていたのだが、いまはもう触さわらぬ神に祟たたりなしと見て、そっとしておいている。

「ぬぁぁぁあああああ！　きさま遅おそいわド阿あ呆ほッ！」

　突とつ然ぜん、目の前に誰だれもいない状じよう態たいで大将が叫さけんだ。周まわりにいた兵たちが一いつ斉せいに振り向き、ミシュリもさすがにびっくりした顔を上じよう官かんに向ける。

「……大将殿どの。今の叱しつ責せきは誰に向けたものでしょうか？」

「ふん、安心せい。お前に対してではないし、前を探さぐりに行っとる斥せつ候こうどもに対してでもない。この苛いら立だちを腹はらに溜ため込んだままだと、報ほう告こくに来た兵を意味もなく怒ど鳴なりつけてしまいそうでな。先んじて発はつ散さんしておいたというわけよ。ごぁっはっは！」

　一度怒鳴ってスッキリしたのか、いくらか機き嫌げんを取り戻した顔でアクガルパ大将は笑った。ミシュリはため息いきをつく。──この上官、人は悪くないのだが口が悪く、何より心しん臓ぞうに悪い。

「た、大将殿、報告に参まいりました！　遅おくれて申もうし訳わけありません！」

　ほどなく馬に乗った伝でん令れいがやって来て、大たい将しようの前に下りて素早く敬けい礼れいした。折おり悪わるくさっきの怒ど鳴なり声が届いていたらしく、その顔には叱しつ責せきへの恐れがありありと浮かび上がっている。

「安心せい、何も遅おくれておらん。──結果はどうだ？」

「それが、期待に応こたえられず申もうし訳わけないのですが……我われ々われの捜そう索さくでは、進しん軍ぐんに使えるような炎ほのおの隙すき間まは発見できませんでした」

「……ただの一つもか。ほんのささいな隙間もか」

「残念ながら。森の全域を通して、想像以上に炎の壁かべが分ぶ厚あついのです。敵てき側がわが火を放って間もないこともあり、場所ごとの延えん焼しよう速そく度どにもそれほど差が出ておりません。これがもう二日、三日と経へてば、おそらく燃え方のばらつきから隙間も生じてくるのでしょうが……」

　怒ど声せいを浴びせられることを覚かく悟ごして、伝令兵は両目をぎゅっと閉じた。が、その予想とは裏うら腹はらに、アクガルパ大将は穏おだやかな声で応えた。

「あいわかった。夜中からの捜索、ご苦労であったな。別べつ命めいあるまで隊たいに戻って仲なか間まともども休むがいい」

　思いもしなかったねぎらいの言こと葉ばをかけられた伝令兵は、しばらく呆あつ気けに取られていたが、そのうち思い出したように敬礼して走り去さっていった。ミシュリ中ちゆう佐さが声を漏もらす。

「……やはりダメでしたか」

「うすうす予想はしとったがな。……しかし、これは本格的に迂う回かいを考えないといかんのう」

　そう言いつつも、実際にはもう今朝の時点でアクガルパ大将は、迂回路に向けた千八百人からの別べつ働どう隊たいを編へん成せいするように指示を出してあった。ジャンの助じよ言げんが無くとも、彼は通れない壁の前で足踏ぶみし続けるような優ゆう柔じゆう不ふ断だんさとは無む縁えんの将しようだ。

「かァ────ッ、うんざりするわなぁ！　事前に想定してなかったコースであるし、転進にはめったくそ時間も食われるし、途と中ちゆうにどんな邪じや魔まがあるか知れたもんではないのだぞ！」

「お気持ちは察さつします。が、臨りん機き応おう変へんは戦場の常つねかと」

「教科書じみたことを言うな、本国の教きよう条じよう主しゆ義ぎ者しやどもを思い出して腹はらが立つ。……まぁ決断の頃ころ合あいなのは事実だ。こうなれば是ぜ非ひもなし、さっさと迂回路に向けて別働隊を出発──」

「──させるのはまだ早いと思いますよ。もう十分、待まってみませんか」

　穏おだやかで気さくな、それでいて自信に満ちた声が後ろからかかった。アクガルパ大将とミシュリ中ちゆう佐さが同時に振り向くと、そこには男女二名の幕ばく僚りようを従したがえた白はく髪はつの若者が立っている。

「若造か。今日はまだ呼んどらんぞ」

「Ｙａｈ、甘あまい甘い。僕ぼくくらいになると、呼ばれる前に来ることも可か能のうなのですよ」

「それを命めい令れい無む視しの独どく断だん専せん行こうと呼ぶのだ軍ぐん隊たいの中では。ミアラ・ギン中ちゆう尉いとタズニヤド・ハッラー大たい尉いも一いつ緒しよか。派は遣けん将しよう校こう全員で雁がん首くびを揃そろえおって、いったい何のつもりだ？」

「状じよう況きようが変わってからお話しますよ。それまでは世せ間けん話ばなしでもしていましょう」

　真しん意いをつかませないジャンの言動に眉まゆをしかめるアクガルパ大将だったが、ふとそこで背はい後ごから「大たい将しよう殿どの！」と呼ぶ声が響ひびいた。怪け訝げんに思って振り返ってみれば、さっき去さっていった伝でん令れい兵へいが全速力で駆かけ戻ってくるところだ。

「ほ、報ほう告こくします！　正面の林りん道どうなのですが、どうやら炎ほのおが薄うすくなっている模も様ようです！」

「なんじゃとぉ!?」

　大将は目を丸くして、ともあれその報告が本当かどうかを自分の目で確かめることにした。副ふく官かんともども駆けだした上じよう官かんの背中に、ジャンたち一いつ行こうもぴったりと張り付く。

　森に近付くにつれて、肌はだを焼く熱気と煙けむりが彼らを出迎えた。延えん焼しよう工こう作さくがされていない範囲では、太い道がある程てい度どは防火帯の役割を果たしているので、その辺りではなんとか煙に巻かれることなく呼こ吸きゆうができる。

　だが、山のほうに向かって緩ゆるい上り坂になっている林道をしばらく進んでいくと、道全体の蛇だ行こうに伴ともなって道みち幅はばが大きく狭せばまっている一いつ角かくに出くわす。そこからは地面全体に燃料となる木もく材ざいが敷しき詰つめられていて、また焼け落ちた道沿ぞいの木々も灼しやく熱ねつの障しよう害がい物ぶつと化し、人の侵しん入にゆうを固く拒こばんでいる──はずだったのだが。

「──なんじゃこれは？　炎も煙も薄れて、道の先が見えているではないか」

　肩かた透すかしを食らった気分でアクガルパ大将が言った。その言こと葉ば通どおり、昨日きのう見た時と比くらべると、ここの炎の壁かべは極きよく端たんに勢いを落としていた。盛んに燃えているのは彼らが立っている場所からせいぜい十～二十メートルの範囲で、それ以降の道では灰はいになった木材がぶすぶすと未み練れんがましく煙を上げているだけだった。その有あり様さまが炎を透すかして見えている。

「この程度なら、人ひと手でを出せば数時間で鎮ちん火かできるのではないかと思ったのですが……」

　伝令兵が釈しやく然ぜんとしない面おも持もちで言う。それは同感にせよ、アクガルパ大将には目の前の状じよう況きようが解げせなかった。眉まゆ根ねを寄せて、後ろに付いてきているジャンたちを振り返る。

「これはどういうことだ？　なぜ敵てきは最大の通り道で火が消えかけているのを放置する」

　にっこりと天てん使しのような笑え顔がおを浮かべて、白はく髪はつの将しよう校こうはそれに答えた。

「Ｙａｈ。それはもちろん、僕ぼくらにここを通ってきて欲ほしいからですよ」

「おい若造。いまは冗じよう談だんを聞きたい気分ではないぞ」

　まじめに答える気がないと受け取った大将が凄すごんだが、ジャンは悠ゆう々ゆうと首を横に振った。

「Ｈａｈ、冗談は言っていませんが、もう少し分かりやすく言い換えてみましょうか。──敵は僕たちに迂う回かいして欲しくないんですよ」

　そこでようやく理り屈くつがピンと来て、アクガルパ大将は振り向いて道の先をにらんだ。

「では、これは罠わなか」

「ここまであからさまだと、敵も罠とは呼ばないでしょうね。誘さそい込み、くらいが適てき切せつでは」

「呼び方なんぞどうでもいいわ！　とにかく敵は、ワシらを迂回させまいとこの場に釘くぎ付づけにするために、わざわざ自分から壁に隙すき間まを作ったというのだな？」

　ジャンが無む言ごんでうなずくと、神しん軍ぐんの将しようは途と端たんに天を仰あおいで高笑いした。

「ごぁっはっはっはぁ！　素直にワシらを迂う回かいさせて数日稼かせいでおればよかったものを、欲よく張ばりおったな帝てい国こく軍ぐん！　──おい、ミシュリ！」

「はっ！」

「迂回に回すつもりだった別べつ働どう隊たいを解散させて、元もと通どおり本隊に組み込み直せ。同時進行で工こう兵へいを回してここを鎮ちん火かさせろ。土をかぶせるなり、しょんべんをかけるなり。早ければ何でもかまわん」

「──了りよう解かいしました。それでは直ただちに」

　命令を受けたミシュリ中ちゆう佐さが、身をひるがえして本ほん陣じんに走り戻っていく。その背中を横よこ目めで見送りながら、ジャンは急に真ま顔がおになって口を開いた。

「──大たい将しよう殿どの。ひとつ先に言っておくと、これから鎮火作業に当たった場合、それが完かん了りようする頃ころには夜になっているでしょう」

　忠ちゆう告こくめいたジャンの声に促うながされて、アクガルパ大将も厳きびしい視し線せんを空に向ける。

「……じゃろうな。日もだいぶ傾かたむいてきている」

「Ｓｙａｈ。暗くら闇やみの中で敵てき陣じんを攻せめることになります。その不ふ利りはご承しよう知ちおきください」

　もっともな指し摘てきだった。大将は腕うでを組んで考え込む。

「……タイミングをずらす手もあるぞ。鎮火直後に攻め込まず、明日の夜明けを待まつか」

「それを考こう慮りよできる冷れい静せいさはさすがです。が、今回は不利を承知で夜に攻めざるを得ないでしょう」

「なぜだ？」

「朝までこちらが攻めなければ、敵は火を焚たき直して道を封ふう鎖さするからです。戦力差を前ぜん提ていとした時間稼ぎを行っている帝国軍が、不利な状況での戦せん闘とうを受け入れるとは思えません」

「……及および腰ごしになれば攻めるチャンスを失うか」

「ここは誘さそいに乗って一いつ戦せん交まじえるほかないでしょう。だとしてもこちらが有ゆう利りなことには変わりません。あちらは一回でも負ければおしまいですが、我われ々われは今回仮かりに攻めきれなかったところで、次の手を考えればよいだけの話です」

　アクガルパ大将も納なつ得とくしてうなずく。と、ふいにジャンが彼に近寄って小声で話し始めた。

「そこでひとつ提てい案あんなのですが、このまま手さぐりで攻めるよりも……」

　ごにょごにょと耳打ちするジャンだったが、それを聞く大将の眉まゆ根ねがどんどん寄っていく。

「ダメだ。許きよ可かできん」

「Ｈａｈ……。戒かい律りつの重さは分かりますが、そこを何とか……」

「そんなことを言う時点で、きさまにはその重さが分かっとらん。考えてもみろ。我わが軍を構こう成せいする一万人以上の兵士たちは、きさまらという例外を除のぞいてひとり残らずアルデラ教きよう徒と。しかも『聖せい戦せん』の義ぎに身しん命めいを捧ささげられるほどに信しん仰こう心しんの強い者たちだ」

「Ｓｙｏｏｌ！　それはもちろん、士し気きの高さからもよく分かります」

「そうだろう。だがな、裏うらを返せばそれだけが頼たのみなのだ。実戦と離はなれて久ひさしい我わが軍に期待できるのは、信しん仰こうを拠よりどころにした士し気きの高さだけだ。軍隊としての練れん度どでは帝てい国こく軍ぐんに遠く及およぶまい。だからこそ、兵の士気だけは何としても下げてはならず──その土ど台だいとなる信仰心を萎なえさせるような真似まねには許きよ可かを出せんのだ」

　アクガルパ大たい将しようが真ま顔がおで言い切る。ジャンはほほう、と感心した風に声を上げた。

「……Ｍｕｍ、脱だつ帽ぼうしました、反論の余よ地ちがありません。──こう言っては何ですが、二年前とはずいぶん変わられましたね大将殿どの。信仰心というものを、戦力を補う一要素として客観視できるまでになっているとは、正直驚おどろかされました」

「どの口でほざくか。きさまの教育の成果だろう、軍ぐん事じ顧こ問もん。キオカ的なものの考え方をアルデラ本国にも浸しん透とうさせる──それがきさまらの任にん務むの一つでもあるはずだ」

　茶ちや番ばん劇げきを見るような目で、アクガルパ大将は三人をにらむ。ジャンは悪びれずにうなずいた。

「こちらが伝えるまでもなく理解していただけるとは。国家間の親しん睦ぼくに向けた大きな一歩ですね」

「だと思うか？　きさまらがそうやって腹はらに一いち物もつ抱かかえることをやめん限り、親睦など夢ゆめ物もの語がたりと思うがな。……自じ覚かくがあるか知らんが、キオカ人の笑え顔がおは、時に紙きれのように薄うすっぺらに見えることがある」

　そう言い捨てて、アクガルパ大将もまた踵きびすを返した。一定の距きよ離りを空あけてその背中に続きつつ、ジャン一いつ行こうは互たがいに小さく声を交わす。

「いつものことながら、宗しゆう教きよう者しやとの交こう渉しようはやり辛づらいですね」

「Ｎｙａｔｔニエツト！　そんなことはないよ、ミアラ。アクガルパ大将は頭のいい人だ。年ねん齢れいの割わりに頭が柔やわらかいし、教きよう団だんの神しん官かんたちなんかよりよっぽど事の本ほん質しつを見抜く目を持っている。僕ぼくとしても、今回は要求を通すための前振りのつもりだった。これで次に頼むときは断られづらいはずさ」

「その物分かりの良さもお前が育てたもんだろ、ジャン。キオカ的な考え方に馴な染じませるのはいいがな、こっちの腹まで的てき確かくに探さぐるようになってきたら色々とまずいんじゃないのか？」

　ハッラー大たい尉いが素直な懸け念ねんを口にした。その瞬しゆん間かん、アクガルパ大将が「紙きれのように薄っぺらい」と評ひようした例の笑えみが、ジャンの顔から一いつ瞬しゆんだけ完かん全ぜんに消え去さった。

「……裏を読み、腹を探り、言げん外がいの意い図とを汲くみ取る。交こう渉しようの基本だよ。その程てい度どの能のう力りよくもない国家に実行できる外がい交こうは、原げん理り主しゆ義ぎを掲かかげての絶ぜつ滅めつ戦せん争そうという最もつとも幼よう稚ちなものだけだ」

　言こと葉ばが徐じよ々じよに熱を帯びていく。握にぎりしめたこぶしの中から一いつ滴てき、真っ赤な血がつたった。

「政せい治じ的てきな利用価か値ちがあるとしても、僕はそんな国家の存そん在ざいを認めない。偏へん狭きような正せい義ぎをかたくなに掲かかげて戦たたかって戦って戦って、その果はてに盤ばん上じようには勝しよう者しやと敗はい者しやすら残らず、ただ屍しかばねだけが山をなす──そんな悲劇は一度きりでもうたくさんだ。分かるかい、たくさんなんだよ、ハッラー」

「……分かったよ、ジャン。今のは俺おれが軽けい率そつだった」

　まずい部分に触ふれたことを悟さとって、ハッラーはすぐに前ぜん言げんを撤てつ回かいした。それだけで満足したのか、すぐにジャンの顔にもいつもの人懐なつっこい笑え顔がおが戻った。

「──Ｙａｈ、それじゃ僕ぼくたちも夜に備えて準備しておこうか。出で番ばんがなくて済すむのがいちばんだけど、そうはいかないよたぶん。これは僕の勘かん──というよりは期待かもしれないけど」

「では、私は出番がないほうに賭かけましょうか。久しぶりにジャンのがっかりする顔が見たいですしね」

　ミアラがいたずらっぽく言ったのにハッラーが笑う。白はく髪はつの将しようは唇くちびるをとがらせて、そんな二人の部下を不満げに見るのだった。





＊






　地平線に日が没ぼつし、夜が来た。西の空から茜あかね色いろの名残なごりが消えていく美しくもじれったい束つかの間まの時を、しかし帝てい国こく兵へい士しの多くは、煙けむりと熱気に満ちた森の中で息いきをひそめて迎えていた。

　──暑い。自分で燃やしておいて何だけど、まるで地じ獄ごくの釜かまの中だ。

　どれだけぬぐっても際さい限げんなく噴ふき出してくる首くび筋すじの汗あせに辟へき易えきしながら、おそらく周まわりの人間の全すべてが思っているだろうことを、イクタもまた心の中でぼやいた。
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　──しかも息いき苦ぐるしい。煙けむりを直接吸すい込むよりマシとはいえ、酸さん欠けつで頭がクラクラする。

　目の細かい布ぬので作った即そく席せきのマスク、というよりは顔の下半分を隠かくす覆ふく面めんを、兵へい士したち全員がいまは装そう着ちやくしていた。不完全燃ねん焼しようにともなって生じる有ゆう毒どくガスに、この程てい度どの備えでどれほどの効こう果かがあるかは疑問だが……兵士の口から零こぼれる無数の咳せきの音を抑えられるだけでも、それなりの意味はあると見るべきだろう。

　彼らの背はい後ごはまったく闇やみの中だが、それに比くらべると、前方は比ひ較かく的てき見通しがいい。視し界かいには月明かりが射さしているし、道沿ぞいの木こ立だちの中から林りん道どうを見渡している形なので、自分たちの姿は逆に隠れているのも好こう条じよう件けんだった。

　──消しよう火か作さ業ぎようの音が聞こえなくなって久ひさしい。もう、いつ敵てきが来てもおかしくはないな。

　武器を握にぎる手に無む意い識しきの力がこもり、切断した小こ指ゆびの傷きず口ぐちが鋭するどい痛いたみを訴うつたえた。それに耐たえて唇くちびるを嚙かむと、主あるじの緊きん張ちようを察した光ひかり精せい霊れいクスが、ボウガン上部に装そう着ちやくされた状じよう態たいから気き遣づかわしげな目を向けてくる。イクタは「大だい丈じよう夫ぶだよ」と視し線せんで伝えた。

　──おめでたいなお前は。本当に勝てるつもりでいるのか。

　誰だれかが耳みみ元もとで囁ささやいたのかとイクタは錯さつ覚かくした。だが違ちがった。その声の元もとは彼かれ自じ身しんだった。

　──つくづく馬ば鹿かだな。火か線せん防ぼう御ぎよに成功したんだから、その時点で満まん足ぞくしときゃ良かったんだ。敵さんが迂う回かいするってんなら、何も邪じや魔まなんかせずホッとしながら見送ればよかった。それで四～五日も稼かせげりゃ上等だろ。迂回こそ止められなかったが、自分たちはたった六百人で一万二千の敵てき軍ぐんを相手に最さい善ぜんを尽つくした。後でそう言い訳わけすりゃいい。

　どうやら人格の本ほん音ねに近い部分が喋しやべっているらしく、その内容はまったく耳に痛かった。馬ば鹿か馬鹿しいと思いながらも、イクタは自分で自分に反論する。

　──後方の本ほん隊たいが撤てつ退たいに失敗すれば、北ほく域いきは完全にアルデラ本国の手に落ちる。そうなれば帝てい国こくはどうなると思う？　先の戦いくさでキオカに取られた東とう域いきと合わせて、北と東から二国のダイレクトな圧あつ力りよくを受ける状じよう況きようになるんだぞ。それはもう戦せん略りやく上じようの崖がけっぷちだ。

　──いまに始まったことでもないだろう。お姫ひめさんに向かって帝国の現状を「下り坂の後半」と評ひようしたのは、他でもないお前自身じゃないか。破は滅めつに向かって転がり落ちていく帝国のザマを安全地帯から静せい観かんする腹はらだったお前が、気が付けばそれを食い止める側の最さい前ぜん衛えいに立っている。こりゃいったい何の冗じよう談だんだ？

　少年は歯ぎしりした。心の声を黙だまらせるために、反論を求めて理性が駆かけずり回る。

　──不幸な成り行きだ、何もかも。仲なか間まと部下を守るためにベストを尽くしていたら、気が付けば最前線にいた。いまだって、全員で生きて帰るために手を打ち続けているだけだ。

　──その結果がこのザマか。一個大隊六百人に、戦せん闘とう要よう員いんにしてたかだか百二十人のシナーク族を加えた数で、アルデラ神しん軍ぐん一万二千を迎むかえ撃うつ。いやまったく大した作戦だ。

　──勝しよう算さんの薄うすい戦せん法ぽうを取ったつもりはない。敵の進軍が隘あい路ろに差し掛かった瞬しゆん間かんを狙ねらっての襲しゆう撃げき、しかも夜や襲しゆう伏ふく撃げきだ。数の不利はじゅうぶんに打ち消せる。

　──そう教科書に書いてあったか？　ほんの最近までシッポの取れない成り立て准じゆん尉いだった小こ僧ぞうが、いつの間にか不ふ相そう応おうな自信を身に付けたもんだな。まさかとは思うが、たまたま今日まで無事に生き延のびて来られたくらいで、自分が千年にひとりの天てん才さいだとでも錯さつ覚かくしたのか？

　──サリハスラグ大たい尉いを相あい手て取どった模も擬ぎ戦せんを始め、今までの戦せん闘とうでは問題なく及きゆう第だい点てんの成果を上げてきている。過か信しんはない。僕ぼくの用よう兵へい技術が実じつ践せんに耐たえることは現実が証しよう明めいしている。

　──おお、あの哀あわれなるレミオンの長ちょう男なん坊ぼう！　あの男を負まかしたことで実力を証明した気でいるのなら、いよいよお前も焼きが回ったってことだよ。冷れい静せいに考えてみろ。これから戦たたかうアルデラ神しん軍ぐん側がわの将しよう校こうが、あれに毛が生えた程てい度どの実力だとでも期待しているのか？　──楽らつ観かんも程ほど々ほどにしておけよ、ヤトリの話を忘れたわけじゃあるまい。

　呼こ吸きゆうが乱みだれて、心しん拍ぱくが激しくなる。敵てきと戦う前に、少年は自分自じ身しんに追いつめられる。

　──キオカから軍ぐん事じ顧こ問もんとして派は遣けんされた二十一歳さいの若き少しよう佐さ。その男こそ、この時代における真しんの天才かもしれない。その男と先に知り合っていれば、お姫ひめさんはお前を口く説どくまでもなかったのかもな。だとすれば、お前のメッキが剝はがれる時がついに──

「黙だまれよ。可か能のう性せいに過すぎないことを、いつまでも囀さえずるな」

　限りなく小さな、しかし確かな肉声でもって、イクタは心の声を強引に黙らせた。大部分の兵士には聞こえなかったようだが、隣となりのスーヤだけが、ぎょっとした視し線せんを彼に送ってくる。

　──ごめん、なんでもないよ。

　そういう意味を込めて目め配くばせすると、少し怪け訝げんな顔ではあったが、スーヤも追つい及きゆうはしてこなかった。イクタはふぅと一ひと息いきついて、さりげなく深しん呼こ吸きゆうを重ねる。

　乱みだれかけた呼吸と心しん拍ぱくが平へい常じよう運うん転てんに戻っていく。──だが、それが済すむか済まないかのうちに、そう遠くない距きよ離りからの無数の足音が、少年の鼓こ膜まくを震ふるわせた。




　──来たわね。

　イクタとマシュー、それにナナクが率ひきいる兵士三百人強きようが待たい機きしている木こ立だちの向かい側。蛇だ行こうする林道を曲がっていこうとする敵てき軍じんを挟はさみ撃うちにする位置で、ヤトリとトルウェイ率いる二百人の兵士たちは息いきをひそめていた。

　大おお勢ぜいの人ひと影かげが黒いかたまりとなって視し界かいに映うつり込む。月明かりしか光こう源げんがない今の状じよう況きようでは、正確な数や装そう備びまでは確かく認にんできない。だが足音の密みつ度どや道みち幅はばと隊たい列れつとの比ひ較かくから、前ぜん衛えいだけで三個大隊千八百人は下らないことが推すい測そくされた。偵てい察さつ部ぶ隊たいにしては大きすぎる規き模ぼだ。

　──完全な威い力りよく捜そう索さく……いえ、地形の許きよ容よう量りようを踏まえると、これはほとんど全ぜん力りよく投とう入にゆうに近いわ。こちらの戦力も正確に分からない状じよう態たいで、ちょっと大だい胆たん過すぎる用兵のように思うけど……。

　とはいえ、もっと少数の偵察部隊を送り込んできたところで、彼女らはそれが情じよう報ほうを持ち帰る前に全ぜん滅めつさせていただろう。そうなればどのみち偵てい察さつの役割を果たさなかっただろうから、結果的に、ここは敵てき将しようの英えい断だんを称たたえるべきなのかもしれない。

　──多た勢ぜいを相あい手て取る前に、まずは少数の敵てきで兵に心の準備をさせたかったけれどね。実じつ戦せんでそう都つ合ごうよくはいかないか。

　ままならなさを受け入れつつ、ヤトリは兵たちに手で合あい図ずを送って武器を構えさせた。




　道をふさぐ形で展てん開かいしたバリケードには、二十二門の風ふう臼きゆう砲ほうとその運用のための砲ほう兵へい、さらには光こう照しよう兵へいからなる守しゆ備び兵へいたちが遮しや蔽へい物ぶつに隠かくれる形で待たい機きしていた。その指し揮きを執とるセンパ・サザルーフ大たい尉いは、いま正面に二百メートル程てい度どの位置に、敵てき兵へいのぼんやりした輪りん郭かくを認めている。

　──この距きよ離りなら互たがいにもう砲ほうの射しや程ていのはずだが、撃うってくる気け配はいはないな。砲ほう撃げき戦せんなら斜しや面めんの上に陣じん取どったこっちが有利だし、すぐに反はん撃げきで黙だまらせられるだけだと割り切ってやがるのか。

　理り屈くつは分かるが、ずいぶん思い切った考え方をするものだとサザルーフ大尉は思う。歩ほ兵へいが打って出る前の露つゆ払はらい、いわゆる攻こう撃げき準備砲撃は攻せめの基本だ。砲撃で可か能のうな限り敵の陣じん形けいを乱みだし、戦力を削けずった上で本格的な攻撃に臨のぞむ。普通ならそう考える。

　──ま、のんびり砲の準備をさせてやる気もなかったがな。

　遮蔽物の隙すき間まから敵を覗のぞくのをやめると、サザルーフ大尉は木組みのバリケード全体を見渡せる位置まで下がった。全軍の指し揮き官かんとして、そこから開戦の火ぶたを切る命令を下そうとしたが──ふとした寒さむ気けを覚えて、背はい後ごを振り向く。

　──くそ、どうにも気になるな。本当に手を出して来ないのか、あの亡霊部隊カラ・カルムって連中は。

　いまなお山さん脈みやくの中にひそんでいると見られる亡霊部隊カラ・カルムは、サザルーフ大尉にとって常つねに気を払はらっておくべき潜せん在ざい的てきな脅きよう威いだった。今夜のような大一番に乱らん入にゆうされては、それが敗北への決けつ定てい打だになりかねない。

　いつ背中を狙ねらわれるかと気が気でなく、そのために集中を欠き、しまいには後こう頭とう部ぶに目がないことに文もん句くを付けるしかなくなる。が、そんな上じよう官かんに、イクタはひとつ忠ちゆう告こくを授さずけていた。




「『そこにいるかもしれない恐怖』──それが亡ぼう霊れいの本質です、大尉殿どの」

　警けい戒かいのあまり神しん経けいをすり減らし続ける上官に向かって、イクタはそんなことを告つげた。

「寝ね首くびをかかれることに怯おびえた僕ぼくたちに大だい胆たんな行動を取れなくさせる、そこまで含ふくめて亡霊部隊の攻撃だと考えてください。……でも、ご安心を。その症しよう状じようには特とつ効こう薬やくがあります」

　そう言うと、イクタは大尉に向かっていままでポケットに突つっ込んでいた両手を差し出した。ただし、両方ともこぶしを握にぎった状じよう態たいで。

「どちらかにクルミが入っています。当ててみてください」

　そう言ったきり何のヒントも与えられないので、大たい尉いは腕うでを組んで悩なやみ込んだ。そのまま二十秒ほど待まってから、イクタのほうからそっと固めた指をほどいていく。

　右手の中なか身みは、空から。左手の中身も、空。最初から、どちらにもクルミは入っていなかった。

「お分かりですか。いま大尉殿どのが費ついやした二十秒と、亡ぼう霊れいに怯おびえて費やす二十秒は同種のものです。ヒントになる情じよう報ほうもろくにないのに、見えない領りよう域いきのことをいくら思い悩んでも仕し方かたありません。それはまったく科学的じゃない」

　空の両手を見つめて唸うなり声を上げるサザルーフ大尉に、イクタは不ふ敵てきに微笑ほほえんで続けた。

「いくら亡霊部隊カラ・カルムの名を冠かんしていても、その実体は足もあれば体もある人間の集団に過ぎません。である以上、僕ぼくたちを襲おそおうとしても、山さん脈みやくのあちこちに配備された友ゆう軍ぐんの監かん視し、その全すべてをかいくぐって来るのは不ふ可か能のうです。この陣じん地ちに辿たどりつくまでに、どこかで必かならずシッポを出しますよ。僕たちはそれを待てばいいんです──」




　その言こと葉ばを思い出すと、背中に感じる寒さむ気けが薄うすれた気がして、サザルーフ大尉は再ふたたび前を見た。

　──やめだ、やめだ。お化けが怖こわいなんて、まったく年とし甲が斐いのないこったぜ。

　苦く笑しようしつつ、サザルーフ大尉は今度こそ目の前の現実に意い識しきを集中しなおした。暗い林りん道どうの中、すでに敵は捨て置けない距きよ離りまで迫せまってきている。

　──先制のチャンスは譲ゆずれねぇな。

　そう心を決める。肺はいを大きく膨ふくらませて、彼は指し揮き下かの光こう照しよう兵へいたちに向かって命じた。

「──照射開始ビームオンだ！　戦せん端たんを開け！」




　まばゆい光の束たばが、二つの角度から暗黒を切り裂さいて走った。一方は敵正面のバリケードから、もう一方は木こ立だちの中にひそむイクタたちの部ぶ隊たいから。黒いかたまりに過すぎなかった敵の兵士たちに確かな輪りん郭かくが生まれ、突とつ然ぜんのまぶしさに怯ひるむ大軍の姿が白しら々じらと照てらし出される。

「「「「「撃てぇぇええッ！」」」」」

　指し揮き官かんたちの号ごう令れい一いつ下か、その一いち群ぐんめがけて無数の矢と銃じゆう弾だん、そして二十二発の砲ほう弾だんが一いつ斉せいに撃うち込まれる。目と耳を同時に打ちのめす光と音の奔ほん流りゆうが、戦たたかいの始まりを告つげた。




「くそっ、初しよっ端ぱなからすごい数だな……！　まぁ予想はしてたけど……！」

　数すう秒びよう前まえまでの静けさとは正反対の、耳を裂さくような喧けん噪そうの中。マシューは指揮下の兵ともども、目の前の敵軍めがけて風ふう銃じゆうを撃ち続けていた。

　圧あつ縮しゆく空気の炸さく裂れつする音が重なり、横っ腹ぱらに鉛なまり玉だまを食らった敵兵が次々と倒れていく。道を挟はさんだ向かい側にはトルウェイ率ひきいる銃じゆう兵へい部隊がいるので、そちらと合わせて左右から挟み撃つ形だ。

「ツゥ、喉のどを詰つまらせるなよ！」

　腰こしの袋ふくろから弾たまをつまみ出して精せい霊れいの口に運び、パートナーが装そう塡てんと空気の圧あつ縮しゆくを行う間に狙ねらいを定める。それが済すむや否いなや風ふう銃じゆうの引き金を絞しぼった。同じ工こう程ていを繰くり返す。

　手を休めている暇ひまは一秒もない。彼とトルウェイの指し揮きする風銃兵部隊が敵てき兵へいを削けずり続けないことには、すぐさま正面のバリケードに大たい軍ぐんが押し寄せるのだ。




「フゥッ……！」

　そのプレッシャーはトルウェイにとっても等しい。加くわえて彼の場合、施条風銃エアライフルという新兵器を持つ以上、それに相応ふさわしい働はたらきをしなければならないという立場への自じ覚かくが強くあった。

「もっと、もっと倒たおさないと！　イッくんたちが引きつけてくれている間に……！」

　もはや狙そ撃げきとは呼べない近きん距きよ離りでの銃じゆう撃げきに、トルウェイの中で「生き物を撃うつ」ことに対する嫌けん悪お感かんがよみがえる。が、それを押し殺して撃ち放った銃じゆう弾だんは敵兵のこめかみを正確に捉とらえた。すでに射しや撃げきを繰くり返すこと十二発。ここまでは一発の撃ち損そんじもない。

　トルウェイの視し界かいの端はしで、無数の凝集光ハイビームが位置を変えながら瞬またたいている。──現げん在ざい、彼とマシューの風銃兵部隊はほぼノーマークの状じよう態たいで射撃を続けられているが、それには理由があった。イクタ率ひきいる光こう照しよう兵へい部隊が、敵てきの注意を引きつけてくれているのだ。

　夜や戦せんで敵に狙いを付けるためには光こう源げんが必ひつ要ようになる。そのための「照しよう射しや」はおのずと自分の位置を敵に知らせてしまい、反はん撃げきを呼ぶ結果になりかねない。射撃のたびに敵に見つかっては追われ、それを振り切ってから再ふたたび射撃……そんな悠ゆう長ちようなことをしているヒマはない。こうした迎げい撃げき戦せんでは、風銃兵はなるべく一カ所に腰こしを据すえて射撃を続けるのが理想的なのだ。

　だからこそ、「照射」と「陽よう動どう」の役割を受け持つ部隊が求められる。ここではイクタの指し揮きする八十人がそれだった。木こ立だちの中を道に沿そって走り回り、他の部隊とは離はなれた場所で凝集光を照射。敵の姿を照らすと共ともに注意を引きつける。反撃があればすかさず遮しや蔽へい物ぶつに身を隠かくし、収まったところで再び照射。これを繰くり返して敵の矛ほこ先さきを友ゆう軍ぐんから逸そらし続ける。

「全員、ぼくたちの位置に気付いていそうな敵の次に、陽動部隊を攻撃している敵を優ゆう先せんして狙うんだ！　彼らを失えば、ぼくたちもまた安定した射撃の機会を失う。それを忘れるな！」

　部下にそう命じる間も手は一切休めずに、トルウェイはひたすら射撃を続ける。精せい密みつ機き械かいじみた一定のリズムで、圧あつ縮しゆく空気の爆はぜる音が戦場にこだまする──。





＊






「ふむ、苛か烈れつな反撃を受けているようだのう！」

　バリケードから三百メートルほど手前の木こ陰かげに、アルデラ神しん軍ぐんの将しようアクガルパ・サ・ドメイシャは大勢の護ご衛えいを伴ともなって立っていた。

「ここからでは様よう子すがよく見えんな。……かァ──ッ、じれったいのう！　おいミシュリ、もうちっとくらい前に出られんものか！」

「ここでもギリギリです。ついさっき十メートル先に砲ほう弾だんが転がってきたのを見たでしょう」

　副ふく官かんが冷れい静せいな声でいさめた。ここはバリケードから見て道がやや左に曲がった先のため、流れ弾だまが飛んでくる怖おそれがない反面、戦場の様子を見通すには不ふ便べんのある位置なのだ。一いち軍ぐんの大たい将しようとしては当然の位置取りと言えたが、アクガルパ本人は不満たらたらだった。

「お気持ちは察しますが、大将殿どの。一軍の将しようが先せん陣じんを切る時代は遠い昔むかしに過すぎ去さりましたよ」

　ミアラと共に歩いてきたジャンも、そんな言こと葉ばで上じよう官かんをたしなめる側に回った。彼の人懐なつっこい笑え顔がおをちらりと横目でにらんでから、不ふ愉ゆ快かいさもあらわに、大将は地面に唾つばを吐はき捨てる。

「まぁいい、合あい図ずを待まって第だい二に波はを送り込むぞ！　雲うん梯ていの準備は出で来きているな!?」

「完かん了りようしております！」

　部下からの返答を受けて、アクガルパ大将は満足げに首を上下させた。

「……杭が六十本立ったら突つっ込ませる。それでいいのだな、若造？」

「ええ。単なる力押しで越こえられる壁かべじゃなさそうですし、ここは予定通りにいきましょう」

　白はく髪はつの将しようは揺ゆるぎなく言い切った。その口くち元もとに、うっすらと不ふ敵てきな笑えみさえ浮かべて。





＊






「斉せい射しや来るよ、隠かくれて！」

　木の陰に隠れながらイクタが飛ばした指示に、部下たちも間かん髪ぱつ入れず従したがった。一いつ瞬しゆん遅おくれて鉛なまり玉だまの豪ごう雨うが横殴なぐりに降り注そそぐ。千ち切ぎれ飛んだ木の欠片かけらがひとつ、イクタの頰ほおを叩たたいて落ちた。

「スーヤ、負ふ傷しよう者しやを確かく認にんして！　二十秒でお願い！」

「は、はいっ！」

　副官が分ぶん隊たい長ちようたちからの報ほう告こくを受けている間に、盾たてにしている木からそろそろと顔を出して、イクタは戦場の様子をじっと眺ながめた。

「……敵てきの攻こう勢せいに、こっちの迎げい撃げきもなんとか釣つり合ってるな。砲ほうの回転も悪くないし、マシューもトルウェイもよくやってる。他に何か変わったことは──……ん？」

　敵の負傷者で溢あふれかえった視し界かいの中に、いくつか奇き妙みようなものが映った。なんとか突とつ撃げきの間に命を落とさず、バリケードに比ひ較かく的てき近い位置まで辿たどりついた少数の兵士たちが、そこで何を思ったか地面に杭くいを打っているのだ。しかも女性の胴どう回まわりほどある太いやつを。

「弾たま避よけ杭ぐいか!?　なるほど、第だい一いつ波ぱの目的はあれを打ち込むことか……。思った以上にしっかり定じよう石せきを踏ふまえてきてるな。実じつ戦せん不ぶ足そくの軍ぐん隊たいなんていう先せん入にゆう観かんは捨てた方がよさそうだ」

　イクタが眉まゆ根ねを寄せて感心していると、そこで確かく認にんを終えたスーヤが声を上げた。

「中ちゆう尉い殿どのに報ほう告こくします！　新たに三名が負ふ傷しようしたため、後方に送り返しました！　これで我われ々われの部隊の残ざん存ぞん兵数は七十三人となります！」

「うん、了りよう解かい。──いまの場所はもう限界だ、また移動するよ。ここから先は地面に杭くいを打ってる連中を集中的に照らしていく。君もそのつもりで」

「はいっ！」

　いい返事に背中を押されて、イクタは再ふたたび木こ立だちの中を走り出す。体力の消しよう耗もうはあったが、それを理由に速度を落とすわけにはいかなかった。勝しよう敗はいの天てん秤びんはまだ、敵てき味み方かたのどちらにも傾かたむいていないのだ。




　イクタの発見から遅おくれること十分あまり。敵の手によって打ち込まれてきた数十本の杭の影えい響きようが、サザルーフ大たい尉いの目にも見える形で表れ始めた。

「あの杭はまずいな……。砲の射しや線せんをふさいでやがる」

　バリケードの隙すき間まから様よう子すを窺うかがいつつ、サザルーフ大尉は唇くちびるをゆがめた。風ふう臼きゆう砲ほうの弾だん道どうに沿う形で深く地面に打ち込まれた杭は、一本一本なら砲ほう弾だんにとって大した障しよう害がいにもならないが、互たがいを支ささえ合う形で密みつ集しゆうして打ち込まれることによって無む視しできない壁かべに成長する。杭を軸じくにロープを結んで積み上げられた土ど囊のうともども、そこに命中した砲弾の角度をそらすように働はたらくからだ。その結果、せっかく撃うった砲弾が敵に被ひ害がいを与えられないケースが散さん見けんされるようになった。

「第四門と第十七門、砲ほう身しんの角度を左に二度ずらせ！　杭をよけて撃つんだ！」

　当とう座ざの処しよ置ちとして命じたはいいが、それが問題の根本的な解決にならないことは大尉自じ身しんにも分かっていた。ここで肝かん心じんなのは、あれらの杭が打ち込まれたことによって、敵の進路の途と中ちゆうに砲ほう撃げきから逃れられる安全圏けんが形成されつつあるということなのだ。

「いまは点に過ぎない杭も、このまま並べて打ち込まれれば面になる。……それを遮しや蔽へい物ぶつとして利用するようになれば、このバリケードに近付ける敵兵の数もぐんと増えるって寸すん法ぽうか」

　させられねぇな、とサザルーフ大尉は口の中でつぶやいた。しかし具ぐ体たい的てきな対たい策さくまでは思い浮かばない。ひとたび地面に打ち込まれた杭を引き抜くには、まず工こう兵へいをそこまで送り込まなくてはならないが……あの激げき戦せんの中で、そんなことが果はたして可か能のうか？

「大尉殿どの！　お話があります！」

　思案にふけるサザルーフ大尉のもとに、緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きをまとってヤトリが走ってきた。隣となりにはシナーク族長ナナク・ダルの姿もある。その時点で、大尉にも彼女らの要求が読めた。

「おい、あてらを白はく兵へいに出させろ！　ついでに邪じや魔まっけな杭も引っこ抜いたるが！」

「やはりそう来たか……。正直俺おれも迷ってたところだが、まだ早い。危険な白兵突とつ撃げきは可能な限り後に回すべきだ」

「その決断の遅おくれが命いのち取とりになります。あの杭くいはおそらく、これから来る第だい二に波はに向けた布ふ石せき。打ち込み方の法ほう則そく性せいをよく見てください。単たんに歩ほ兵へい用ようの遮しや蔽へい物ぶつというより、何か大きなものを砲弾から避難させながら運ぼうとしているように思えませんか？」

　その推すい察さつに、サザルーフ大たい尉いはぞくりとしたものが背中を走るのを感じた。──この状じよう況きようで敵てきが持ち出してくる、何か大きなもの。彼の知識の範はん囲いでも、その候こう補ほにはいくつか思い当たる。

「だが、お前たちを白はく兵へいに出すには、砲ほうの運用を一度停止する必ひつ要ようが……」

「いえ、それは無む用ようです。代わりに、我われ々われを射しや線せんに含ふくむ風ふう臼きゆう砲ほうに仰角を取らせてください。それなら砲ほう弾だんは我々の頭上を飛び越こえていき、杭を引き抜く作業はその下で問題なく行えます」

　敵への圧あつ力りよくが目め減べりすることを受け入れ、砲ほう手しゆの操そう作さミスがないことを前ぜん提ていとすれば、それは確かに妙みよう案あんだった。さんざん悩なやんだ末、結局は二人の強い視し線せんに押される形で、大尉も折おれた。

「……分かった、行ってきてくれ。ただし、くれぐれも無理はするな。もちろんお前も含ふくめてだぞナナク・ダル」

　余よ計けいなお世話という顔でナナクはそっぽを向いた。予想通りの反応に肩をすくめて、サザルーフ大尉はバリケードのほうに向きなおる。

「砲がじゅうぶんな仰ぎよう角かくを取ったところで光こう照しよう兵へいに合あい図ずを送らせる。杭を引き抜く作業は向かって左のものから順番だ。一度に三さん門もんずつ狙ねらいを上向かせていくから、うまく合わせて動け」

「はっ！」

「ただし、砲ほう門もんから百メートルより先には絶対に行くな。敵に近すぎるし、下手へたすりゃ味み方かたの砲弾も降ってくるからな。その範はん囲いにある杭は無む視ししろ。──命令は以上だ、行って来い！」

　指示を受けた二人が、待またせてある部下たちのほうへ一いち目もく散さんに駆かけていく。その背中を見送りながら、サザルーフ大尉は「死ぬなよ」と祈いのるようにつぶやいた。




　ヤトリとナナクの率ひきいる部隊の姿が激げき戦せん区く域いきの真まっ只ただ中なかに現れたのを見て、イクタは苦く笑しよう混じりに自分の額ひたいを叩たたいた。

「君たちならやると思ってたよ……。本当、僕ぼくの知ち己きには勇ゆう敢かんな戦いくさ乙女おとめが多いな」

　つぶやきつつ、弦げんを巻き上げたボウガンに次の矢をつがえる。スーヤを始めとした部下たちもそれにならった。そこでふと、隣となりの副ふく官かんに向かってイクタが声を上げる。

「もちろん君のことでもあるよ、スーヤ」

「お、思い出したように付け加くわえないでください。そもそも訊きいてませんし……」

「あはは、ごもっとも。……ここからは、杭くいの除じよ去きよ作業に当たっているヤトリとシナークの部ぶ隊たいの援えん護ごを最さい優ゆう先せんにする。彼女たちの危険が減るように、僕ぼくたちも全力を尽つくそう」

　イクタの指示に部下たちもうなずきで返す。横よこ殴なぐりに叩たたきつける銃じゆう弾だんをかいくぐりつつ、彼らは再ふたたび木こ立だちの中を移動し始めた。




「はぁあああああッ！」

　裂さけた敵てきの首くび筋すじから血しぶきが舞まう。得え物ものを短たん槍そう付きボウガンから愛あい用ようの二に刀とうに持ち替えた姿で、ヤトリは部下の兵たちともども、襲おそい来る敵てき兵へいを相あい手てに獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくを見せていた。

「油ゆ断だんしないで！　砲ほうが仰ぎよう角かくを取ったことを見抜いた奴やつらが、命がけで突つっ込んでくるわよ！」

　打ち込まれた杭を引き抜こうとスコップで必ひつ死しに地面を掘ほる兵たちを、武器を手にしたヤトリたちが敵の攻こう撃げきから守り続ける。戦場の真まっ只ただ中なかで行う土ど木ぼく作業だ。

　もちろん、どこを取っても楽らくな仕事ではない。ひとたび深く地面に打ち込まれた杭を引き抜くには相そう応おうの手間がいる上に、それをさせまいとする敵兵からの猛もう攻こうを受け続けるからだ。

「図ずう々ずうしいぞうぬら！　あてらの御お山やまに土ど足そくで入ろうとすんでね！」

　両手にククリ刀とうを握にぎるナナクもまた、シナークの戦せん士したちと共ともに敵を食い止めていた。陣じん形けいや戦せん列れつについての軍事的知識を多く持たない彼女らだが、いまのような乱らん戦せんに近い状じよう況きようだと、その活かつ躍やくぶりは帝てい国こく軍ぐんの正せい規き兵へいにも劣おとらない。

「ナナク・ダル、前に出すぎよ！　サポートしづらいから突とつ出しゆつしないで！」

「ほっとけ赤いの！　うぬらの助けなんぞアテにしとらんが！」

　問題は、ふたつの部隊が連れん携けいを欠いていることだった。ナナクは自分の判断でしか兵を動かさず、ヤトリの忠ちゆう告こくにも耳を貸さない。結果、作業の速度に差が生まれ、さらにシナークの部隊だけが敵に対して突出しがちになる。

「隊たい長ちよう殿どの、チャンスです！　どうやら敵の波が引いてきました！」

　部下のひとりが叫さけんだ。ヤトリが確かく認にんの視し線せんを向けると、確かにバリケードへ殺さつ到とうしていた敵兵は大おお幅はばに数を減へらしている。作業には絶ぜつ好こうの機会に違ちがいないが、彼女には素直に喜よろこべなかった。

「妙みようだわ、どうしてこのタイミングで……。敵は断だん固こ攻せめきる姿勢じゃなかったの？」

　嫌いやな予感を覚えたヤトリは、前に出たがる兵たちを押しとどめて慎しん重ちように様よう子すを見た。が、ナナクのほうは好こう機きを額がく面めん通りに受け取ったらしく、兵ともども遠くの杭を目指して走っていく。

「待まちなさいナナク・ダル、敵の様子が変よ！　まだ前に出すぎないで！」

「っは、肝かん心じんの時に腰こしぃ引けたか赤いの！　んだらそこで待まっとけ！」

　ナナクは意に介かいさず、ふたつの部隊は互たがいの距きよ離りをさらに開けていく。危険を承しよう知ちで追うべきか迷まよったヤトリだが、その視し界かいにふと、敵兵が下がっていった先にある光景が映った。

　二百メートル強きようの距きよ離りを隔へだてて、風ふう銃じゆう兵へいの横列が並んでいる。前列は片かた膝ひざを突ついた膝しつ射しや姿し勢せい、後列は立ったまま銃じゆうを構える立りつ射しや姿勢。兵の波が引くのも当然だった、あの戦せん列れつは突とつ撃げきのためのものではない。その場に留まって撃うつ、純じゆん粋すいな射しや撃げきのための構えなのだから。

「何のつもり？　あの距離から撃ったところで、風ふう銃じゆうの射しや程ていじゃ効こう果かはたかが知れて──」

　疑問の途と中ちゆうで、ヤトリは気付いた。戦列を組んでいる敵兵士たちの軍ぐん服ぷく──灯あかりが乏とぼしいせいで分かりづらいが、今まで戦ってきた兵士のものとは明らかに色が違ちがう。その濃こい緑色が記き憶おくと一いつ致ちした瞬しゆん間かん、ヤトリは前方のナナクに向かって声を張り上げた。

「──だめっ！　下がりなさい、ナナク・ダル！　そこはもう狙われているわ！」

　警けい告こくも空むなしく、先頭を走っていたシナークの兵たちが十数人、まとめてなぎ倒たおされた。
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「手を緩ゆるめるな。斉せい射しや続ぞつ行こう！」

　タズニヤド・ハッラー大たい尉いの命令を受けて、キオカ軍兵士たちが一いつ斉せいに引き金を絞しぼった。

　圧あつ縮しゆく空気の炸さく裂れつ音おんが重なって響ひびき渡る。その手に握にぎった新しん兵へい器き──施条風銃エアライフルの恐るべき威い力りよくが、二百メートル先にいるシナークの兵士たちに向かって容よう赦しやなく叩たたきつけられた。

「Ｙａｈ、最高のタイミングだ」

　その有あり様さまを、ジャンとミアラのふたりは少し後方から眺ながめていた。アクガルパ大たい将しようが待たい機きしている安全圏けんギリギリの場所よりも、さらに三十メートル前線まで踏ふみ込んだ位置に陣じん取どって。

「ジャン、頭を下げて！　反はん撃げきが来ます！」

　ミアラに首根っこを押さえつけられる形でジャンがかがみ込むと、その頭上を風切り音が通り過ぎていく。帝国側の銃兵部隊からの応おう射しやだった。見ればハッラー大尉の銃兵部隊からも何人か被ひ弾だんした者が出ている。

　地面に片膝を突いたまま、ジャンはふむとうなった。

「……Ｍｕｍ、的てき確かくな反撃だね。確信はないけれど、どうも向こう側にも施条風銃エアライフルを装備した部隊がいるように思えてならないな。たぶん向かって右側の高所……あの茂しげみの辺りじゃないかと思うんだけれど。ほら、あそこ──」

　懲こりずに立ち上がろうとする上じよう官かんを、ミアラは髪かみの毛をひっつかんで押さえつける。

「言えば分かりますから、不用意に頭を上げないでください。──帝てい国こく側がわに施条風銃エアライフルを造る技術はなかったはずでは？」

「その技術を伝えたアナライ・カーン博はか士せ自じ体たいが、もともと帝国の研究者だった人じゃないか。教え子だって残しているだろうし、向こうで開発が進んでいても何もおかしくはないよ」

　推すい測そくするジャンの視し界かいで、隊たい列れつを崩くずした銃じゆう兵へい部隊が駆かけ戻ってくるのが兵の肩かた越ごしに見える。二百人余あまりの彼らは縦じゆう列れつに戻って道の左右にどけていった。その中から抜け出たハッラー大たい尉いが、大きな体でまっすぐ白はく髪はつの将しようのもとへ走ってくる。

「──仕事は果たしたぞ。いまなら敵てきは負ふ傷しよう者しやの回収に手を取られている」

「Ｙａｈ！　怪け我が人にんを運び終わるまでは、砲ほうの仰ぎよう角かくを戻すわけにもいかないというわけだね。──ありがとうハッラー大尉。これでようやく埒らちが明きそうだ」

　にやりと笑ってそう言うと、ジャンは颯さつ爽そうと立ち上がって背はい後ごを振り向いた。たった三十メートルの距きよ離りに伝でん令れいを出す暇ひまも惜おしんで、彼は後こう方ほうのアクガルパ大たい将しように向かって大声で叫さけぶ。

「いまが好こう機きです！　雲うん梯ていを出してください、大将殿どの！」
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　大勢の敵てき兵へいが、梯子はしごと一体化した台車を押して斜しや面めんを登り始める。その様よう子すを、イクタは部下ともども木こ立だちの中から見ていた。

「ここで雲梯を出してきたか……！」

　砦とりでや城じよう塞さいを兵に乗り越こえさせるための攻こう城じよう兵へい器き、それが雲梯である。台車の上に折おり畳たたみ式の梯子を設置したもので、障しよう害がい物ぶつに到とう着ちやくすると同時にそこに梯子をかけて、歩ほ兵へいが敵てき陣じんに乗り込むための突とつ破ぱ口こうを開く役割をもつ。

「……このタイミングはまずい。射しや線せん上じように負傷者がいるせいで、砲の圧力が半減したままだ」

　杭くいを引き抜く作業のために仰角を取っていた分はもとより、予想外の射撃を受けたシナークの兵たちが混こん乱らんまぎれに左右に散らばったせいで、いまは砲ほう門もんの半数近くが発射を控ひかえている。その隙すきを突ついて、敵はバリケードまで一いつ気きに雲梯を運んでくるつもりなのだ。

　──どうする。

　もう照しよう射しやによる陽よう動どうでどうにかなる状じよう況きようではない。雲梯と共ともにやって来る敵の数からして、木立の中からボウガンで援えん護ごしてもほとんど効こう果かはないだろう。……となると、何はともあれバリケードまで戻って、水みず際ぎわでの防ぼう衛えいに参加するのが無ぶ難なんな選せん択たくではある。

　──でもその場合、シナークの友ゆう軍ぐんは……ナナはどうなる？

　無くした小こ指ゆびがじくりと痛いたむ。問題はそこだった。ヤトリの部隊がいる位置は比ひ較かく的てきバリケードに近いので、敵に襲おそわれる前に壁かべの後ろへ逃げ込むことができるだろう。だが、ナナクの部隊はそうではない。大おお勢ぜいの負傷者を抱かかえたまま、激げき戦せん区くのど真ん中で敵の第だい二に波はを受けることになる。

　──その事態を避さけるためには。

　イクタに取れる手段はひとつ、自みずから白はく兵へいに打って出ることだ。当初の八十人から減げん耗もうを重ねた七十人足らずの光こう照しよう兵へい部隊で、窮きゆう地ちの仲なか間まを助けに鉄てつ火か場ばへ乗り込んでいくしかない。

　つまり、これは典てん型けい的てきな二に択たくだった。リスクを承しよう知ちで彼女たちを助けに行くか、それとも堅けん実じつ策さくを取って見捨てるか。同じような選択をした経けい験けんが、イクタには否いや応おうなく思い出される。

　──カンナの時は、見捨てたっけな。

　見捨てた中に彼女が含ふくまれていたことは後で知った。だが関係ない。結果として彼女は死んだ、全ぜん身しんを突つき刺さされて無む残ざんな最さい期ごを遂とげた。イクタにとってはそれが事実の全すべてだ。

　──惑まどうな、判はん断だん基き準じゆんは二つきりだ。戦せん略りやく的てきに見て助けるべきか、戦せん術じゆつ的てきに見て助けられるか。

　死者の面おも影かげを振り切って、感情を除じよ外がいした思考をイクタは組み立てていく。……戦略的に言えば、もちろんシナークの兵たちを可か能のうな限り助けるべきだ。族長であるナナク・ダルを筆ひつ頭とうに、ここでの防ぼう衛えい線せんは彼らの存そん在ざいありきで成り立っている。この先も協力が不ふ可か欠けつになるだろう。

　では戦術的に見て、ここで彼らの救きゆう出しゆつが許されるか。──難むずかしいところだ。上手うまくいったとしても相そう当とうの被ひ害がいが予想される。そもそも前ぜん提ていとして、その場合はヤトリの部隊との連れん携けいが──。

「……あ、何やってんだ僕ぼくは。あのヤトリだぞ、悩なやむ意味がないじゃないか」

　単たん純じゆんなことに気が付いて、イクタはこれまで積み上げた思し考こうの全すべてを放り投げた。あまりに遠回りをした自分の思考に呆あきれながら身をひるがえし、兵たちに向かって大声で告つげる。

「突とつ然ぜんだけど、かくれんぼはここまでだ。──総そう員いん着ちやつ剣けん！」







　下手へたを打ったと気付いた時には、もう目の前に兵の波が迫せまっていた。風かざ車ぐるまさながらの回転剣けん舞ぶで敵を怯ひるませながら、ナナクは傷きずついた仲なか間またちをかばって敵の前に立ちふさがっている。

「だ、頭領ダル……！　うてらのことはいいから逃げろ！　うぬまで死んじまうぞ……！」

　さっきの射撃で脚あしを撃うたれたシナークの男が叫さけぶ。しかし、そんな彼にトドメを刺さそうと走ってきた敵兵を、若き族長は振り向きざまの一いつ刀とうで斬きり伏ふせた。

「ふざけたことぬかしてる暇ひまあったら、うぬこそ這はってでも逃げろ！　それまではあても絶対にここを動かんからな！」

　返り血を全ぜん身しんに浴びたナナクが断だん固ことして告つげる。……彼女が率ひきいる百二十人余あまりのシナーク兵のうち、さっきの射しや撃げきで実に三十人以上が死ぬか動けなくなるほどの重じゆう傷しようを負った。その負ふ傷しよう者しやを運んでいるところに敵が殺さつ到とうした結果、このような防戦を強いられている。

「く、いくら倒してもキリがね……、……っ!?　あ、ありゃなんだ!?」

　歩ほ兵へいの波に紛まぎれる形で、梯子はしごの付いた台車がバリケードを目指して続々と運ばれてくる。ナナクたちのいる辺りは砲ほう撃げきの死し角かくになっているため、敵もそのラインを辿たどる形で雲うん梯ていを運んでいるのだ。巨きよ大だいな質量が隣となりを通り過すぎ、その周まわりにいた敵が一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。

「ぐっ、うぬら……！」

　多た勢ぜいに押されたシナークの兵たちが次々と倒れていく中、ナナクの奮ふん闘とうにも限げん界かいが訪れようとしていた。彼女を指し揮き官かんと見抜いた敵てき兵へいが、八人がかりで包ほう囲いしてボウガンを向けてきたのだ。

[image: ]

　これは防ぎきれない──全ぜん身しんに突つき立つ鏃やじりの感かん触しよくを想像して身みを縮めたナナクだったが、その間ま際ぎわ、強きよう烈れつな光と共ともに助けが入った。横合いからの光こう撃げきに敵兵が目をくらませ、さらに追い打ちの矢が降り注そそぐ。

「ナナ、無事か!?」

　聞き覚えのある声に振り向けば、自分の部ぶ隊たいを率ひきいたイクタ・ソロークが短たん槍そう付つきボウガンを手に走ってくる姿が見えた。安あん堵どを表情に浮かべそうになったナナクだが、それも引っ込み、口から警けい告こくの言こと葉ばが飛び出す。

「気ぃ付けろイクタ、後ろにも敵てきが来とる……！」

　仲なか間まを助けることに集中しているのか、彼らは誰だれも後ろに注意を向けていない。その無む防ぼう備びな背中を狙ねらって敵の一団が走って来ていた。ナナクの警告も喧けん噪そうにかき消されて届かない。結果としてイクタたちは、背はい後ごからの襲しゆう撃げきを何の反はん応のうもできず迎えてしまい──

「疾シィッ！」

　──その間際、炎えん髪ぱつの少女率ひきいる精せい兵へいたちが駆かけつけ、彼らの代わりに敵を迎むかえ撃うった。

「なっ──」

　その先の光景は、ナナクの理解を越こえていた。──弾だん雨うと怒ど号ごうの飛び交う中、イクタとヤトリ、ふたりが指し揮きする部ぶ隊たいはそれぞれ正面の敵てきだけを集中して相あい手て取どった。背はい後ごの脅きよう威いについては、まるで示し合わせたように対たい処しよを互たがいに委ゆだね合う。

「横おう列れつ展てん開かい！　負ふ傷しよう者しやの右側面を囲い込め！」

「横列展開！　友軍の左側面を守りなさい！」

　ほぼ同時に下されたふたつの命令が、その結果が、同じ目的のもとに片割れの不足を補おぎない合う。完かん璧ぺきな分業体制で周しゆう囲いの敵を排はい除じよしながら、一方では臨りん機き応おう変へんに隊列を組み変えて、ばらばらだった両部隊の戦力を合流させていく。

　人の集団というよりも、まるで息いきの合った巨きよ大だいなふたつの生き物を見るような──いや、その印いん象しようさえもすぐに塗ぬり替えられた。ふたつの生き物ではない。それはもはや、ひとつの生き物の右手と左手が織りなす営みといったほうがふさわしかった。

「「よし──！」」

　魔ま術じゆつめいてスムーズな連れん携けいの締しめくくりに、黒と赤の将しよう校こうは背中合わせで戦場の中心に立った。そこに至いたるまで、互たがいに言こと葉ばはおろか、目め配くばせひとつ交わしていない。

「撤てつ退たい開始まで三十秒」

「その間に負ふ傷しよう者しやを可か能のうな限り回収ね」

　たったそれだけ言い交かわすと、ふたりは再ふたたび分かれて働はたらき始めた。呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすナナクのもとにはイクタが走り寄り、近くに倒れていたシナークの負傷者を助け起こしながら話しかける。

「ナナク、君も手伝って！　ひとりでも多くの負傷者を運ぶんだ！」

「あ、ああ……！」

　目もく撃げきしたことへの理解が追いつかない頭を強引に切り替えて、ナナクも大急ぎで怪け我が人にんに肩を貸す。それから三十秒の間に息いきのある者を回収し尽つくすと、すぐさま全員で撤退に移った。




　その頃ころ、バリケードにはすでに三つの雲うん梯ていが取り付き、乗り込んで来ようとする敵との間で、守しゆ備び兵へいたちが死し闘とうを繰くり広げていた。

「くそっ、来るな、来るなぁっ！　こっちに登って来るんじゃない！」

「絶対に通すなよ！　ここで食い止めないと総そう崩くずれになるぞ！」

「そ、そんなこと言ったって！　こいつら数が多くて……！」

　梯子を登ってくる敵に矢と銃じゆう弾だんを、上まで登ってきた敵には槍やりの穂ほ先さきをくれてやりながら、バリケードを守る兵たちは確実に追い詰められていた。雲梯を出してきてからと言うもの、敵の勢いは衰おとろえを知らず、梯子を駆かけ上ってくる敵兵の数がどんどん増えてきているのだ。

「ちっ、これはもう限界だな……！」

　ついにサザルーフ大尉の口からその一ひと言ことが漏もれた。……所しよ詮せんは即そく席せきのバリケード、高さも強度も及きゆう第だい点てんには程ほど遠とおい。敵に取り付かれた時点で危なくなることは、最初から分かっていた。

「シナークとの連れん携けい不ぶ足そくが綻ほころびになったか……。くそ、予想は出で来きてたってのに」

　指し揮き官かんとしての責せき任にんを嚙かみしめつつ、サザルーフ大たい尉いは予定を前倒だおしにする判断を迫せまられた。

「早く来い、ガキども！　この様よう子すじゃ、あと三分も待まてないぞ……！」

　親指の爪つめを嚙みながら大尉はうめいた。万が一の時に自分が下すことになる「見捨てる」判断の重みを思うと、この時ばかりは彼も、敵てき側がわの神である主神アルデラミンにさえ祈いのらずにはいられない。

　だが幸さいわいにも、胃いの壁かべをヤスリで削けずるような時間には報むくわれる時がきた。外から合あい図ずを受けて、バリケードの左端はしで隙すき間まをふさいでいた丸太を内側の兵たちが取り払はらう。激戦を生き延のびた兵たちが、そこから次々と姿を現した。

「ただいま帰りました大尉殿どの！　さっそくですが、戦線の維い持じはもう限界では!?」

　駆かけ込んで来るなりイクタが声を張り上げた。そのすぐ後にヤトリとナナクが無事な姿で続いたのでほっとして、サザルーフ大たい尉いも大声で応こたえた。

「ああ、お前たちの帰りを待っていたところだ！　早く後ろに下がれ！」

「了りよう解かいしました！　マシューとトルウェイの風ふう銃じゆう兵へい部ぶ隊たいは!?」

「一ひと足あし先に撤てつ退たいした！　お前たちが最後だ！」

　イクタたちの部隊と入れ替わりに、なみなみと液体の入った樽たるを二人一組で持った四十人余あまりの兵たちがバリケードに近付いていった。じゅうぶんに接近すると、防ぼう壁へきを構成する木材に向かって、茶ちや褐かつ色しよくで粘ねん性せいのある樽の中なか身みをぶちまける。すぐに駆かけ戻って別の樽を持ち、全員で同じ工こう程ていをもう一度繰くり返した。

「よし、最後に砲ほうを全ぜん門もん一いつ斉せいに撃うつぞ。守しゆ備び兵へいはそれを合あい図ずに下りてこい！　──撃てぇ！」

　指示に合わせて二十二門の風ふう臼きゆう砲ほうから一斉に弾たまが放たれ、バリケードに押し寄せていた敵が一いつ瞬しゆんの怯ひるみを見せる。そのタイミングを逃さずに、大尉は続く命令を下した。

「いまだ──着火しろ！」

　準備していた焼しよう撃げき兵へいたちの手から一斉にたいまつが投げ込まれる。さっき大量の菜な種たね油あぶらをかぶったバリケードが、その瞬間から一いつ気きに燃え上がり始めた。

「撤退を開始しろ！　殿軍しんがりはヤトリシノ中ちゆう尉いの焼撃兵部隊だ、林道上の仕掛けを燃やしながら下がれ！　延えん焼しよう作業自体は後方の衛えい生せい兵へい部隊が先行して始めているはずだが、ちゃんと俺おれたちが通るための隙すき間まは残してある！　いいか、道を間ま違ちがうなよ！」





＊






「──Ｈａｈ、ダメだな。これは落とし損そこねた」

　ようやく雲うん梯ていを取り付けたバリケードから火の手が上がった時点で、ジャン・アルキネクスは早くも悟さとっていた。今夜中に自じ軍ぐんが森を突とつ破ぱしていく、その可か能のう性せいが潰ついえたことを。

「おい若造、いま何と言った。何がダメだと？」

　数分前から砲ほう弾だんが飛んでくることもなくなった前線に、しびれを切らしたアクガルパ大たい将しようが自みずから乗り込んできた。問とわれたジャンも、ここでは茶ちや化かさずに返答する。

「こちらの兵が突とつ破ぱする前に、敵てきがバリケードに火を放って撤てつ退たいを始めました」

「見りゃ分かる。焼け落ちるのを待まって兵を進ませればよいだろう。もうワシらの勝ちではないのか？」

「Ｎｙａｔｔニエツト……それでは追つい撃げきが間に合いません。おそらくあの向こうではいま、敵てき軍ぐんが林道そのものを炎ほのおで封ふう鎖さしながら撤退しているはずです。あのバリケードが焼け落ちる頃ころには、我われ々われと敵軍との間に、昨日きのうまでと同じ炎の壁かべが出来上がっているでしょう」

　その推すい定ていを根こん拠きよ付づけるように、バリケードの向こう側でさらに上がった火の手が、アクガルパ大将の目にも見えた。しばらくその光をにらんでいた彼だが、状じよう況きようを理解するにしたがって、その肩が震ふるえ始める。

「か、かァ────ッ!?　馬ば鹿かをぬかせ、ようやくこっちが優ゆう勢せいになったところではないか！」

「優勢が長引いてはならなかったんですよ。敵てきには林りん道どうを焼いて封鎖するという選せん択たく肢しが常つねにありましたから、状況が不利になればそれを実行してきます。……ただ、これは言うほど簡かん単たんではなく、あちらにとっても実行のタイミングの計はかり方が非常にシビアです。早すぎれば戦場に散っている味み方かたが撤退できず、遅おそすぎれば我われ々われに攻せめ込まれることになる。だから我々は雲うん梯ていを使って一いつ気きに兵を送り込むことで、そのタイミングを奪うばうつもりだったのですが……」

「結果として、いま一いつ歩ぽのところで攻めきれませんでしたね。バリケードにかかった雲梯が三つではなく五つであれば、おそらく火を放つのも阻そ止しできたと思うのですが」

　ミアラがしれっと意見を挟はさむ。アクガルパ大将は悔くやしさのあまり地じ団だん太だを踏ふんだ。

「ではなんだ、今夜はこれでおしまいか!?　これだけの犠ぎ牲せいを出しておいて、結局は何も状況を変えられずに終わったと……!?」

「Ｎｙａｔｔ！　とんでもない。最高の結果こそ逃しましたが、確実に前進はしていますよ」

　とても本ほん心しんとは思えないジャンの発言に、神しん軍ぐんの将しようがうさん臭ぐさげな視し線せんを送る。が、彼はまったく怯ひるまずに説明を始めた。

「今夜の最大の収しゆう穫かくは情じよう報ほうです。──敵軍は極きわめて優ゆう秀しゆうな将しよう校こうによって指し揮きされていますが、その兵の実数は二個大隊にも満たない。こちらが受けた被ひ害がいの程ほどから見て、それは確かく実じつです。ここで兵を出し惜おしむ理由は向こうにもありませんからね」

「…………」

「実際にはおそらく一個大隊＋[image: α]といったところでしょうが、＋[image: α]の部分はシナークの兵と予想されますので、帝てい国こく軍ぐんの正せい規き部隊としては大隊ひとつきりということになります」

　白はく髪はつの将しようがすらすらと述べる。その内容に、失意の内にある大将も少しずつ耳を傾かたむけ始める。

「こちらの被害も小さくはありませんが、それでも戦死者・重じゆう傷しよう者しや合わせて千人には達していません。対して敵側はどうか？　善ぜん戦せんしたとはいえ、百やそこいらは戦せん闘とう可か能のう人じん員いんを減へらしていることでしょう。お分かりですか。あちらは総そう勢ぜいが八百人そこそこなのですから、全体の比率としては向こうのほうが打撃を受けているのです。寡か軍ぐんの勝利は幻げん想そうに過すぎない、と昔むかしから言いますが──その至し言げんに倣ならうなら、今回の戦いくさは我われ々われの勝ちとさえ言えます」

　ますます勢い付いて喋しやべり続けるジャンを見かねて、ミシュリ中ちゆう佐さが文もん句くを付けた。

「……アルキネクス少しよう佐さ、それはさすがに詭き弁べんだ。ここの防ぼう御ぎよ部ぶ隊たいを破やぶったところで、我らの戦たたかいはそれで終わりではない。その後に山を越こえて北ほく域いき鎮ちん台だいを攻せめなければならないというのに」

「Ｍｕｍ、それも事実です。しかしここで肝かん心じんなのは、我々はまだ何も負けていないということです。攻めるのに失敗はしましたが、どこも負けてはいない。それはつまり、まだまだ強つよ気きに出られるということでもあります」

　不ふ敵てきな笑えみを崩くずさずに『不眠ねむらずの輝き将しよう』は言った。いっそう弁べん舌ぜつをたくましくする彼の隣となりに慎つつましく控ひかえながら、ミアラはひそかに思う──ジャンの言こと葉ばには魔ま力りよくがあるのだと。

　彼は必かならずしも事実を述べるとは限らない。首をかしげるような発言も多々あるし、誇こ張ちようや曲きよつ解かいを当たり前のように織おり交ぜる。そのために誠せい意いに欠ける印いん象しようを受けることがあるのも事実だ。

　だが、後になって振り返った時、誰だれもが気付くのだ──ジャン・アルキネクスの言葉は事実を表していたのではない。これから事実にするという、その自信の宣せん言げんであったということに。
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　直接戦せん闘とうに参加しなかったハロたち衛えい生せい兵へいにも、戦いがどんなに激しいものであったかは、野や戦せん病院に運び込まれる怪け我が人にんの数から察することができた。

　遺い体たいを安置するための天てん幕まくは別にあり、怪我の状じよう況きようによっては、野戦病院を経けい由ゆするまでもなくそちらに運び込まれる者も多かった。そういう死体と紙かみ一ひと重えの仲なか間まが運ばれてくるたびに、ひょっとしてあれは騎き士し団だんの誰かなんじゃないかと、とてつもない恐きよう怖ふに囚とらわれた。

　そんな環かん境きよう下かで、運ばれてくる怪我人の全すべてに対して自分がベストを尽つくせたとは、ハロにはどうしても思えない。すでに手の施ほどこしようがない重じゆう傷しよう者しやが何人もいたが、生と死の境きよう界かい線せんをさまよっていた患かん者じやもそれ以上にいた。そのうちハロの手にかかったのは九人。四人が生き延のび、五人が死んだ。本当にベストを尽くしていれば、この数字を逆ぎやくにすることぐらいはできたんじゃないか──すでに終わったことと知りながらも、思わずにはいられなかった。

「……いま、息いきを引き取りました」

　そしていま、ハロは新たに六人目の絶ぜつ命めいを告つげていた。胸むねに銃じゆう弾だんを受けた光こう照しよう兵へいの男性は、ここに運ばれてきた時点では意い識しきがあって会話もできた。それが少しずつ死の暗くら闇やみに落ち込んでいく様よう子すを、ついにハロには眺ながめていることしかできなかった。

　死を告つげられると同時に、遺い体たいを挟はさんだハロの向かい側で、スーヤ・ミットカリフ曹そう長ちようがしゃくり声を漏もらす。その姿もハロには痛いたましかった。たったいま亡なくなったのは、彼女の部ぶ隊たい──光こう照しよう兵へい第三訓くん練れん小隊に所属するひとりなのだ。

「そんな……。アズーラ一いつ等とう兵へいとシシンディ軍ぐん曹そうに続いて、ニニカ伍ご長ちようまで……」

　彼女たちに限らず、無む傷きずで済すんだ部隊はひとつもない。八十人から百二十人の集団で行動を取っていた各部隊から、平へい均きんして十人以上の死者が出ていた。その数字を跳はねあげているのはシナーク族の部隊で、実に二十八人の死者と三十三人の重じゆう傷しよう者しやを出している。族長のナナク・ダルが無事だったのは不幸中の幸さいわいだが、いずれにせよ被ひ害がいは深しん刻こくだ。

「……イクタ中ちゆう尉い殿どのに報ほう告こくしてきます」

　生と死の間をさまよっていた最後の仲なか間まが息いきを引き取ったことで、スーヤにはもう励はげましてやる相あい手ても看み取とってやる相手もいなくなった。一いち礼れいして怪け我が人にんで溢あふれかえる天てん幕まくから出て行こうとする彼女を、周しゆう囲いに急を要ようする怪我人がいないのを確かく認にんして、ハロはとっさに呼び止める。

「ま、待まってください、ミットカリフ曹長！　その……わたしもこれから本ほん部ぶ天幕に顔を出すつもりでしたから、よかったらいっしょに行きませんか？」

「……はい。承しよう知ちしました、ベッケル少しよう尉い殿どの」

　かけられた声を命令と受け止めたらしく、スーヤは力のない敬けい礼れいを返してきた。イクタの副ふく官かんを務つとめるこの若い女性軍人が、人一倍感情的な性格であることをハロも知っている。訃ふ報ほうを携たずさえて去さっていく背中に何か張りつめたものが感じられて、どうしても放っておけなかった。

　二人揃そろって天幕を出ていくと、真夜中の陣じん地ちはその全体が疲ひ労ろう感かんに満ちていた。手の空あいた兵たちの多くは無気力に座すわり込み、仲間と言こと葉ばを交かわすこともなく黙だまり込んでいる。焚たき火を囲んだ大勢の人々が一声も発さずじっと炎を見つめている有あり様さまは、いっそ不ぶ気き味みでさえあった。

「皆さん眠るに眠れないみたいですね……。神しん経けいがたかぶっているせいだと思いますから、後でお茶を淹いれて配ってみましょうか」

「…………はぁ」

「こういう時こそ、砂さ糖とうがあったら一ひと息いきつけるんですけどね。疲つかれた時にはあったかくて甘あまいものがいちばんだから。貴き族ぞくの方々のおうちから一ひと袋ふくろ分けてもらいたいところです」

「……そうですか……」

　気のない相あい槌づちを打ってくるスーヤに、それでもハロは嫌いやな顔ひとつせず話し続けた。会話が成り立たなくても構かまわない。いまのスーヤには沈ちん黙もくが何より毒どくだと彼女には分かる。

　ハロが一方的に喋しやべり続けるうちに、ふたりは陣じん地ちの中心近くにある本部天幕に辿たどりついた。入口をくぐって中に入ると、中にいた人間は三人。マシューとトルウェイが差し向かいに座って風ふう銃じゆうを手入れし、一番奥ではサザルーフ大たい尉いが机つくえに両足を投げ出して煙草たばこをふかしていた。

「失礼します。──うーん、ここも皆さんお疲れのようですねー」

　あえて能のう天てん気きに聞こえるようにハロは言った。そういう気き遣づかいを彼女が日常的に行っていることに気付いている者が、はたして軍の中にひとりでもいるかどうか。

「そういうお前は疲つかれてないのか、ベッケル少しよう尉い。遠えん慮りよするな、その辺の地面なんか寝ね心地ごこちがいいぞきっと」

「うう、せめて敷しき布ぬのが欲ほしいです……。ところで、イクタさんとヤトリさんの顔が見えませんね？　あ、それにナナクさんも」

「三人なら林りん道どうのほうを見に行ったよ。入れ違ちがいになるとよくないから、用があるなら少しここで待まっているといいんじゃないかな」

　イクタの副ふく官かんの姿に気付いたトルウェイが気を利きかせる。スーヤが勧すすめられた椅い子すに素直に座すわると、ハロも適てき当とうな椅子を見み繕つくろって腰こしを下ろした。

「マシューさん、肩かたの怪け我がは大だい丈じよう夫ぶですか？」

　ここまで一ひと言ことも口を利いていない少年に、ハロはまず声をかけてみた。マシューは袖そでを通さず羽は織おっていただけの上着を無む言ごんで取って、包ほう帯たいの巻かれた左肩の辺りにそっと手を置く。

「……不ふ思し議ぎなもんだ。戦たたかってる最さい中ちゆうは気付かなかったのに、いまごろ痛いたんできた」

「あまり動かさないでくださいね。弾たまがかすったみたいで、けっこう深くえぐれてましたから」

「もう五センチ右なら首か顔に当たってた。そう思うと、生き残ったのが不思議に思える」

　そう言いつつ、マシューは風ふう銃じゆうのバレルに布ぬのを巻きつけたロットを差し込み、出し入れして汚れをぬぐっていく。手に馴な染じんだ動どう作さは、それ自体が心の拠より所になっているようでもある。

「……今回の戦たたかいは、いままでと違ったよ」

　やけにトーンの低い、これまで一度も出したことがないような声で、マシューは言った。

「区別は簡かん単たんさ。いままでのは勝ち戦いくさだった──しかも楽らく勝しようの部類だ。イクタの言う通りにやってれば、びっくりするくらい簡単に敵てきを圧あつ倒とうできたよな。そういうことが何度も続いたから、おれは正直侮あなどってたんだと思う。なんだ、戦争たって所詮こんなもんかって」

　バレル内部の汚れが一通り取れると、パートナーのツゥに装そう着ちやくして軽く風を吹ふかせた。わずかに残った細かいチリを、それで取り除のぞく。

「でも、そうじゃなかった。おれの部ぶ隊たいから十一人死者が出てようやく気付いた。この殺したり殺されたりが戦争なんだ。あの空間では、おれが殺される結果も当然あるんだ」

　それで話を決着すると、マシューは再ふたたびロットを握にぎって整備の最初の行こう程ていに戻った。感情を表すことに見切りを付けたような無表情は、普ふ段だんの彼とは別人のようだ。

　ハロが何か言おうとしていると、隣となりに座っていたスーヤが勢いよく立ち上がった。

「……あたし、林道のほうに行ってみます」

「あ、でも、行き違いになると……」

　トルウェイの制止も振り切って、スーヤは半なかば走るように天てん幕まくから出て行った。ハロが腰こしを浮かせて迷っていると、トルウェイがそんな彼女の背中を押す。

「こっちは大だい丈じよう夫ぶだから行ってあげて、ハロさん。今の彼女、ちょっと様よう子すがおかしかったから」

　マシューこつちは自分が見ておくから──彼のそういう意い図とを言げん外がいに汲くみ取って、ハロはありがたく思いながら天てん幕まくを抜け出した。……が、外に出た瞬しゆん間かんから本気で走り出していたようで、スーヤの背中はすでに小さくなりつつある。ハロも慌あわてて追いかけた。




　それほど長く走る必ひつ要ようはなかった。林りん道どうに燃え盛る炎ほのおは敵てきと一いつ戦せん交まじえる前よりも大おお幅はばに後こう退たいし、いまや陣じん地ちから百メートルと離はなれない位置まで迫せまっている。そこに近付くにつれて、強い熱をはらんだ真まっ赤かな明るさがふたりを出迎えた。

「──スーヤにハロ？　どうしたの、ふたりとも」

　炎の照しよう明めいの中に、彼女たちが求める姿はすぐに浮かび上がった。延えん焼しよう作業の監かん督とくを中断して、すぐにイクタはふたりのもとに歩いてきた。なぜかすぐ後にナナクも付いて来ている。

「あ、わたしはちょっと顔を見ようと思っただけで──」

「シシンディ軍ぐん曹そうとニニカ伍ご長ちようが亡なくなりました、イクタ中ちゆう尉い殿どの」

　ハロの言こと葉ばを途と中ちゆうでさえぎって、スーヤは上じよう官かんに真まっ向こうから事実を叩たたきつけた。

「これで戦せん闘とう時に中尉殿が指し揮きした部隊からの死者は十一人。うち六人は、光こう照しよう兵へい第三訓くん練れん小隊からの戦せん死し者しやです」

「…………そうか」

　一いつ瞬しゆんだけ視し線せんを落としたイクタだが、それ以上の動どう揺ようは表おもてに出さずに副ふく官かんを見返した。

「報ほう告こくありがとう。人数が減った分はこっちで調整しておく。君はもう休んでくれ」

「それだけですか」

　事じ務む的てきな対たい応おうで済すませようとしたイクタだが、それを許さない剣けん幕まくでスーヤが嚙かみつく。隣となりでハロが息いきを吞のんだ。この女性が自分を非ひ難なんしに来たのだということを、そこで少年もようやく理解したふうだった。

「……戦死者についての報告は受け取ったよ。まだ何かあるのかい、スーヤ」

「逆に尋たずねます。自分の命令で死なせた部下に対して、あなたは何の言こと葉ばもないんですか」

　両手でこぶしを握にぎりしめてスーヤは言い切った。彼女の言わんとするところを察したイクタは、後ろのナナクに気き遣づかう視線を向けてから、観念したように前へ向き直る。

「……シナークの部隊を助けに向かった判断について言っているんだね」

　ナナクの肩がびくりと震ふるえる。その反応を知ってか知らずか、スーヤはさらに畳たたみ掛けた。

「あそこで助けに行かなければ、我われ々われの部隊からの戦死者は確実に半分以下で済みました」

「そうだね。代わりにシナークの部隊が全ぜん滅めつしただろうけど」

「そうなればよかったんです。もとを辿たどれば、そこの女が無む謀ぼうに前へ出たせいなんだから」

　ついに非ひ難なんの矛ほこ先さきがナナクへと向いた。本人の口からも反論はない。彼女が打つ手を誤あやまったこと、イクタたちの部ぶ隊たいがその尻しりぬぐいをしたことは、否ひ定ていできない事実だったからだ。

「シシンディ軍ぐん曹そうは、中ちゆう尉い殿どのをすごく尊そん敬けいしていました。知っていますか」

「……ああ」

「本当ですか？　サリハスラグ大たい尉いをやりこめた最初の模も擬ぎ戦せんから、彼はずっと中尉殿のファンでした。おれたちはすごい上じよう官かんを持った、あの人はぜったい大物になる──お酒に酔よった時、彼はいつも口くち癖ぐせのように話していました。中尉殿より九つも年上なのに、あなたの名前を呼ぶ時は決して敬けい称しようを省はぶきませんでした。そこまでちゃんと知っていましたか」

「…………」

「ニニカ伍ご長ちようは、あたしが一いつ等とう兵へいになった頃ころにできた最初の部下です。同じ分隊で唯ゆい一いつの女性仲なか間まだったから何かと世話を焼きました。ボウガンの扱あつかいに、宿しゆく舎しやの清せい掃そうチェックの時のポイントに、訓くん練れん中ちゆうに月のものが来た時の逃げ方まで……何でもあたしが教えました」

　堰せきを切ったように喋しやべり続けるスーヤの両目に涙なみだがにじんだ。口から溢あふれ出す言こと葉ばを止めることは、もう本人にも不ふ可か能のうだった。

「そんな彼らと、昨日きのうまで殺し合っていたシナーク族の連中が、同じ仲間だって言うんですか？　だから命を懸かけて助けに行くのが当然で、そのために死人が出ても受け入れろと？　──ふざけないでください、そんなのどう納なつ得とくしろって言うんですか！」

　想おもいの全すべてをぶちまけて、スーヤは怨おん敵てきを見るような目でナナクをにらんだ。が、イクタが何か言おうとしたところで、外がい野やから凜りんとした声がかかる。

「責せめる相あい手てを間ま違ちがっているわよ、ミットカリフ曹そう長ちよう」

　背はい景けいに溶け合ってすら見える炎えん髪ぱつを揺ゆらして、延えん焼しよう作業を中断したヤトリが口こう論ろんの場に割り込んできた。スーヤの感情的な視し線せんを揺ゆるぎなく受け止めて、彼女は言う。

「まず勘かん違ちがいを正しておくわ。シナークの部隊を助けに行く判断を下したのは、イクタじゃなくて私よ」

「……噓うそです。あの状じよう況きようじゃ互たがいに連絡なんて取れなかったし、うちの部隊とヤトリシノ中尉殿の部隊が救きゆう援えんに動き始めたのはほぼ同時でした。そちらの行動を見てから動いたわけじゃありません。あの時、イクタ中尉殿は自分で判断を下したはずです」

「それはその通り。だけどその判断自体が、私の行動を前ぜん提ていに置いたものだったのよ」

「……意味が分かりません。どういうことですか？」

「シナークの部隊が窮きゆう地ちに陥おちいった時点で、イクタは私が助けに動くのを確信していたのよ。そして私のほうでも、友ゆう軍ぐんの救援のためにふたつの部隊の協力が不ふ可か欠けつなあの状況では、イクタが応おう援えんに来ることを前ぜん提ていとして行動に移ったわ。仮かりにあそこで戦力合流できなければ、私の部隊も巻き添ぞえを受けて全ぜん滅めつしていたでしょう。だからこそイクタは動かざるを得なかった」

　説明を受けながら、スーヤは相手の言うことが理解できない面おも持もちでいた。それはハロにしても同じことだ。……助けに動くのを確信して救きゆう援えんに向かったとか、応おう援えんが来ることを前提に行動したとか──思考のレベルから協きよう調ちようしているとでも言うのだろうか、この二人は？

「よって時じ系けい列れつに関係なく、救援の判断を下した主体は私。イクタはそれに従属したに過すぎない。だからこそ、行動の結果生じた犠ぎ牲せいについての責せき任にんも私が負おうべきでしょうね」

　矛ほこ先さきの全すべてを自分に向けた上で、ヤトリは真っ向からスーヤを見み据すえた。どんなに激げつ昂こうした人間でも、その前では襟えりを正さざるを得ない風ふう格かくがそこにはある。

「それを踏ふまえた上で言うわ。──先日開かれた軍ぐん議ぎでの決定に基づき、現時点でシナーク族は正式な友ゆう軍ぐんとして扱あつかわれている。私はそれを詭き弁べんや建たて前まえだとは思っていない。よって窮きゆう地ちに立たされた彼らを救援に向かった判断について、悔くいるところは一点たりともないわ」

「そんな話って……！　昨日までは敵てきとして殺せ、今日からは味み方かたとして守れ──そんな滅め茶ちや苦く茶ちやな命令に、あたしたちの感情が付いていけると思うんですか!?」

「気持ちは分かる。だけど軍隊組織における命令とはもともと、それを実行する者に感情の封ふう印いんを要求するものよ。自分の価か値ち観かんと食い違ちがう命令に従したがわなければならないことは、軍人なら誰だれにでもある。多かれ少なかれね。それは定めとして受け入れなければならないわ」

「っ……！　じゃあ、イクタ中ちゆう尉い殿どのを殺せと命じられたなら、あなたはそれに従うんですか！」

　シンプルで暴力的で、とっさの切り返しとしては完かん璧ぺきに近かった。弁べん舌ぜつ巧こう者しやのイクタですら、その最さい悪あくの仮か定ていの前には有ゆう効こうな言こと葉ばを返せなかっただろう。──だが、例外はここにいた。

「その問いは三百年遅い。それに従い続けて来たのが、イグセムという家か系けいなのだから」

　眉まゆひとつ動かさずイグセムが答えた。……悠ゆう久きゆうの年月の中で積み重ねられてきた炎えん色しよくの宿しゆく業ごう。その重みを前に、スーヤは絶ぜつ句くする以外の選せん択たく肢しを与えられず──致ち命めい的てきな重じゆう圧あつによって彼女が押し潰つぶされる前に、少年が水を入れた。

「もういい、そこまでにしてくれヤトリ。……君の正せい論ろんには逃げ場がない」

　ひどく疲つかれた声で、彼は制止し。それから改あらためて、衝しよう撃げきのあまり膝ひざが笑っているスーヤのほうを振り向く。

「ヤトリはああ言ったけれど、直ちよく属ぞくの指し揮き官かんが僕ぼくである以上、君たちには僕を恨うらむ権けん利りがあると思う。……いや、権利なんて括くくりがすでに傲ごう慢まんなのかな。どれだけ軍が厳きびしく戒いましめようと、君たちが感情を抱くことを禁きんじる真似まねまでは、神を除のぞいて誰にもできないんだから」

　自じ嘲ちよう混まじりのため息いきを吐はいて一いつ歩ぽ下がり、イクタはうつむいたままのナナクの肩に手を置く。

「……でもねスーヤ。彼女たちを守るそのために、僕はもうシシンディ軍ぐん曹そうやニニカ伍ご長ちようやアズーラ一いつ等とう兵へいに命を使わせてしまっている。……彼らの犠牲によって贖あがなったものを、そのために命を懸かけろと命じたものを、どうして僕が蔑ないがしろにできるだろう……？」

　そう言って、愛いとおしいものを扱あつかうように、イクタはナナクの髪かみの毛をそっと手で梳すいた。彼女は驚おどろきながらもそれに逆らわない。委ゆだねるように目を閉じて、少年の指先を受け入れる。

「……その理り屈くつは、卑ひ怯きようです……！」

　スーヤの口から漏もれたのはそれきりで、あとはもう何も言おうとはしなかった。だが、そこにイクタが歩み寄ると、彼女は全すべてを拒こばむように踵きびすを返して走り去さる。明所から暗所へ駆かけ抜けて、その背中はたちまち見えなくなった。

「……ねぇ、ヤトリ」

　スーヤを吞のみ込んだ暗くら闇やみをじっと見つめたまま、イクタは背はい後ごに立つ炎えん髪ぱつの少女に問といかける。

「僕ぼくを殺せと命じられた時、決して拒こばめないとしたら、君はどうやってそれを遂とげる？」

　ひたすら残ざん酷こくで、救いのない質しつ問もんだった。しかし、そんな問いにさえ答えは用意されていた。

「その時はまず、全ぜん身しん全ぜん霊れいをもってヤトリシノを殺すわ。もう二度と生き返らないように、何があっても蘇よみがえることがないように。魂たましいを微み塵じんに刻きざんで粉こなに挽ひいて、搔かき集めて火にくべる」

　唇くちびるを引き結んでヤトリシノが言った。傍かたわらで聞くハロまでが息いきを吞のむ。

「全てが済すんだ後、ただひとつ残ったイグセムが、あんたを殺すでしょう」

　少年は静かにうなずいた。何度も何度も、尊とうといものを嚙かみしめるように首しゆ肯こうを繰くり返して、

「……なら、二に刀とうに首を断たたれる最さい期ごの瞬しゆん間かんまで──僕は喪うしなわれた君を想おもうだろう」

　まるで返へん歌かのように、言こと葉ばを紡つむいだ。それもまた、彼が用意していた答えだった。

　それ以上は一ひと言こともなく、ふたりは沈ちん黙もくのうちに立ち尽つくした。隔かく絶ぜつされた場所から、ハロとナナクはひとつの聖せい域いきをそこに見た。何の事情も知らず、その絆きずなのかたちを少しも理解できないままでさえ、なぜか涙なみだがこみ上げてくるような──そんな光景だった。
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「いいからそのまま届けろと言っている！」

　困こまりきった面おも持もちの兵へい士しが、ずいぶん低い位置から怒ど鳴なり声を浴あびた。渡された便びん箋せんを手にしたまま動くべきかどうか測りかねている相あい手てに、シャミーユ殿でん下かは重ねて声を浴びせる。

「緊きん急きゆう時じだろうが何だろうが、地方軍人の一いち存ぞんで帝てい室しつ印いんの入った手紙を止められるわけがなかろう！　そなたは余よの言う通り、それを早はや馬うまで中ちゆう央おうに届ければ良いのだ！」

「し、しかし……」

　押し問もん答どうしているのは、彼女らが今いる北ほく域いき南なん端たんの基き地ちから、中央の基地に向けて手紙を出すことの是ぜ非ひについてだった。──責せき任にん追つい及きゆうを恐れるサフィーダ中ちゆう将じようによって情じよう報ほう統とう制せいが行われ、北域動どう乱らんの泥どろ沼ぬまの戦せん況きようは未いまだに中央には伝わっていない。それがますます事じ態たいの悪あつ化かを招まねいていた。

　いま前線がどうなっているのか、本当のところはシャミーユ殿下にも分からない。今の基地と前の基地を親しん衛えい隊たいの兵士に行き来させて情報を集めているが、それも現場から何日遅おくれて届いたものか知れたものではない。いま確かなのは、戦況悪あつ化かにともない予備兵力だったイクタたちの訓くん練れん部ぶ隊たいが前線に投入されたこと。同じ立場の部隊がどんどんリタイアしていった後も、騎き士し団だんの五人は前線で粘ねばり続けているらしいということだ。

　手段を選んでいる余よ裕ゆうはなかった。自じ己こ嫌けん悪おを押し殺して、姫ひめ君ぎみは強きよう権けんの行こう使しに打って出た。

「……それを中央に届けろ。これが最後だ。責任は全すべて余が取ると約やく束そくする」

「しかし、司し令れい長ちよう官かんからの指示で……」

「次の抗こう弁べんからは帝室への侮ぶ辱じよくとみなすぞ！」

「そ、そんな……っ！」

　一いつ介かいの伝でん令れい兵へいに過すぎない男はそれですっかり震ふるえ上がった。震える手で便箋を鞄かばんに入れると、泣きそうな顔で馬に乗って走り出す。

「……すまない……」

　板いた挟ばさみの命令に苦しませなければならないことを、シャミーユ殿下は遠ざかる背中に向かって心から詫わびた。それから視し線せんを少し上に移し、今まさに戦場となっている北の山々を見た。

「……ソロークたちに活かつ躍やくの場を与えたかったのは事実だ。しかし、これは余あまりにも状じよう況きようが不ふ透とう明めい過すぎる……！」

　騎士団の面々が無事でいるのか気がかりで、姫君はここ数日ずっと眠れない夜を過ごしていた。わずかに得られるのは疲つかれが限界に達して陥おちいる気絶じみた眠りだけで、しかもそれは多くが悪あく夢むを伴ともなった。騎士団の面々に危険が及およぶ夢ゆめを見たのも、一度や二度ではない。

　せめてもう少し状況が分かれば──そう願った彼女の視界に、その時ふと、外から基地の中に走り込んでくる新たな伝でん令れい兵へいの姿が映った。

「報ほう告こく、報告ーっ！　北からアルデラ本国の軍ぐん勢ぜいが攻せめてきたーッ！」

　兵へいが叫さけんだ内容に、姫ひめ殿でん下かの心しん臓ぞうが一ひと息いきに凍こおり付く。……眠れない夜がまだまだ続くということ。それだけが、彼女に与えられた唯ゆい一いつの確かな事実だった。
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　麓ふもとの森林地帯で起こった戦せん闘とうから一いち夜や明けた朝。山さん脈みやく上じように配備された帝てい国こく兵へい士しは、朝あさ靄もやの向こう側に透すかし見る眼がん下かの状じよう況きように大きな変わりがないことを見取って、ほっと安あん堵どしていた。

「夜明けと共ともになだれ込んで来るかと思ったぜ……」

　周まわりに誰だれもいないのをいいことに、彼は本ほん音ねをそのまま口にした。……とはいえ、仮かりに聞いていた者がいたとして、それを責せめる気になったかどうか。大たい軍ぐんに蹂じゆう躙りんされる悪あく夢むを見ないまま一夜を過ごせた人間こそ、彼にはむしろ少数派はと思われた。

「あんだけ燃えてるんだからな、畜ちく生しようどもからすれば逃げねぇほうがおかしい話さ。もう何日も前から鳥とり一いつ匹ぴき見やしねぇ。残ってるのは運うんの悪かった人間様ばかりだ」

　ため息いきをついて空を仰あおいだ彼だったが、その瞬しゆん間かん、視し界かいを三羽の鳥が横切っていく。かなり低空を飛んでいるようで、地上から羽う毛もうの灰色まで見て取ることができた。

「なんだ、まだ残ってたのか。──おおい、そっちじゃないぞ！　早く南に逃げろよ！」

　そんな忠ちゆう告こくにも耳を貸さず、鳥たちは高度を一定に保ったまま西の空へと飛んでいく。人間以外にも間ま抜ぬけな連中がいるもんだなぁと思いつつ、兵士はぼんやりと三羽の後ろ姿を見送った。




「──来たか」

　旋せん回かいする鳩はとたちの姿を上空に見つけて、影は手の中の鳥笛バードコールをもう一度鳴らした。

　相手の居い場ば所しよを察した鳩たちが地上に降りてくる。仲なか間まと共に岩いわ陰かげにひそんでいた影は、やって来た順番に鳩を腕うでにとめ、その肢あしに巻き付けられていた紙を次々と回収していった。

「…………」

　細かい字でびっしりと書き詰つめられた報告を、影は一枚につき数秒のペースで読み終えていく。その内容を記き憶おくに刻きざみつけると、用よう済ずみになった紙し片へんを丸め、口に入れて飲み下した。

「……友ゆう軍ぐんはまだ、麓で足止めを受けているようだ」

　言いながら、影は懐ふところから紙片とペンを取り出して返信を書き込み始めた。その声に反応して、周しゆう囲いの岩陰でいくつもの気け配はいがうごめく。

「表おもて玄げん関かんは守りが堅かたい、ゆえに裏うら口ぐちから突とつ破ぱ口こうを開けとの指示が出た」

　新たに連絡事じ項こうを書き入れた紙片を肢にしっかり巻きつけた上で、影はその鳩を再ふたたび空へ羽ばたかせた。北の麓ふもとに向かって一直線に滑かつ空くうしていく姿を見届けながら、さらに言こと葉ばを続ける。

「幸さいわいにして具ぐ体たい案あんまで用意してある。──急ぐぞ」

　返事はなく、うなずく気け配はいだけが無数に重なる。影の姿が岩いわ陰かげに消えて、見えざる亡ぼう霊れいたちの行こう軍ぐんが再ふたたび始まった。
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「どうやら全員、俺おれと同じくらいは眠れたようだな。さぁ今日も楽しい軍ぐん議ぎの時間だ」

　奥の席せきに陣じん取どったサザルーフ大たい尉いが、どす黒いクマの刻きざまれた両目をこすりながら言った。「俺と同じくらい」というのはもちろん、昨さく晩ばん一いつ睡すいもしていない彼なりの皮ひ肉にくだったが。

「さっそく提てい案あんですが、今日は全ぜん軍ぐん総そう出でで昼ひる寝ねというのはいかがでしょうか……」

　隣となりで机つくえに半なかば突つっ伏ぷしたままのイクタが口を開く。大尉は大げさにうなずいた。

「いいアイディアだぞイクタ中ちゆう尉い、俺は大だい賛さん成せいだ。まさか異い論ろんのある奴やつなんていないよな？」

「残念ながら反対票を投じます。この場合、昼寝と永えい眠みんは高こう確かく率りつで直結すると思われますので」

　ヤトリが早々にオチを付けた。この場の面子めんつで、椅い子すの面に対して背せ筋すじが完かん璧ぺきな九十度を保っている唯ゆい一いつの人物だったが、そんな彼女でさえ目の充じゆう血けつなどに疲ひ労ろうの陰りが表れている。

「どうせ寝るなら死んだ後に好すきなだけ、だな。……とっとと始めようぜ」

　昨日きのうまでとは明らかに雰ふん囲い気きの違ちがうマシューの声に、聞いた全員がぎくりとさせられた。サザルーフ大尉がそんな彼の様よう子すをちらりと窺うかがったが、結局は何も言わず、咳せき払ばらいして本題に移る。

「まず、戦たたかいの結果について教える。昨夜午後七時過ぎ、林りん道どうの半ばに建築したバリケードで防ぼう衛えい線せんが始まり、それから約四十分後にこちらから戦せん闘とうを打ち切って撤てつ退たいを開始。バリケードの放ほう棄きを合図に林道の封ふう鎖さを試こころみ、これに成功。火か線せん防ぼう御ぎよの隙すきを埋うめて敵てき軍ぐんの侵しん攻こうを阻はばんだ」

　全員の脳のう裏りに、まだ過か去こと呼ぶには鮮あざやかすぎる激げき戦せんの光景が思い出された。

「概がい略りやくは以上、ここからは損そん害がいの報告に移る。戦死者は全部隊合わせて八十五人、重じゆう傷しよう者しやが六十三人。これらを合計した戦闘可か能のう人員の損そん耗もうは百四十八人。部隊編成時の総そう勢ぜい七百二十人からこれを差し引き、現時点での我われ々われの総戦力は、軽けい傷しよう者しやを含ふくめた五百七十二人だ」

　それらの数字を苦にがい心しん境きようで受け止めた上で、トルウェイは質しつ問もんを発した。

「……部隊ごとの死傷者の内うち訳わけはどうなっていますか？」

「まずダントツが、シナークの部隊から出た六十一人。続いてバリケードを守っていた俺の部隊から二十四人、イクタ中尉の部隊から十九人、ヤトリ中尉の部隊から十七人。残りはマシュー少尉の部隊から十四人と、トルウェイ少尉の部隊から十三人となっている。全すべて戦せん死し者しやと重傷者を合わせた数字だ」

　同どう席せきしているナナクのことを気にしつつも、トルウェイは内容を分ぶん析せきする。

「うーん……人員が半はん減げんしたシナークの部ぶ隊たいを除のぞけば、他はなんとか、部隊運用に支し障しようをきたすほどのレベルじゃないかな……」

「数の上ではな。──ところでトルウェイ、施条風銃エアライフルの部隊はどの程てい度どの損そん害がいを受けたんだ？」

　イクタが尋たずねると、トルウェイはわずかに表情を暗くした。

「敵てきの応おう射しやで二人が戦せん死ししたよ……。ただ、彼らの風ふう銃じゆうは回収してあるから」

「それならいい。射しや撃げきが得意な者を他からふたり選んで、その二丁ちようを与えた上で狙そ撃げき部隊に組み込んでくれ。弾だん数すうには余よ裕ゆうがあるから、空あいた時間にでも取り扱あつかいを練習させておけ」

　トルウェイがうなずいたのを確かく認にんして、イクタは話題を次に移した。

「もう少し踏ふみ込んだ話をしてみようか。昨日きのうの戦たたかいを百点満点で評ひよう価かするなら、僕ぼくは七十一点を付ける。ちなみに及きゆう第だいラインを七十点とした上でね」

「えっと……それはつまり、ぎりぎり合格という感じですか？」

「ポジティブな捉とらえ方をすればそうなる。敵の意い識しきを迂う回かいからそらしつつ戦力を削けずるという最低条じよう件けんはクリアできたからね。ただ、欲よくを言えばプラスアルファを期待していたのも事実だ。バリケードから撤てつ退たいせずに守りきれればそれが最高だった」

　もう三十分でも戦せん闘とうが長引いていれば、敵の被ひ害がいを深しん刻こく化かさせられただけでなく、攻せめあぐねたアルデラ神しん軍ぐんが兵を一いつ旦たん引くことも考えられた。そうなっていれば、次に攻めてくるまでの時間をそっくり稼かせぐことが出で来きただろう。

「まぁ、一旦引いた敵が再ふたたび攻めてくるにしても昼間だろうから、その場合は戦闘が始まって即そく撤退することになったけどね。だとしても半日から一日くらいは稼げたんじゃないかな」

「……おれたちが稼がなけりゃならない日数は、最低でもあと七日だったよな。もしかして、その一日のロスが致ち命めい的てきになったりするのか？」

　マシューが眉まゆ根ねを寄せて尋たずねると、イクタは涼すずしい面おも持もちで首を横に振った。

「そんなことはないさ。あと七日間、いまの見込みならじゅうぶんに守りきれるつもりではいる。……ただ、これが撤退支し援えん作戦の一いつ環かんであることを考えると、その日数が長くなるに越こしたことはないからね」

　とはいえ、過すぎたことは仕し方かたがない。イクタは頭を振って気持ちを切り替えた。

「……ここからは敵の出で方かた次し第だいだ。一いつ戦せん交まじえた結果を受けて、アルデラ神軍がどう出るか。お手て並なみ拝はい見けんといこう」
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「──Ｒｙｔｔｓａｈリツツア！　うーん、良い朝だなぁ」

　朝日に向かって目を細めながら、ジャン・アルキネクス少しよう佐さはひとつ伸びをした。その表情はどこまでも清すが々すがしい。眠らない彼にとって、朝の到とう来らいは長すぎる夜の終わりを意味するからだ。

「おはようございます、ジャン」

　彼が天てん幕まくの前、塩しおとハブラシで歯を磨みがいているところに、副ふく官かんのミアラ・ギン中ちゆう尉いがやってきた。黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの奥に覗のぞく瞳ひとみは、こちらも眠ねむ気けとは無む縁えんのようだ。

「Ｙａｈ、おはようミアラ。……おや、それは？」

　だが、振り向いたジャンの目を何より引いたのは、その片かた腕うでに止まった一いち羽わの鳩はとだった。

「山さん脈みやく上じようの友ゆう軍ぐんから連絡がありました」

　待まちに待った報ほう告こくを受けて、白はく髪はつの将しようの口こう角かくがつり上がる。歯は磨みがきを済すませる時間も惜おしんで副官に駆かけ寄り、彼はその手から細長く折おりたたまれた亡ぼう霊れいよりの手紙を受け取った。

「……Ｓｙｏｏｌ、さすがは兄君だ。いま欲ほしい情じよう報ほうが選りすぐられている」

「敵てきの遅ち滞たい防ぼう御ぎよ部ぶ隊たいの規き模ぼが一個大隊強と、これで裏うら付づけられました。迂う回かい路ろのほうに兵を回した様よう子すがないと分かったのも大きい」

「他にも興きよう味み深い情報がいくつかあるね。まず、やはり帝てい国こく軍ぐん側がわにも施条風銃エアライフルを装備した部隊が確かく認にんされたそうだ。確認できている限りでは一個小隊ほどの規き模ぼとあるから、まさに昨日の戦せん闘とうに参加していた部隊のことかもしれないな」

　言いながら、ジャンは丸めた紙し片へんを口の中に放り込んだ。ミアラがむっと眉まゆ根ねを寄せる。

「それはやめてくださいと前々から言っているでしょう。消化に悪いし衛えい生せい的てきとも言えません。私に渡してくれれば、きちんと焼いて処しよ分ぶんしておきますから……」

「──Ｍｕｍ、ごめんごめん。君の兄君がやっているのが様さまになっていたから、ついね」

　弁べん解かいを述のべつつ、ジャンはいまや純じゆん粋すいな記き憶おくと化した連絡の内容を確認する。

「ほかにも興味深い報告がひとつ。どうやら帝国軍側には、あの『白はく兵へいのイグセム』の係けい累るいが参戦しているようだ。そんなエリートが北ほく域いき鎮ちん台だいにいたというのが、まず驚おどろきだけど」

「……はい。ただ、あの兄をして『尋じん常じようならざる剣けん腕わん』と言わしめるのは……」

「Ｈａｈ、それはほんとうに尋常じゃないんだろうね。……階かい級きゆうは准じゆん尉いだったそうだ。兄君からの連絡には本人の年ねん齢れいまでは含ふくまれていなかったけれど、まさかイグセムの係累が叩たたき上げ准尉ということもないだろうし、高こう等とう士し官かん候こう補ほ生せいの新人だとすれば、文字通りの虎とらの子だよ。当時の戦せん況きようで前線に残っていたのが不自然極きわまりない」

　相手を男と決めてかかっているふたりは想像もしていないが、年齢だけでなく性せい別べつも連絡内容には含ふくまれていなかった。伝でん書しよ鳩ばとに持たせる紙片に余よ分ぶんなスペースはなく、不要な情報から削さく除じよされるのは当然のことだったが……『尋常ならざる剣腕』の持ち主が女だという事実を示さなかったことには、書き手にとってはまた別の心しん理りも働はたらいていたかもしれない。

「……いえ、かえって不自然はないかと。文字通りの虎の子であれば、不利な戦いくさからおめおめ逃げ出しはしないでしょうから」

　その言こと葉ばには、まだ見ぬ敵てきのことを強きよう烈れつに意い識しきし始めたミアラの心情が表れていた。彼女の片手が無む意い識しきに短たん刀とうの柄つかにかかっているのを、ジャンは苦く笑しようして眺ながめる。

「僕ぼくらがここで足止めを食らっているのもそいつの仕し業わざだとすれば、中々ドラマチックだね」

「いくら何でも准じゆん尉いの立場で、とは思いますが……」

「Ｎｙａｔｔニエツト！　とっくに野や戦せん昇しよう進しんしていてもおかしくないよ。思えばこの前ぜん代だい未み聞もんの火か線せん防ぼう御ぎよ作さく戦せんにしても、あの炎えん髪ぱつのイグセムの仕業とすればいかにも似につかわしいじゃないか」

　ロマン溢あふれる想像を膨ふくらませる上じよう官かんを、ミアラはため息いき混まじりに見やった。それでやっと冷れい静せいさを取り戻して、ジャンは照てれ隠かくしに咳せき払ばらいする。

「Ｍｕｍ。と、とにかく、ようやく友ゆう軍ぐんと連絡がついたわけだからね。幸さいわいにして向こうの戦力にも大きな損そん耗もうはないようだし、ここからは思い切った連れん携けいを取っていこう。方ほう針しんは決まったよ」

「承しよう知ちしました。それではアクガルパ大たい将しようにも報ほう告こくに行きますか？」

　うなずいて歩き出そうとするジャンだったが、右手に握にぎりっぱなしのハブラシのことを思い出すと、慌あわててそれを口の中に突つっ込こみ直した。

「Ｙａｈ、ちょっと待まってて。いま済すませるから」
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　イクタたちの会議が終わってから二時間ほど経たった午前八時過すぎ。スーヤは目を覚ますと同時に、天てん幕まくを透すかして降り注そそぐ日の明るさで寝ね坊ぼうに気付いた。

「……わ、まっずい……！」

　スーヤは慌あわてて立ち上がって身み支じ度たくを整ととのえ始めた。副ふく官かんは指し揮き官かんより先に起き床しようしているのが基本だし、そうでなくても午前七時には兵へい士し全員が起きていなければならない決まりだ。いつもならどんなに疲つかれていても然しかるべき時じ刻こくに起きられるはずの彼女だが、昨さく夜やの出で来き事ごとの後ではそれも保てなかったようだ。

「ヨキ、なんで起こしてくれなかったの！　……あれ？」

　が、パートナーの光ひかり精せい霊れいに文もん句くを付けながら周まわりを見ると、彼女が予想した慌あわただしい空気はどこにもなかった。同じ大天幕で寝ね泊とまりしている女性兵士たちは大部分がまだ眠っているし、起きている何人かも家族に手紙を書いて過ごしている。典てん型けい的てきな休きゆう憩けい時間の光景だ。

　スーヤは戸と惑まどったが、それを察した兵士のひとりが、手紙を書く手を止めて声をかけてきた。

「ミットカリフ曹そう長ちよう、おはようございます。午前九時までは休きゆう息そくするよう命令が出ていますので、もう少し眠られてはどうですか？」

「え……？　そんな命令、いつ……」

「曹そう長ちようが眠っている間にイクタ中ちゆう尉い殿どのがやって来て、たまたま起きていた私が命令を預かりました。天てん幕まくの入り口にも、同じことを書いた板が吊つるしてありますよ」

　言われたスーヤが入口に視し線せんを送ると、なるほどそこには「イクタ中尉より通つう達たつ　午前九時まで全員に休きゆう息そくを命じる」と書かれた板がぶら下がっていた。身み支じ度たくを急ぐ必ひつ要ようはなくなったが、だからといって寝ね直なおす気にもなれなくて、彼女はその場で立ち尽つくす。

「……眠れないんですか？　じゃあ、曹長も手紙を書いたらいいですよ。次に書ける時間がいつ来るか分かりませんし」

　言いながら、女性兵へい士しは机つくえ代がわりにした木き箱ばこの上で紙面にペンを走らせている。その様よう子すを、スーヤはぼんやりと見た。

「……家族への手紙、か。ヤナシャ軍ぐん曹そうはどんなことを書いてるの？」

「うーん、それなんですけど、こういう状じよう況きようだと内容がほとんど遺い書しよになりますね。もうちょっと明るい話題がないものか、さっきから頭をひねっています」

　冗じよう談だんめかした言こと葉ばだったが、それも昨日きのうの戦たたかいで手紙を書く暇ひまもなく死んでいった仲なか間またちのことを踏ふまえた発はつ言げんに違ちがいなかった。遺書を書くなら最後のチャンス──そういう発想がスーヤの頭にも浮かぶが、彼女は首を振って打ち消す。

「……あたしはやめとく。親おや不ふ孝こうかもしれないけど、自分が死ぬ前ぜん提ていの文章って、なんか怖くて書けない」

「それもアリだと思いますよ。『絶対に生き残るから遺書なんていらない！』って、そのくらい気合の入った人が生き残りそうな気もします」

　妙みように達たつ観かんしたようなことをヤナシャ軍曹は言った。一方、眠っているわけでも手紙を書いているわけでもないスーヤは、それで天幕の中に身の置き場を失ったような気持ちになる。

「……ちょっと外に出てくるね。仲間に花でも供そなえてくる」

「いいんですか？　午前九時までは休息って命令ですけれど」

「大人しく眠ってろって命令じゃないし、あたしなりの休きゆう憩けいってことでひとつ」

　苦しい言い訳わけだと自分でも思ったが、ヤナシャ軍曹は苦く笑しようするだけで何も言わなかった。視線で感かん謝しやを示しつつ、スーヤは仲間たちを起こさないように天幕を出て行った。

「……あ。そういえば、花を供えるっていっても……」

　歩き出してすぐ、スーヤは自分の発想の欠けつ陥かんに気が付いた。花を供えるという行こう為いは、そのための花が周しゆう囲いに生えていることが前提だ。しかし見る限り、陣じん地ちの周りに花が生えているような場所はない。森の中になら少しは期待が持てるが、あの煙けむりの中で花を探さがすのは無む謀ぼうだった。

　しばらくは花の姿を求めて歩き回っていたスーヤだが、それもじきに諦あきらめた。せめて死んだ仲間の顔を清きよめてやろうと水で濡ぬらした手ぬぐいを用意して、遺い体たいを収容した天幕に足を向ける。

「「あ」」

　天てん幕まくの中に入ろうとしたところで、逆に出て行こうとしていたナナク・ダルと正面から鉢はち合あわせた。数すう秒びようの硬こう直ちよくのあと、何とも言えない沈ちん黙もくが流れる。

「……な、なんの用ですか。ここには帝てい国こく兵へい士しの遺い体たいを収しゆう容ようしていたはずですけど」

　勇気を振り絞しぼって最初に口を開いたのはスーヤだった。胸むねの中で渦うず巻まく黒い感情が、喉のどを通って口から放たれる。

「いくら帝国人が憎にくくても、死者を辱はずかしめるような真似まねは許しませんよ……！」

　その言こと葉ばに込められた敵てき意いに、シナークの長は小さく震ふるえると、肩を小さくしてうつむいた。

「……そんなことは、しとらんが」

「じゃあ一体ここで何を──」

　そこまで言ったところで、ようやくスーヤは気が付いた。自分がどれだけ探さがしても見つからなかったものを、目の前の少女が両手に持っていることに。

　まさかと思いながら、彼女はナナクの隣となりを抜けて天幕の中に滑すべり込む。真しん実じつはそこにあった。

「あ──」

　横たわる死者たちの胸むねの上に、白い小さな花が添そえられていた。三十以上もある遺体に、ひとりの例外もなく。土つち気け色いろの肌はだと、黒ずんだ血が染み付いた焦こげ茶色の軍ぐん服ぷくの上で、白く小さな花々は天上からの救いのように輝かがやいて見えた。
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「……花を、供そなえて……？」

　予想もしなかった光景を、スーヤは呆ぼう然ぜんと眺ながめた。声もなく背はい後ごに佇たたずんだままのナナクに、しばらくして背中越ごしの声を投げる。

「……この花は、どこから？」

「……山のほうに行って採とってきた。死者に手た向むけるんは白い花にするんが、シナークの慣ならわしだかんな」

　手の中に残った数輪の花を見ながら、ナナクはそう言った。それから躊躇ためらいを吞のみ込むために数すう秒びようの間を置いて、彼女は頭を下げた。

「……すまねがった。昨さく夜やの戦たたかいの時、あてが早まって前に出すぎたせいで、助けに来たうぬらまで無む用ようのとばっちりを受けた。そのために、この者たちも死なせてしまったが」

「……やめてください」

　スーヤはとっさに謝しや罪ざいを拒こばんだ。これ以上聞いては、何かが立ち行かなくなる気がして。

「謝あやまることなんてない。あたしたちはつい数日前まで殺し合っていた敵てき同どう士しなんですから。今回のことも、敵が馬ば鹿かをやって勝手に死んだって──そう思って笑えばいいじゃないですか！」

　振り向きざまにスーヤは怒ど鳴なり声をぶつけた。ナナクはうつむき加か減げんに首を横に振る。

「帝てい国こく人じんが憎にくいことに変わりはね。あてたちから昔むかしの暮くらしを奪うばったうぬらが、いまでも憎くて憎くて仕し方かたね。……だけんど、それとあての犯おかした過あやまちとは関係ねが。シナーク族は恥はじを知っとる。うぬらに命を懸かけて命を助けられた、その借りの大きさも知っとる」

「だから敵にも謝るって言うんですか!?　そんなの、そんなのって……！」

「うぬの上じよう官かんも、あてに最初同じことをしたが。軍ぐん人じんとして正しく振る舞まえなかった過ちを詫わびて、その証あかしに小こ指ゆびを落とした。……その在あり方を、あては信じてみようと思った。だからあても、イクタと同じように、うぬに己おのれの信しんを問とうが」

　黒い瞳ひとみに覚かく悟ごを宿やどして、ナナクはスーヤに向かって両りよう腕うでを差し出した。

「うぬらが失った同どう胞ほうの数は、あての両手の指でもとても足たりね。──だから、この戦いくさが終わったら、うぬらはあての両腕を切り落としてくれて構かまわねが」

「……っ!?」

「んだけど、終わるまで待まって欲ほしい。この戦たたかいの間だけは、あてにシナークの戦せん士しとして責せき任にんを取らせて欲しいが。剣けんを振ふるう腕うでを残しておいて欲しいが」

　懇こん願がんするナナクの視し線せんを受けて、スーヤはふらふらと後ずさった。その胸きよう中ちゆうを占しめるのは、もはや怒いかりでも憎しみでもなく、それらよりも遥はるかに混じりけのない恐きよう怖ふだった。

「……やめて……やめてください……」

　うわごとのように声が漏もれる。かつて彼女は上官に尋たずねたことがあった──敵をたくさん殺すのが自分たちの仕事ではないかと。その考え方は同時に、戦場という異い常じよう環かん境きようで精神を保つための自じ衛えい手しゆ段だんでもあった。敵てきは殺してもいい、敵には何も詫わびる必ひつ要ようもない──そう思い込むことでしか、スーヤには人を殺す自分を許きよ容ようすることができなかったのだ。

「そんなの違ちがう……だって、それじゃ……あたしはどうやって自分を許せばいいんですか……！」

　その前ぜん提ていが、崩くずれた。敵の謝しや罪ざいによって崩された。スーヤは膝ひざを折おって地面にひざまずいた。

「あたしだって、誰だれも殺したくなんてなかった……村を焼きたくなんてなかった……！　同じ国の人間と殺し合いなんてやりたくなかったのに……！」

　乾かわいた土の上にぽたぽたと涙なみだが零こぼれ落ちる。泣き崩くずれたスーヤを前にしたナナクも、地面に膝をついて視し線せんの位置を合わせた。

「……やりたくもない戦争を、命令されてやった。うぬはそう言うのか」

「虫のいい言い方なのは分かってる！　だったら軍人にならなければよかったんだって、そんなこと言われなくても知ってる！　でも、誰が事前に教えてくれたの？　戦争がこんなにも救いのないものだって！　兵へい士しになったというだけで、こんなにも正せい義ぎの見えない戦たたかいをしなくちゃならないなんて……！」

　一度堰せきを切ってしまえば、溢あふれ出す想おもいには歯止めが利きかなかった。泣きじゃくる相手を前にナナクが何も言えず黙だまり込んでいると、天てん幕まくの入り口から差し込む光に、ふと人影が浮かんだ。

「上じよう官かんの仕事を奪うばうなよ、ミットカリフ曹そう長ちよう。そいつは命じた者の負おうべき責せき任にんだ」

　ふたりが驚おどろいて振り向くと、そこに立っていたのは煙草たばこをくわえたサザルーフ大たい尉いだった。ややバツの悪い顔をしているのは、女性の会話を盗ぬすみ聞いたことに対する負い目だろうか。

「なぁ、こいつは俺おれの持じ論ろんだがな……真ま面じ目めな兵士や下か士し官かんは、死んだ後で全員天国行きだと思ってんだよ。ろくでもない上官の下で、誰もが嫌いやがる仕事を立りつ派ぱに務つとめ上げたんだからな。まったく褒ほめられたもんだと思うぜ」

　だが──と逆ぎやく接せつして、大尉はすっかり板いたに付いてしまった自じ嘲ちようを浮かべる。

「それ以上の士官どもは、俺も含めて、まぁ軒のき並なみ地じ獄ごく行いきだな。理由はさっきの反対、真面目な部下をろくでもない戦争に付き合わせて何十人何百人と死なせたからだ。……どんなに優ゆう秀しゆうな奴やつだろうと、兵を死なせない将しよう校こうなんてこの世に存在しない。違いは死なせる数だけだ」

　そう言うと、大尉はスーヤの前にしゃがみ込んだ。目と目が合った瞬しゆん間かん、すっかりヒゲの伸びた顔に人懐なつっこい笑えみを浮かべる。

「でもな、そんな俺たちでも、少しはマシな地獄に行きたくて足あ搔がいてんのさ。そのためには立場に応じた仕事を果たさにゃならん。だからミットカリフ曹長……お前さんが負おうべきでない罪つみの意い識しきに苦しんでいると困こまるんだよなぁ。それがそのまんま俺の怠たい慢まんってことになっちまう」

「…………」

「いいか、よく聞けよ。お前が手にかけたと思っている人々は、全部俺おれが殺したんだ。お前が焼いたと思っている村は、全部俺が焼いたんだ。あの世で神さまに訊きかれたら、胸むねを張ってそう答えればいいのさ。立りつ派ぱに仕事を果たしたお前が責せめられる筋すじ合あいはどこにもない」

　その声の温あたたかい響ひびきに心が癒いやされていく。スーヤは涙なみだをぬぐって大たい尉いを見た。

「……それじゃやっぱり、大尉殿どのが神様に大おお目め玉だまを食らうんじゃないですか？」

「そこは安心しろ、俺にも上じよう官かんはいる。生きてる間に頼たよれなかった分、死んだ後くらいは存ぞん分ぶんに頼らせてもらうさ」

　その言い様ざまがおかしくて、スーヤは思わず笑いをこぼす。サザルーフ大尉はやれやれと立ち上がって後こう頭とう部ぶを搔かいた。

「オッサンの説教はここまでだ。で、話は変わるんだが……お前らイクタ中ちゆう尉いを見なかったか？　さっきから探さがしてるんだが、どうも姿すがたが見当たらなくてな」

　スーヤとナナクが顔を見合わせる。その反はん応のうだけで心当たりがないことは見て取れて、さてどうしたものかと大尉が困っていると、そのさらに後ろでシナーク族の男が控ひかえめに声を上げた。

「ナナク頭領ダル、中におるんか……？　ちと困ったことが起きたで、話を聞いて欲ほしいが」

　呼ばれたナナクがすぐさま天てん幕まくを出て行くと、シナークの男は困こん惑わくした様よう子すで事情の説明を始める。その内容を横で聞いていたスーヤとサザルーフ大尉も、話が終わると同時に、走り出した二人の後を追うことになった。




　彼らが向かった先はシナークの人々が寝ね泊とまりする大天幕のひとつで、ナナクが相談を受けた「困ったこと」は、その中で発はつ生せいしていた。

「──なにやってんだ、こいつは」

　サザルーフ大尉が呆あきれとも感かん嘆たんとも付かない第だい一いつ声せいを零こぼした。口にこそ出さないが、スーヤとナナクもまったく同じ感かん慨がいを抱いだいている。周しゆう囲いで戸と惑まどっているシナークの男たちも似にたようなものだろう。

　天幕のど真ん中で、イクタ・ソロークが大の字になって爆ばく睡すいしていた。寝ね藁わらに全ぜん身しんを埋うずめて、これ以上ないというほど心地ここちよさげに。

「一時間くらい前に突とつ然ぜんやって来て、いきなり『空あいてるところに寝ねかせて』とか言い出してなぁ……。自分の天幕さ戻って寝ればいいでねぇかとはもちろん言ったんだども、『今日は何がなんでも寝藁で眠りたい気分なんだ』って頑がんとして譲ゆずらねぇで、結局そのまま眠りこけちまって」

　事情を聴きくと、まだ付き合いの浅いサザルーフ大尉にもその光景が目に浮かぶようだった。が、彼がため息いきをつく一方で、隣となりのスーヤはひどく感かん慨がい深ぶかげに少年の寝ね姿すがたを見つめている。

「……彼らの犠ぎ牲せいによって贖あがなったもの、か……」

　そう呟つぶやいて、スーヤは周しゆう囲いで困こん惑わく顔がおをしているシナークの人々を順番に見ていった。この空間で熟じゆく睡すいするということは、「君たちを信しん頼らいしている」と体で示しめすことに他ならない。つい最近まで殺し合っていた相あい手てにそれを実行する神しん経けいは正直、今でも彼女には測はかりがたいが……。

「……あなたも、詭き弁べんや建たて前まえのつもりはないんですね……」

　シナーク族を仲なか間まだと言い切ったヤトリの発言を、それを裏うら付づけるかのような少年の姿と重ね合わせて、スーヤは思い出す。──最初はとても受け入れられなかった。でも、いまは少しだけ冷れい静せいに向き合うことができる。

　未み体たい験けんの心しん境きようの中、スーヤが横よこ目めでさりげなくナナクを見る。すると彼女はなぜか頰ほおを膨ふくらませて少年の寝ね顔がおを見つめていて、

「──イクタの野や暮ぼめ。同じ眠るなら、あての寝ね床どこを訪たずねればいいものを」

　小こ声ごえだったが確かにそう口にした。スーヤは硬こう直ちよくし、サザルーフ大たい尉いは聞こえないフリをした。

「あ、あのナナク・ダル。あなたいま、なんて……？」

「ん？　どうかしたんか？」

　とぼけているのか天てん然ねんなのか分からない態度に、スーヤが追つい及きゆうをためらっていると──その間に、天てん幕まくの外から焦あせりを含ふくんだ兵へい士しの声が響ひびいてきた。

「サザルーフ大尉殿どの、イクタ中ちゆう尉い殿どの、どこにおられますかぁー！　緊きん急きゆうの報ほう告こくです、敵てきに動きがありましたぁぁぁー！」

　その瞬しゆん間かん、少年の規き則そく正しい寝ね息いきがピタリと止まって、両目が薄うすく見開いた。

「──来たか」
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「西の迂う回かい路ろへは、二人乗りの馬を含ふくめた騎き兵へいを五百、歩ほ兵へいを三百回すということでいかがですか。荷物は当とう座ざの食しよく糧りようだけで軽くしておいて、補ほ給きゆうのための輜し重ちよう部ぶ隊たいを後から徒と歩ほで追わせましょう」

　例によって提てい案あんしてきたジャンを前に、アクガルパ大将は思し案あん顔がおで腕うでを組んだ。

「……騎兵のみ向かわせても地形によっては役に立たず、歩兵のみ向かわせては到とう着ちやくに時間がかかり過すぎる。それを補おぎなうための二人乗りというのは、悪くないアイディアだが……」

「しかし、我わが軍の騎兵はそういった行軍に備えた訓くん練れんがじゅうぶんとは言えません。二人乗りの場合、駈かけ歩あしでの行軍はとても望めず、せいぜい速はや歩あしを保ち続けるのが精せい一いつ杯ぱいかと思われます」

　すっかり幕ばく僚りよう気取りのキオカ軍人に対たい抗こうして、ミシュリ中ちゆう佐さが否ひ定てい的てきな意見を挟はさんだ。だが、ジャンはむしろその言こと葉ばを待まっていた。

「Ｍｕｍ。では、その役やく割わりには僕ぼくの騎き兵へい部ぶ隊たいから兵を出しましょう。彼らの技術は、そのために必ひつ要ような水すい準じゆんに達しているものと自じ負ふしています」

　大だい胆たんな提てい案あんに驚おどろかされて、アクガルパ大たい将しようはいぶかしむ目つきでジャンを見つめる。

「……それはつまり、きさま自じ身しんが一個大隊を率ひきいて迂う回かい路ろに向かうと？」

「Ｈａｈ、そうしても良いのですが、僕には僕でここに残りたい事情がありまして。今回は幕ばく僚りようのハッラー大たい尉いに部隊の半数、騎き兵へい三百名を預あずけて向かわせます。残る一人乗りの二百名については、恐きよう縮しゆくですが、そちらのほうから出していただければ」

　白はく髪はつの将しようの真しん意いを見み透すかそうとするかのように、アクガルパ大将の眼がん光こうが鋭するどくなった。

「……仮かりにそうするとして、兵の総数が八百では不安があるのではないか。山道に入ってから砦とりでにでも出くわせば、その数だと力押しで突とつ破ぱできない可か能のう性せいが高い」

「確かにそうです。しかし、もっと多くの騎兵を動員するというのも現げん実じつ味みのない話でしょう。こちらが保有する騎兵の数は僕の部隊を含めても二千そこそこです。ここを突破した後の追つい撃げきを考えれば、戦力の分ぶん散さんは可能な限り避さけたいところ」

「……なんとなく読めてきた。要ようするに、迂回路を通過できなくても構わんのだな？」

　大将が鋭く指し摘てきすると、その推すい察さつにジャンは惜おしみない拍はく手しゆを送った。

「Ｙａｈ、達たつ見けんです大将殿どの。もともと西の迂回路は進しん軍ぐんコースとしては見込まれていなかった道ですから、そこに運命を託たくすことは博打ばくちになります。戦場で振るサイコロの数はなるべく少なくするべき、というのが僕の持じ論ろんでして」

「にもかかわらず兵を送るという。その目的はつまり、敵戦力の分ぶん散さんというわけだ」

　ジャンは不敵に笑ってうなずき、森のほうへ視し線せんを送った。

「一いつ戦せん交まじえた感かん触しよくによると、ここで我われ々われを食い止めている防ぼう御ぎよ部隊の兵力は一個大隊＋[image: α]。戦いによる損そん耗もうも視野に入れて、今の時点では五百人強きようと見込まれます。余よ剰じよう兵力などまったくない状じよう況きようなのは一ひと目めで明らかですが──だとしても、こっちが迂回路に部隊を送るのなら、敵も迎げい撃げきのために兵を割かないわけにはいきません」

「その分だけここの守りが手て薄うすになるというわけだ」

「Ｙａｈ。……火か線せん防御の構こう築ちくから二日以上が経たち、そろそろ森のあちこちで延えん焼しようにばらつきが発生しているはずです。それはじきに、我々が通り抜けられる炎ほのおの隙すき間まとなって現れるでしょう。迎撃のために二百人を西へ回すとすれば、敵は残りの四百名足たらずでそれに対たい応おうすることになります」

「そんな無理は長くもたんだろうな。……いいだろう。いつにも増まして腹はらに一いち物もつありそうなのが気に食わんが、きさまの企くわだてにもう一度乗ってやる。──おい、ミシュリ！」

　名指しで呼ばれた副ふく官かんが、ぴんと直ちよく立りつして上じよう官かんに振り向いた。

「我わが軍の騎兵部隊から二百名、歩兵部隊から三百名を選び、タズニヤド・ハッラー大尉の部隊に編へん入にゆうしろ。後を追わせる補ほ給きゆう部ぶ隊たいも、活いきのいいところから適てき当とうに選んでおけ」

「はっ！」

「こちらが出発した後も敵てきに動きがない場合、あらかじめ迂う回かい路ろに兵が配備されている可か能のう性せいがある。その時には敵が戦力の分ぶん散さんを吞のむよう、新たに何百人か騎き兵へいを投入して……いやいや、待まてい！　このケースだと、我われ々われからも敵の動きが見えなければまずいではないか！」

　森の向こう側にいる敵てき軍ぐんの動きは、ガガルカサカン大だい森しん林りんの木々が邪じや魔まになるため、いまの位置からでは把は握あくできない。それでは敵の動きに応じて増ぞう援えんを送る判断も下しようがなかった。

　頭をかきむしるアクガルパ大たい将しようの目の前で、ジャンが顎あごに手を当てて考え込む。その表情もどことなくわざとらしい。

「そうですねぇ、敵の動きが分からないのは厳きびしい。僕ぼくとしたことが大事なところを見落としていたようで──Ｍｕｍ？　……Ｗｙｔウイト、Ｅｔｙイテイ、Ｍｕｍ？　……Ｙａｈ、Ｓｙｏｏｌ！　朗ろう報ほうです大将殿どの！　偶ぐう然ぜんにもたったいま、僕の頭に妙みよう案あんが浮かびました！」

　そう言い放って、ジャンは例のキオカ人の笑え顔がおを浮かべた。すでに話に乗ってしまっているアクガルパ大将は、嫌いやな予感を覚えつつも、「妙案」の内容について尋たずねざるを得えない。

「……言ってみろ。何を思い付いた」

「とてもシンプルな、それでいて効こう果か的てきな解決法ですよ。実は先日にも同じことを提てい案あんしました。ただ、その実行のためには、少しだけ神様にお目こぼしをしてもらう必ひつ要ようがありまして──」
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「こ、後こう方ほうから連絡ですっ。敵の別べつ働どう隊たいが西に向かって出発しました！」

　森から流れ出してくる煙けむりのせいで薄うすぼんやりと白しらみがかった晴せい天てんの下。立ち並ぶ将しよう校こうたちに向かって、伝でん令れい兵へいはうわずった声で報ほう告こくを始めた。

「編へん成せいは騎兵が五百騎ほど。ただし、そのうち半分以上は二人乗りで、騎手の後ろに歩ほ兵へいをまたがらせているそうです」

　騎兵部隊を指し揮きするヤトリが、その内容を受けて最初に反はん応のうした。

「味な真似まねをするわね……。それで速度は？」

「安定して駈かけ歩あしを保っているようです。山道に入ってからは徒と歩ほになることを視し野やに入れても、このペースだと、二日後には迂回路の砦とりでに到とう着ちやくしていると見られると……」

　それを聞いたヤトリはますます感心した顔になり、隣となりではイクタが決意を込めてうなずいた。

「早そう急きゆうに迎げい撃げき部ぶ隊たいを出しましょう、サザルーフ大尉。こちらの戦力分散が狙ねらいなのは明らかですが、それも含ふくめて吞むしかありません」

「確かに、な。……となると、ここは誰だれが行くかって話になるが」

　サザルーフ大たい尉いが周まわりの部下たちへ順番に視し線せんを巡めぐらせていく。マシューにせよトルウェイにせよ、また衛えい生せい兵へいのハロでさえ、「お前が行け」と言われて怯ひるむような顔つきの者はひとりもいなかったが、ここでは時間を惜おしんだイクタとヤトリが率そつ先せんして手を上げた。

「大尉の部ぶ隊たいから八十人ばかり貸してくだされば、あとは僕ぼくとトルウェイで何とかします」

「私も同どう様ようです」

　イクタに名指しされたトルウェイも、それを予想はしていたのか、どこか腹はらを決めた顔でいる。が、彼らから出しゆつ撃げきの許きよ可かを求められたサザルーフ大尉は、なぜか軽くため息いきをついた。

「……ギリギリまで悩なやんだけどな。うん、ここは俺おれが行くわ」

　その提てい案あんには、誰だれもが驚おどろきを隠かくせなかった。ハロが真っ先に声を上げる。

「えと、大尉はこの場の全部隊の総そう指し揮き官かんですよね？　ここを離はなれるのはまずいんじゃ……!?」

「普通はそうなんだが。まぁハローマ少しよう尉いよ、俺の情なさけない言い分を聞いてくれ。──正直なところ、この戦争はだいぶ前から俺の手に余あまってる。ここの現場を一いち任にんされても、何か起こった時に適てき切せつな対応を取れる自信がない。まったく不ふ甲が斐いない限りだが」

　歯はに衣きぬ着きせぬ上じよう官かんの吐と露ろに、場の全員が返す言こと葉ばを失った。沈ちん黙もくの中で大尉は続ける。

「それでも今まで何とかやってこれたのは、お前たちという部下に恵めぐまれたからだ。さらに恥はじを捨てて言うなら、イクタ中ちゆう尉いとヤトリシノ中尉が俺以上に戦たたかいの先を読んでくれたおかげだ。……だからこそ思うんだが、お前たち二人がこの場を離れるのはまずい気がする。どっちか片方でも抜ければ、そこから一いつ気きに切り崩くずされるような気がしてならない」

　大尉の声は真しん剣けんそのものだ。イクタとヤトリは複ふく雑ざつな表情で押し黙だまる。

「対して、砦とりでに立てこもって型かた通どおりの持じ久きゆう戦せんを続けるくらいなら俺にも出来る。上官失格だと分かっちゃいるが、ここは適てき材ざい適てき所しよってことで俺に行かせてもらいたい。さすがに手持ちの光こう照しよう兵へいだけじゃ不安なんで、マシュー少尉とトルウェイ少尉の部隊から風ふう銃じゆう兵へいをいくらか借り受けることにはなるがな。その分を含ふくめて、連れて行く兵は二百もあればいい」

　それ以上は誰からも反論は上がらず、サザルーフ大尉は自分の提てい案あんが受け入れられたことを察した。さっそく自分の兵を集めようとする彼に、イクタが改あらためて声をかける。

「……分かりました。ここは僕たちで預かり、迂う回かい路ろでの迎げい撃げきは大尉殿どのに任まかせます。すでに砦ではシナークの友ゆう軍ぐんが風ふう臼きゆう砲ほうを用意しているはずですから、地形に合わせて上手うまく使って防ぼう衛えい戦せん力りよくの足たしにして下さい。今日から七日間、楽らくな戦たたかいにはならないでしょう。ご武ぶ運うんを祈いのります」

　右手を額ひたいに当てて、互たがいに敬けい礼れいを交かわす。役割を託たくし託されたことを、その動どう作さが証しよう明めいした。

「しかし大尉殿。それとは別に、トルウェイは何としても部隊ごと連れて行ってください」

「……いいのか？　エアライフルの部隊がいれば、確かにこっちの守りは楽になるが」

「さっき僕ぼくがトルウェイを名な指ざししたのには理由があります。詳くわしい理由を説明している時間はありませんが、エアライフルが本当に必ひつ要ようとされる状じよう況きようは、ここよりも迂う回かい路ろのほうで発生する可か能のう性せいが高い」

　強い口く調ちようでイクタが言った。拒こばむ理由もないので、大たい尉いは最後の確かく認にんとして本人を見つめる。

「……ということらしい。いっしょに来てくれるか、トルウェイ少しよう尉い」

「は、はい！」

　返事をしてすぐ前に出ようとしたトルウェイだが、イクタが突とつ然ぜんその襟えり首くびをつかんだ。

「──大尉殿どの、ちょっと出発前に二十分ほどトルウェイをお借りします。その間にそっちは部ぶ隊たいをまとめて、なんなら先に出発しちゃってください。すぐに後を追わせますから」

　つかんだ襟首を強ごう引いんに引っ張りながらイクタが歩き出し、サザルーフ大尉のぽかんとした目が二人の背中を見送る。トルウェイ本人もまた、相あい手てを戸と惑まどいの面おも持もちで見つめた。

「名指ししたのには理由があるって言っただろ。とにかく本ほん部ぶ天てん幕まくまで付き合え、そこで教えることがある。経けい験けん的てきに下した地じのあるお前なら、二十分あれば理解できるはずだ」

「教えること……？　イッくん、それって……」

　数十メートル先の天幕目指して一直線に歩きながら、イクタは低い声で答えを口にする。

「いま必要なものはひとつだろ。そのものずばり、亡霊退治の方法だ」







　しばらく経たって天幕から出てきた二人を、外で待まっていたマシューとハロが出迎えた。

「何の用だか知らないけど、けっこう掛かかったな。大尉は先に出発したぞ」

「砦とりでで合流できれば問題ないさ。──じゃ、僕はこれで」

　別れの挨あい拶さつもそこそこに、イクタはさっさとどこかへ走り去さってしまった。そんな彼の態たい度どに、マシューが露ろ骨こつに呆あきれた顔になる。

「トルウェイの見送りはなしかよ？　ヤトリの姿すがたも見当たらないし、冷たいなあいつら。場合によっちゃ、これが今こん生じようの別れになる可能性だって……」

　そこまで言いかけて、自分の発言の不ふ吉きつさに気付いたマシューは口をつぐんだ。特に気にしたふうでもなく、トルウェイは小太りの友人に微笑ほほえみかける。

「たぶん、イッくんはそうは思ってないんだと思う。『勝てる戦たたかいなんだから普通に勝ってこい』って、さっき中で話している時にも言われたよ」

「勝てる戦い……ですか？　砦での防ぼう衛えい線せんなのに、その表現はちょっとおかしいような……」

　ハロが素そ朴ぼくな疑ぎ問もんを口にする。それに意い味み深しんな沈ちん黙もくで応こたえて、トルウェイは身をひるがえした。

「じゃあ、ぼくもそろそろ行くよ。……厳きびしい局きよく面めんが続くけど、イッくんとヤトリさんに付いていけば大だい丈じよう夫ぶだから、マーくんとハロさんも負けないで。『勝てる戦い』だよ、絶対に」

　風ふう銃じゆうをかついで去さっていく彼の背中を、二人の仲なか間まはその場から見送った。待たい機きしていた部下たちと合流して陣じん地ちを出て行くところまで見み届とどけると、マシューは軽くため息いきをつく。

「……なんていうか、変わったよなあいつ。背せ筋すじが伸びたっていうか、立りつ派ぱになったっていうか。最初に出会った頃ころはもっと頼たよりない印いん象しようだったのに」

「同どう感かんです。活かつ躍やくする機会が増えたことで、自分に自信が持てたのかもしれませんね」

　ハロもうなずいた。イクタに出会い、エアライフルという新しん兵へい器きまで得えたことで、トルウェイの働はたらきは日を追うごとにめざましくなっている。その様よう子すはさながら蛹さなぎの羽う化かを見るようだ。

「……おれとは大おお違ちがいだ」

「え？」

「昨日きのうの戦いくさからずっと、自分が殺される瞬しゆん間かんを想像してばかりいるんだ。想像することで死に慣なれようとしてるのかな。馬ば鹿か馬鹿しいと分かってるのに、どうしてもやめられない……」

　頭を抱かかえてうつむくマシューを見かねるハロだが、いくら語ご彙いを探さがしても、ふさわしい励はげましの言こと葉ばが思い付かない。困こまり果てた彼女は、救いを求めるように空を仰あおいで、

「……っ!?　ま、マシューさん！　あれ……！」

　偶ぐう然ぜんにもそこに、かつて見たことのある脅きよう威いが浮かんでいる様さまを発見していた。
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「たたた大たい将しよう殿どのォッ！　あれは一体どういうことでありますかッ!?」

　空高く上がったその影に動どう揺ようさせられたのは、何も帝てい国こく軍ぐんの側に限らなかった。同じ頃、天てん幕まくの中で茶を嗜たしなんでいたアクガルパ大将のところにも、部下が血けつ相そうを変えて飛び込んできた。

「あ、あのような忌いまわしいモノを、恐おそれ多くも一いつ星せい旗きを掲かかげての聖せいなる戦に用いるなど！　どのような理由があっても、私には断じて納なつ得とくできませぬっ！」

「落ち着けギッスーパ大たい佐さ、きさまが何を言っているのかさっぱり分からん。忌まわしいモノとは何のことだ？」

　低い声で部下をたしなめて、神しん軍ぐんの大将は飲みかけのカップをテーブルに置いた。ギッスーパ大佐と呼ばれた年ねん輩ぱいの将しよう校こうは、ますます興こう奮ふんしてまくしたてる。

「まさか、大将殿も把は握あくしておられないと……!?　ではアレは例のキオカの若造が独断でやっていることだとでも……！　……ええいじれったい、失礼ながら大将殿、今すぐ私と一いつ緒しよに外に出てください！　早く！」

　部下の強い要よう求きゆうに応こたえて、副ふく官かんのミシュリ中ちゆう佐さともども大将も外に出ていく。そこで仰ぎ見た空に問題のモノを発見して、アクガルパ大将は愕がく然ぜんと目を剝むいた。

「──なんじゃアレはぁッ！　あんなもん、ワシは許きよ可かを出しておらんぞ！」

「やはりそうでしたか！　おのれ若造め……卑いやしいキオカ人の分ぶん際ざいで、よくも聖せい戦せんを汚けがすような真似まねをしてくれたな！　かくなる上は、大たい将しよう殿どの！」

　曇くもりのない信しん徒との目で見つめてくるギッスーパ大たい佐さ。その視し線せんに良りよう心しんの痛いたみを感じつつも、表面上はいつも通りの威い厳げんを保って、アクガルパ大将はうなずいた。

「いますぐ不ふ届とどき者を連れてこい！　……いや待まて、あの若造の性せい格かく的てきに、本人が乗っている可か能のう性せいもある。もしそうだった場合は、アレが地上に降りてきた直後にひっ捕とらえて連れてこい！」

「はっ！　それでは直ただちに兵を出して」

「待まて！　貴き様さまはどうやらハラワタ煮にえくり返っているようだから、いちおう注意しておく。連中に対して手て荒あらな真似はするなよ。アレを壊こわしたりも絶対にやめろ。気持ちは分かるが、そういう短たん気きな真似はキオカとの今後に響ひびく」

「むぅ……？　しかし大将殿、ここでガツンとやってやらねば、あの若造はますます調ちよう子しに乗って……」

「そこは安心しろ、ワシが嫌いやというほど絞しぼっておく。貴様らの怒いかりのほどを若造に思い知らせてやろう。足あし腰こし立たなくなるまで……いや、みじめに小しよう便べんを漏もらすまでな」

　その言こと葉ばを受けたギッスーパ大佐はニヤリと笑い、「了りよう解かいしました。では、そのように」と一ひと言こと残して去さっていった。彼を見送ってから天てん幕まくの中に戻ったアクガルパ大将は、再ふたたび椅い子すに腰こしかけると、テーブルの上の冷さめかけたお茶を一いつ気きに飲み干ほした。

「……ふぅ、やはりこういう真似は性しように合わんな。あれでうまく誤ご魔ま化かせたかのう、ミシュリ」

「特に不自然なところは無かったと思います。アレを用いた判断を、ギッスーパ大佐はアルキネクス少しよう佐さの独どく断だんによるものと信じたでしょう」

　生き真ま面じ目めに答える副ふく官かん。が、その口くち元もとがわずかに曲がっているのを、大将は見逃さない。

「……と言いつつ、お前も内ない心しんは大佐と同じという顔だのう。まぁ仕し方かたのないことか」

「勝利のためならば戒かい律りつを破やぶることも辞じさず、というのはキオカ人の考え方です。ラ・サイア・アルデラミンの神しん軍ぐんを率ひきいる者として、大将殿がそちらに傾かたむきすぎるのは好このましくないかと」

「お前の言う通り、ワシも今回はまんまと乗せられたと思っておるよ。……とはいえ、神にいい顔をしてばかりの戦い方では勝利に届かんのも事実。ここは吞のみがたきを吞んでくれい」

　そう命じる声にも、普ふ段だんに比くらべると力がない。渋しぶ々しぶといった様よう子すでうなずいたミシュリ中ちゆう佐さに、神軍の将しようは少し迷ってから付け加くわえて言う。

「……なぁミシュリ。仮かりに、仮にだぞ。この先、もしもお前の上じよう官かんが、神の僕しもべたりえぬ正しよう真しん正しよう銘めいの愚ぐ物ぶつに成り下がったその時は……」

「そんなことにはなりませんし、させませんよ。あまり私を侮あなどらないことです」

　相あい手てが言こと葉ばに詰つまった隙すきに、ミシュリ中ちゆう佐さがその先の言葉を奪うばい去さった。この副ふく官かんらしい厳きびしい気き遣づかいに苦く笑しようして、大たい将しようもそれ以上は何も言おうとはしなかった。







「──Ｙａｈ！　本日は晴せい天てんにして風緩ゆるし。空を行くには絶ぜつ好こうの日ひ和よりだね、そう思わないかいミアラ！」

「いいえ最さい悪あくの忌き日にちです！　地上で暴ぼう風ふうと雷らい雨うに晒さらされているほうがよっぽど心休まる！」

　果てしない大空の中、男女の声が正反対の温度で響ひびき渡っていた。そこに浮かぶのは、パンパンになるまでガスを溜ため込んだ巨きよ大だいな気囊ドームと、その下部に付いたちっぽけな搭とう乗じよう用ようの籠かご。

　キオカに「空くう軍ぐん」という概がい念ねんを生み出す原げん因いんとなった発明品──気き球きゆうだった。

「無む駄だ口ぐちを叩たたいている暇ひまがあったら、さっさと仕事を済すませてくださいっ！　陣じん地ちを発った敵てき軍ぐんの動きはどうなっていますか!?」

　望ぼう遠えん鏡きよう片かた手てに上じよう機き嫌げんで地上を見下ろすジャンに対して、ミアラは籠の底に座すわり込んだまま小こ刻きざみに震ふるえている。記き録ろく用ようのペンと紙を手放さないのはさすがだが、その姿はどことなく、高い木に登って降りられなくなった小動物を思わせた。

「Ｓｙａｈシア。……百人強きようの部ぶ隊たいが西に向かって先行して、それよりも一回り少ない部隊が後を追っているね。ふたつを合計した兵力はだいたい二百程てい度ど。騎き兵へいはいないようだけど、それ以上の編へん成せいについてはここからじゃ分からないかな」

「合計で二百、と……はい、確かに記録しました！　そこまで分かれば用は済すんだのでは!?　だったら地上に戻りましょう今すぐ一秒でも早く可か及きゆう的てき速すみやかに！」

「……Ｈａｈ、ミアラ。そんなに怖こわいなら、無理して一いつ緒しよに乗らなくてもよかったのに」

「そうしたいのは山々でしたが、私が乗らないとジャンひとりで乗るでしょう！　いくら天てん空くう兵へいの訓くん練れん課か程ていを済ませているといっても、そんな危険な真似まねはさせられません！」

　森からじゅうぶんな距きよ離りを取って浮かべているとはいえ、風向き次し第だいで気球が敵陣のほうに流されてしまう可か能のう性せいもゼロではない。そういうケースでは搭乗者が複数いたほうが素早く着陸に移れるので、同どう乗じようしたミアラの判断も当然ではあった。

「その気き遣づかいは嬉うれしいよ。……でもせっかくだし、君も少し空に慣なれておかないかい？　これから先にも気球に乗る機き会かいはあるかもしれないし」

「全ぜん身しん全ぜん霊れいでお断りします。私はアルデラ教きよう徒とではありませんが、この乗り物の忌いま々いましさについては彼らと意見を同じくしていますので」

「Ｍｕｍ、そんなこと言わずにさ。とりあえず立つところから始めてみようか」

「何を馬ば鹿かな……え、ちょ、何をするんですか？　やややめてください、ダメですよいや本当に、いくらジャンでも怒おこりま──きゃあああああああああああっ！」
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　絶ぜつ叫きようは地上まで届とどかず、そのせいで帝てい国こく軍ぐんの動どう揺ようが無意味に損そこなわれることもなかった。

「……一いつ星せい旗きの下で行う戦せん争そうに、まさか気き球きゆうを飛ばしてくるとはね。どうやって指し揮き官かんに許きよ可かを取ったものやら」

　ざわめく兵たちの中、イクタは呆あきれと感心が半々の面おも持もちでいた。隣となりではヤトリも似にたような表情で空をにらんでいる。

「例の客きやく員いん将しよう校こうとは別に、アルデラ神しん軍ぐんそれ自体の指揮官もけっこう柔じゆう軟なんな頭の持ち主ぬしなのかもしれないわ。あるいは完全な傀儡くぐつになっているのか……」

　彼女の意見にうなずきつつ、イクタは両手を打ち鳴らして人々の注意を引いた。

「はい注ちゆう目もく！　あれはただの偵てい察さつ機き、そんなものに囚とらわれていつまでも空を見ていちゃダメだ。それよりも現実と未来さきを見るよ！」

　部下たちが表情を引き締しめて自分に向き直ると、イクタは満足げにうなずいて話を始めた。

「よし、それじゃここから先のことを話そうか。君たちも知っての通り、僕ぼくたちが稼かせぐべき日数はあと七日。敵てきの迂う回かいに対しては手を打ったけど、メインの戦場は変わらずここだからね。こっちはこっちでまだしばらく、アルデラ神軍を通せんぼしなくちゃならない」

　イクタが森の方角を指差すと、その場の全員の視し線せんがそちらを向く。すると火を放ったばかりの頃ころと比くらべて、熱と煙けむりの圧あつ力りよくはだいぶ北に遠ざかって感じられた。

「見て分かる通り、森に放った炎ほのおもずいぶん先へ進んでいった。それに伴ともなって場所ごとの延えん焼しよう速そく度どに差が生まれて、火か線せんにむらが生しようじ始めている。これから先、敵もその隙すき間まを狙ねらって突ついてくるだろう。となると僕たちのやるべきことは明白だね」

「第一に、炎の壁かべの補ほ修しゆう。第二に、侵しん入にゆうしてこようとする敵どもを追い返すことだが」

　ナナクが率そつ先せんして答える。過か不ふ足そくない回答に、イクタは満足してうなずいた。

「その通り。後こう方ほうの山の上にいる友ゆう軍ぐんにも協力してもらいつつ、火線が途と切ぎれている、もしくは途切れかけている場所に人ひと手でを向かわせて、そこで火を焚たき直させる。ズボンの破やぶれた箇か所しよに当て布ぬのして繕つくろうようなものだと思ってくれればいい」

「もちろん敵も同じ場所を狙ってくるから、場合によってはそこで遭そう遇ぐう戦せんになることもあるでしょう。戦せん闘とうが少ないに越こしたことはないけど、それを撃げき退たいするのも私たちの役目よ」

　ヤトリが素早く補ほ足そくする。そこでスーヤ曹そう長ちようが不安げに挙きよ手しゆした。

「あの……、互たがいの兵力差を考えると、回せる人手は敵てき軍ぐんのほうがずっと多いです。それで本当に防ぎきれるんですか……？」

「当然の疑問だけど、それは大だい丈じよう夫ぶ。この火線防ぼう御ぎよ陣じん地ちに関しては、仕し掛かけた僕たちの側にいくつもアドバンテージがあるんだ」

「あたしたちのアドバンテージ……？」

「まず後方の山の上にいる友ゆう軍ぐんの存そん在ざい。標ひよう高こうの高いところにいる彼らのおかげで、僕ぼくたちは森の東西に広く監かん視しの目を行き届とどかせることができる。それはつまり、炎ほのおが途と切ぎれかかっている場所も発見しやすいということでね。何かと効こう率りつ的てきに動けるのさ」

「あっちにも気き球きゆうがあります。高いところから見下ろせるという条じよう件けんは同じでは？」

「この辺りの風に馴な染じみがない以上、こっち側に流されていくリスクを考えれば、敵てきも高度はそれほど取れないはずだよ。それなら一機だけで見下ろせる範はん囲いも限られるし、加くわえて、あれはそう長く飛ばしていられる代しろ物ものじゃない。風には基本逆さからえないからね。四機も五機も出てきたらさすがに困るけど、今の時点でそれはないと思っていい。あっちにも一いつ星せい旗きを掲かかげる神しん軍ぐんとしての体たい面めんってものがあるから」

　加くわえて、気球は浮かべるにも下ろすにも時間がかかる。この状じよう況きようでの効こう率りつ的てきな運用は数と人員が揃そろっていない限り不ふ可か能のうだ。風や地形を熟じゆく知ちしているわけでもない山さん岳がく地帯で気球を飛ばすことの無む謀ぼうさを思えば、それだけの数の天てん空くう兵へいが敵てき軍ぐんの編へん成せいに含まれているとは考えづらい。

「次に地ちの利り。火か線せんが途と切ぎれそうな場所を見つけた時、僕たちは単たん純じゆんにそこへ駆かけ付ければいいけれど、敵はそこまで森の中をかきわけてこなくちゃならない。道なき道を強ごう引いんに進んでくるわけだから、距きよ離りが長くなるのはもちろん、途と中ちゆうで迷まよってしまうことも多いだろうね。同じ目的地に向かって同時に動き出したなら、僕たちのほうが必かならず早く着く道どう理りだ」

　説明を聞いているうちに何とかなりそうに思えてきたのか、スーヤの表情から陰かげりが薄うすれた。さらに自信を与えるために、イクタは有ゆう利りな点をもうひとつ追つい加かする。

「最後に、僕たちにはシナーク族という現げん地ち民みんのアドバイザーがいる。移い動どうの際に遠回りしたり道に迷まよったりすることは絶対にない。言うまでもなく、これが最大のアドバンテージだね」

　そう言われて、帝てい国こく兵へい士したちは後ろのほうで固まって話を聞いているシナークの人々を意い識しきした。ナナク・ダル指し揮き下かの五十九人を除のぞいて、他の六百名余あまりは全すべて非ひ戦せん闘とう員いんだが、火線の維い持じには彼らとの連れん携けいが不ふ可か欠けつになる。イクタの発言はそれを踏ふまえたものだった。

「言ってみれば、ここから先の戦せん術じゆつは変へん則そく的てきな機き動どう防ぼう御ぎよだ。火線のほころびと敵の動きに応じて、必ひつ要ような場所に必要なだけの人ひと手でを向かわせる。それを七日間繰くり返すだけの話で、特別なことは何もない。達たつ成せいのために必要なのは、ひとえに君たちの科学的なスタンスだけ」

　彼の口から久ひさしぶりにその言こと葉ばが出て、部下たちは理由もなく高こう揚ようした気分になった。

「これから七日間、君たちは正しく怠なまけなければならない。働はたらくべき時に働き、食べるべき時に食べ、休むべき時に休む。そうしなければ作業効こう率りつが保てないからだ。逆にそれさえ維い持じできたなら、期き日じつまで敵に付け入る隙すきはどこにもなくなるだろう。そして七日後、任にん務むを果たした僕たちは南に向かって撤てつ退たいを開始している──僕はその未来を少しも疑っていない」

　力強く任務の成功を請うけ負おったイクタに、兵たちはいっそ崇すう拝はいに近い眼まな差ざしを向けてくる。その信しん頼らいを重く受け止めつつ、隣となりのヤトリと目め配くばせして、少年は声を張り上げた。

「──現げん時じ刻こくをもって機き動どう防ぼう御ぎよ作さく戦せんを開始する。各小隊は、これから伝える持ち場に移るように！」
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　一方、シナークの案内を受けつつ最さい短たんコースで西に向かったサザルーフ大たい尉いの迎げい撃げき部ぶ隊たいは、途と中ちゆうでトルウェイの部隊と合流したのちに、出発から一日半後には目的地の砦とりでへ到着していた。

「ほー、思ったより立りつ派ぱな造りだな」

　大尉の第一声はそんな感想だった。砦は標ひよう高こう千メートル程てい度どの山間の山道に作られており、道の両側から岸がん壁ぺきがせり出した谷間の地形を埋うめる形で、ほぼ完全に進路をふさいでいる。道みち幅はばも十五メートル未み満まんと狭せまく、いかにも防御戦に好こう適てきな状じよう況きようを作り出していた。

「いちおう確かく認にんしとくが、この迂う回かい路ろさえ迂回できるっていうオチはないよな？」

「それは無ね。ここはもともとアルデラ本国からの侵しん攻こうに備えて造られた砦のひとつだ。この道を避さけて通りたけりゃ、山羊やぎでも怯ひるむような崖がけを登っていくほかにないが」

　現地で砦を整備して待まっていたシナークの男に、施設の案内を受けがてらそう保ほ証しようされて、サザルーフ大尉は地に足が着いた思いだった。これならいけるかもしれないという思いが湧わく。

「よく分かった。それで、えーっと、メライゼだったな。砦の補ほ修しゆうのほうはどうなってる？」

「うぬらが来るまでに出で来きる限りのところは直しといたけども、砦それ自体の骨ほね組ぐみもかなり老ろう朽きゆう化かしとってな。そればっかりはどうしようもね。激はげしく砲ほう撃げきされたり破は城じよう鎚つちを打ち込まれたりすりゃ、ひとたまりもなく崩くずれるが」

「だよなぁ。……ま、馬で急いで駆かけてくる敵に風ふう臼きゆう砲ほうの備えがないのは幸さいわいだ」

「油ゆ断だんすな。破城鎚にする丸太くらいは、どっかその辺から調達してくるかもしれねぞ」

「その場合だって、おめおめ砦まで運ばせはしねぇよ。──こっちの風臼砲は？」

「最初からここにあったヤツは老朽化で使いものにならんでな、お山の上から六門もんばかし下ろしてきたが。大きさがまちまちなんは許せ」

　そう言ったメライゼは砦の上から身を乗り出し、敵の侵しん攻こう予想方向に面した砦の壁かべの中ほどに並んで設置された砲ほう門もんを指差した。欲よくを言えば数がもう少し欲ほしいところだと大尉は思ったが、敵の手が届かない高さに置かれている点は望ましかった。

「……よし。まず兵の配置を決めておくとして、せっかく人ひと手でがあることだ、敵が来るまでの残り時間を砦の補ほ強きように充あてるとしよう。木材はまだ余ってるのか？」

　砦の全体像を把は握あくし終えて、大尉はメライゼとの間で本格的な工こう作さくの相そう談だんに入ろうとする。が、それまで背はい後ごに控ひかえていたトルウェイ少しよう尉いが、そこでふいに声を上げた。

「あの、大尉殿どの。少しでも人手が欲しいところに申もうし訳わけないのですが……これから三時間ほど、ぼくの小しよう隊たいに別行動を許していただけませんか？」

　大たい尉いは目を丸くして振り返った。この部下の口から出るとは予想もしなかった要求だ。

「……砦とりでの補ほ修しゆう工事は、ここを守り続けられる時間の延えん長ちように直結する仕事だぞ。理由はなんだ？」

　当然の質しつ問もんだったが、それを受けたトルウェイは気まずそうに目をそらした。

「それが、その……とても言いにくいんですが……、逆ぎやく効こう果かになるから大尉殿どのには理由を教えるな、ときつく言い含ふくめられていまして」

　誰だれがそんなことを、と口に出してしまう寸すん前ぜんで大尉は思い至いたった。上じよう官かんを相あい手てにその手のふざけた隠かくし事ごとをしようとする奴やつは、歴れき代だいの彼の部下の中にもひとりしかいない。

「……イクタ中ちゆう尉いの仕込みか」

「お察しの通りです……」

「…………。……ああ、分かった分かった。ちっとばかし業ごう腹はらだが、あいつに戦たたかいの先が一番見えていると言ったのは俺おれ自じ身しんだからな。好すきにやらせてやるよ。三時間でも四時間でも勝手にしろ」

「本当にすみません……。なるべく早く済すませますので」

「バカ野や郎ろう、そこまで吹ふいたからには気の済むまで徹てつ底ていしてやりやがれ。こっちはお前たち抜きで何とかする。ただし、敵てきが近づいてきたら速そつ攻こうで迎げい撃げき配備に着けよ」

　元気よく返事をして、物分かりのいい上じよう官かんに許きよ可かをもらったトルウェイは、足取りも軽く砦を駆かけ下りていく。そのまま自分の部隊の兵士たちと合流すると、彼らは敵の来る方角とは反対側に向かって走り始めた。それを見たメライゼが首をかしげる。

「……ありゃ何のつもりだが？　あっちさ行っても山道さ登って尾お根ねに出るだけだぞ」

「さぁな、俺にも分からん。訊きいても教えてもらえなかったからな」

　拗すねた口く調ちようでそう言ってから、大尉は気を取り直してメライゼに向き直った。

「なんにせよ適てき材ざい適てき所しよだ。俺たちは俺たちの出で来きることをやろうぜ、メライゼ」
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　アルデラ神しん軍ぐんの別べつ働どう隊たい八百人が迂う回かい路ろに到とう着ちやくしたのは、帝てい国こく軍ぐんより半日ほど遅おくれた夕方のことだった。日が完全に没ぼつするまでの残り少ない時間を、全ぜん軍ぐんを指し揮きするタズニヤド・ハッラー大尉は、無む駄だなく偵てい察さつに充あてていた。

「おいおい、こいつは立りつ派ぱな要よう害がいだな。砦とは名ばかりのボロっちいのを期待してたんだが、ここに来て日ひ頃ごろの不ふ信しん心じんが祟たたったか」

　軽かる口くちを叩たたきつつ、ハッラー大尉は望ぼう遠えん鏡きよう片手に岩がん壁ぺきから身みを乗り出そうとする。が、その瞬しゆん間かん、副ふく官かんの小こ柄がらな女性兵士が飛びかかるようにして頭を押さえ付けた。

「ばかっ、頭上げたら敵てきに見つかるでしょーが！　もっと小さくなれっ！」

「……屈かがめとか伏ふせろとか言うなら分かるが、小さくなれとはまた無理を言ってくれるな。この体は九歳さいの頃ころから急にでかくなり始めたが最後、十三の時には今とほとんど同じサイズまで成長してやがったんだぞ。大人どもにはお前は古いにしえの巨きよ人じんの末まつ裔えいだとか、そのうち頭が雲を突つき抜けるぞとか脅おどされて育ってきた。いまなら冗じよう談だんと分かるが、あの頃ころは本気で不安だったぜ」

「その話はもう何百回と聞いたよっ！　耳タコっ！」

「そう怒おこるなミタ曹そう長ちよう。持ち運びに便利なサイズのお前がうらやましいってことだよ」

　巨大な手のひらで副ふく官かんの栗くり毛げを撫なで回しつつ、ハッラー大たい尉いは夕暮れの砦とりでに鋭するどい視し線せんを向け続けた。──防ぼう御ぎよ戦せんに向いた地形に加くわえて、二百人の兵士を配備した砦。正せい攻こう法ほうで突とつ破ぱを目指すのは明らかに下げ策さくと思われる。

「……んー、だいたい分かった。とりあえず下がろうぜ。そんで朝まで寝ねようぜ」

「神様、このデクの棒ぼうにやる気ってもんが感じられません」

「夜や襲しゆうや奇き襲しゆうでどうこうなるレベルには見えねーんだよ。戦せん端たんを切るにしても、エアライフルの射しや程ていが活いかしやすい日中だろ。急きゆう行こう軍ぐんの直後で兵も疲つかれてることだしな」

　ざっくばらんな口く調ちようとは裏うら腹はらに、その現げん状じよう認にん識しきは的てき確かくなものだった。偵てい察さつを切り上げた彼は敵から見えない位置まで匍ほ匐ふく前ぜん進しんで下がっていくと、六ろく尺しやく半はんの巨きよ軀くをむくりと起こして、そのついでに、持ち運びに便利なサイズの副官を肩にかつぎ上げた。

「むきーっ！　意味もなく人間をかつぐなと、このウドの大たい木ぼくは何度言えば理解するのかっ！」

「ちっこい動物を持ち上げたくなるのに理由はないのさ。悪いな」

　暴れる人間ひとりを軽々と肩に乗せたまま、巨きよ体たいの将しようは仲なか間まのほうへ歩いて帰っていった。





＊






　熱ねつ気きと煙けむりが充じゆう満まんし、すでに動物の気け配はいなどみじんもない森の中。マシュー少しよう尉いとその指し揮き下かの二個小隊は、機き動どう防ぼう御ぎよ作戦の開始から三日目の朝を、そこで迎えていた。

「木材はじゅうぶんに積つんだな!?　──よし、油をかぶせていけ！」

　命令を受けた兵たちが、木々の合間に山と積み上げられた燃料の上に皮かわ袋ぶくろいっぱいの油をぶちまけていく。炎ほのおの壁かべが途と切ぎれた箇か所しよを補ほ修しゆうするための工こう作さくだった。すでに同じような作業をマシューの部隊だけで五度こなしており、そろそろ手て際ぎわにも慣なれが生まれつつある。

「手を止めるな、急げ！　敵もここを狙ねらって来てるってことを忘れるな！」

　油を運ぶかたわら、疲つかれと眠ねむ気けでへたり込んでいる兵を怒ど鳴なり付ける。……が、疲ひ労ろうの度ど合あいいで言うならマシュー自じ身しんも似にたようなものだった。北ほく域いき動どう乱らんの勃ぼつ発ぱつから数か月をアラファトラ山さん脈みやくの上で戦たたかい続けた挙あげ句く、その現場から直ちよつ行こうで撤てつ退たい支し援えん任にん務むに向かわされたのだ。疲労のピークは数えるのも馬ば鹿からしいほど繰くり返し迎えている。

　だが、その上でまがりなりにも自分たちがこうして動いていられる事実に、マシューはイクタの名めい采さい配はいを感じずにはいられない。兵に無む駄だな動きは極きよく力りよく取らせず、こまめに仕事を交代させて、休むべき時は頑がんとして休ませる。その原げん則そくを貫つらぬいてきたからこそ、いまなお抗こう戦せん継けい続ぞくが叶かなっているのだ。おそらくこの戦場、凡ぼん百ぴやくの将しようなら戦たたかって敗れる前に疲ひ労ろうで膝ひざを屈くつしていただろう。

　そうこうしているうちに、油をかぶせる行こう程ていも八はち割わりがた終わっていた。この分なら、あと五分もしないうちに作業完かん了りようして引き上げられる──そう見込みを付けた瞬しゆん間かん、マシューの目が、積み上げた木材の向こうの木々に、不自然な揺ゆれを捉とらえた。

「……っ!?　総そう員いん着ちやつ剣けん！　作業を止めて前方に警けい戒かいしろ！」

　命令を受けた兵たちが、持っていた皮かわ袋ぶくろを風ふう銃じゆうやボウガンに持ち替え、そこに銃じゆう剣けんと短たん槍そうを取り付けた。その動きが向こうにも伝わったらしく、木こ陰かげに潜ひそんで機きをうかがっていたアルデラ神しん軍ぐんの兵たちが、ここにきて一いつ斉せいに姿を現した。

「敵てき襲しゆうだッ！　撃てぇええええッ！」

　数十丁ちようの風銃のバレルで一いつ斉せいに空気が爆はぜた。放たれた弾たまが木々にぶつかって跳ちよう弾だんを繰くり返す中、白はく兵へい寸すん前ぜんの近きん距きよ離りで撃うち合いが始まる。だが、弾の密みつ度どではマシューの部隊が明らかに勝まさった。

「出で鼻ばなはくじけたか……!?　焼しよう撃げき兵へい、準備の出で来きたところから火を放て！　早く！」

　油の染しみた木材に火が投げ込まれ、彼らの目の前にたちまち炎ほのおが立ち上がる。熱ねつ気きにひるんだ敵てきは、まだ着火の準備が済すんでいない場所に回り込もうとするが、それはマシューも予よ想そう済ずみだ。

「あそこだ！　撃てぇっ！」

　相手の動きに合わせて兵たちの狙ねらいを誘ゆう導どうし、狭せまい範はん囲いに集まってきた敵に斉せい射しやを叩たたきつける。集中砲ほう火かを受けたアルデラ神しん軍ぐんの兵士たちが十数人、まとめて炎の上になぎ倒たおされた。

「よし、敵は下がったぞ！　この隙すきに残りの作業を済ませろ！　急げっ！」

　命じられた兵たちが、着火準備の済んでいない残り二割の範はん囲いに油をまいていく。それが終わるや焼撃兵が火を投げ込んだ。火か線せんの隙すき間まを埋うめる炎が、めらめらと勢いよく燃え上がり始める。

「斉射を続けるぞ！　炎が勢い付くまでは敵を近付けさせるな！　撃ぇっ！」

　火勢にたたらを踏む敵兵たちを、無数の銃じゆう弾だんが容よう赦しやなくはねのけた。時間の経けい過かにともなって炎の向こう側には大勢の敵が集まり始めるが、行く手を阻はばむ火の勢いはもはや手の付けようがないレベルに達している。どうやっても鎮ちん火かは不ふ可か能のうだ。

「間に合った……のか？」

　震ふるえる声でつぶやいて、マシューは額ひたいの冷や汗あせをぬぐった。作戦開始三日目にして初めての遭そう遇ぐう戦せん。大きな犠ぎ牲せいもなく敵てきの侵しん攻こうを阻はばめた、その危うい成功の実感が、胸むねの奥からこみ上げてきた。

「は……は、ははは、どうだっ！　おれだってこのぐらい……わぁっ!?」

　敵てき軍ぐんが苦し紛まぎれの銃じゆう撃げきをしてきて、その弾たまのひとつがマシューの耳みみ元もとを通り過ぎた。即そく座ざに這はいつくばって全ぜん身しん土まみれで難なんを逃れたものの、誰だれかに「落ち着け、頭を冷やせ」と言われている気がして、彼は今すぐ達たつ成せい感かんを楽しむのを諦あきらめた。

「て、撤てつ退たいするぞ！　ここはもう大だい丈じよう夫ぶだ、持ち場に戻って次の指示を待まつ！」







　マシュー少しよう尉いの部隊が火か線せんの補ほ修しゆう中ちゆうに敵と遭そう遇ぐうし、交こう戦せんを経へてこれを退しりぞけた。その報ほう告こくを、サザルーフ大たい尉いに代わって陣じん地ちで総そう指し揮きを執とったイクタ中ちゆう尉いは、朝食の薄うす焼やきパンを口に詰つめ込みつつ受け取っているところだった。

「作戦開始三日目で最初の遭そう遇ぐう戦せん。おおむね予想通りだ」

　ろくに嚙かまずにパンを水で流し込んだところで、今度は痛いたみ止めと気つけを兼かねたコカの葉を口に放り込む。それで失った小こ指ゆびの痛みをなだめつつ、彼は抱え込んだ台板の上で紙にペンを走らせた。

「マシューの小隊には四時間の休きゆう息そくを命じて、ヤトリに役割を引き継ついでもらおう。復ふく唱しようして」

「はっ！　──マシュー少尉の小隊には四時間の休息を命じる！　その際さい、ヤトリシノ中尉の小隊が役割を引き継ぐこと！」

　復唱の内容を確かく認にんすると同時に、書き終えた命めい令れい書しよを持たせて伝でん令れい兵へいを送り出す。それと入れ替わりに、また別の兵士がイクタに報ほう告こくを持ってきた。

「中尉殿どの、後方から報告です。最もつとも東側の林りん道どう付近で、敵が気き球きゆうを飛ばしています。また、同じ場所に騎き兵へいが三百ほど集まっているとのこと」

「また気球だって？　それも森の東側……もうひとつ意い図とが読めないな。騎兵も出てるってことは、いまさら別口の迂う回かい路ろでも探さがしているのか」

　そんなものがあるとは考えづらかったが、単たんに無む視しするには引っかかる情じよう報ほうだった。少し考えた末すえ、イクタは兵に命じて近くに待たい機きしているナナクを呼びに行かせる。十分と待たずに小こ柄がらな姿すがたが駆かけてきた。

「どしたイクタ！　なんかあったが」

「うん、ちょっと気になることがね。どうやら森の一番東寄りの林道辺りに敵が集まっているようなんだ。気球まで浮かべてるようなんだけど、これはどういうことだと思う？」

　その情報にナナクは最初ぽかんとして、それから眉み間けんにシワを寄せて考え込んだ。

「森の東に敵……？　……んんー……、んううー……ぬむむー……うんにゃ、あてには意味が分からん。あそこの林りん道どうはとっくに炎ほのおでふさいどるが。あ、そういや敵てきも迎むかえ火をしとるで、火が消えるのを近くで待まっとるんでねが？」

「それにしては集まっている兵の数が半はん端ぱでね、ひょっとすると東側に別の迂う回かい路ろを探さがしているのかもしれないと思って。それはないと前に聞いているけれど……」

「ああ、そればっかりは絶対にないと保ほ証しようするが。向こう百ひやく里り探しても無む駄だ骨ぼねでしかね」

　ナナクはきっぱりと断言する。いくら気き球きゆうで空から見たところで、地じ元もと民みんでも知らないような抜け道を発見できる可か能のう性せいは限りなく低い。イクタもそう考えて、それ以上悩なやむのをやめた。

「……うん、ありがとう、君のおかげで不安が取り払はらえた。わざわざ来てもらって手間をかけさせたね。もう持ち場に戻ってくれて構かまわないよ」

　ねぎらいの言こと葉ばと共ともに自分を送り出すイクタを、シナークの長はどこか不満げな目で見た。

「……そんだけか？　せっかく来たんだから、その、もちっとこう……」

　もじもじと指を擦こすり合わせるナナクだったが、折おり悪わるくまた別の伝でん令れい兵へいがやって来た。報ほう告こくの邪じや魔まをするわけにもいかず、彼女は結局、名残なごり惜おしそうに持ち場へ帰っていくしかなかった。

　その背中を見送ってから、イクタは最後に一度だけ東の空に視し線せんをやる。この位置からでは気球の姿までは見えず、ただ漠ばく然ぜんとした不安だけが、いつまでも胸むねの中に残っていた。
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　迂回路の砦とりででも、両軍の間で散さん発ぱつ的てきな戦せん闘とうが行われていた。サザルーフ大たい尉い率ひきいる防ぼう御ぎよ部ぶ隊たいは亀かめのように守りを固めて敵を寄せ付けず、今のところ戦せん況きようは膠こう着ちやくしている。

「長なが丁ちよう場ばはこっちも望むところだが、向こうさんはずいぶん腰こしが引けてるな？」

　防ぼう壁へきの隙すき間まから敵の様よう子すを覗のぞきつつ、大尉はそんな感想を漏もらした。

　迂回を目指したアルデラ神しん軍ぐんの別べつ働どう隊たいが姿を現して、すでに二日以上経たつのだが、まだ一度も本格的な攻こう勢せいには出てきていない。たまにエアライフルによる長ちよう距きよ離り射しや撃げきでちょっかいをかけてくるが、砦に立てこもっている兵士たちに弾たまは届かず、砲ほう撃げきで応戦すれば即そく座ざに撤てつ退たいする。

　結果として、今の時点での被ひ害がいは互たがいにゼロに近い。それはサザルーフ大尉にとって好こう都つ合ごうなのだが、だからこそ不ぶ気き味みでもあった。上手うまく運びすぎている。

「……迂回が本ほん命めいじゃないにしろ、仮かりにも八百人を連れて来ているんだ。勝しよう算さんが五分以下でも、まずは思いきり攻せめてみるのが定じよう石せきだと思うが……」

　それで成功すればもうけものだし、失敗したところで戦況の膠着が続くだけだ。負ければそれで終わる守しゆ備び側がわと違ちがって、攻めの側にはある程てい度どの冒険が許されている。そのアドバンテージを利用してこない敵てきの意い図とを、大たい尉いは推おし測はかりかねていた。

「待まて待て、よく考えろ……。まだ攻せめてこないってことは、裏うらを返せばそのうち攻めてくるってことだ。つまり連中は好こう機きを窺うかがって戦力を温おん存ぞんしている。問題はその好機とやらだが……二つの勢力が正面からにらめっこしている状じよう況きようで、敵さんはいったい何を期待していやがる？　このまま待っていれば何か状況が変わるっていうのか？」

　膠こう着ちやく状態を崩くずしうる新たなファクターの参入──その可か能のう性せいを大尉は想像してみる。真っ先に思い浮かぶのが敵の増ぞう援えんだが、そんな動きがあれば山さん脈みやく上じようで見張っている友ゆう軍ぐんが気付くはずだ。緊きん急きゆう連れん絡らくの光信号が届いていない以上、それは考えられない。

「他には……正面から攻め落とす難むずかしさを悟さとった敵が、別の攻め手を検けん証しようしている場合、か」

　それなら完全な無む駄だ骨ぼねに終わるので、ぜひそうであって欲ほしいと大尉は願った。──だが、そこで彼は思い至いたる。増援と別角度からの攻め手。その両方を満たす何かの到とう来らいを、正面の敵軍はじっと待っているのではないかと。

「──大尉殿どの」

　図はかったようなタイミングで背はい後ごから声がかかった。振り向いたサザルーフ大尉は、そこにトルウェイ少しよう尉いが決然とした面おも持もちでたたずんでいるのを見た。

「ぼくの小隊を後方に展てん開かいしたく思います。お許ゆるしを頂いただけますか」

「…………」
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　大たい尉いが即そく答とうしなかったのは、迷まよいよりも悔くやしさからだった。……部ぶ隊たいが迎げい撃げきに出発する時点で、あいつにはここまで読み筋すじだったのかと。そう思うと、畏い怖ふに近いものさえこみ上げる。

「……それで何とかできるんだな？」

「はい。そのための方法を、イッくんから教わりました」

　揺ゆるぎない肯こう定ていが返ってきて、相あい手ての控ひかえめな性格を知っているサザルーフ大尉は驚おどろかされた。いまトルウェイの翠みどりの瞳ひとみに宿やどるものは、自信というよりも自じ負ふだった。その務つとめを託たくされた以上、ここで「できる」以外の返事をする甘あまえは許されない。そんな決意が見て取れた。

「……分かった。──俺おれに手伝えることは、何かあるか」

「砦とりでの後方に遮しや蔽へい物ぶつを置きましょう。ただし、こちらの警けい戒かいを気取られないようにさりげなく。兵たちにも今のうちに背はい後ごへの注意を呼びかけてください。その時になって混こん乱らんしないように」

「徹てつ底ていしておく。だとしても、奇き襲しゆうを受ければやはり危ないぞ」

「挟きよう撃げきの形にさせるつもりはありませんし、仮かりになったとしても短い時間です。正面の敵てきがタイミングを合わせて仕し掛かけてくるでしょうから、大尉殿どのはそちらへの対たい処しよに意い識しきを傾かたむけてください。あとはぼくたちで何とかします」

　重くうなずき、一ひと呼こ吸きゆう置いてから、サザルーフ大尉は部下の肩に軽く手を置く。

「──正しよう念ねん場ばだな。頑がん張ばって来い、トルウェイ・レミオン」

　まっすぐ相手の目を見つめたまま、トルウェイはその激げき励れいに敬けい礼れいで返した。
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　砦を抜けて山道を東に登っていった先には尾お根ね道みちがあり、その標ひよう高こうは千五百メートル程てい度どとそこまで高くない。おかげで丈たけの低い草木には辛かろうじて生せい育いくが許され、大アラファトラの山並みにありがちな寒かん風ぷう吹ふきさらしの禿はげ山やまになることを逃のがれていた。

「──止まれ」

　そういった条じよう件けんは、人ひと目めを避さけて目的地を目指す亡ぼう霊れいたちにとっても都つ合ごうがよかった。歩きやすい砂すな地じを避けて草木の中を這はって進み、時間をかけて尾根道の端はしに辿たどり着く。眼がん下かの光景が見晴らせた。

　谷間の地形を埋うめるようにして造られた砦が、二百メートルそこそこの距きよ離りを隔へだててはっきりと見下ろせる。その無む防ぼう備びな眺ながめに、影たちはほくそ笑えんだ。慎しん重ちように慎重を重ねた四日間の移い動どうを経へて、彼らはついに、迂う回かい路ろを守る帝てい国こく軍ぐんの背中を刺さすところまで迫せまったのだ。

「絶ぜつ好こうの射しや撃げき位置に着けました。このまま攻こう撃げき準備に移りますか、隊長」

「許きよ可かする。お前は白はく兵へい部ぶ隊たいを率ひきいて山道に下り、そのまま待たい機きしろ。ここからの射撃で敵が混乱した瞬しゆん間かんを狙ねらって襲しゆう撃げきに移れ」

「了りよう解かい。……隊たい長ちようはここで射しや撃げき部ぶ隊たいの指し揮きを？」

「役やく割わりの重じゆう要よう度どを鑑かんがみて今回はそうする。遠えん距きよ離り用の長筒バレルをよこせ」

　命じられた副ふく官かんが、背中の荷物から風ふう銃じゆうのバレルを取り出して渡す。影の頭とう目もくは自分が持っていた短たん筒づつのバレルと交換でそれを受け取ると、パートナーの風かぜ精せい霊れいの胴どう体たいに装そう着ちやくした。隣となりの副ふく官かんも、上じよう官かんから受け取った短筒を同じようにする。

「……ではこれより、白はく兵へい部隊四十名を率ひきいて山道に下ります」

　そう告つげると、副官はここまで来た茂しげみの中を部下ともども這はい戻っていく。残った八十の影たちは、頭目に命じられるまま尾お根ね道みちに沿そってずらりと這い並び、その全員がエアライフルを構えて眼がん下かの砦とりでの様よう子すを窺うかがった。

　帝てい国こく兵へいたちはハッラー大たい尉い率ひきいる正面の敵てきに意い識しきを向けている。背はい後ごからの、それも高い位置からの襲しゆう撃げきを警けい戒かいしているようには見えない。今さら気付いたところで対たい処しよの仕し様ようがないだろう。

　二百メートル先の尾根から射撃してくる相あい手てに、砦から直接反はん撃げきするのは不ふ可か能のうに近い。エアライフル同士の射撃戦になったとしても、上じよう方ほうから視し野やを広く取れる影たちが圧あつ倒とう的てきに有ゆう利りだ。

　また、砦からここまで兵を走らせるにしても、尾根を目指して来るまでの距離がいい獲え物ものになる。影たちの銃じゆうは砦だけでなく、その後方の山道まで射しや程ていに収めているのだ。銃じゆう弾だんの雨をかいくぐって尾根まで辿たどりつける兵士がどれだけいることか。

　白兵部隊の移動が終わるまでの短い時間を、影の頭目は不安要素のチェックに充あてようとしたが、それもほとんど見当たらなかった。いや、そもそも彼には、鳩はとに託たくされたメッセージでこの作戦を受け取った時から何の不安もなかった。発はつ案あん者しやであるジャン・アルキネクス少しよう佐さの名前が、彼にとって揺ゆるぎない忠ちゆう誠せいと信しん頼らいの対たい象しようだったからだ。

　手て持もち無ぶ沙さ汰たになった思考が、ふいに赤い記き憶おくを呼び覚ました。──それはたった四合ごうの剣けん戟げき、時間にして十秒にも満たない短い邂かい逅こう。しかし、その時に感じた肌はだの粟あわ立だつような戦せん慄りつを、彼はいまなお鮮せん明めいに思い返すことができる。

「……炎えん髪ぱつの……イグセムの、女……」

　寡か黙もくを美び徳とくと心こころ得えるはずの亡ぼう霊れいの口から、それらの言こと葉ばは無む意い識しきに紡つむがれた。そうなるともう、炎髪の少女との出会いに心囚とらわれている自分を、彼は自じ覚かくしないわけにはいかなかった。

「……二に刀とう……剣けん……」

　つぶやいて、彼は自分が手に握にぎっている施条風銃エアライフルを見た。戦場に革かく命めいを起こすその威い力りよくを知って、その扱あつかいに誰だれよりも熟じゆく達たつした今でさえ──彼は心のどこかで、それを不ぶ格かつ好こうなオモチャだと見下げている。

　──これではない。

　口に出すことだけは、何とかこらえた。だが心の叫さけびは止めようがなかった。

　──おれの得え物ものは。誇ほこり高きヤポニクの武ぶ人じんが握にぎるべき武器は、こんなものではない──。

「隊たい長ちよう。白はく兵へい部ぶ隊たいが山道に下りたようです」

　執しゆう着ちやくに囚とらわれた意い識しきを、部下の声が現実に引き戻す。彼は首を振って雑ざつ念ねんを追い払はらい、亡霊部隊カラ・カルムのリーダーたる自分を取り戻すと、状じよう況きようが整ったことを確かく認にんして口を開いた。

「攻こう撃げきに移る。合あい図ずと共ともに斉せい射しやを開始しろ」

　その指示に、尾お根ね沿ぞいに這はい並んだ八十人が一いつ斉せいに引き金に指をかける。それが引かれる時が、視し線せんの先で無防備な背中を晒さらす帝てい国こく兵へいたちの地じ獄ごくの始まりだ。

「構かまえ、狙ねらえ──」

　いざ秒びよう読みを始めようとした瞬しゆん間かん、ビシリ──と硬かたいものが割れるような音が、彼のすぐ隣となりから響ひびいた。重いものが倒たおれる気け配はいがそれに続き、影の頭とう目もくは何事かとそちらに視線をやる。

「───おい？」

　仲なか間まが、突つっ伏ぷしていた。ついさっき言こと葉ばを交わしたばかりの兵士が、伏ふく射しやの姿し勢せいで銃じゆうを構えたまま、地面に顔を埋うめて沈ちん黙もくしている。何をふざけているのか──そう注意するまでもなく、突っ伏した頭の下から血だまりが広がり始めた。

「ッ───!?」

　固いものが割れる音は、銃じゆう弾だんが頭ず蓋がい骨こつを貫く音だった。彼がそう悟さとった瞬間、周まわりで同じ音がいくつも重なって響き、大おお勢ぜいの仲なか間まが生せい前ぜんとほとんど変わらない姿勢のまま命だけを失った。

「な、なんだ……!?　何が起こって……あがッ！」

「おい!?　お前、何を突っ伏して……、冗じよう談だんはよせ……！」

「撃うたれてる！　おれたちが撃たれてるんだ！　一体どこから……！」

　動どう揺ようが広がる中、影の頭目は目に見える景色の隅すみ々ずみに視線を走らせていく。……狙いの精せい度どからして砦とりでからの射しや撃げきではあり得ない。もっと視し界かいの開けた場所、ここよりも標ひよう高こうの高い位置からの攻こう撃げきとしか考えられず、

「……なんだ、それは──」

　その推すい測そくは裏うら切ぎられることなく、まもなく彼は答えに辿たどり着いた。

「……向かいの尾根に、伏兵だと……！」







「射撃継けい続ぞく！　各自の判断で、見える敵てきを狙い撃て！」

　砦のある谷間を挟はさんだ向かい側の尾根で、トルウェイは部下四十人と共ともに射撃を行っていた。敵てき部ぶ隊たいとの距きよ離りは二百メートルをやや超こえているが、施条風銃エアライフルならじゅうぶんに届とどく間合いだ。完全な不意打ちで先せん手てを取ったこともあって、ここまで一方的な攻こう勢せいが続いていた。

　もちろん敵も黙だまってやられてばかりではなく、向かいの尾根からの銃じゆう撃げきだと見抜いた者から果か敢かんに撃うち返して来る。が、その反はん撃げきは大きな効こう果かを上げない。理由は一いち目もく瞭りよう然ぜん、尾お根ね上じようの広い範はん囲いにトルウェイたちの姿が散らばっているからだ。

「やっぱり向こうは密みつ集しゆう陣じん形けいだ……！　これなら勝てる！」

　有ゆう利りを確信したトルウェイが引き金を絞しぼる。照しよう準じゆん器きの向こう側で、頭に弾たまを受けた敵てきがまたひとり、尾根を転げ落ちていった。

　従じゆう来らい、風ふう銃じゆう兵へいの陣形とは必かならず密集陣形を指すものだった。ライフリングのない滑腔風銃エアシユーターは命めい中ちゆう精せい度どが低く、それを補おぎなうために弾の密度を高めなければならなかったからだ。

　しかし、施条風銃エアライフルという新兵器が登場したいま、もはや密集陣形にこだわる必ひつ要ようはない。固まって撃とうが散って撃とうが命中率は保ほ証しようされているのだから、敵の射しや撃げきを集中させないためにも、むしろ兵をある程てい度ど散らして用いたほうがいい。その考えを実じつ践せんすることで、トルウェイの部隊は倍の数の敵に対して有利を得ているのだ。

「……っ、敵が撤てつ退たいを始めた！　逃がすな、ここで可か能のうなだけ戦力を削けずるんだ！」

　状じよう況きようの不利を見取った亡ぼう霊れいたちが、反はん撃げきを切り上げて逃げ始める。この瞬しゆん間かんこそトルウェイたちには絶ぜつ好こうの機会だった。地面に這はって敵を撃つ伏ふく射しや姿し勢せいを取っていた敵は、撤退に移るために必ず体を起こさなければならない。瞬間的に的まとの大きさがハネ上がるのだ。

「ははっ、こいつは鴨かも撃うちだな……！　噂うわさの亡霊部隊カラ・カルムも大したことないぞ！」

「奴やつらバタバタ倒れてやがるぜ！　ざまぁ見ろ、そのまま本当の亡霊になりやがれ！」

　部下の間からはそんな声も上がるが、トルウェイは彼らほど相あい手てを侮あなどる気にはなれなかった。……陣形の違ちがいは表面的な理由に過すぎない。いま自分たちが有利に立てているのは、もっと遥はるかに深いレベルで策さくを巡めぐらせていた人物が背はい後ごにいたからだと、彼は知っていた。




「──いいかトルウェイ。お前たちの部隊が砦とりでに到着してから三日目、もしくは四日目の日中に、あの亡霊部隊が背後から襲しゆう撃げきしてくる。これはほぼ確実な予測だ」

　砦に向かって出発する前、半なかば強引に本部天てん幕まくまで引っ張ってきた相手に、イクタはそんなことを言い切ってみせた。これにはトルウェイも空いた口がふさがらなかった。

「……ど、どうして断言できるの？　ずいぶん前に襲撃を受けて以来、ぼくらは亡霊部隊と一度も接せつ触しよくしていないし、後方の友軍からも目もく撃げき情じよう報ほうは届いてないはずじゃ？」

「順を追って考えればそうなるんだ。繰くり返し説明しているヒマはないからな、しっかり付いて来いよ。──現時点で亡霊部隊の目的は何だと思う？」

「それは……アルデラ神しん軍ぐん本ほん隊たいの大アラファトラ山さん脈みやくへの侵しん攻こうを支し援えんすることだろうね」

「そのためには何をするべきだ？」

「ぼくたちの防ぼう御ぎよ作戦を妨ぼう害がいする。方法はいろいろあると思うけど……」

「その通りだ。でも実際の話をすると、これまで一度も、僕たちは奴やつらに作戦を妨害されてないよな。それはなぜだ？」

　トルウェイが初めて返答に迷まよったが、イクタはすぐに答えを告つげた。

「何も難むずかしい話じゃない。単たんに、ここの陣地が攻めづらいからだ」

「……あ」

「奴やつらの戦力は多くても一個中隊二百人程てい度ど。正面から攻せめても僕ぼくたちに返り討うちにされる。となると隙すきを見て奇き襲しゆう、それが済すんだらすぐに撤てつ退たい、という一いち撃げき離り脱だつ戦せん法ぽうを取ることになるけど、これは奇襲の直前まで敵てきに見つからないことが前ぜん提ていになる。この陣じん地ちに関して言えば、その実現はほぼ不ふ可か能のうだ」

「確かに、ここは見通しが良すぎる。潜せん伏ぷくに向いた地形はずいぶん戻らないとないし、後方の高台では友ゆう軍ぐんが目を光らせている。ここが見える範はん囲いに隠かくれ潜むだけでも一苦労だろうし、兵を一カ所に集めればすぐに見つかってしまうね」

「そういうことだ。この環かん境きよう下かでは、いくら奴らでもエアライフルの射しや程ていにさえ近付けず、見通しの利きく範はん囲いに留まるのがやっとだ。いまは人員を分ぶん散さんした上で後方に潜伏しているはず。地図でいうと、この辺りにな」

　そう言って、イクタはテーブルの上に置いてあった山さん脈みやくの地図に小さな円えんを書き込む。それ以上前に出ては身みを隠かくしきれず、それ以上後ろでは防ぼう御ぎよ部ぶ隊たいの動きを監かん視しできない。書かれた円は、上手うまい具ぐ合あいにその妥だ協きよう点てんを覆おおっていた。

「ここの陣地の攻めづらさは今後も変わらない。だが、今日を境さかいにひとつだけ状じよう況きようが動く」

　トルウェイはハッとして顔を上げる。相あい手ての言わんとすることが何となく分かってきた。

「……サザルーフ大たい尉いとぼくが、兵を連れて迂う回かい路ろに移動する……」

「そう、敵にとっては待まちに待った好こう機きだ。ここの陣地に隙すきがなくても、砦とりでのほうなら兵の絶対数が少ないし、周しゆう辺へんには友軍の監視の目もない。奴らは確実にお前たちに狙ねらいを移すだろう」

「そうか……。でも、ぼくたちが着いてから三日目か四日目の日中に攻めてくるっていうのは？」

「こっちの監視をかいくぐって西に向かう都つ合ごう上じよう、奴らの取るルートはお前たちよりもずっと遠回りになる。その地図にも予想される進路を書いておいたが、どれを通ってきたとしても、砦への到着はお前たちより大おお幅はばに遅おくれる。襲撃を日中に限ったのは、そうでなければエアライフルの射程を活いかせないからだ」

　亡霊部隊カラ・カルムの位置を推すい定ていした円から、地図上に描いたラインを指が辿たどっていき、それはやがて砦まで辿りつく。……トルウェイたちが砦に着いてから三日目か四日目の日中。その時その場所に、イクタは敵の存在可能性を限定する。

　あの時と同じだ、とトルウェイは思った。サリハスラグ大たい尉いを相手取った模も擬ぎ戦せんの終しゆう盤ばん、誘ゆう拐かいされた姫ひめ殿でん下かを取り戻すためにイクタが巡めぐらせた恐るべき戦せん況きよう予よ測そく。目め隠かくし将しよう棋ぎの盤ばん上じようを思い浮かべるように、目に見えない敵軍と友軍の動向を把は握あくしてみせる神かみ業わざだ。しかも前回と比くらべて、今回は時間・地理の両面でスケールアップしている。

　トルウェイの背せ筋すじをぞくぞくと寒さむ気けが這はい上がった。もし、もしこれが的てき中ちゆうするのなら──。

「おい、ぼんやりするな。ここまでで何か質しつ問もんはあるか？」

　その声でハッと我われに返り、トルウェイは慌あわててこれまでの思考を整理した。

「……敵が長ちよう距きよ離り射しや撃げきに頼たよらず攻せめてくる可か能のう性せいは？　前の時には隊たい列れつのど真ん中にいきなり乗り込んできた部ぶ隊たいもあったけど……」

「ナナに訊きく限りじゃ、砦とりでの辺りはその手の曲きよく芸げいを許すような地形じゃないそうだ。尾お根ねと尾根の谷間を埋うめる形で要よう害がいがあって、左右は絶ぜつ壁ぺき、後方は尾根に向かう長い一本道。見つからずに近付けるようなルートはないと思うし、もしあればそこを警けい戒かいしておけばいい」

「なるほど……。じゃあ、きっとここからが本題だね。砦の後方から長距離射撃で攻めてくる敵を、ぼくの部隊はどうやって迎むかえ撃うてばいい？」

　自分の役割がそれであることは、ここまで来ればトルウェイにも察しが付く。その問といに答える前に、イクタはちらりと天てん幕まくの入り口を見た。時間を意い識しきしているのだろう。話を始めてから、すでに体感で十分ほど経たっている。

「まずは将しよう棋ぎ盤ばんを逆にしろ。お前が亡霊部隊カラ・カルムの指し揮き官かんだったら、この砦をどう攻める？」

「……長距離射撃が前ぜん提ていなら、その問題は銃じゆう兵へい部隊をどこに置くかというところに終しゆう始しするね。まずは周しゆう辺へんの地形を見た上で、砦から百五十メートル前後の直線距離にあって、いちばん射しや線せんが取りやすそうな場所を選ぶよ。身みを隠かくすことが出で来きるかどうかもポイントになる」

　レミオン家の末すえ息子むすこはすらすらと答える。その優ゆう等とう生せいぶりは教きよう師しを安心させた。

「そこまで分かるなら、もう僕ぼくはさっきのお前の質問を繰くり返すだけだ。──そうやって攻めてくる敵を、お前の部隊はどうやって迎え撃つ？」




「──こうやって迎え撃ったよ、イッくん……！」

　そして話は現在いまに繫つながり、四十丁ちようの風ふう銃じゆうから放たれた弾だん丸がんが峡きよう谷こくを越こえて敵に死を運ぶ。少年が予測した亡ぼう霊れいの襲しゆう来らいを前ぜん提ていとして、そこから先の戦たたかいをトルウェイが受け持ったのだ。

　敵が兵を置くだろう場所にはすぐに検けん討とうがついた。射線の問題や山道との位置関係から逆ぎやく算さんして、砦の南側の尾根しかあり得なかったからだ。それを迎え撃つための配置も自然に導みちびき出される。エアライフルの射しや程てい内ないで、敵よりも標ひよう高こうがやや高い位置にあり、兵を分ぶん散さんして置くことが出来て、身を隠すための木こ立だちや茂しげみがあればいい。

　条じよう件けんを満たすのは、敵の反対側に当たる北側の尾根の、やや西寄りの斜しや面めんだった。大変だったのは兵を実際にそこに上げる段階で、南側とは違ちがって北側には尾根に繫つながる山道などなかった。崖がけ登りに近いことが要求されたが、それもどうにかシナークの助けを借りてクリアできた。

　この対たい岸がんの伏ふく兵へいを、亡霊部隊はついに察さつ知ちできなかった。彼らはエアライフルの扱あつかいについて現時点で他の誰だれよりも長たけているが、その反面、敵てき味み方かたに同じ兵器が普ふ及きゆうした後に訪おとずれる戦場の姿を予測していなかった。自分たちだけが持っている新しん兵へい器きの優ゆう位いにおごって、そこで無む意い識しきに思考を停止してしまったのだ。

　イクタの曰いわく──射しや程ていの長ちよう距きよ離り化かによって、新時代の銃じゆう撃げき戦せんは射しや撃げき位置の読み合いになる。攻せめ手が射撃に適てきしたポジションを選ぶのはもちろんとして、守る側もまた、敵がどこから撃うってくるかを見み越こしてそれを迎むかえ撃つことになる。

　逆襲狙撃カウンタースナイプ。その新たな概がい念ねんを、「銃撃のレミオン」の末まつ裔えいは、いまや完全に理解していた。

「少しよう尉い殿どの、敵が逃げます……！」

　多た大だいな犠ぎ牲せいを払はらった敵の残ざん党とうが、尾お根ね道みちを東に撤てつ退たいしていくのが見える。だが「被ひ害がいを出さずに追い払はらった」程てい度どの成果を勝利と呼ぶつもりなど、トルウェイには最初からなかった。

「……ヒュゥッ──！」

　膝ひざ立だちの姿勢で風ふう銃じゆうを構え、呼こ吸きゆうを停止。敵との距離は照準器スコープの性せい能のうをとっくに超こえている。頼たよれるものは己おのれの技術のみ。骨と肉に刻きざみ込まれた、「銃撃のレミオン」としての誇ほこりだけだ。

　極きよく限げんの集中が生む静せい寂じやくの中、その手の内で引き金が絞しぼられた。横風を読んで狙ねらいはやや右寄り、重力との調ちよう和わを企き図とした弾だん道どうは緩ゆるやかな放物線を描えがいて飛ひ翔しようする。

　着ちやく弾だんを見届けることは適かなわない。だが、その一いつ射しやが亡ぼう霊れいの脇わき腹ばらに吸すい込まれていくことを、狩人かりうどは撃った瞬しゆん間かんにもう確かく信しんしていた。

「……ひとりも逃がさない」

　単たんなる勢いきおいで言った言こと葉ばではない。この尾根に伏ふせてあった風ふう銃じゆう兵へいはエアライフル装備の一個小隊四十人、砦とりでに残してある風銃兵は通常装備の一個小隊三十三人。トルウェイの指し揮き下かには総勢で百七人の風銃兵がいる。では、残りの三十四人は、いまどこに？







「──かッ──ぁ……！」

　撤退の最さい中ちゆう、脇腹に灼しやく熱ねつが走った。それでも止まるわけにはいかず、萎なえかけた両足に力を入れて、亡霊部隊カラ・カルムの隊長は走り続ける。……仲なか間まの屍しかばねを晒さらしたままの逃走に、もはや亡霊としての面めん目ぼくはないとしても。

「何人、やられた……!?」

「死し亡ぼう者しや、重じゆう傷しよう者しや合わせて、おそらく四十以上……！　半数は脱だつ落らくです！」

　予想を超こえる数字に、影の頭とう目もくは呻うめいた。敵に先せん手てを取られた後で状じよう況きよう把は握あくに要ようした時間、反はん撃げきを試こころみて費ついやした時間、伏ふく射しや姿勢からの撤退に使った時間……それらのロスの容よう赦しやない合計がもたらした結果だ。通つう常じようなら全ぜん滅めつと判断される被害である。

「……ッ、もう一度潜せん伏ぷくして、次の機会を待つ。こんな失しつ態たいは許されん……！」

　そう言って走り続ける影の頭目は、本人も意い識しきしないうちに、敗北の衝しよう撃げきと脇腹の激げき痛つうから冷れい静せいさを失っていた。次のことを考えるにはまだ早かったのだ。なぜなら彼らは最初の地じ獄ごくから逃げ切ってさえおらず、

「な──」

　その不用心のツケは、尾お根ね道みちに立ちふさがる帝てい国こく兵へいの戦せん列れつ横おう隊たいとなって、目の前に現れた。

　亡ぼう霊れいたちの足が止まる。左右への逃走を許さない尾根道で三十四の銃じゆう口こうに正面から出迎えられて、その状じよう況きようが限りなく絶ぜつ望ぼうに近いことを全員が悟さとる。……彼らはもっと早く気付くべきだった。この地獄が始まったその瞬しゆん間かんから、とっくに自分たちは狩かられる側に回っていたのだと。

「撃ぇえええええ！」

　号ごう令れい一いつ下か、圧あつ縮しゆく空気の炸さく裂れつを経へて一いつ斉せいに弾だん丸がんが放たれる。それを受け止める以外の選せん択たく肢しを、亡霊たちは何一つ与えられなかった。







「──冗じよう談だんだろ、おい」

　ごく短い時間に起こった戦たたかいの一いち部ぶ始し終じゆうを、ハッラー大たい尉いは望ぼう遠えん鏡きよう越ごしに見届けていた。蜘蛛くもの子を散らすように撤てつ退たいを始めた友ゆう軍ぐん部ぶ隊たいが、その逃走先で容よう赦しやのない追つい撃げきを受けたところまで。

「あの亡霊部隊カラ・カルムが返り討うちにされやがった……！」

　歯は軋ぎしりして望遠鏡から目を離はなす。信じがたい現実を前に、それでも彼に呆ほうけている暇ひまはない。必ひつ勝しようの策さくが成ならずとも、指し揮き官かんとしての務つとめは残っていた。

「……仕し方かたねぇ、攻せめるぞミタ曹そう長ちよう。伏ふく兵へいに回した分だけ、今なら敵てきの兵力は分ぶん散さんしてる」

「ええーっ！　たぶんソッコー戻ってくると思うけど!?」

「だからこっちもソッコーで攻め落とすんだよ！　おら行くぞ！」

　有う無むを言わさず副ふく官かんを担かつぎ上げて、ハッラー大尉は指揮下の部隊に走り戻る。八はち割わりがた失敗すると分かっている総そう攻こう撃げきの命令を、そこで苦く渋じゆうの思いで下した。そうする以外にどうしようもなかった。





＊






　機き動どう防ぼう御ぎよ作戦開始から四日目の夜。本ほん陣じんで指揮を執とるイクタに、西から朗ろう報ほうが運ばれた。

「……そうか。トルウェイはうまくやったか」

　伝でん令れい兵へいからその報ほう告こくを受け取ったことで、イクタはひとつ肩の荷が下りた気分になった。彼のプランの中で、亡霊部隊カラ・カルムとの対決は最大の山やま場ばだったのだ。

「出戻りで悪いけど、こっちからも光ひかり信しん号ごうを打ち返してくれるかい。──『よくやった。あと三日間砦とりでを守ったら撤てつ退たいに移れ』と」

　メッセージを預かった伝でん令れい兵へいが駆かけ足で去さっていく。その背中が闇やみの中に消えると、また別の人物をクスの周照灯ランタンが照てらし出した。夜の帳とばりの下、光を受けた炎えん髪ぱつがきらめく。

「ヤトリ小隊、西側第二区く画かくの延えん焼しよう工こう作さくを完かん了りよう。その際に遭そう遇ぐう戦せんがあって、作業を手伝っていたシナーク族から負ふ傷しよう者しやが三名発生。ただちに全員を野や戦せん病院に搬はん送そうしたわ」

「お疲つかれさま。しかし君の上着、返り血でガビガビだなぁ」

「愉ゆ快かいじゃないけど、みんな似にたようなものよ。──ところで今の報ほう告こくだけど」

　ヤトリが尋たずねようとしたところで、ふいにイクタの腹はらの虫が盛大に鳴った。その音のあまりの大きさに、本人まで目を丸くする。

「……まずい。僕ぼくとしたことが、前にいつ食事を取ったか思い出せない」

「まだ食べてないの？　兵の夕ゆう飯はんはとっくに済すんでいる時間じゃない」

「食事を取るように命じた覚えはあるんだけど……。そういえば、朝からコカの葉しか口に入れてないかも」

　その事実を強きよう調ちようするように、少年の内ない臓ぞうが再ふたたび唸うなり声を上げた。ヤトリは呆あきれ顔で身をひるがえす。

「ちょっと待まってなさい。糧りよう食しよくの天てん幕まくから何か持ってくるわ」

「ありがたい。できればメニューを見せてもらえるかな？」

「残念だけど、あそこは薄うす焼やきパンと干果ドライフルーツと干ほし肉の専せん門もん店てんよ」

　軽かる口くちを交かわして走り去ったヤトリだが、それから一分と経たたずに風ふ呂ろ敷しきを抱かかえて戻ってきた。本部天幕の前に置いた椅い子すに座すわりっぱなしだったイクタも、しばらくぶりに腰こしを上げる。

「一人飯めしってのも味あじ気けないな、ちょっと付き合わない？　作業完了の報告が今ってことは、君もまともな夕飯は取ってないんだろ？」

「そのつもりで二人分持ってきたわ。マシューとハロがいないのは残念だけどね」

　それで話が済むと、まずイクタが地面に腰を下ろし、その背中を借りる形でヤトリも座った。傍はた目めには不ふ思し議ぎな背中合わせのスタイルだが、二人にとっては学生時代から馴な染じんだ姿勢だ。

　互たがいの顔は見えず、ただ背中越ごしに体温を感じながら、彼らは食事を始める。

「さっき伝令が持ってきた報告だけど。あれ、砦に行ったトルウェイの関係？」

「うん。どうやら無事に亡ぼう霊れいをとっちめたらしい。次会った時には君から褒ほめてやってくれ」

「？　なんで私からなのよ。具ぐ体たい策さくを授さずけたのはあんたでしょ？」

「無理。あのイケメンを褒めるという行こう為いは、僕ぼくの精神が許きよ容ようできる限界を大おお幅はばに超こえている」

　その言い分に呆れつつ、ヤトリは手の中の干ほし杏あんずを一口かじった。

「……敵てきの指し揮き官かんは仕留めたの？」

「分からない。報告によると、百人強きようで襲しゆう撃げきをもくろんだ敵てき部ぶ隊たいの半分以上は仕留めたようだ。エアライフルで遠えん距きよ離り射しや撃げきを試こころみた連中はほぼ全ぜん滅めつで、最後にそいつらの助けに入った白はく兵へい部ぶ隊たいも相そう当とうな被ひ害がいを受けながら逃げて行ったらしい。現場には多くの遺い体たいが残されたようだけど、なにしろ亡ぼう霊れいを自じ認にんする連中だからね。指し揮き官かんにそれと分かるような目め印じるしがあるかは疑問だよ」

　干ほし肉を嚙かみちぎりながらイクタが言う。ヤトリは口の中の干果ドライフルーツをごくりと飲み込んだ。

「……手て柄がらを取られたかしら」

「かもしれないね。君としては、やっぱりデインクーン准じゆん尉いの仇かたきが討うちたかったかな」

　遠えん慮りよなくそう言われて、ヤトリは苦く笑しよう気ぎ味みにため息いきをついた。

「そうね、それもあった。あの男を仕留めそこなったままの私だと、いつか彼の墓はかを参まいる時に、騎き士しとして胸むねを張れないと思ったから」

「その役割もトルウェイが代わるさ。あいつだって立りつ派ぱな帝てい国こく騎士なんだし」

「まったくその通りね。……トルウェイの勝ちだわ、今回ばかりは」

　言いつつ、座すわる時に腰こしから外して地面に置いた二に刀とうの鞘さやを、ヤトリは手で軽く撫なでた。

「……もっと大きな視し点てんで見れば、勝ち負けを論じる時期さえ過すぎたのかもしれない。戦場に革かく命めいを起こすとあんたが予言した通り、エアライフルの威い力りよくは圧あつ倒とう的てきだわ。あれが量産されて普ふ及きゆうするとすれば、戦争の在あり方はこれまでとまったく違ちがう様よう相そうを見せるでしょう」

「今に始まったことじゃないさ。従じゆう来らいの滑腔風銃エアシユーターだって当初は同じことが言われていたし、さらに遡さかのぼればボウガンの発明も当時の軍人たちに衝しよう撃げきを与えたはずだ。その時期のエピソードが君の家にも伝わっていたと思うよ」

「『矢や払ばらい』の逸いつ話わね。……あのエピソードにも、イグセムの権けん威いを保つ以上の意味はないのよ。放たれたボウガンの矢を見切って剣けんで払はらいのける、それは確かに誇ほこるべき妙みよう技ぎだけれど、ほとんどの兵士は再さい現げんできないわ。だったら軍ぐん事じ的てきな進歩とは呼べない」

「確かに、使い手を選ばないというのは、ボウガンにせよ風ふう銃じゆうにせよ言えることだね。兵士一人ひとりの技量を平へい均きん化かしたい軍隊にとって、兵器は扱いやすいほどありがたいものだから」

「そう、扱いやすさは最さい低てい条じよう件けんでしょうね。……でも、ボウガンや滑腔風銃にも共通するその点とは別に、エアライフルだけの決定的な進歩がひとつある」

　左右の手のひらで大きな間かん隔かくを空あけて、彼女はそれを表現した。

「間合いの長さ。百メートル以上先の相手を有ゆう効こう射しや程ていに収める性せい能のうが、今後の戦場における敵てき味み方かたの距きよ離り感かんを決定付けることになるわ」

　イクタはとっさに口を閉ざした。その先を口にする権けん利りは、彼女自じ身しんにしかなかった。

「遠間からの撃うち合いが主体の戦場では、白兵戦の機会もずいぶん減るでしょうね」

『白兵のイグセム』の末まつ裔えいが、ある種の諦てい観かんをもって、その結論を言こと葉ばにした。

「剣けんの時代の終わり──なんて言い方は遅おそきに失しつするかしら。エアライフルの登場を待まつまでもなく、槍やりにも弓ゆみにもボウガンにも剣の地位は揺ゆるがされてきたわ。なら、その時代はとっくに終わっていたとも、過か去こから現げん在ざいにかけてゆっくり終わり続けて来たとも言えるかもしれない」

　背せ中なか越ごしの告こく白はくにじっと耳を傾かたむけていたイクタが、言こと葉ばを選んで、そこで静かに口を開いた。

「……『白はく兵へいのイグセム』から『銃じゆう撃げきのレミオン』へと戦場の主しゆ役やくが交代する。エアライフルの登場がその決定的な一押しになるだろうことは確かだ。でも……技ぎ術じゆつ提てい供きように一ひと役やく買った言い訳わけじゃないけれど、僕ぼくはそれが君にとって悪いことだとは考えていない」

「あら、どうして？　まぁ私も別に悪い報しらせだとは思っていないけれど……」

「いまの君には背せ負おうものが大きすぎる。それが減るのは、僕にとって朗ろう報ほうだよ」

　その答えに微笑ほほえみを零こぼして、ヤトリは後ろの少年に軽く頭をぶつけた。

「その分がトルウェイに回されるってこと、忘れてない？」

「どんどん回してやればいい。あいつだって君の分なら喜よろこんで請うけ持つだろうさ。そのための器うつわも、どうやら順じゆん調ちように育っていってるようだしね」

「育てている本人の台詞せりふじゃないわね。……もしかして、あんたが軍に入った当初から何かとトルウェイを支し援えんしてきたのも、エアライフルの普ふ及きゆうを前ぜん提ていにした下した地じ作りだった？」

「どうだろうね。構こう想そうめいたものはあったけど、なにせ動機の薄うすかった僕だから、結局は必ひつ要ように迫せまられての成り行きだった気もする。北ほく域いき動どう乱らんの勃ぼつ発ぱつや、『アナライの弟で子し』として託たくされたメッセンジャーの立場も含ふくめて、多くのファクターがこのタイミングでのエアライフル導どう入にゆうを促うながしてきた。その結果に過すぎないと思うよ」

「それもそうね。あんたは時計の針はりを進めただけ、か……」

　ヤトリがため息いきをつく。そこで珍めずらしく少しためらってから、少年は言った。

「じゃあ、仮かりに──全すべてが君の肩を軽くしたい一いち念ねんだったと言ったら、君は怒おこるかな」

「頼たのんでいないけど、怒りはしないわよ。だって私自じ身しんにも予感はあった。いずれ時代がイグセムを追い越こしていくことへの、ね」

　炎えん髪ぱつの少女は感かん慨がいを込めてそう言い、星ほし々ぼしの瞬またたく夜空を、遠い目で仰あおいだ。

「──主しゆ人じんの死した後も変わらず家を守り続ける。そんな忠ちゆう犬けんの話を、たまに聞くわね」

「…………」

「でも、それってどうなのかしら。その犬いぬにはひょっとしたら、単たん純じゆんに主人が亡なくなったという事実が分かっていないだけなのかもしれない。肉が腐くさって蛆うじの湧わき始めた亡なき骸がらでも、守り続けていればいつか起き上がると、そう信じたいだけなのかもしれない」

　それが何の喩たとえであるかは尋たずねるのも愚おろかだった。相あい手ての胸きよう中ちゆうを思って、イクタは唇くちびるを嚙かむ。

「同じ『忠ちゆう義ぎの御ご三さん家け』の中でも、イグセムは保ほ守しゆ、レミオンは革かく新しん、ユルグスは中ちゆう道どうとよく言われるわ。『軍人は政治に関与しない』がイグセムの信しん条じようだから、保守というのも本当は正しくないんだけれど……その存そん在ざいが帝てい国こくの現体制を守り続ける番ばん犬けんになっている以上、事実はそういうことなんでしょう」

「……イグセムとレミオンのスタンスの違ちがい。それを原げん因いんとする対立も、歴史上に何度となく起こってきたことだったね」

「ええ。それでも、今までは何とかやってきたわ。他の追つい随ずいを許さない戦場での活かつ躍やくと、皇こう帝ていを擁ようして乱らん世せを収めた時代にそれを主しゆ導どうした経けい緯いから、御ご三さん家けの筆ひつ頭とうはイグセムだという共通認にん識しきがあったから。……でも、戦場での活躍という点でレミオンの後こう席せきを拝はいしつつある今後、歴史的な権けん威い付づけだけでは、旧きゅう軍ぐん閥ばつ名めい家か筆ひつ頭とうの立場を保てないでしょう」

　それは同時に、帝てい国こく内ない部ぶにおけるパワーバランスの変化をもたらす。イグセムの衰すい退たいは保ほ守しゆ派はの衰おとろえを呼び、レミオンの興こう隆りゆうは革かく新しん派はを勢い付ける。──革新の是ぜ非ひを論じる以前に、最大の問題はそこに至いたるまでの対立の時期にあるだろう。それはキオカが喉のどから手を出してでも欲ほしがる侵しん略りやくの好こう機きとなるだろうから。

　遠からず皇帝は崩ほう御ぎよする──シャミーユ殿でん下かからそう知らされたことを、イクタは思い出す。それに伴ともなって宮きゆう中ちゆうで起こるだろう腐ふ敗はい貴き族ぞくたちの対立を彼は知らされている。その時期はおそらく、イグセムとレミオンの対立とも重なる。帝国の政と軍が同時に割れるのだ。

「自分はいま、本当に帝国しゆじんを守っているのか。これから先も守っていけるのか。──番ばん犬けんでさえ、それを考えずにはいられないのよ」

　夜空を仰あおいだままヤトリは告つげた。──皇帝の先が長くないことを、彼女はまだ知らない。だが帝国が北と東で他国の脅きよう威いに晒さらされている今、軍が割れる可か能のう性せいだけでも懸け念ねんには足たりる。

　猶ゆう予よは短かった。何と戦たたかい、何を守るか。その時が来れば、彼女は必かならず決断を迫られるのだ。

「時代を越こえて変わらないこと、それがイグセムの存そん在ざい意い義ぎだと父様は言ったわ。だとしたら悩なやむ余よ地ちもない。いまトルウェイが研とぎ上げている牙きばは、やがて私を討うつためのものになるのかもしれない」

「そんな結果には僕がさせない。だから君は、めいっぱい時間を使って悩むといい」

　決意を込めてイクタは告つげた。その声の力強さが嬉うれしくて、ヤトリは夢ゆめ見みるように目を閉じた。

「変わらないことがイグセムの意い義ぎなら、変わっていくことがヤトリシノの意義だ。君がどちらからも目をそらさないことを僕は知っている。君の出す結論が何であれ、それが尊とうといものであることを僕は知っている。だから──」

　想いばかりが先走る。それを理性で懸けん命めいに押さえて、イクタはその先を言葉にした。

「──だから僕は、君の出す結論が、より良い未来に繫つながるように手伝うよ。君が君として胸むねを張って生きられるその日が来るまで、僕は君の隣となりにいる」

　戦火の中で見上げる星空の下、イクタはその時、人生でもっとも尊い約やく束そくのひとつを交かわした。ヤトリは何も口にせず……ただほんの少しだけ余よ計けいに、少年の背中に体重を預けた。







　翌よく日じつは、機き動どう防ぼう御ぎよ作戦を滞とどこおりなく続けるうちに過すぎていった。火か線せんの綻ほころびはガガルカサカン大森林全体で徐じよ々じよに増えつつあるが、残りがあと二日と考えればしのげないほどではない。

　この四日間、イクタは指し揮き官かんとしてよくやっている。人員に余よ裕ゆうがない中、一定のペースを保ちつつ兵を使い潰つぶさない用よう兵へいは出しゆつ色しよくの技わざと言っていい。交こう代たい要よう員いんのいない指揮官自じ身しんの疲ひ労ろうについては、仕事の合間の居い眠ねむりと、コカの葉を口に詰つめ込む以外にどうしようもなかったが。

「まったく、後でどれだけ怠なまければ帳ちよう尻じりが合うのか、今から想像するだけで楽しくて仕し方かたないな……」

　膿うみかけた小こ指ゆびの傷きず口ぐちが、じくじくとした痛いたみを飽あきもせず訴うつたえてくる。その苦く痛つうを顔に出さないための努力も並なみ大たい抵ていのものではない。

「──は？　すいません、いま何と言われましたか」

「ごめんごめん、こっちの話。──えーと、君たちの部ぶ隊たいはここから東第二区く画かくに油あぶら十袋と藁わらを運べるだけ運んでね。それが済すんだら同じ場所で木を切って薪まきを確かく保ほしておくこと。それから……ごほっ、ちょっと待まって、喉のどが枯かれた」

　衰おとろえを知らない日差しに焼かれながら迎える午後二時過すぎ。彼が潰つぶれかけの喉を水で潤うるおしているところに、伝でん令れい兵へいが息いきせき切って駆かけてきた。

「イクタ中ちゆう尉い殿どの、報ほう告こくです！　森の向こうの敵てきに増ぞう援えんが到とう着ちやくしました！」

　聞いた途と端たん、少年は口の中の水を盛大に噴ふき出した。運うん悪く目の前にいたスーヤ曹そう長ちようが悲鳴を上げるが、それに構かまう暇ひまもなく、イクタは伝令兵を問とい詰つめる。

「ちょい待ち。増援が接近ならともかく、いきなり到着って何？」

「はっ。どうやら東に大回りのルートを取ってきたようで、山の上の友ゆう軍ぐんにも到着の寸すん前ぜんまで補ほ足そくできなかったということです」

「わざわざ遠回りして来たってことかな。増援の規き模ぼは？」

「それが百人そこそこのようで……。ただ、馬車を六台引いています」

　予想外の情報がふたつ並んで、イクタは考え込んだ。──ここで百人程てい度どの増援があっても戦せん況きようになんら影えい響きようはないが、それだけに敵の意い図とが読めない。このタイミングで到着したということは、出発の時点から遠回りさせてきた別べつ働どう隊たいのはず。いったい何の意味があるのか？

「……その増援部隊は、到着してすぐに敵てき本ほん隊たいと合流したの？」

「いえ、到着したのは森の東側でして……。ちょうど例の気き球きゆうが浮かんでいた辺りです」

「いちばん東の林りん道どうの辺りか……。気球はあの一機が浮かんだり降りたりだったけど、周しゆう囲いをうろちょろしていた騎き兵へい部隊もいたね。そっちはどうなった？」

「相変わらずです。同じところを意味もなく走り回っていると」

　昨日きのう感じた引っかかりが、違い和わ感かんを増して再ふたたび表れた。イクタは腕うでを組んで考え込んだ。
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「Ｙａｈ、お疲つかれさま。よく今日の日にち没ぼつに間に合わせてくれたね」

　同じ頃ころ、ガガルカサカン大だい森しん林りんの東側では。六台の馬車と共ともに疲ひ労ろう困こん憊ぱいして辿たどり着いた増ぞう援えんの兵士たちを、ジャンが惜おしみなくねぎらっていた。

「ゆっくり休ませてあげたいところだけど、ちょっと急ぎの用事でね。もう少しだけ僕ぼくに付き合ってくれ。──天てん空くう兵へいのハザンタ軍ぐん曹そう、いるかい？」

　ジャンが呼びかけると、名指しされたキオカ兵がすぐに走ってきた。彼と面めんと向かうと、白はく髪はつの将しようは申もうし訳わけなさそうに視し線せんを斜ななめ後ろにやる。そこにあったのは、気き囊のうにガスを詰つめた上で地面に重おも石しで固定された気き球きゆうだった。

「疲れているところ悪いんだけれど、君のチームにはあれに乗って着ちやく弾だん観かん測そくをしてもらいたい。見ての通り敵てきが森の向こう側でね。地上からでは着弾地点を見通せないんだ」

「はっ！　……ということは、さっそく積つみ荷にを使うのでありますか？」

「Ｓｙａｈシア！　そう、六ろく門もん全部使う。観測するのも一苦労だと思うけど、その結果は光ひかり信しん号ごうで順次送ってくれ。それに合わせて地上でも兵を動かすから」

　命令を受けた兵士が仲なか間まを呼びに駆かけ戻っていく。それを見送るジャンのもとにミアラ中ちゆう尉いが馬を駆ってやって来て、上じよう官かんの前に来たところで鐙あぶみを蹴けって地面に下りた。

「騎き兵へいの準備が済すみましたことを報ほう告こくします、アルキネクス少しよう佐さ」

「ご苦労様。ちゃんと全員、あのコースを体で覚えたかい？」

「もはや目を閉じていても走れるレベルかと。……それでジャン、本当にあなたも参加するのですか？」

「Ｈａｈ、当たり前じゃないか。ここにひとりで残ってアクガルパ大たい将しように叱しかられるのは嫌いやだよ、僕ぼくは」

「……ですが私たちに比くらべて、ジャンはあのコースでの練習時間を半分以下しか取っていません。それで本番に挑いどみ、万が一がないとは……」

「Ｎｙａｔｔニエツト！　君たちの馬ば術じゆつの教きよう官かんが誰だれだったか忘れたのかい？　障しよう害がい飛ひ越えつだって、あれ以上の難なん度どのものを何度も実じつ演えんしたと思うけど」

　自信に満ちた顔でいる上官に、ミアラはため息いきをついて説せつ得とくを諦あきらめた。

「でしたら、もう止めません。間ま違ちがっても途と中ちゆうで馬から落ちないでくださいね。いくら私でも、炎ほのおの中を助けに行くのは骨ほねですので」

　ふたりが話している間に、その近くでは着々と馬車から積荷が下ろされていた。六台の馬車に一つずつ積まれていたのは、無ぶ骨こつとしか言いようのない鉄てつ製せいの大おお筒づつだ。風ふう臼きゆう砲ほうの最大クラスに似にているが、それよりもさらに一回り以上サイズが大きく、砲ほう身しん部分の鉄はより分ぶ厚あつい。それにいくつかの金きん属ぞく製せい部ぶ品ひんと清せい掃そう用具が付ふ属ぞくし、さらには車輪付きの砲ほう架かが用意された。

「しばらく撃うってないからなぁ、不安なのはむしろこっちかもしれない。──Ｍｕｍ、そろそろ日も暮くれてきたから作業を急いで！　準備が出で来きたものから林りん道どうを運んでいくよ！」

「この分だと早そうですね。私も騎き兵へい部ぶ隊たいを準備させておきましょう」

　そう言って馬にまたがると、ミアラは後ろに残してきた騎兵たちのほうに駆かけ戻っていった。砲ほう兵へいたちの作業も順じゆん調ちように進み、巨きよ大だいな本体が砲架に載のせられると、それを馬に引かせる形で林道を進み始める。

　ガガルカサカン大だい森しん林りんのもっとも東側に位置するこの林道は、アルデラ神しん軍ぐんの到とう着ちやく当初から迎むかえ火を放っておいた甲か斐いもあって、今日までに炎ほのおの壁かべはかなり薄うすくなっている。それでも百メートル以上は燃え盛る道が続くので歩ほ兵へいでの突とつ破ぱは望めないが、砲ほう撃げきが向こう側に届とどくレベルには達していた。

「──Ｙａｈ。ばっちり六ろく門もん並ならんだね」

　林道のさなか、炎と煙けむりから多少の距きよ離りを置いた場所に、巨大な砲ほうが六門並べて置かれた。本来なら道の横よこ幅はばをはみ出しているところだが、設せつ置ち場所の地面は広こう範はん囲いに整備してあった。

「性せい能のうアピールのためにアルデラ本国に持ち込んだはいいものの、予想以上の反発を受けて、倉庫に放り込まれたまま埃ほこりをかぶっていた六門……。今日も表おもて立だって使えるわけじゃないけれど、それでもようやく活かつ躍やくの機会がきたよ」

　三百の騎兵を縦じゆう列れつで後ろに従したがえて、その先頭でミアラと並んで馬に乗りながら、ジャンが無む邪じや気きにそう言った。彼の前では、砲兵たちが風かぜ精せい霊れいと火精霊を準備して命令を待っている。

「装そう塡てん開始！」

　指示が下され、いよいよ兵たちは砲撃準備を開始した。まずは砲ほう口こうにブラシを入れて内部を清掃し、それが済すんだところに、一ひと抱かかえもある楕だ円えん球きゆう形けいの砲ほう弾だんを押し込んでいく。

「揚気ガス注入！」

　火精霊持ちの砲兵が、パートナーに水を飲ませた上で両手の「火か孔こう」に手を置き、「火を点つけろ」と例の達たつ成せい不ふ可か能のうな命令を下す。主あるじを傷きず付つけられず、命令を無む視しもできない精霊たちは、奇き妙みような妥だ協きよう点てんとして跳ちよう炎えんの素もととなる「揚気」を生産する。すかさず精霊の両手にノズルを取り付けることで、作り出された揚気は樹じゆ脂し性せいのホースを通って運ばれていく。それはやがてホースで連結された風精霊の背中にある排はい気き・吸こ気き兼けん用ようの穴あなに辿たどり着き、さらには胴どう体たいの「風かざ穴あな」から砲ほう身しんの根元へと吹き込まれて、高こう圧あつで圧あつ縮しゆくされる。

「照しよう準じゆん！」

　レティクル入りの照準器スコープを覗のぞき込んだ兵士が砲の狙ねらいを調整する。現状では目標を直接視し認にんできないので、次じ弾だんでの調整を前ぜん提ていに、林道の終点をイメージして当とう座ざの狙いを固定する。

「発はつ射しやッ！」

　砲身内部に分ぶ厚あつい隔かく壁へきが降りる。風精霊との接続が遮しや断だんされ、その動どう作さに伴ともなう摩ま擦さつが火ひ打うち石いしと同じ原げん理りで火花を生み、限界まで詰つまった燃ねん性せいガスに決定的な刺し激げきを与えた。
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　晴せい天てん下かにもかかわらず、帝てい国こく兵へい士しのほとんどは、それを落らく雷らいによる轟ごう音おんだと勘かん違ちがいした。

「…………ッ!?」

　例外的に真しん相そうを察したイクタは、そのために一いつ瞬しゆんで顔色を青ざめさせた。起きてはいけないことが起こっている。理由を言げん語ご化かするまでもなく、その事実だけは明めい白はくだった。

「……後方からは東側の状じよう況きようが見えているはずだ！　連絡はまだか!?」

　伝でん令れいの姿を求めてイクタが視し線せんを背はい後ごにやると、そこにはちょうど報ほう告こくを抱かかえた兵士が全速力で駆かけて来ていた。指し揮き官かんのもとに辿たどり着くと、彼は息いきを整える間も惜おしんで報告する。

「ほ、報告です……！　もっとも東側の林りん道どうで、火か線せん越ごしの砲ほう撃げきが始まりました……！」

　兵の声を打ち消すように、その音が再ふたたび東から轟とどろく。兵の間にも動どう揺ようが広がり始めた。

「砲は何門もんだ、兵は塹ざん壕ごうにこもって無事でいるか!?　あそこの林道が直線気ぎ味みで比ひ較かく的てき短いことは最初から分かってた、砲撃への備えはしてあったはずだ！」

「ほ、砲の数、友ゆう軍ぐんの死し傷しよう者しやともに、いまだ不明。しかし、報告によれば塹壕が……」

「塹壕が……？」

[image: ]

　イクタがオウム返しに尋たずねる。まるで忌いみ言こと葉ばでも口にするように、兵士は怯おびえながら答えた。

「砲ほう撃げきに備えて造った塹ざん壕ごうが、たった一いち撃げきで破は壊かいされたとのことです……！」
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　一方、アルデラ神しん軍ぐん本ほん隊たいでも、轟ごう音おんに驚おどろいたアクガルパ大たい将しようが天てん幕まくの外に駆かけ出していた。

「何の音だ、一体……。これも若造のしわざか？」

　気き球きゆうの時とは違ちがい、砲撃の実行に当たってジャンから事前の連絡はなかった。……気球を浮かべた一いつ件けんで多くの将しよう校こうから不ふ興きようを買ったことで、白はく髪はつの将しようは現げん在ざい、名めい目もくばかりの監かん視し任にん務むを与えられて森の東側に隔かく離りされている。が、それは表おもて向むきのことだ。宗しゆう教きよう的てき戒かい律りつに囚とらわれない行動の自由を欲ほしたジャンに、本隊から距きよ離りを置かせるという形でアクガルパ大将が便べん宜ぎを計はからった、というのが事の真しん相そうである。

「雷かみなりにしては音の連続に規き則そく性せいが感じられます。……まさかとは思いますが。大将殿どの、これは」

　ミシュリ中ちゆう佐さが予感に眉まゆをしかめる。それで上じよう官かんもその「まさか」に思い至いたった。

「……他の荷物に紛まぎれて運べる大きさでもないのに、どうやってここまで運んだのだ？　そもそもあれは基地の倉庫に放り込んであったはず。いつ持ち出したのだ？」

「ここで考えるよりも本人を問とい詰つめるべきでしょう。行きますか、大将殿」

　そう言って天幕の出口を指差す副ふく官かんに、少し考えてから、アクガルパ大将は首を横に振った。ひどく苦い面おも持もちで。

「……今から止めに行っても遅おそいであろうし、ヤツに叱しつ責せきを重ねてもワシらには何の得とくもない。それにおそらく、これは若造のとっておきの策さくだろう。ここでも西の迂う回かい路ろでも突とつ破ぱ口こうを開けずにいる以上、いっそヤツの好すきにやらせてやるのが上じよう策さくだ」

「それで将校たちが収まるでしょうか。誰だれかが気球の時のように駆け込んでくるかもしれません」

「心配せずとも、これが何の音であるか断言できる人間は我わが軍におらん。ワシらでさえ現物を見た記き憶おくから想像しているに過すぎんし、兵の大部分は何が起こっているかも分からんだろう」

「だとしても、アルキネクス少しよう佐さのしわざと見けん当とうを付けた誰かが、直接本人を問い詰めに行くかも。ギッスーパ大たい佐さ辺あたりならやりかねません」

「そこまで面めん倒どう見切れるか！　……第一、あれだけ派は手でに音を立てているようなら、横よこ槍やりを気にするような段だん階かいにはもはやないと見るべきじゃろうよ。そんな下した手でを打つ男ではない」

　放置の方ほう針しんで心を固めて、アクガルパ大将は腰こしを下ろしている椅い子すに根を張った。そんな上官の手て元もとから、ミシュリ中佐はため息いきをついて空からになったカップを取り、何も言わずにお代わりを淹いれ始めた。
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　頭上に雷らい雲うんはなかったはずだ。崩くずれかけた塹ざん壕ごうの隅すみで震ふるえながら、彼はそう思っていた。

　得え体たいの知れない大だい衝しよう撃げきが天から続けざまに降ってきて、砲ほう撃げきに備えて造った塹壕を紙かみ細ざい工くのように壊こわし、中に隠かくれた兵たちをまとめて叩たたき潰つぶす。そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの時間がどれだけ続いたのか、正確なところは彼には分からない。

「……止んだ、のか……？」

　だが、それもひとまず終わりを迎えたことは確かなようだ。頭上からの圧あつ力りよくが薄うすれた陣じん地ちの中、彼はおそるおそる立ち上がり、周まわりを見回した。

　ひどい有あり様さまだった。全部で四つあった塹壕は三つが崩くずれ落ち、そこから屍しかばねと一いつ緒しよに生き埋うめになった兵たちの呻うめき声が聞こえてくる。それ以外の場所でも被ひ害がいは激しく、雷に似た何かが直ちよく撃げきしたと思われる地面の周しゆう辺へんでは、腰こしから下を失った仲なか間まが三人倒たおれていた。

「……何があったんだ……。……これ、砲ほう弾だんか……？」

　仲間に無む残ざんな死を与えた挙あげ句く、深い穴あなを穿うがって地面に埋うもれた何かの姿を、彼は近寄って覗のぞき込んだ。土に隠れて一部分しか見えないが、その鉄の質しつ感かんは砲弾のそれとしか思えなかった。

　だが、この惨さん状じようが砲撃の結果だとは、彼にはどうしても信じられなかった。彼の知る風ふう臼きゆう砲ほうは、このような神しん罰ばつめいた威い力りよくを発はつ揮きする兵器ではない。手抜きなく造った塹壕ごと兵を押し潰つぶすような兵器では、断じてあり得ない。

「た、助けてやらないと……」

　負ふ傷しよう者しやがあちこちで苦く痛つうの声を上げている姿を見かねて、彼と同じように五ご体たい満まん足ぞくで生き残った者たちが集まり始めた。その中の一人が言い出す。──何が起こったのか分からないが、とにかく怪け我が人にんを助けて、被ひ害がいと状じよう況きようを本ほん隊たいに報ほう告こくしよう。

　誰だれにも異い論ろんはなく、その方ほう針しんでまとまりかけた時、またしても奇き妙みような音が彼らの鼓こ膜まくを震ふるわせた。しかし、それは雷かみなりと間ま違ちがうような轟ごう音おんではなく、彼らにも聞き覚えのある響ひびきだった。

「……馬の、足音……？　大勢の……」

　この惨状を知った友ゆう軍ぐんが駆かけつけてくれたのかと期待して、彼は西の方角を見た。だが馬を駆る仲なか間またちの姿はそこにはなく、同時に音の方向もそちらではないことに気付かされる。

「え……？　だって、そっちって……」

　音に誘いざなわれる形で、彼は北の方角に視し線せんをやった。そして否いや応おうなく気付く。林りん道どうをふさぐ最後の壁かべとして造られたバリケードが、三つの塹壕と同どう様よう、ばらばらに壊されていることに。

　散らばった残ざん骸がいと距きよ離りを隔へだてて、今なお燃え盛る炎ほのおの内にある林道の様よう子すが目に入った。その方向は、馬の足音が響いてくる方向と完全に一いつ致ちする──彼がそう気付いた瞬しゆん間かん、火か炎えんを内側から突つき破やぶって、それらは疾しつ走そうしてきた。

「なっ───！」

　騎き兵へい、だった。馬も人も、水に浸ひたした分ぶ厚あつい布ぬのを全ぜん身しんにかぶった異い装そうの軍ぐん勢ぜい。それを盾たてにして熱気から身を守りながら、疾走のスピードを武器に、彼らは炎ほのおの中を抜けてきたのだ。行く手を阻はばむ灼しやく熱ねつの倒とう木ぼくの全すべてを、障しよう害がい馬ば術じゆつの競きよう技ぎでそうするように一つ残らず飛び越こえて。

「み、みんな、逃げろぉ──ッ！」

　彼にとって生しよう涯がい最後の叫さけびがそれになった。用よう済ずみになった布を脱ぬぎ捨すてた騎兵たちは、速度を緩ゆるめずに馬上で抜ばつ刀とうし、負ふ傷しよう者しやで溢あふれかえる陣じん地ちの中に猛もう然ぜんと飛び込んでいった。







　戦せん闘とうと呼べるほどの出で来き事ごとはなかった。彼らにとっての戦たたかいは馬術を駆く使しして炎に包まれた林りん道どうを抜けてくるところまでで、それから先の作業はおまけのようなものだった。一方的な殺さつ戮りくの後、その場にいた帝てい国こく兵へい士したちはただの一人も生せい存ぞんを許されなかった。

「敵てき影えいなし。一いつ掃そうしたようです、少しよう佐さ」

　馬上でサーベルを血振りしながらミアラが言う。それに応こたえて、隣となりのジャンも目ま深ぶかにかぶっていたフードを取り去さった。

「Ｙａｈ。シナークの協力者を除のぞいて、ここにいた兵は二十人そこそこかな。バリケードを壊こわすためのあれが準備砲ほう撃げきも兼かねたおかげで、抵てい抗こうらしい抵抗はほとんどなかったね」

「四人が足に軽い火傷やけどを負おったほか、こちらの被ひ害がいは皆かい無むです。すぐにでも次の行動に移れますが、どうしますか？」

　そう訊たずねられて、白はく髪はつの将しようは迷うことなく視し線せんを西に向けた。

「全ぜん速そく西せい進しん。途と中ちゆうの敵てきを蹴け散ちらしつつ、その本ほん陣じんを目指して走ろう」

「いいのですか？　ここで林道の鎮ちん火か作業に移り、火が消えたところで友ゆう軍ぐんを呼び込む手もありますが」

「火が消えるまでの時間、将しよう校こうたちに了りよう解かいを取り付ける時間、本ほん隊たいがここの林道に移動する時間。どれを取っても、今の状じよう況きようでは受け入れたくないロスだ。──それに何より、用を済すませるには僕ぼくらの戦力だけでじゅうぶん過すぎる。そうじゃないか？」

　自信に満ちた声で言って、ジャンは背はい後ごの部下たちを見た。キオカ軍で万ばん全ぜんの訓くん練れんを受けてきた騎兵三百人。燃え盛る林道を突っ切ってきた手て並なみが示すように、いずれ劣おとらぬ精せい兵へい揃ぞろい。加くわえてその装そう備びは最さい新しん鋭えいのエアライフルとくる。実質的な戦力は一個大隊にも劣おとるまい。

「Ｅｘｋｙａａｚｙイクスキアージ──さぁ、行こう。長い足止めのツケを、帝国軍に支し払はらわせるときが来た」

『不眠ねむらずの輝き将しよう』の号令を受けて、彼らは疾走を始めた。その瞳ひとみに戦せん意いをみなぎらせて。





＊






　西から砲ほう撃げきの音が聞こえなくなった頃ころ、すでに帝てい国こく軍ぐん本ほん陣じんにはイクタの指示で将しよう校こう全員が集められていた。西で別べつ働どう隊たいを足止めしているトルウェイを除のぞくヤトリ、マシュー、ハロ、ナナクの四人は、総そう指し揮きを務つとめる少年の前に硬かたい面おも持もちで立っている。

「……たったいま後方から連絡が届いた。敵てきの騎き兵へい部ぶ隊たいが、東の林りん道どうを突つっ切って乗り込んできたそうだ。数はおよそ三百。この本陣目指して急速に接近している」

　イクタが温度のない声で告つげた。受け入れられず、マシューが金かな切きり声を上げる。

「どういうことだ、いったい何が起こってるんだよっ！　あの雷かみなりみたいな砲ほう撃げきも、炎ほのおを突っ切ってきたっていう敵も！　何をどうやったらそんな真似まねができるんだッ！」

「……爆ばく砲ほう、でしょうね」

　ヤトリがぽつりと口にする。その単たん語ごを受けて、イクタが静かにうなずいた。

「そう、爆砲だ。火ひ精せい霊れいが生む揚気ガスを砲ほう身しんの中で圧あつ縮しゆくし、それを爆発させた衝しよう撃げきで砲弾を飛ばすキオカ軍の新兵器。……アルデラ教の戒かい律りつからすれば、気き球きゆう以上に存そん在ざいを許きよ容ようしがたいはずの代しろ物ものなんだけどね」

「塹ざん壕ごうがまったく効こう果かをなさないなんて……。そんなにも圧あつ倒とう的てきな兵器なんですか、それは」

　ハロが震ふるえる声で尋たずねると、イクタは迷まよわず首を縦たてに振った。

「残念ながらその通り。砲の分野におけるエアライフルのような存在だと思ってくれればいい。従じゆう来らいの風ふう臼きゆう砲ほうとは兵器としてのケタが一つ違ちがう。数の揃そろった爆砲の前では、今の帝国にあるどんな砦とりでも城じよう塞さいも紙切れ同然だ」

「それを用いて火か線せん越ごしに大だい被ひ害がいを与え、さらにはバリケードを破は壊かいする。そこまでが準備段階。仕上げには、燃え盛る林道を突っ切って騎兵部隊が乗り込んできたってわけね」

「ぶっつけ本番でそんな無む茶ちやができるんか……？　ひとつ間ま違ちがえば途と中ちゆうで焼け死ぬが」

「……そうね。いきなり本番が無理だとすれば、敵は練習したんでしょう」

　その答えにマシューとナナクの頰ほおが引きつる。イクタもまた、自分の額ひたいを手で強く叩たたいた。

「……やられた。同じ場所で繰くり返し上がる気球に、その下をいつまでも走り続ける騎兵。どちらもそれが理由か」

　あまりにも遅おくれた気付きに少年は歯は嚙がみする。──敵は練習コースを作っていたのだ。気球で上じよう空くうから林道を見下ろし、その路ろ面めん状じよう況きようを詳しよう細さいに記き録ろく。山上の帝国軍から死し角かくになる森沿ぞいを選び、それを反映した障しよう害がいコースを地上に作り上げて、騎兵にそこで練習させる。馬を馴ならすためにも障害に火くらいは放ったかもしれない。……それもこれも、馬と人の並はずれた練れん度どが前ぜん提ていだが。

「アルデラ神しん軍ぐんの騎兵にこんな曲きよく芸げいじみた真似まねができるとは思えないし、教きよう義ぎに反して爆砲を使った判断とも矛む盾じゆんする。……ほぼ間ま違ちがいなく、連中はキオカからよこされた派は遣けん部ぶ隊たいだろう」

　まだ見ぬ『不眠ねむらずの輝き将しよう』の影がイクタを苛さいなむ。仲なか間またちの切せつ羽ぱ詰つまった表情に囲まれて、イクタは窒ちつ息そくにあえぐ魚のように空を見上げた。

　──さて、どうしようか。

　ひとつ深しん呼こ吸きゆう。それで焦あせる心を無理やり寝ねかしつけて、少年は思考を整理する。……現状がどのくらい追い詰つめられているのか、まずはそれを再さい確かく認にんしなければならない。

　東から敵てき騎き兵へい三百が接近中。行こう軍ぐんの妨さまたげになるような地形は途と中ちゆうになし、よってここ本ほん陣じんへの到とう達たつは最速で四時間後。装そう備びは不明だが、キオカの部隊ということを踏ふまえればエアライフルの備えがある可か能のう性せいは極きわめて高い。戦力予測をその分ハネ上げる。

　対して、こちらの戦せん闘とう可能人員は軽けい傷しよう者しやを含ふくむ三百二十二人。内うち訳わけは光こう照しよう兵へい六十一人、焼しよう撃げき兵へい六十三人（うち三十八人は騎兵兼けん任にん）、風ふう銃じゆう兵へい百四人、衛えい生せい兵へい四十人、シナーク兵五十四人。だが、このうち最低でも百六十人は機動防ぼう御ぎよ作戦の継けい続ぞくに必ひつ要ようとなり、また現時点で東側に離れすぎている四十名程てい度どとは戦闘前の合流が不可能。よって敵の迎げい撃げきに動員できる兵力は百二十二人まで削けずられる。

　エアライフル装備の精せい鋭えい騎兵部隊三百人と、長期戦に疲つかれ切った混こん成せい部隊百二十二人。……この時点で結果は目に見えているが、いちおう戦力比ひ較かくを試こころみる。──戦闘を行う状じよう況きようによる変化を考こう慮りよに含ふくんで概がい算さん。おまけして五対一。

　結論が出た。四時間後にやって来る敵は、こちらの五倍以上強い。

「……なるほどなるほど。あー、ところで、この窮きゆう地ちを招まねいた原げん因いんはなんだっけ？」

　指揮官おまえの戦せん況きよう把は握あくミス、と理り性せいが即そく答とうする。イクタに反論の余よ地ちはなかった。

「ああ分かったよ。──つまり、要ようするにだ、僕ぼくが何とかしなくちゃならないんだろ」

　ため息いきを吐はき出し尽つくして、肺はいが空からっぽになったところで、少年は全すべての覚かく悟ごを決めた。

「……ふー。よし、話は分かった。──というわけでヤトリ、いっしょに遊ぼうか」

　最初に出た言こと葉ばはそれだった。即そく座ざに意を汲くんで、炎えん髪ぱつの少女もうなずきで返す。打てば響ひびくその潔いさぎよさに苦く笑しようを浮かべて、イクタは次の相あい手てに視し線せんを移した。

「マシュー少しよう尉い。現げん時じ刻こくをもって、君にここの指し揮きを預ける」

「はっ？」

「僕とヤトリは兵を率ひきいて敵騎兵部隊の迎撃に向かう。君はここで僕に代わって機き動どう防ぼう御ぎよ作戦の指揮を執とるように。よろしくね」

　絶ぜつ句くしたマシューが言葉を取り戻す前に、イクタは視線を隣となりのハロに移した。

「ハローマ少尉。マシュー少尉と合わせて、君はこの陣じん地ちに残る最後の将しよう校こうになる。野や戦せん病院の管理を副ふく官かんに預けて、悪いけど君も兵を指揮して動いてくれ」

「は、はい……でも、イクタさん……！」

　抗こう弁べんを許すつもりも、その時間も無かった。イクタは陣じん地ち全体に響ひびく大声で叫さけんだ。

「光こう照しよう兵へい第三訓くん練れん小隊と予備隊、軽けい装そう騎き兵へい第一訓練小隊、そしてシナークの兵へい士しから二十三名！　ただちに陣地東側に集合・整列しろ！」

　固かた唾ずを吞のんで話を見守っていた兵士たちが、その命令を受けて一いつ斉せいに動き出した。形を成していく隊たい列れつを横よこ目めに、イクタはここに残る仲なか間またちへ声をかけ続ける。

「こっちでは兵を百二十二人連れて行くから、ここには戦せん闘とう可か能のう人じん員いん百六十人と非戦闘人員五百名余あまりが残ることになる。さらに人ひと手でが減るけど、東側の林りん道どう二つとその間の火か線せん補ほ修しゆうは敵てきを迎げい撃げきした後で僕ぼくたちが受け持つから大だい丈じよう夫ぶだ。君たちはここと西側の作業をこなしてくれればいい」

「い、いきなりそんなことを言われたって……いや、問題はそこじゃないだろ！　敵の騎兵部隊をたった百二十二人、しかも風ふう銃じゆう兵へいを含ふくまない混こん成せい部隊で迎むかえ撃うつだって!?　まるきり自じ殺さつ行こう為いだ！　それだったらむしろ──」

　おれが部隊を率ひきいて迎撃に出たほうがいい。そう言おうとして、マシューの喉のどが完全にこわばった。……この場の風銃兵全すべてを投入したとしても、自分では今回の敵には太刀たち打うちできない。彼の生せい存ぞん本ほん能のうが大声でそう訴うつたえていた。

「いいんだマシュー。従じゆう来らいの装備でエアライフルを相あい手て取どる以上、まともな射しや撃げき戦せんになった時点で僕たちの負けなのさ。だったら風銃兵がいたところで不利に変わりはない」

「それこそ自殺行為には変わりないだろ!?　不利を覆くつがえす具ぐ体たい案あんでもあるのかよ！」

「あると思う。これから考える」

　マシューの顎あごが外はずれかけた。話を無理やりそこで切り上げたイクタは、この場に残す最後のひとりに視線を移そうとするが、すでに彼女は間近で服の裾すそをつかんでいた。

「あては残らんぞ、イクタ。いっしょに連れてけ」

「…………気持ちは嬉うれしい。でもナナ、君にはここで火線補修の指し揮きを取ってもらったほうが……」

「ふざけるでね！　いくら生き残っても、うぬが死んだら元もとも子もねが！　帝国にシナークの仲なか間まらが住める場所を用意する約やく束そく、うぬが死ねば誰だれが守るっていうんか！」

　そこを突つかれるとイクタも痛いたかった。交こう渉しようの窓まど口ぐちとして機能するのが彼だけである以上、ナナクにとってもイクタの生命は部ぶ族ぞくの生命そのもの。むざむざ死地に送り出せるはずがない。

　また、彼女が主しゆ張ちようを譲ゆずれない理由はそれだけではなかった。少年の手首を両手でつかみ、彼自じ身しんに同行を求められた唯ゆい一いつの人物を横よこ目めでにらみつつ、ナナクは言う。

「あの赤いのにばっかり頼たよるな。……イクタ、うぬはあてが守る！」

　その決意はもはや動かせない。それを悟さとると、イクタとしてはもう、苦い面おも持もちで首を縦たてに振るしかなかった。

「……分かった、君も手を貸してくれ。ただし僕の命令には絶対服ふく従じゆうすること。いいね？」

　絶ぜつ対たい服ふく従じゆう、という言こと葉ばの響ひびきに何か感じ入るところがあったのか、うなずいたナナクはやや赤せき面めんしていた。彼女から視し線せんを切って身みをひるがえしたイクタは、そのまま陣じん地ちの東側で整列を済すませた兵たちのほうへ歩いていく。ヤトリとナナクもそれに続いた。

「ま、待まてよ、おまえら……！」

　遠ざかっていく背中に恐きよう怖ふを覚えて追いすがるマシューを、イクタは背を向けたまま片手を突つき出して制止した。

「君の持ち場はここだマシュー。あと二日間ここを守ったら即そく座ざに撤てつ退たいを開始、野や戦せん築ちく城じようの済んだ後こう方ほう陣地まで下がること。僕ぼくたちは別ルートを通っていく。三日後に山の上で合流しよう」

「どっちも無む茶ちやなんだよ！　あと二日、おれの指し揮きでここを守りきれると思うのか!?」

「ああ、それね。はっきり言って際きわどい」

　容よう赦しやのない答えがマシューを貫つらぬいた。彼が怯ひるんでいる間に、イクタは言葉を続ける。

「無事に守りきれればそれが一番だ。……でも、どんな状じよう況きようでも、僕が絶対にしない命令がひとつある。『死し守しゆ』ってヤツだ。死んでも守れ、死ぬまで守れ──そんな自分にも出来ないような非科学的な真似まねを、僕は決して部下に命じない。限界が来たと思ったらそこで迷まよわず撤退してくれ。それすらも間に合わないようなら、白しろ旗はたを上げて降こう伏ふくするんだ」

「っ……、そんなこと言ったって、ここを守りきれなきゃ結局……」

「いい機会だから順番をはっきりさせておこう。君たちが無事にここを守りきる、これが最さい善ぜん。君たちは無事だけどここを守りきれない、これが次善。あとの二つは同列で最さい悪あくだ。分かるね、君たちが無事でないのなら、結果はひとしなみに最悪なんだ」

　だから、とイクタは強い口く調ちようで逆接する。友への最大の励はげましを込めて。

「ただ一ひと言こと、僕は命じることにする。──生きろ、マシュー。そして三日後にまた会おう」

　その言葉を最後のはなむけに、イクタは歩みを再開する。見送りさえ拒きよ否ひするような背中に、これ以上の不ぶ様ざまを晒さらすのが嫌いやで、マシューは歯を食いしばって身みをひるがえした。

「……くそったれ！　分かったよ、やればいいんだろ、やれば！」

「あっ!?　待まってくださいマシューさん、わたしも……！」

　走り出したマシューにハロが合流する。彼らの立ち向かうべき現実が、そこにはあった。
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　敵てき部ぶ隊たいを迎むかえ撃うつべく東に向かって走り出したイクタたちだが、出発後まもなく日が暮くれ始めた。息いきを切らして夜よ道みちを駆かけながら、少年は足とは比くらべ物にならない速さで思考を走らせていた。

　彼ひ我がの戦力差は言うに及およばず。──だが、自分たちはひとつだけ幸こう運うんに恵めぐまれている。今が夕暮れ時だということだ。薄はく暮ぼよりも暗い中の戦せん闘とうであれば光こう照しよう兵へい部ぶ隊たいの光こう撃げきが活いかせる。打だ開かい策さくはそれを軸じくにして考えるべきだろう。

「このペースだと二時間後には敵てきと遭そう遇ぐうします。策さくは用意できるんでしょうね、中ちゆう尉い殿どの」

　出発からこの方ほとんど口を開かない上じよう官かんに焦じれて、隣となりを走るスーヤ曹そう長ちようがそう尋たずねた。まだひとつも具ぐ体たい案あんを思い付けないでいるイクタだが、あえて不ふ敵てきな笑えみを浮かべてみせる。

「……爆ばく砲ほうの件けんでは一本取られた。そのせいかな、僕にしては珍めずらしいことに負けん気らしきものが湧わいていてね。やられっぱなしは愉ゆ快かいじゃない、君もそう思わないか？」

　質しつ問もんの答えにはなっていなかったが、それを言う少年の目がまだ生きているのを確かく認にんして、スーヤは前方に視し線せんを戻す。……この先どうなるかはともかく、自じ暴ぼう自じ棄きの指し揮き官かんに心しん中じゆうを強しいられることだけはない。そう分かったようだ。

「地図を頭に入れておられる中尉殿には無む用ようかもしれませんが、いちおう言っておきます。ここから先は森沿ぞいに幅はばの広い道がまっすぐ続き、かろうじて迎げい撃げきに使えそうな隘あい路ろは、山側の岩いわ壁かべがせり出している一いつ箇か所しよきり。道みち脇わきの森の中に兵を伏ふせることは可か能のうでしょうけど……」

「敵の半分以下の数、しかも風ふう銃じゆう兵へいを含ふくまない部隊ではそれも無意味だね。横っ腹ぱらに一いち撃げき食らわせても、敵はそのまま僕たちを無む視しして突つっ切っていくだろう」

　イクタは舌した打うちした。順当に思い付く戦い方では足止めにすらならないのだ。隘路に兵を並べて待まち構かまえるにしても、その場合は二倍の数の騎き兵へいによる突とつ撃げきを正面から受け止めることになる。光撃で一いつ瞬しゆん怯ひるませたとしても、相手は臆おく病びような馬を御ぎよしきって炎ほのおの中さえ越こえてきた精せい兵へいたちだ。すぐに統とう制せいを取り戻して攻めてくるに違ちがいない。

　他にも、敵がこちらの迎撃地点を読んだ場合、遠間から騎兵射しや撃げきに訴うつたえてくることが考えられる。これこそ最さい悪あくのケースだ。光撃もボウガンも意味をなさない距きよ離りから射撃を受け続け、隊たい列れつが崩ほう壊かいしたところで騎兵突撃を食らう。その先にあるのは全ぜん滅めつの運うん命めいだけだろう。

「そう、問題は馬とエアライフルだ……。この二つの圧あつ倒とう的てきな攻撃力を何とかしないことには、僕たちは相手と同じ土ど俵ひようにさえ上がれない」

　そのためにはどうするべきか。打だ開かい策さくを求めて思考を巡めぐらせているところに、前方から馬ば蹄ていが地を蹴ける音が響ひびいてきた。一いつ瞬しゆんどきりとするが、敵ではない。足の速さを活かして偵てい察さつのために先行させていたヤトリの騎馬小隊だった。

「先の様よう子すを確かく認にんしてきたわ。火か線せんの補ほ修しゆうに当たっていた友ゆう軍ぐんもいたけど、大部分は非ひ戦せん闘とう員いんのシナーク族だったし、どのみち戦力合流が間に合いそうもないから山の上に避ひ難なんさせたわよ」

「それで大だい丈じよう夫ぶだ。ところでヤトリ、実際に地形を見てきた君としてはどうかな。この先で敵てきを迎むかえ撃うつことは出で来きそうかい？」

「……難むずかしいわね。隘あい路ろになっている場所も見てきたけれど、有ゆう利りを確保するには足たりないわ。いっそ道をふさぐ形で新たな火線を立ち上げることも考えたけど……」

　ヤトリは言こと葉ば尻じりを濁にごす。──そう、それでは意味がないのだ。足止めを受けた敵は西の本ほん陣じんへの侵しん攻こうを諦あきらめるかもしれないが、その場合は東の林りん道どうの火が消えるのを待まってアルデラ神しん軍ぐん本隊を呼び込んでくるだろう。そうなればもう、敵はこちらの本陣を無む視しして山に攻せめ入ればいい。

　つまり、敵を足止めするだけではダメなのだ。ここでは敵を打ち破やぶった上で、火線の途と絶だえかけた東の林道に急行し、炎ほのおの壁かべを補ほ修しゆうしてアルデラ神軍の侵攻を防がなければならない。

「……閃ひらめきが要いるな。悪いけどヤトリ、何でもいいから先の地形について情じよう報ほうをくれ。少し頭の中をかき回したい」

　進路を反転した騎き馬ば隊たいと並んで走りながら、彼はそう頼たのむ。ヤトリは少し考えて口を開いた。

「……ここから隘路までに二カ所、隘路から東の林道までに三カ所、火線補修作業のために兵が使っていた作業場があるわ。残っていた仲なか間まは大急ぎで逃がしたから、現場には大量の木材と藁わらが散らばったままよ。バリケードを建てるほどの時間は無いにしても、あれを上手うまく使えば、遭そう遇ぐうまでに騎き兵へいの嫌いやがる悪あく路ろくらいは造れるかもしれない」

　いい目の付け所だとイクタは思った。現場に残された物資の利用──そこに活かつ路ろがないかと想像を巡めぐらせる。馬とエアライフルによって絶望的に開いた戦力差を、それらでどうにか埋うめられないだろうかと──。

「─────────あ」

　仮か説せつの提案と検けん討とうと破は棄きを繰くり返していた思考が、唐とう突とつにそのループを止めた。

「──これは……いけるといえばいける……のか……？　後方への離り脱だつはこっちの騎兵で阻そ止しして、あらかじめ旗はたも準備しておいて……確かに、少なくとも同じ土ど俵ひようには、立てるけど……」

　何かに思い至いたった顔のイクタに、周しゆう囲いから期待の視し線せんが集中する。が、そうなると逆に、本人としてはそれを口に出すのがためらわれた。期待に応こたえられる内容かどうか非常に微び妙みようなのだ。

「……思い付いたことは、思い付いた。でもこれ、口が裂けても良りよう策さくとは言えない。どちらかと言えば愚ぐ策さく、でなければ狂きよう策さくの部類だ。こんな状じよう況きようじゃなければ絶対にやらない類たぐいの……」

　苦く渋じゆうの面おも持もちでつぶやきながら……しかし、彼は心の片かた隅すみで理解していた。現げん在ざいの苦く境きようが良りよう策さくごときで打だ開かいできるレベルのものではないことを。ある種の狂きよう気きをかすめるような、そんなアイディアをもって突とつ破ぱ口こうを開くしかないのだと。

「……隘あい路ろまで急ごう。やるならそこしかない」

　そう言って、イクタは疲ひ労ろうで棒ぼうになった足を強引に早めた。慌あわてて後を追ってくる兵たちの、その全員の希望と不安の全すべてが、未いまだ年若い指し揮き官かんの背中に重く圧おし掛かかる。

「……結果がどうあれ。この作戦を立てて実行した自分を、僕ぼくは永えい遠えんに恥はじるだろうな」

　口の中だけで行われたその独どく白はくが、部下たちの耳に届とどくことはなかった。





＊






　橙だいだい色いろの残ざん照しようの祝しゆく福ふくを受けつつ、ジャン率ひきいる騎き兵へい部ぶ隊たいは夕暮れの急行軍を続けていた。

　途と中ちゆうの戦せん闘とうは一度きりで、それも戦たたかいと呼ぶにはおこがましい一方的な殺さつ戮りくだった。それ以降の場所では敵てきがすでに逃げ去さった後で、木材や藁わらが放置された陣じん地ちに、彼らの行く手を阻はばむものは何もなかった。

「迎げい撃げきがあるとすればこの先です。ジャン、警けい戒かいしましょう」

「気き球きゆうで見下ろした時に隘路になっていた場所だね。敵はどうやって待まち構かまえているかな？」

　白はく髪はつの将しようは口くち元もとをほころばせる。その無む邪じや気きさは揺ゆるぎない自信に裏うら打うちされたものだ。

「……Ｍｕｍ？　あれは……」

　問題の場所がすぐ先に迫せまった頃ころ、先せん頭とうを走る兵たちが異い変へんに気付いて、それに伴ともない部隊全体が速度を落とし始めた。ジャンはすぐさま望ぼう遠えん鏡きようを取り出して覗のぞき込む。

　向かって左側から岩がん壁ぺきのせり出している地形が、二百メートルほど先に見て取れた。森の木々との間で隘路を形成しているその場所に、ジャンたちの行く手を阻む形で土ど囊のうが詰まれている。そのさらに向こう側には、ボウガンを構えた帝てい国こく兵へいがずらりと並んでいた。

　隘路に至いたるまでの地面は火か線せん防ぼう御ぎよの作業場として使われていたらしく、これまで通り過ぎてきたいくつかの陣地同どう様よう、木材と藁が地面に散らばっている。それが散さん乱らんと呼ぶには違い和わ感かんのある秩ちつ序じよを示しているようにジャンが思っていると、その鼻び腔くうがふと、奇き妙みような臭しゆう気きを嗅かぎ取った。

「ジャン、油あぶらの臭においがします」

「僕も気付いたよ。Ｈａｍ、どういうことかな……」

　進軍の速度を緩ゆるめて馬を歩かせながら、ジャンは五ご感かんで得えた情じよう報ほうを分ぶん析せきした。

「進路上に藁と木材、正面にはボウガンを構えた兵士、空気には油の臭い。……ああ、なるほど、読めた。これは火ひ責ぜめの伏ふく線せんだね。あの藁や木材にたっぷり油を染み込ませておいて、突とつ撃げきした僕たちが足を滑すべらせたところに、すかさず火ひ矢やを撃うち込む。それで一いち網もう打だ尽じんにするつもりなんだ」

　その推すい測そくに至いたるまで五秒と要さず、ジャンは馬の上で肩をすくめる。

「Ｍｕｍ……、とっさの思い付きにしては悪くないけど、僕ぼくたちがこの臭においを見落とすと思ったのは甘あまかったね。目もく論ろみに察しが付いた以上、あっちの思い通りに突とつ撃げきはしてやれない」

　そう見切りを付けると、白はく髪はつの将しようは周まわりの部下たちに向かって告つげた。

「馬ば上じよう射しや撃げき準備。風ふう銃じゆうを構かまえて」

　命令を受けた兵たちが、一いつ糸し乱みだれぬ動どう作さで馬の横っ腹ぱらから銃じゅう身しんを引き抜き、ポーチから取り出した風かぜ精せい霊れいをそれと組み合わせる。風銃を持たないジャンとミアラ以外の全員が射撃体勢に入った。

「目標から百五十メートル地点まで並なみ足あしで接近する。騎き兵へい部ぶ隊たい、前へ」

　銃じゆうを構かまえた騎兵の壁かべが静かに前進を始める。安定が悪い馬ば上じよう射撃のため、エアライフルといえども必ひつ中ちゆう射しや程ていは百五十メートルに留とどまるが、今はそれでもじゅうぶん過すぎる。これだけ距きよ離りが空けば、着ちやつ火か目的でも攻こう撃げき目的でも敵てきのボウガンは意味をなさない。

「──横おう列れつに展開して発はつ砲ぽう待たい機き」

　縦たてに四列だった騎兵の隊たい列れつが先頭部分で八列になり、さらに分かれて十六列になる。左にずれた後列の仲なか間まと合わせて三十二の銃じゆう口こうが、土ど囊のうの向こうに見える帝てい国こく兵へいを射程に捉とらえた。

「……よし、撃て──いや、待まて！」

　命令を下しかけたジャンだが、なぜか寸すん前ぜんで制止した。部下たちから困こん惑わくの視し線せんを向けられつつ、その原げん因いんとなった直感からの警けい告こくを、背せ筋すじを這はい上った違い和わ感かんを、彼は分ぶん析せきし始める。

「……油の臭いが薄れた……？」

　瞬しゆん時じにそれを察した洞どう察さつ力りよくは特とく筆ひつに値あたいした。──あと三秒あれば、彼はその発見を具ぐ体たい的てきな行動に繫つなげることが出で来きただろう。罠わなを悟さとって兵たちに警けい戒かいの声を飛ばすことも出来だろう。

　たった三秒の差が天てん国ごくと地じ獄ごくを分ける。前に意い識しきを向けた騎兵たちにとっては死し角かくとなる位置、彼らがまたがる馬の足あし元もとから、身みを隠かくす藁わらを押しのけて、その運うん命めいは次々と産うぶ声ごえを上げた。







　キオカの騎兵たちが織おりなす整せい然ぜんとした隊列のあちこちで、一いつ斉せいに閃せん光こうが走った。

　極きよく限げんまで細く鋭するどく絞しぼられた七十本余あまりの凝集光ハイビームは、しかし闇やみを照てらすことなく、白はく色しよくの槍やりとなって馬たちの目に突つき刺ささり、

「「「「「「「「「ヒヒヒィィイイイイイイイン！」」」」」」」」

　馬に言げん語ごはなくとも、その嘶いななきはまさしく絶ぜつ叫きようだった。薄うす闇やみの中で開いた瞳どう孔こうに極きよつ光こうを受けて、馬たちの視し界かいは半分がホワイトアウトする。その未み知ちの衝しよう撃げきには、キオカ陸軍で万ばん全ぜんの訓くん練れんを受けてきた軍ぐん馬ばたちでさえパニックを免まぬがれない。

「なっ──！　お、おい、落ち着け、うおぉ──ッ!?」

「て、敵だ！　伏ふく兵へいが下に──わぁあああッ！」

　懸けん命めいに馬を落ち着かせようとするキオカ兵たちだが、地面に潜ひそんでいた脅きよう威いはそれを許さない。彼らはボウガンに装そう着ちやくした短たん槍そうで暴れる馬の腹はらを突つき刺さし、その激げき痛つうによってパニックを助じよ長ちようする。それが済すめば、今度は近くにいる別の馬が標ひよう的てきだ。

「は、ははっ、ははははははっ……！」

　すさまじい恐きよう怖ふと圧あつ迫ぱく感かんの中でその作業に従じゆう事じしながら、イクタの口からは自分でも制せい御ぎよしようのない哄こう笑しようがほとばしっていた。馬と馬の間をすり抜け、頭上から振り下ろされるサーベルに後ろ髪がみを切られつつ、次の馬のつぶらな瞳ひとみめがけて凝集光ハイビームを照しよう射しやする。とても正しよう気きで続けられる真似まねではない。

「はははっ、まだまだ！　もっと暴れろっ！」

　手近な馬の胴どう体たいに、馬を御ぎよしきれずに落らく馬ばした敵てきに、イクタは目につく端はしから槍やりを突き入れていく。その背中を、それぞれ異ことなる武器を手にしたふたりの女性が必ひつ死しに追っていた。

「イクタ、先行しすぎんな……！　いくらなんでも守りきれねが！」

「たぶん聞こえてませんよ、あれは……！」

　片やククリ刀を両手に、片や短槍付きボウガンを握にぎりしめて、ナナクとスーヤもまた敵部隊の真まっ只ただ中なかを生き延のびている。がむしゃらに走り回るしかないイクタの気持ちは、ふたりにもよく分かる。この状じよう況きようでは立ち止まっているのが一番危険なのだ。

　一秒でも長生きしたければ、複数の敵に目を付けられないようパニックに紛まぎれて動くしかない。その混こん乱らんの渦か中ちゆうにだけ生せい存ぞんの術すべがある。だが、混乱した馬に蹴けられて骨ほねを砕くだかれる可か能のう性せいも同じくらいある。

　イクタが狂きよう策さくと呼んだ理由はそこにあった。この作戦の成じよう就じゆが意味するのは、勝利でも有利でもなく、始まったが最後誰だれにも制御しようのない混こん沌とんなのだ。

「動け動け動けッ！　おいこらそこの君ッ、立ち止まるな死ぬぞッ！」

　恐怖のあまり立ちすくんでいる仲なか間まを見つけて、イクタはその背中を蹴り飛ばした。一いつ瞬しゆん前まえまで兵士の頭があった空間をサーベルの刃はが掠かすめていき、少年は騎兵がまたがった馬へ報ほう復ふくの凝集光ハイビームを見み舞まう。それでまた一頭の暴れ馬が出で来き上あがり、騎き手しゆを振り落した挙あげ句く、あらぬ方向へ走り去っていった。

「ちっとは落ち着かねがッ！」

　落らく馬ばした騎き兵へいが起き上がってイクタにサーベルを向けるが、そこにナナクが風かざ車ぐるまさながらの回かい転てん剣けん舞ぶで割り込んだ。兵士は顔面をスイカのように割られて倒たおれ込み、それに続いてスーヤも上じよう官かんのもとに駆かけ付ける。

「あ、あと何秒ですかっ！」

「最初から数えてないよ！　残り時間なんて気にしてたら死ぬって……！」

　三人で固まって走りながら会話する。──馬の身体からだが壁かべになって戦場の全体を見渡すことは出来ないが、聞こえてくる敵の兵と馬の悲鳴から、混乱は順じゆん調ちように拡かく大だいしているようだ。だとすれば、地じ獄ごくの一いつ丁ちよう目めを鬼おにに追われて走り抜けるようなこの戦たたかいも、長くは続かない。

「策さくは上手うまくハマった！　だからあとはヤトリを信じろぅおわあッ！」

　馬の突とつ進しんが真ま横よこから迫せまり、イクタたちは地面に転がり込んで難なんを逃れる。混こん乱らんの深まる戦場の中、彼らを含ふくむ全員が思いをひとつにしていた──一いつ瞬しゆん一瞬を全力で生き延のびなければならない時間の、なんと長く感じられることか……！







「くそっ、何が起こってんだこりゃぁ！」

　隊たい列れつの端はしにいて、運うんよく混乱に巻き込まれなかった騎き兵へいたちもいた。彼らは距きよ離りを置いた場所に無ぶ事じな仲なか間まと集まって固まりつつ、固かた唾ずを吞のんで状じよう況きようを眺ながめている。敵てき味み方かたの乱らん闘とうに猛もう獣じゆうと化した暴れ馬が入り混じり、混乱が収しゆう拾しゆうする目め途どはまったく立たない。

「と、とにかく、離り脱だつした仲間を集めて部ぶ隊たいを再さい編へんするぞ！　おおい、ここに集まれぇーっ！」

　騎兵の一人が散らばった味方に向けて大声で叫さけぶ。命令系けい統とうを失っても独どく自じの判断で動けるのは彼らが優ゆう秀しゆうな兵士である証あかしだ。求めに応じて、少しずつ仲間が集まってきた。

「よし、これならいけるぞ！　端っこの奴やつら、本隊から離はなれてこっちに集まり直せぇ！」

　敵味方を分ぶん離りさせることが出来れば反撃に移れる。そう考えた彼が率そつ先せんして仲間を呼び込んでいると、ふと背はい後ごから、まとまった馬の足音が響ひびいてきた。

「おお、ずいぶん来たなっ！　いいぞいいぞ、これで一いつ気きに数が増えて──」

　喜よろこびの声は途と中ちゆうで戸と惑まどいに変わった。背後から駆かけてきた新あらたな騎兵たちは、互たがいの距離が縮ちぢまってもまったく速度を落とす気け配はいがない。それどころかますます勢いを増している。

「……ち、違う、あれは敵だっ！　襲しゆう撃げきに備そなえろ、総そう員いん抜ばつ刀とう──」

「はぁああああああああッ！」

　彼らが満まん足ぞくな迎げい撃げき態たい勢せいを取る前に、炎えん髪ぱつの少女率ひきいる騎き馬ば隊たいが襲おそいかかった。疾しつ走そうによって勢いを味方に付けている騎兵と、止まったままの騎兵では勝しよう敗はいは明らかだ。ヤトリ小隊の突とつ撃げきによってキオカの騎兵たちは蹴け散ちらされ、怯ひるんだところに容よう赦しやなくサーベルの刃を浴びた。

「ここの集合は阻そ止ししたわ！　さぁ、次に向かうわよ！」

　敵の全ぜん滅めつにはこだわらず、回かい復ふくしかけていた集団の秩ちつ序じよを壊こわしたところで、ヤトリたちは次の敵を求めて疾走を再開する。

　本体の混乱から逃れてきた敵騎兵への追つい撃げき。この役割もまた、戦場を一秒でも長く沸ふつ騰とうさせ続けるためのものだ。敵を落ち着かせてはならない。次の一いつ手てのためには、この混乱が下した地じとして必ひつ要ようになる。彼女はそれを弁わきまえていた。

「戦せん闘とう開始から結けつ構こう経たったわね！　そろそろ旗はたを出す頃ころ合あいかしら……！」

　つぶやいて、ヤトリは走り続ける馬の横っ腹ぱらから一本の旗を抜ぬき取った。片手で手た綱づなを握にぎったまま、もう片方の手で鞍くらの後ろにある固こ定てい具ぐに竿さおをはめ込む。

　竿の根ね元もとにあらかじめベルトで固定されていた光ひかり精せい霊れいが、はためく布ぬのを凝集光ハイビームで照てらし上げた。







　比ひ較かく的てき混こん乱らんの少ない隊たい列れつ前方で、ジャンは沈ちん黙もくしていた。彼が目の前の状じよう況きように対して即そく座ざに手を打ちかねている姿を、ミアラはここで初めて目にすることになった。

「はめられた……いや、単たんに僕ぼくが見み誤あやまったのか……」

　低い声で呟つぶやいて、白はく髪はつの将しようはこぶしをきつく握にぎり込む。その怒いかりはいま、敵てきの賢さかしさよりも自分の愚おろかしさに向けられていた。

「……Ｖａｎｋｚｙａａｌヴアンクジアール……ッ！　なんて不ぶ様ざまだジャン・アルキネクス。油あぶらの臭においで火ひ攻ぜめと決めつけて、伏ふく兵へいへの注意を怠おこたるなんて……！」

　油の臭いは火責めを予想させるためのフェイクに過すぎなかった。騎き兵へい部ぶ隊たいが通り過ぎる瞬しゆん間かんを狙ねらって、その隊列の真まっ只ただ中なかに現れる伏兵こそが本ほん命めいだったのだ。……ジャンは気付く。それが一いつ見けんして非ひ常じよう識しきかつ野や蛮ばんなアイディアのようで、実際にはむしろ理り詰づめの思考から導みちびき出された必ひつ然ぜんの作戦であることを。

　ジャンの騎兵部隊は当初、敵に対して三つのアドバンテージをもっていた。一つ目が兵の数、二つ目が騎き兵へいの攻こう撃げき力りよく、三つ目がエアライフルの射しや程ていだ。だが少し見方を変えれば、このうち二つ目と三つ目はひとつの方法で同時に打ち消すことが出で来きる。それは間合いを詰めることだ。
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　騎兵の攻撃力は長い距きよ離りを疾しつ走そうすることで生み出される。エアライフルの強みは長ちよう距きよ離りから一方的に攻撃できる点にある。両方に共通して言えるのは、初めから近くにいる敵てきには意味をなさないということだ。走る前の騎兵は鈍どん重じゆうな歩ほ兵へいと変わらず、接近戦を強いられた時点で風ふう銃じゆうは使い物にならない。敵はそれを弁わきまえていただけの話だ。

「加くわえて、馬の目を狙ねらった至し近きんからの集中光撃……。いくら訓くん練れんしたところで馬はもともと臆おく病びような生き物だ、いきなり片かた目めを潰つぶされればパニックは免まぬがれない。その混こん乱らんによって兵の過か半はん数すうを無む力りよく化か……つまり戦たたかいに参加できない遊兵を増やし、実質的な戦力差を埋うめ合わせた」

「ジャ、ジャン……」

「Ｎｙａｔｔニエツト、Ｎｙａｔｔニエツト！　運うん頼だのみの奇き策さくなんかじゃない。これはきわめて洗せん練れんされた用よう兵へいの技わざだ。──でも、だからこそ、僕ぼくはこの作戦を考えた人間が許せない……！

　だっておかしいだろう！　そこまで理り詰づめで考えた結果が、この混こん沌とんなのか……！」

　溶よう岩がんを吐はき出すようにジャンは言った。その視し線せんの先では、見るも無む残ざんな泥どろ沼ぬまの争あらそいが行われている。指し揮きも戦せん術じゆつもへったくれもない原げん始し人じんの殺し合いが、いつ終わるとも知れず続いている。その行き着くところには勝しよう者しやも敗はい者しやもない。ただ屍しかばねの山があるだけだろう。

「……もう限界だ、見るに耐たえない……！　行こうミアラ、前面の敵を突とつ破ぱする！」

「待まってくださいジャン、ここから動こうにも現状では二十騎きも動員できません！　もし突破できたところで、少数で孤こ立りつしたところを各かつ個こ撃げき破はされるかも……！」

　ミアラが悲ひ痛つうな声で制せい止ししたことで、ジャンも辛かろうじて自じ制せい心しんを取り戻した。……この窮きゆう地ちに、指し揮き官かんが先走って危険を冒おかすわけにはいかない。自分が死ねば何もかも終わりなのだ。

　だとしても、この状じよう況きようは何とかしなければならない。打だ開かい策さくを求めて周しゆう囲いをさまよったジャンの視線が、そこでふと、ライトアップされた旗はたを掲かかげて走る奇き妙みような騎兵部隊を発見した。

「あれは……友ゆう軍ぐんじゃないな。敵の騎兵部隊か？　先頭の兵士が掲げている旗の色は……」

「……赤と白の交こう互ごの横よこ縞じま。『交こう渉しよう受うけ入いれ』を意味する紅こう白はく旗きです、ジャン」

　白はく髪はつの将しようの頰ほおが引きつった。驚おどろきと、恥はじと、そして憤りによって。

「受入だって……？　『交渉提てい案あん』なら縦たて縞じまだし、そもそも声に出してそう叫さけべば済すむ話じゃないか。それをあえてしないで、ああして旗を掲げるままにしてあるということは……」

「……私たちが根ねを上げるのを待っている。そういうことでしょうか」

　ミアラが答えを口にした。その衝しよう撃げき、その屈くつ辱じよくに、ジャンは全ぜん身しんを震ふるわせて胸むねをかきむしった。







　──耐えられない。お前には耐えられないはずだ。

　ナナクとスーヤと共ともに乱らん戦せんを生き延のびながら、イクタはまだ見ぬ敵てき将しようの胸きよう中ちゆうに想おもいを馳はせた。

　──ここまで戦たたかってきてよく分かった。『不眠ねむらずの輝き将しよう』とやら、お前は確かに名めい将しようだ。感情にも慣かん習しゆうにも流されることなく、常つねに理り詰づめで最さい善ぜん手しゆを求め続ける。まったく大した難なん敵てきだ。

　頭上から振るわれたサーベルをかわして地面に倒たおれ込む。顔の真ま横よこに馬の蹄ひづめが叩たたきつけられる。

　──でも、そういう奴やつとは思考が嚙かみ合いやすい。お互たがい様さまかもしれないが、これだけやれば相あい手ての用よう兵へい上じようの価か値ち観かんだって見えてくる。一ひと言ことで言えば、お前は「劇げき場じよう監かん督とく型がた」の軍ぐん人じんだ。戦争の展てん開かいを、あわよくば自分ひとりのコントロール下に置きたいタイプの欲よく張ばり屋さんだ。そういう奴やつは得えてして劇げきの「登とう場じよう人じん物ぶつ」にも愛あい着ちやくが深い。この場合は部下の兵士がそれに当たるな。

　倒れたイクタをさらに踏ふみつけようとした馬を、ナナクがククリ刀とうでしたたかに薙なぎ払はらった。前まえ脚あしに骨ほねまで届とどく傷きずを受けて、軍ぐん馬ばの喉のどから苦く痛つうの嘶いななきが漏もれる。

　──このタイプの相手がいちばん嫌いやがること。それは戦場が完全な無む秩ちつ序じよに陥おちいることだ。監督にさえ手の付けようのない混こん乱らんの内に、手て塩しおにかけて育てた役者たちが命を散らしていくことだ。その無む益えき、その理り不ふ尽じんだけは、お前には決して耐たえられない。断じて放置できない。

　体力切れで立ち止まったスーヤを狙ねらって、背はい後ごから騎き兵へいが駆かけてくる。イクタはとっさに凝集光ハイビームを放って敵の目を潰つぶし、その隙すきに副ふく官かんを引っぱって、腕うでの中に避ひ難なんさせる。

　──『交こう渉しよう提てい案あん』はしない。この状じよう況きようだと、それは事実上の降こう伏ふく宣せん言げんになる。だが『交渉受うけ入いれ』なら追い詰つめられるのはお前のほうだ。その旗はたが示しめすのは「こっちは最後の一いつ兵ぺいまで戦う気だが、そっちが折おれるなら話を聞いてやらんでもない」という強つよ気きのメッセージだからだ。

　馬の腹はらに刺した槍やり先さきが抜けなくなった。すぐに見切りを付けたイクタは、短たん槍そうを外はずしたボウガンだけをクスごと回収する。武器を失った彼のもとに、三方向から一いつ斉せいに敵騎兵が駆けてきた。

　──どうした、早く根を上げろ！　そしてステージを次に移せ！　こんな戦いにうんざりしているのはお互い様なんだ！

　もはや逃げられないと悟さとったイクタが、ナナクとスーヤが助けに入ろうとするのを手で拒こばむ。左右と正面から迫せまりくる大質量の脅きよう威いを、抵てい抗こうの術すべを持たない少年は、なおも強くにらみ返し、

「「「「「「戦せん闘とう停てい止し───ッ！」」」」」」

　慌あわただしい伝でん言ごんゲームのように、敵の隊たい列れつの前方から伝わってきた命令を──攻こう撃げきの寸すん前ぜんで急停止した優ゆう秀しゆうな騎兵たちの姿ともども受け止めた。その口くち元もとに、凄せい惨さんな笑えみを浮かべて。







　敵てきが「交こう渉しよう提てい案あん」を意味する紅こう白はく縦たて縞じまの旗はたを立てたのを見て、ヤトリの騎き兵へい部ぶ隊たいは疾しつ走そうを止めた。戦せん闘とう停てい止しの命令も徐じよ々じよに戦場の全体へ行き渡り、争あらそいの音は秒びよう刻きざみに小さくなっていく。

　紅白の旗はあちこちで上がっていたが、交渉は部隊の指し揮き官かんと行わなければ意味がない。ヤトリは少し考えて、兵の数がいちばん揃そろっている場所を選んで近付いていった。彼女が連れている騎兵と、相あい手て側がわの騎兵はほぼ同数のようで、それなら余よ計けいな気き遣づかいもない。

「帝てい国こく陸りく軍ぐん中ちゆう尉い、ヤトリシノ・イグセムです。そちらの指揮官にお目通り願えますか」

　第一声で彼女が名乗りを上げると、前面にいた騎兵が道を空けて、将しよう校こうらしき二人の人物が姿を現した。ひとりは眼鏡めがねをかけた黒くろ髪かみの女性、もうひとりは総そう白しら髪がの若い青年。一ひと目めで分かる特とく徴ちように、ヤトリは名乗られるまでもなく相手の正しよう体たいを知った。

「キオカ陸りく軍ぐん少しよう佐さ、ジャン・アルキネクス。現げん在ざいはラ・サイア・アルデラミン神しん聖せい軍ぐんで客きやく員いん将校の職しよく分ぶんを授さずかっている身みです。彼女は副ふく官かんのミアラ・ギン中尉」

「丁てい寧ねいなご紹しよう介かい痛いたみ入ります。噂うわさに名な高だかい『不眠ねむらずの輝き将しよう』と戦場でまみえられる幸こう運うんに感かん謝しやを」

「Ｈａｈ、こちらこそ。この局きよく面めんで『白はく兵へいのイグセム』と出会った不ふ運うんには脱だつ帽ぼうしよう」

　形式的な答とう弁べんが続く。洒しや脱だつな言い回しを保ってはいたが、ジャンの表情には負ふの感情による揺ゆらぎが見て取れた。互たがいの紹介が済すむと、ジャンはすぐさま本ほん題だいに切り込む。

「では交渉を始めよう。提てい案あん側がわの僕ぼくから要求を出すけど、構かまわないかい？」

「もちろん構いませんが、少しお待まちを」

「……Ｍｕｍ？　こうして面めんと向かっているのに、これ以上何を待てと言うんだい」

「むろん、交渉相手を。アルキネクス少しよう佐さ殿どののお相手には、こちらの指揮官が当たりますので」

　周しゆう囲いを巡めぐっていたヤトリの視し線せんが、ある一点でぴたりと止まった。ジャンとミアラもそちらを窺うかがう。キオカの騎兵たちが戸と惑まどいつつ開けた道から、土汚れと返り血にまみれた黒髪黒くろ目めの少年が、パートナーの光ひかり精せい霊れいを腕うでに抱かかえて、肌はだの色が違ちがうふたりの女性兵士と共ともに歩み出てきた。

「遅おくれて悪かった。帝国陸軍中尉イクタ・ソローク。僕がこの部隊の指揮官だ」

「な──」

　相手の口から放たれた言こと葉ばに、ジャンは二に重じゆうの意味で意い表ひようを突つかれた。第一に、目の前のイグセムの縁えん者じやが指揮官ではなかったことに。第二に、その指揮官がさっきまで混こん戦せんの真まっ只ただ中なかで戦たたかっていたという事実に。

「交渉を始める前に、ひとつ要求する。兵に『その場から動くな』と指示を出してくれ」

「なんだって……？」

「こっちで話をしている間に妙みような動きをされると困るんだよ。そっちも同じだろうから、僕も自分の部下に同どう様ようのことを命じる」

　乱らん戦せんが収まったからには一いつ刻こくも早く部ぶ隊たいの秩ちつ序じよを取り戻したかったジャンなので、この提てい案あんには渋しぶい顔をした。が、隊列の復ふつ帰きがそのまま不利に繫つながる敵てきの立場からすれば、これは当然の要求とも言える。

「……負ふ傷しよう者しやの救きゆう護ごは？」

「それは認みとめる。ただし武ぶ装そう解かい除じよして馬から降りた上だ」

　イクタが即そく答とうする。ジャンは数すう秒びよう考えた末すえ、ここは素直に要求を受け入れた。

「Ｙａｈ、受け入れよう。──部隊総そう員いん、傾けい注ちゆう！　僕ぼくが襲おそわれた場合を除のぞいて、別べつ命めいあるまでその場を動くな！　負傷者の救護のみ許すが、その場合は武装解除して馬から降りた上で行え！」

「僕の指し揮き下かにある部隊全員に命じる。仲なか間まの救護を除のぞいて、別命あるまでその場を動かないこと」

　若々しく張りのあるジャンの声とは対たい照しよう的てきに、喉のどが枯かれきったイクタの声は渋しぶく重く響ひびいた。兵たちはその命令に従したがって負傷者の救護にのみ専せん念ねんし、それでようやく交こう渉しようの環かん境きようが整った。

「交渉を始めよう。まずは提案側から要求を出してくれ」

「分かった。要求だが──君たちに全面降こう伏ふくを求める。このまま戦せん闘とうを続けても君らに勝ち目はないし、僕らとしても無む駄だな犠ぎ牲せいは出したくない。降伏後は捕ほ虜りよとして君たちの身み柄がらを適てき切せつに扱あつかうことを約やく束そくする。こちらからの要求は以上だ」

「話は理解した。その上で、全面的に拒きよ否ひする」

　とりあえずふっかけてみたジャンだが、イクタはイクタで少しも拒きよ絶ぜつを迷まよわない。両者の間で空気の温度が一いつ気きに下がった。

「その判断は愚おろかだと思うよ、ソローク中ちゆう尉い。兵を無駄に死なせるような真似まねは感心しないな」

「心配されなくても、これ以上ひとりだって死なせるつもりはないけどな」

「そのつもりなら、君が取るべき道はひとつきりだよ。降伏するんだ。あいにくと見通しが悪いけど、戦闘の感かん触しよくでじゅうぶん分かる。君たちの兵力は僕たちの半分にも満たない。斬ざん新しんな伏ふく兵へいで騎き兵へいと風ふう銃じゆうを無む力りよく化かした手て並なみは評ひよう価かするけど、それもここまでだ。数と数の潰つぶし合いになれば確実にこちらが勝つ。君たちには全ぜん滅めつか降伏かの二に択たくしか残されていない」

「本気でそう思っているのなら、話しても時間の無駄だ。今すぐ戦闘を再開したらどうだ？」

　イクタが冷たい声で突つき放し、ジャンの頰ほおがわずかに引きつった。無む益えきな泥どろ仕じ合あいを続けたくない白はく髪はつの将しようの心理を突ついて、少年は容よう赦しやなく強つよ気きに出ている。

「こっちからも要求を出そう。ここで戦闘を切り上げて、あんたたちには今まで通りガガルカサカン大森林の向こう側に撤てつ退たいしてもらいたい。どうせあと二日すれば、僕たちはここを撤退する予定でいる。いま退しりぞいても、あんたたちのロスはたったの二日きりだ」

「……どうやら読まれているようだから、いっそ正直に白はく状じようしようか。これ以上の戦せん闘とうは僕ぼくも一秒だって御ご免めんだ。でも、だからといってむざむざ退くわけにはいかない。仮かりにも客きやく員いん将しよう校こうとして、僕はアルデラ神しん軍ぐんを勝たせるためにここにいるんだからね」

「その条じよう件けんで妥だ協きようできないとなると、これは互たがいに刃は物ものを突つき付けあっている状じよう態たいだな。引いたほうが負けになるし、両方引かなければ否いや応おうなく刺さし合いになる」

「繰くり返しになるけど、刺し合いになれば最後に生き残るのは僕らだ。消しよう耗もう戦せんは僕にとっても最さい悪あくの結果ではあるけれど、その最悪しか選べないのなら仕し方かたない、覚かく悟ごを決めるよ。……でも、その必ひつ要ようはあるのかな。君らだって、口ほどには死の覚悟を決めていないと思うけれど」

　ひとつ押し返した上で、ジャンは相あい手ての様よう子すを窺うかがった。イクタの口くち元もとが皮ひ肉にくげにゆがむ。

「その話には、正せい解かいと間ま違ちがいが一つずつ含ふくまれているな」

「なに……？」

「まず正解のほう。僕は死の覚悟なんて決めてない、それは事実だよ。そして間違いのほう──もし刺し合いになれば、最後に生き残るのはお前たちじゃない」

「Ｄｙｃｕｌｏｕｓデイキユロス！　馬ば鹿か馬鹿しい、ハッタリもいい加か減げんにしておきなよ。今日までに何度も気き球きゆうが上がっているのを見てこなかったのかい？　そうやって確かく認にんした総そう兵へい力りよくから、火か線せん防ぼう御ぎよの管理に必ひつ要ような人員を差し引く。それでここにいる君たちの兵数はだいたい読めているんだ」

「どうも視し点てんがズレてるな。生き残るのはお前たちじゃないとは言ったが、別に僕たちが生き残るとも言ってないじゃないか」

「……Ｍｕｍ？　何が言いたいんだ……？」

「単たん純じゆんな語ご用ようの問題だよ。お前はさっき『最後に生き残るのは僕らだ』と言ったが、『僕ら』っていう表現は、その中に『僕』──つまりお前自じ身しんが含ふくまれていなきゃ成り立たないだろ？」

　不ふ敵てきに笑ってそう言った瞬しゆん間かん、少年の腕うでの中で周照灯ランタンを付けていた光ひかり精せい霊れいクスが、その光こう洞どうから馬上のジャンに向かってまばゆい凝集光ハイビームを一ひと筋すじ放はなった。突とつ然ぜんの行こう為いに、彼の周しゆう囲いの人間が血けつ相そうを変える。

「ちょっと、なんのつもりで──」「動くな。指し揮き官かんが死ぬぞ」

　イクタの制止に、声を荒あらげようとしたミアラが硬こう直ちよくする。が、ジャンはそのくらいでは怯ひるまなかった。

「……Ｈａｈ、参まいったな。君には僕が、光を当てただけで死ぬような虚きよ弱じやく体たい質しつに見えるのかい？」

「これっぽっちも見えないな。まぁ、とりあえず胸むねに当たった光を見てくれ。……真まん丸まるで射しや撃げきの的てきみたいだろ？　というか、実際にそうなんだよ」

　その発言に、今度こそジャンの笑え顔がおが凍こおりついた。途と端たんに忙せわしなく周しゆう囲いを窺うかがう彼の両目に、イクタの口くち元もとがつり上がる。

「この場から見える位置にはいないよ。なに、驚おどろくには値あたいしないさ。エアライフルがそっちの専せん売ばい特とつ許きよじゃないことは、お前にも薄うす々うす分かっていたはずだろ？」

　イクタは大おお仰ぎように肩をすくめる。『不眠ねむらずの輝き将しよう』の顔に、戦せん慄りつがありありと浮かび上がった。

　闇やみにひそんで敵てき軍ぐんの将しように狙ねらいを定めるエアライフル持ちの風ふう銃じゆう兵へい。それがこの場に実じつ在ざいするかどうか──いくら考えても、ジャンに真しん相そうを知る術すべはない。彼には相手部隊のおおよその人数を割り出すことは出で来きても、そこにエアライフルを持つ兵士が含ふくまれているかどうかまでは判断できない。そして、もしひとりでも含まれていれば、この脅きよう迫はくは問題なく実現するのだ。

　──お前の亡霊を借りるぞ、トルウェイ。

　少年は心の中でつぶやいた。それはかつて彼かれ自じ身しんが「そこにいるかもしれない恐きよう怖ふ」と呼んだもの。不ふ可か知ちの領りよう域いきに怯おびえる人間の本ほん能のうを利用する技わざだった。

「馬から降りようとは思うなよ、それがそのまま合あい図ずになる。周まわりの人間が射しや線せんをふさごうとしても同じことだ。もっとも、そういう真似まねに備えて割わりと高い位置から狙わせてるんでね。体を張って盾たてになろうったって難むずかしいと思うけど」

「交こう渉しよう中ちゆうの攻こう撃げき行こう為いは許されないはずだ！　君は戦せん時じ条じよう約やくに反するつもりかい!?」

「確かに交渉中なら条約違い反はんだな。でも、お前が馬を下りたり部下を動かしたりした瞬間に交渉は終わるんだよ。二者間の合ごう意いがあって初めて成立するのが交渉だからな、それに見切りを付けるタイミングは双そう方ほうの自由だ。もちろん自分で交渉旗きを上げている間は攻撃できないんだが──見ての通り、こっちが立てている旗は最初から一本きりでね。上げ下げには手間がない。お前の動き次し第だいで、いつでも下ろす準備は出で来きている」

　固こ定てい具ぐから引き抜いた「交渉受うけ入いれ」の旗、その竿さおを両手に持って状じよう況きようを見守るヤトリを横よこ目めに、ますます意い地じ悪わるな声でイクタは続ける。自然体のように見えるが、自分と部下全員の命がかかっているだけに実際は全ぜん身しん全ぜん霊れいの虚きよ勢せいだ。軍ぐん服ぷくの背中は冷たい汗あせでぐっしょりだった。

「……Ｎｙａｔｔニエツト！　こんなものは交渉でも何でもない、ただの脅迫だ！　たとえ条じよう文ぶんに違反しなくても、戦時条約の理念に照てらして許されるはずがない！」

「へぇ、おもしろい意見だな。じゃあ逆に訊きくが、戦争中に行われる交渉と脅迫に何の違ちがいがあるんだ？　どちらも互たがいの武ぶ威いをちらつかせて有利な条じよう件けんを引き出そうとする試こころみでしかない。お前はただ、自分にとって著いちじるしく不利な交渉を脅迫と呼んでいるだけだろう」

「っ……！」

「条件を吞のまないなら実力行こう使しに打って出る、そのスタンスは互いに共通している。ただひとつ違うのは、僕はお前を直接狙える有ゆう利りな場所に兵を置き、お前はその事態に対する備えを怠おこたった。その一点だけじゃないのか」

　静かな口く調ちようで反論を封ふうじられる。生しよう涯がいで初めての屈くつ辱じよくに、白はく髪はつの将しようは毛もう髪はつをかきむしった。

「……伏ふく兵へいによる奇き襲しゆうも、交こう渉しように持ち込んだのも、全すべてこのための伏ふく線せんだったと……!?」

「そんなことはどうでもいいから、ただ現状だけ理解してくれ。どうしても引く気がないなら、僕ぼくはその時点で交渉決けつ裂れつと判断して旗はたを下ろし、真っ先にお前を撃うち殺す。それで指し揮き系けい統とうが混こん乱らんしたところを突ついて全員でバラバラに逃げ延びようと思う。まったく賢かしこいやり方じゃないけど、そんなのでも一いつ手ては一手だ。僕にはそれを打つ準備があるんだが──さて、お前はどうなんだ？」

　イクタの問といを、ジャンは必ひつ死しに分ぶん析せきした。──口から出まかせだ、それは分かっている。本当にエアライフル持ちの兵を動員しているなら、その発言が現げん実じつ味みを持つようにこの場にも何人か連れてくるはず。それが見当たらないのは、全てが最初から実体のない幻げん想そうだからだ。

　そういった状じよう況きよう証しよう拠こから、イクタの発言が九割方ハッタリだとジャンは言い切れる。──だが、それでも十割ではない。たった一割の不安がどうしてもぬぐえずに付きまとう。

　それを無む視しすることを勇気と呼ぶ者もいるだろう。だが、ジャンの考え方は違ちがう。戦場で振るサイコロの数はなるべく少なくするべき──それが彼の思想だ。だというのに、一割の確かく率りつでハズレを引く死のサイコロを一度だって振れるはずがない。

「……もし僕が、ここで自分の死さえ厭いとわないと言ったら」

　精せい一いつ杯ぱいの威い厳げんを取り繕つくろって、ジャンは最後の虚きよ勢せいを張った。イクタは黙だまってかぶりを振る。

「それが結論なら別に構わないけど、らしくないな。部下も自分も無む駄だ死じにさせない判断がお前にとっての正せい解かいだろう。まぁ、人間は時に自分だって裏うら切ぎれる生き物だ。後々に後こう悔かいのタネを残すのもお前の勝手だよ。──もっとも、死んでしまえばそれさえ出で来きないけど」

「……僕と初対面の君が、そこまで知ったふうに僕らしさを語るのかい……」

「初対面？　つれないこと言うなよ。火か線せん防ぼう御ぎよ作さく戦せんを開始してから今日までの六日間、僕はずっとお前と同じテーブルを挟はさんで将しよう棋ぎを打っている気分だった。見えなかったのはそのご立りつ派ぱな面つら構がまえくらいのもんさ」

　どれほど揺ゆさぶっても、イクタは強つよ気きの姿し勢せいのまま微び動どうだにしない。張はり子この虎とらが襲おそうと脅おどし、蟷とう螂ろうの斧おのを振り下ろすぞとうそぶく。どこまでも幻まぼろしに過すぎない優ゆう勢せいを堂々と振りかざす。

　だが、それらを虚きよ構こうとして跳はねのけるには、ジャンはあまりに賢かしこ過すぎた。──その賢さゆえに、彼はここで正しい結論を選ばなければならなかった。

「……要よう求きゆうを、吞のむ。こちらが撤てつ退たいする段取りを話そう」

　その一ひと言ことが白髪の将の口から出た瞬しゆん間かん、ミアラを始めとする周しゆう囲いの部下たちは耳を疑い、その雰ふん囲い気きを察した他の騎き兵へいたちにまで動どう揺ようが広がった。黒くろ髪かみの少年はおごそかにうなずいた。

「──恥はじることはない。それがお前のあるべき決断だよ、ジャン・アルキネクス少しよう佐さ」







　彼らの撤てつ退たいは、まず武ぶ装そうの半はん解かい除じよから始まった。風ふう銃じゆうの弾たまを捨てさせ、騎き兵へい部ぶ隊たいが保有する馬の八割を近くの木々に繫つながせる。「この場で帝てい国こく軍ぐん側がわに襲おそわれても抵てい抗こうできるが、それ以上のことは何もできない」ところまで戦力を削けずるのだ。

「そっちの要よう望ぼう通り、この馬たちは鹵ろ獲かくも捕ほ殺さつもしない。ここに繫いだまま餌えさと水を与えて放置しておくから、二日後に森を突とつ破ぱしてきたら好すきに回収するといい。心配しなくても、この約やく束そくはちゃんと守る。というか撤退を吞のむ上での条じよう件けんなんで、順じゆん守しゆしないと戦せん時じ条じよう約やくに違い反はんする」

　イクタがそう請うけ負おうと、愛あい馬ばと離はなれ離ばなれにされたキオカの騎兵たちも、少しはほっとした顔を見せた。馬を繫ぎ終わり、風銃の弾が森に投げ捨てられ、互たがいの戦力差が縮ちぢまったところで、イクタもようやくジャンを照てらしていた凝集光ハイビームをクスに止めさせた。

「さて。馬を取り上げちゃった以上、行きと同じ真似まねをして帰れってのは無理な話だからな。負ふ傷しよう者しやを担かついで、とりあえず僕ぼくたちに付いて来てくれ。もう少し東のほうに、そろそろ火か線せんが途と切ぎれそうな場所があるんでね。そこまで案内しよう」

　そう言うと、少年は生き残った兵士たちを集めて隊たい列れつを組ませる。ここで久しぶりに敵てき味み方かたの入り混じる状じよう態たいが解消されたのだが、それに伴ともなって見え始めた帝国軍側の現状に、キオカ兵たちはひとり残らず目を剝むいた。

「おい、どうした、起きろよ！　ようやく終わったってのによぉ……！」

「目が……目が、見えね……みんな、どこだが……」

「血が、この子の血が止まらないよぉ……！　誰だれか、もっと包ほう帯たいないのぉ……!?」

　苦く痛つうの呻うめきが合がつ唱しようする。敵の半分以下の兵数で泥どろ沼ぬまの白はく兵へい戦せんを行った兵たちの、それは当然の末まつ路ろだった。馬上からサーベルで顔を裂さかれた者がいる、暴れ馬に踏ふみつけられて骨ほねを砕くだかれた者がいる、すでに声も上げられずぼろ雑ぞう巾きんのように横たわる者がいる。死し傷しよう者しやを数えるよりも、無事な者を数えたほうがずっと早い。重じゆう傷しよう者しやを含めた生き残りは、すでに総数の半分以下だ。

「……Ｖａｎｋｚｙａａｌヴアンクジアール……。この有あり様さまで、君は戦せん闘とうを続けると言い張ったのか」

「そんなこと言ったか？　覚えてないな」

　しらばっくれるイクタの態たい度どに、やはり全すべてハッタリだったのだと確かく信しんして、ジャンの中で怒いかりと悔くやしさが膨ふくれ上がる。だが、すでに交こう渉しようを終えて武装解除してしまった以上、ここからの仕切り直しは現実的に不ふ可か能のうだった。

「遅おくれずに付いて来てくれ。僕たちとしても、早く負傷者の救きゆう護ごに専せん念ねんしたい」

「……Ｓｙａｈシア、分かった。案内してもらおう」

　負傷者とその世話をする人員を残して、まだ動ける者からかき集めた四十人にヤトリの騎き馬ば小隊を加くわえた八十人足たらずで、イクタは出発した。その後ろにキオカの兵たちが続くが、ジャン自じ身しんは部ぶ隊たい指し揮きをミアラに任まかせて、今はイクタと共ともに先頭にいる。

「……ひとつ尋たずねてもいいだろうか、ソローク中ちゆう尉い」

　沈ちん黙もくの行こう軍ぐんが十分ほども続いた頃ころ、ふいにジャンが口を開いた。イクタは軽くうなずく。

「答えられるかどうかは内容次し第だいだけど、尋ねる分には自由だ」

「僕ぼくらは西の迂う回かい路ろにも別べつ働どう隊たいを回している。そちらの戦せん況きようはどうなっているんだい？」

　訊きかれてから数秒の間に、イクタは明かすべきことと隠かくすべきことを選より分けた。

「途と中ちゆうの砦とりでで防ぼう御ぎよ戦せん闘とうを継けい続ぞくしている。そっちも近日中に撤てつ退たい予定だ」

「……Ｙａｈ」

　じゅうぶんな情じよう報ほうを得られたとは思えない表情だが、ジャンは引き下がった。砦の奇き襲しゆうを目もく論ろんだ亡霊部隊カラ・カルムの結果を知りたいのだろうとイクタも察するが、この状じよう況きようで事実を教えてやる義ぎ理りはない。互たがいに間合いを保ったままのやり取りが済すむと、再ふたたび沈黙が流れた。

　さらに二十分ほども歩くと、彼らの部隊は道を外はずれて左手に折おれ、森の中を進み始めた。初めこそ道の悪さに難なん儀ぎしたが、じきに草木が燃え尽つきたところまで出ると、月明かりも再び射さしてずいぶん歩きやすくなった。その先は長くかからず、徐じよ々じよに濃こくなっていく煙けむりと熱気の中を進んでいって、目的の場所に辿たどり着いた。

「よかった、予想通りかなり薄うすくなってるな。土をかけて鎮ちん火かを早めるから、そっちの兵も手伝ってくれ」

　協力を求められたジャンは、特に渋しぶることもなく部下に鎮火作業を手伝わせた。人数がいたこともあり、それは十分もかからず終わった。燃え盛る炎ほのおの壁かべに、束つかの間の隙すき間まが生まれた。

「さぁ、早く行ってくれ。そっちの通り抜けが済み次し第だい、僕たちはここの火か線せんを補ほ修しゆうする」

　淡たん々たんとした声が招まねかれざる客人の背中を押す。白はく髪はつの将しようもそれにうなずき、二に列れつ縦じゆう隊たいに並ばせた部下の兵たちに前進を指示して次々と炎の合間を通り抜けさせていった。自じ身しんも最後の一団に入って向こう側に渡る。

「全員渡ったな。それじゃ、さっそく火を点つけさせてもらう」

　現場にあらかじめ用意してあった木材と並べて、そこに油をかぶせた上で、焼しよう撃げき兵へいが着火する。たちまち炎が立ち上がり、ふたつの勢力の間に灼しやく熱ねつの境きよう界かいを引いた。

　それで全すべて済んだと思って、イクタはさっさと踵きびすを返そうとした。だが、そこに炎の向こうから声が飛んできた。

「──Ｓｙｄｂｅａｈシドベア！　待まて、ソローク中ちゆう尉い！　君は何のために帝てい国こくを守る!?」

　少年が足を止める。紅ぐ蓮れんのカーテンを透すかして、白髪の将と真っ向から視し線せんが合った。

「僕の生せい国こくはバユシエという小国だ！　かつて大陸の北東にあったけれど、隣りん国ごくラオとの戦争で共とも倒だおれになって、今はもう存そん在ざいしない！　戦火の中で知ち己きの全てを失った僕には、戦せん災さい孤こ児じとして生きる道しか残されていなかった。それを拾ひろい上げてくれたのがキオカ共きよう和わ国こくだ！」

「…………」

「今の僕ぼくはキオカの子供だ！　技ぎ術じゆつ立りつ国こくの理念も、大だい帝てい国こくのかたわらで共きよう和わ制せいを保ち続ける立場も、その全すべてが僕の誇ほこりだ！　いずれ全ての国家はキオカを模も範はんとして生まれ変わる！　腐ふ敗はいした制度は滅ほろび、エゴをぶつけ合うだけの無む益えきな戦争はなりをひそめ、世界は平和のうちに繁はん栄えいを謳おう歌かする！　その実現のために、僕の生しよう涯がいは一秒の無む駄だもなく在あり続けなければならない！　眠りを必ひつ要ようとしない体質は、そのために今は亡なき人々から授さずかったものだと信じている！」

　はばからず言い切って、ジャンは相あい手てを強く見み据すえた。その在り方の真しん意いを求めて。

「だが今回、君は僕に足あし踏ぶみをさせた！　そのために、かくあるべき世界の実現は少しだけ遠のいたはずだ！　だからこそ僕は問とう──君は何を思って帝国を守る!?　その行こう為いが世界をより良い方向へ導みちびくと本当に信じているのか!?」

　若くまっすぐな問いは、しかし悲しいほどに的まとを外はずしている。イクタは鼻を鳴らして答えた。

「……あいにくだけど、僕は生まれてこのかた国を守りたいなんて思ったことは一度もない。僕が守りたかったり守り損そこねたりするものは、いつも国じゃなくて人だ」

「Ｎｙａｔｔニエツト！　Ｄｅデ、Ｎｙａｔｔニエツト！　そういった人々を守ることこそ、国こつ家かが担になうべき役割のはずだ！　だからこそ人はより良い国を求めなければならない！　違ちがうのかい！」

「……なるほど。で、そういう国を創つくったり守ったりするために、お前みたいな英えい雄ゆうが頭のてっぺんからつま先まで搾しぼり尽つくされて捨すてられるわけだな。よく出で来きた仕組みだよまったく」

　ジャンはただただ怪け訝げんな面おも持もちになった。相手が何を言っているのか、彼にはまったく理解できなかったのだ。その困こん惑わくが伝つたわってきて、イクタはため息いきをついた。

「無駄に終わると思うが、お前にひとつ忠ちゆう告こくしておいてやるよ。──お前が二十四時間働はたらき詰づめなのは、理想の実現にそれが必ひつ要ようだからじゃない。他の誰かがその分怠けているからだ」

「────ッ!?」

「自じ覚かくがない分、今のお前は奴ど隷れいよりも哀あわれだよ。自分がやらなければいけないと思い込んで、それが誰だれかに押し付けられたものだと最後まで気付かない。お前が間ま違ちがった働き方をするもんだから、お前以外の全員が間違った怠なまけ方をする。まるで盆ぼんに乗った世界を一人ぼっちで支ささえようとしている巨きよ人じんみたいに」

　哀あわれみの視し線せんを一いつ瞬しゆん向けて、それを最後に、イクタは今度こそ踵きびすを返した。

「金きん言げんを授さずけよう、不眠ねむらずの輝き将しよう。──全ての英雄は過労で死ぬ」

「……Ｈａｚｇａｚｅッふざけるな！」

　遠ざかっていく背中めがけて、ジャンは突つき刺さすように叫さけんだ。白はく銀ぎんの瞳ひとみに憎ぞう悪おの光を宿やどして。彼がその感情を一個人に対して向けるのは、これが生まれて初めてのことだった。










　戦せん略りやく上じようの圧あつ倒とう的てきな不利を覆くつがえして敵てきをしりぞけたイクタたちだが、その代だい償しように差し出された人じん命めいの数は六十人を超こえて、しかも瀕ひん死しの重じゆう傷しよう者しやが息いき絶たえることで刻こく々こくと増え続けていった。

　迎げい撃げきに動員した百二十二人中、軽けい傷しよう未み満まんで済すんだのはたったの四十一人。無む傷きずの者は皆かい無むに近い。この数字が示す通り、彼らがやったのはそういう戦たたかいだった。その事実を、指し揮きを執とったイクタ自じ身しんが誰だれよりも恥はじていた。

　負ふ傷しよう者しやの回収が一通り済すむと、戦せん闘とうの前に山へ逃がしておいた仲なか間まを呼び戻し、彼らは引き続き火か線せんの補ほ修しゆうに当たった。期限までの二日間、小しよう規き模ぼな遭そう遇ぐう戦せんが二度起こったきりだったのは、彼らにとってささやかな幸こう運うんと言えた。その間も、背はい後ごの天てん幕まくでは重傷者が一人、また一人と息いきを引き取っていたが。

「みんな、よくやった。僕たちはここを守りきった。──現げん在ざい時じ刻こくをもって、撤てつ退たいを開始する」

　火線防ぼう御ぎよ作戦開始から八日目の夜、隊たい列れつを組んだ部下たちを前にイクタがそう告つげた。泣き崩くずれる者同どう士しで肩を貸かし合いながら、彼らは山を登り始めた。任にん務むの引ひき継つぎが行われる後方の陣じん地ちは徒と歩ほで約一日の距きよ離りにあり、その道のりが半なかばを過すぎるまでに重傷者がまた二人死んだ。イクタ自身も小こ指ゆびの傷が膿うんだことで高熱を出してしまい、途と中ちゆうで倒たおれかけたところをナナクやスーヤに何度も支ささえられた。

　時を同じくして、西の砦とりでではサザルーフ大たい尉いとトルウェイの部隊が、中ちゆう央おうの陣地ではマシューとハロの本隊が、それぞれの持ち場を無事に守りきって部下と共ともに撤退を始めた。その連絡はイクタたちにも出発前に光ひかり信しん号ごうで届けられており、傷つき疲つかれ切った体での山歩きに大きな希望を与えた。仲間と合流して無事に帰る──その一いち念ねんで、兵たちは足を前に運び続けた。

「あと一時間ってとこだが。イクタ、あてにもっと寄りかかれ」

「あ、ああ……ありがとう、ナナ……」

　もう自分ひとりでは歩くことも出で来きなくなって、仲間に肩を借りっぱなしのイクタだったが、そのポジションをナナクは断だん固ことして譲ゆずらなかった。ただ、極きよく端たんに小こ柄がらな彼女だけだとイクタも体勢が辛つらいので、反対側は副ふく官かんのスーヤや他の男性兵士が交こう代たいで受け持っている。だが唯ゆい一いつ、その役やく目めをヤトリが代わろうとする時には、ナナクが強い口く調ちようで威い嚇かくした。

「赤いのは来んでね！　うぬは馬の世話でもしとれ！」

「……はぁ。すっかり嫌きらわれちゃったわね、私も」

　目的地への到着を目もく前ぜんに控ひかえた夕方にも、同じやり取りがあった。ため息いきをついて離はなれていくヤトリだが──その背中に向かってナナクがべぇと舌したを出した瞬しゆん間かん、彼女の目の前に、音もなく影が降り立った。

「───なッ!?　う、うぬは──」

　ナナクが反はん応のうする前に、その影は彼女を蹴けり飛ばした。逆ぎやく側がわで肩を支えていたスーヤも衝しよう撃げきで倒れ込み、高熱に朦もう朧ろうとするイクタは尻しりもちをついて無む防ぼう備びを晒さらす。

「……誰だれも動くな」

　異い変へんに気付いたヤトリが走り戻ろうとしたが、その動きを冷たい声が制した。すでにイクタの首くび筋すじには、逆さか手てに握にぎった小刀ダガーの刃はが添そえられている。

「亡霊部隊カラ・カルムの……！」

　警けい戒かいを怠おこたったことに歯は嚙がみしつつ、ヤトリは相あい手てをにらんだ。──すでにシナーク族に偽ぎ装そうする必ひつ要ようはないと見えて、その装よそおいは前に出会った時と異ことなる帯おび締じめの黒こく衣い。顔は覆ふく面めんによって下半分が隠かくれているが、その全身から放たれる気け配はいの質しつは、彼女には見み誤あやまりようがない。

「亡ぼう霊れいの長と見受けるわ。──二度目ね、こうして会うのは」

「…………」

「その執しゆう念ねんに水を差すようだけど、私たちはもう任にん務むを終えて撤てつ退たいするところよ。この後は仲なか間まに役やく割わりを引き継ついで北ほく域いきに引き上げるだけ。この期ごに及およんでの襲しゆう撃げきというのは、明らかに目的を見失ってはいない？」

　足あし元もとのイクタに刃を突つき付けたまま、影はもう片方の手で、顔の半分を隠す覆面を剝はいだ。その内側から現れた顔は意外にも若く、精せい悍かんと言ってもいい青年の風ふう貌ぼうだった。

「──ニルヴァ・ギン。ヤポニク西領が三千石こくの武ぶ家け、ギンの武ぶ門もんに生せいを受けた嫡ちやく子しだ」

　ヤトリは目を丸くした。亡霊が堂々と素す性じようを明かすことを、誰が予想出来ただろう。

「亡霊は死んだ。それはお前たちが殺した。ここに在あるのは亡霊部隊カラ・カルムを率ひきいる影の頭とう目もくではなく、ただ一いつ介かいの武もの士のふに過すぎない」

　ヤポニク分ぶん立りつ国こく。それは百年と少し前、後の英えい雄ゆうであるイルスヒム・ギォルゴ大たい尉いも参加した帝てい国こく軍ぐんの親しん征せいによって滅ほろびた極きよく東とうの封ほう建けん国こつ家かの名前。国内に大だい名みようと呼ばれる複数の君くん主しゆが並へい存ぞんし、その下に絶対的な忠ちゆう誠せい心しんをもって使える武ぶ士したちによって、長く独特の文化が営いとなまれていた。

　滅めつ亡ぼう後ごはそのまま帝国の領土となったが、後に紆う余よ曲きよく折せつを経てキオカ共きよう和わ国こくの一いつ州しゆうとなり、そこでの暮くらしの中に民族と文化を溶け込ませていくかに見えた。……が、そのルーツに対する誇ほこりはなお色いろ褪あせず、ヤポニク民族の血を引く者は今も、祖そ先せんの出しゆつ自じにならって当時の武家の末まつ裔えいを名乗るのだという。

「剣けん峰ほうが頂いただき、『双そう剣けん』にして『無双剣』──イグセムの名を継つぐ者と見受ける。相そう違いないか」

「相違ないわ。私はヤトシリノ・イグセム。この身みに二に刀とうを帯びる、正しよう真しん正しよう銘めいのイグセムよ」

　ヤトリが毅き然ぜんと名乗りを返す。ニルヴァは深くうなずいて告つげた。

「立ち合いを望む。──その最強の称しよう号ごう、貰もらいに参さんじた」

　全ぜん身しんから混じりけのない戦せん意いがほとばしる。それをヤトリは怯ひるまず受け止めた。

「承うけたまわったわ。──けれど、立ち合いの前に人ひと質じちを放しなさい。心配しなくても、イグセムが挑いどまれた決けつ闘とうから逃げることは決してない。その真似まねは武ぶ人じんの名めい誉よを損そこなうだけよ」

　そう請うけ負おった彼女の言こと葉ばを、ニルヴァもまた武人の約やく束そくとして捉とらえた。首に突つきつけていた小刀ダガーが離はなされ、無事に解放されたイクタだが、高熱に弱り切っていてその場を動けない。

「誰だれか、イクタを運んでやって。他は後ろに下がりなさい」

　ヤトリに命じられると、兵たちは潮しおが引くように後こう退たいしていった。イクタも半なかば引きずられて離れていくが、ただ一人、蹴けられた腹はらを手で押さえたナナクだけが二人の間合いに残った。

「……待まつが！　うぬらだけで勝手に話さ進めるでね！　そん男にはあても用がある！」

　鋭するどくニルヴァを見み据すえて、シナークの長は口を開いた。

「久しぶりでねか、影どもの長。戦さ始める直前からは、すっかりなりを潜ひそめてたども」

「内ない乱らん勃ぼつ発ぱつに向けてきさまらを焚たき付ける役目を果たしたからだ。命永ながらえたくば大人しく下がっていろシナークの娘むすめ。亡ぼう霊れいは死んだ。きさまらが演えんじる役も、それを回す者も、もはやない」

　本人に挑ちよう発はつのつもりはなかっただろう。だが、ナナクは剣けんを抜いた。その理由は揃そろっていた。

「うぬらに騙だまされたとは思わね。キオカの手の者だってことは初めから察しとったし、部族を上げて帝てい国こくに楯たて突ついたんはあてら自じ身しんの意志だ。──んだがな。アルデラ神しん軍ぐんをアラファトラのお山に土ど足そくで呼び込んだ、その真似まねだけは絶対に許せね！」

「下がれとすでに言った。許せなければどうする？」

「こうするに決まってるがッ！」

　長い得え物ものを両手にナナクが駆かけた。ダガーを順じゆん手てに持ち替えてニルヴァがそれを待ち構える。が、両者が互たがいの間合いに入る寸すん前ぜん、割って入ったヤトリがククリ刀を振るう腕うでを取った。

「──、は──？」

　視し界かいがぐるりと回転したと思った時には、ナナクの体はそのまま地面に叩たたきつけられていた。

　衝しよう撃げきで意い識しきを飛ばした彼女を、ヤトリは優やさしく抱き上げて、仲なか間まのほうに運んでいく。

「あーあ……。これは起きたらまた嫌きらわれてるわね」

「放っておけばいいものを」

　構えたダガーの行き場をなくしたニルヴァが言う。ナナクを仲間に預けて戻ってくると、ヤトリは真ま顔がおで首を横に振ってみせた。

「彼女は同どう胞ほうよ、見殺しには出で来きないわ。……特にあんたの場合、前に一人やられているから」

　デインクーンの豪ごう快かいな笑いを思い返して唇くちびるを嚙かみしめ、ヤトリは相手に向き直った。

「さて、今すぐにでも始めたいところだけど──誇ほこり高きヤポニクの武人の得物が、まさか小刀それってことはないでしょう？」

　その指し摘てきを受けて、能のう面めんのように無表情だったニルヴァの口くち元もとが、ほんのわずかつり上がる。

「無む論ろん」

　ダガーを投げ捨てて、ニルヴァは黒こく衣いの背中に両手を差し入れる。それを引き抜いた時には、黒い鞘さやに収まった小こ太刀だちが右手と左手に一本ずつ握にぎられていた。長さはどちらも同じ二に尺しやくほどだ。

「そうこなくちゃね」

　鞘さやの中から現れた反そりのある片かた刃ばの刀とう身しんを見て、ヤトリは人生で何度目かの武む者しや震ぶるいをした。──ヤポニク和わ刀とう。中心をなす軟なん鉄てつと外がい殻かくをなす硬こう鉄てつ、その二に層そう構こう造ぞうによって恐るべき切れ味と頑がん丈じようさを両立させた刀かたな鍛か冶じの芸げい術じゆつ品ひん。剣けんの道を志こころざす者であれば誰だれもが一度は手にすることを願う、この世で最高の武ぶ具ぐのひとつだ。

「先せん達だつの技わざに敬けい意いを表すわ。イグセムで使う剣も、それを参考にして打たれているのよ」

「九代前の祖そ先せんから伝わるものだ。きさまを斬きり伏ふせる、そのためだけに今日まで遺のこされていた」

　イグセムが持つ「最強」の歴史を思えば、その言こと葉ばは誇こ張ちようでもなんでもない。世代を越こえて受け継つがれてきた戦士たちの殺意を、ヤトリは古く熟じゆく成せいされた果か実じつ酒しゆでも嗜たしなむように受け止めた。

「……おーい、ヤトリぃ……」

　互たがいの戦意が頂ちよう点てんに達し、炎えん髪ぱつの少女が二に刀とうの柄つかにいざ手をかけた瞬しゆん間かん、聞いただけで気が萎なえるような弱々しい声が外がい野やから投じられた。ふたりの視し線せんが同時に声の方角を見る。

「……終わったら起こしてくれぇ……」

　木の根ね元もとに寄りかかったままそれだけ伝えると、イクタは再ふたたび目を閉じて沈ちん黙もくした。いつにも増して空気を読まない横よこ槍やりだが、それさえも信しん頼らいの証あかしだとヤトリは知っている。この少年にとって、果か報ほうはどこまでも寝ねて待まつものなのだ。
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「目覚まし代わりにされちゃったわね。──この侮あなどり、あんたは捨て置いていいものかしら？」

　彼女にしては大人げのない挑ちよう発はつだが、それもイクタが冷ました分の熱を相あい手てに取り戻させるための気き遣づかいだ。目もく論ろみ通りに刺し激げきされて、ニルヴァは両手の小こ太刀だちを中・上段に構える。

「──抜け。最強者として振るうイグセムの剣けんを、それで最後にしてやる」

「これまでにも多くの武ぶ人じんが同じ台詞せりふを口にしたでしょうね。辞じ世せいの句くにしては気が利きかないことと、いつもならそう思って呆あきれるところだけど、今回ばかりは話が違ちがう」

　ヤトリが腰こし元もとから得え物ものを抜き放ち、右手にサーベルを、左手にマンゴーシュを自然体で構えた。その表情に気き負おいはなく、柄つかを握にぎる手に力みはなく、全ぜん身しんの佇たたずまいには微み塵じんの隙すきもない。

「目の前の光景を誇ほこりなさい、ヤポニクの武人。本来なら一人の相手に対しては一いつ刀とうで事こと足たらせるのがイグセムの基き本ほん理り念ねん。──その例外として、あんたを認めるわ」

　二に刀とうを構えた彼女の姿が、王おう者じやの意い志しを示していた。──全ぜん霊れいを懸かけて挑ちよう戦せんに応こたえよう、と。

「推おして参まいるッ！」

　開かい戦せんの宣せん言げんと共ともにニルヴァが地を蹴けった。迎むかえ撃うつヤトリの間合いに踏ふみ込んだ瞬しゆん間かん、目も眩くらむ速度で二刀の応おう酬しゆうが始まった。

　第一合。顔面に向かって繰くり出された和わ刀とうの刺し突とつに対して、ヤトリはその刀とう身しんにぴったりと沿そう形でサーベルを突き出した。完かん璧ぺきに近い交差法は、しかしそれを予測して上体を沈しずみ込ませたニルヴァの動きによって意味をなさない。一刀と一刀が互たがいを絡からめ取り合う一いつ瞬しゆん、争あらそいは残る左のマンゴーシュと右の小太刀に集約される。

　刀身の長さはニルヴァに利、ただし護ご拳けんの存そん在ざいはヤトリに利。この条じよう件けん下かでの応おう手しゆは先制ではなく後ご手ての合ごう撃げき。瞬しゆん時じに判断した炎えん髪ぱつの剣けん士しが待つコンマ一秒。二度のフェイントを経へて突つき込まれた剣けん閃せんを、惑まどわされることなく護拳の突き込みで打ち落とす。

「フゥッ……！」

　完全に迎え撃たれたニルヴァだが、なおも彼は後こう退たいしない。護拳に皮ひ膚ふを削けずられながらも体を沈めて刺突をかわし、膝ひざを地面に突くほどの低てい姿し勢せいで相手の懐ふところにもぐり込む。そこからサーベルの戒いましめをすり抜けた左の小太刀で太ふと腿ももを薙なぐ斬ざん撃げきを繰り出すが、ヤトリはさらに接近して斬撃の内側にすり抜け、敵の顔面めがけて渾こん身しんの膝ひざ蹴げりを打ち込んだ。

「ぐっ……！」

　右腕うでを盾たてにして顔への直ちよく撃げきは避よけたものの、体は衝しよう撃げきに後退を余よ儀ぎなくされる。膝の曲がった不安定な姿勢のところに、ヤトリの容よう赦しやない追つい撃げきが迫せまった。上段から重力を味み方かたに付けて振り下ろされたサーベルを、ニルヴァは十の字に組み合わせた二刀で受け止める。

「おぉッ！」

　だが、それはただの受けではなかった。十の字に構えた二に刀とうはサーベルを食い止める一いつ瞬しゆん、まず横線でそれを受け止め、続いて縦線の押し出しによって斬ざん撃げきの軌き道どうと威い力りよくを見事に逸そらした。回かい避ひと同時に自由になった右の小こ太刀だちが横よこ薙なぎに一いつ閃せんし、紙かみ一ひと重えのところでマンゴーシュの刃はに止められる。刹せつ那な、左の小太刀に逸そらされて落ちたサーベルとの間に、攻こう撃げきを通す一本の道が出で来き上あがった。

「かァアッ！」

　すかさずニルヴァが繰くり出したのは、左足による顔面を狙ねらった前まえ蹴げり。直ちよく撃げきすれば鼻を砕くだく程てい度どでは済すまない爪つま先さきの一いち撃げきを、しかしヤトリは、サーベルを振り下ろした右側に体を流すことによって回避する。同時に引き寄せた左のマンゴーシュが敵てきの足首に届とどいたが、その結果は肉を裂さく手ごたえではなく、硬かたい鉄の感かん触しよくだけが彼女の手首に伝わった。

「はっ……！」「ふッ──」

　息いきをつく間もない攻こう防ぼうを経へて再ふたたび間合いが開く。確かに刃が届いたはずの敵の左足首を見て、ヤトリは嘆たん息そくした。

「足あし癖くせが悪い上に用意周しゆう到とうね。それは脚きやつ甲こうの一種？」

「『手で剣を操あやつり、足で剣を活いかす』とギン一いち門もんの教えにはある。腱けんを守る甲こう鉄てつは当然の備えだ。また、足癖の悪さを貴き様さまに責せめられる筋すじ合あいもない」

　亡ぼう霊れいの長を務つとめていた頃ころからは考えられない饒じよう舌ぜつさは、興こう奮ふんと緊きん張ちようの表れか。いや、さらに歓かん喜きも混じる。その証しよう拠こに、ニルヴァの口くち元もとは無む意い識しきの微び笑しようを浮かべていた。

「しかし、強い……。予想以上に出で鱈たら目めだ。なぜ初しよ見けんの技わざをことごとく避よけられる」

「剣けん術じゆつという概がい念ねんの勃ぼつ興こうから軽く千年以上経った今、本当の意味で新しい技なんてそうそうあると思う？　どんなに優ゆう秀しゆうな技といっても、それは結局のところ剣けん理りの必ひつ然ぜんに沿そったものでしかない。感かん心しんはすれど驚おどろくには値あたいしないわ」

　さらりと言い切ったヤトリに、これが最さい強きよう者しやの不ふ遜そんかとニルヴァは引きつった笑いを浮かべた。数多あまたの先人たちが血のにじむような修しゆう練れんの果はてに辿たどり着いた妙みよう技ぎさえ、イグセムにとっては最初の教科書に載のっている剣理の基き礎そ知ち識しきに過すぎないのだ。

「先に言い切っておくけど、技では私に勝てない。イグセムを最強の座ざから下したければ、その先にあるものを見せなさい」

　サーベルの切っ先を向けて、炎えん髪ぱつの剣けん士しは敵に言い放った。聞いたニルヴァの笑えみが深まる。

「丁ちよう度ど、そうしようと思っていたところだ──」

　不ふ敵てきにそう言うと、何度か呼こ吸きゆうを整えた後、ニルヴァは二刀を緩ゆるやかな下段に構え直した。雰ふん囲い気きの変化に気付いたヤトリが表情を険けわしくする。戦せん意いに満ちたさっきの構かまえとは明らかに性せい質しつが違ちがった。比くらべ物にならないほど脱だつ力りよくした、どこまでも自然体の構えだ。

「……好すきに攻せめて来いというわけね。面おも白しろいじゃない」

　さっきとは正反対に、今度はヤトリのほうが攻せめの姿勢を取った。右のサーベルを前中段に置いた半はん身しんの構え。間ま合あいの利りを順当に活いかして、受け太刀たちに回った相あい手ての手首を断ちに行く。

　闘とう志しがぶつかり合った最初の一いち合ごうとは趣おもむきを変えて、今度は間合いを詰つめる段階から息いき詰まる攻こう防ぼうが始まっていた。切っ先を向けてにじり寄るヤトリに対して、あくまでも自然体を崩くずさないニルヴァ。その落ち着きは奇き妙みようだった。このままだと、ヤトリだけが一方的に攻こう撃げきできる間合いに入るというのに。

「……スーッ……、フーッ……」

「…………？」

　ささやかな違い和わ感かんがヤトリの足を鈍にぶらせる。原げん因いんは分からないのだが、何かがおかしい。自分の部へ屋やと間ま違ちがえて内ない装そうの似に通かよった別の部屋に入ってしまった時のような、あるいは前後を間違えて服ふくに袖そでを通してしまった時のような、言こと葉ばに表せない漠ばく然ぜんとした奇妙さがある。

　その感かん覚かくを瞬しゆん時じに解かい明めい出で来きないことは、しかしヤトリにとって期待を呼ぶ要よう素そですらあった。未知と相あい対たいする緊きん張ちようを楽しみつつ、一度は鈍にぶりかけた足に活かつを入れて前に進んでいく。

「……スーッ、フーッ、スーッ……」

　過すぎていく時間は蝸牛かたつむりのように重く長い。だが確かく実じつに進み続け、じきに静せいから動どうに転じる瞬しゆん間かんが訪おとずれる。あとほんの数センチ、ヤトリの爪つま先さきがそれだけにじり寄れば斬ざん撃げきの間合いに入る。

「……スーッ、フーッ、スーッ、フーッ、スーッ……」

　境きよう界かいに達した足の位置が先制の機を告つげた。だが右のサーベルを突つき出す直前、すでに筋きん肉にくが駆く動どうを始めた後戻りの出で来きないタイミングで、彼女は違和感の理由に気付いてしまった。──自分と相手の息遣いが重なっている！

「ふッ……！」

　彼女が刺し突とつを繰り出したのとまったく同じ頃合い、見てから反応したのではあり得ない完全一いつ致ちのタイミングで、ニルヴァは右足から一いつ歩ぽ踏ふみ込む形で体を横にさばいた。切っ先が胸むな板いたを掠かすめていくのもまったく構わない。力なく下を向いていた小こ太刀だちが瞬時に生命を吹ふき込まれ、敵の喉のど元もとめがけてまっすぐにほとばしった。

「─────ッ！」

　切っ先が手ごたえを得た。首の皮を裂さき、肉をえぐった感かん触しよく。それでも脈と骨には届かなかったことを悟さとると、ニルヴァは迷まよわず後ろに跳とんでいた。直後、彼の胴どう体たいがあった場所をサーベルの一いつ閃せんが通り過ぎる。

「これさえも……！」

　間合いを取り直したニルヴァが開かい口こう一いち番ばんに戦せん慄りつを口にする。その目の前でもまた、首くび筋すじに浅い傷きずを走らせたイグセムの剣けん士しが、惜おしみない感かん銘めいの中に立ち尽つくしていた。

「……私に同どう調ちようして、機兆きざしを……いえ、機前の気を読んだわね」

　ひどく抽ちゆう象しよう的てきな言こと葉ばが零こぼれる。対面の武ぶ人じんはその意味を正しく受け止めて笑った。

「『鏡かがみ穿ざし』──これが我わが流りゆう派はの辿たどり着いた答え。きさまの言った、技の先にあるものだ」

　それだけを述べると、ニルヴァは再ふたたび例の自然体の構えに戻った。全ぜん身しんの肌はだが粟あわ立だつ感かん触しよくと共ともに、ヤトリは剣けんを構え直し、自分の首くび筋すじをえぐっていった一いち撃げきの記き憶おくを思う。

『鏡穿』──応おうじ技わざの一種なのは状じよう況きようから間ま違ちがいない。だが、敵てきの動きを見てから反応するカウンターとは次じ元げんがひとつ違う。先せん手てと後ご手ての概がい念ねんを崩ほう壊かいさせるほどの機の一いつ致ちは、どの瞬しゆん間かんに相あい手てが動くかを知っていなければ出で来きるものではない。

　では、その未み来らい予よ知ちじみた攻こう撃げき予よ測そくを可か能のうにしたものは何か。経けい験けんに裏うら打うちされた洞どう察さつ力りよくは前ぜん提ていとして、もっとも大きな要よう素そのひとつは呼吸だろう。息いきを吸い、吐はき、止めるタイミングは、それ自体が様々な行動の前ぜん段だん階かいとして読み取れる。突つき詰つめれば、相手の呼こ吸きゆうを完全に把は握あくすることが出来れば、先々の挙きよ動どうを読み取ることも可能かもしれない。おおまかな推すい測そくだが、いまニルヴァが見せたのはそういう類たぐいのモノだ。

「……見み事ごと、と言わせてもらうわ。もう一いつ瞬しゆんでも気付きが遅おそければ死んでいた」

「この奥おう義ぎは初しよ見けん必ひつ殺さつの奇き襲しゆうにあらず。来い、次こそは確かく実じつに仕留める」

　決着を宣せん言げんする言葉とは裏うら腹はらに、ニルヴァの顔はどこまでも透とう明めいにヤトリを見み据すえる。それも当然だろう。相手に完全同調した上で放つカウンターは、殺さつ意いという不ふ純じゆん物ぶつがあって為なし得えるものではない。彼の心しん境きようはいま、明めい鏡きよう止し水すいと呼ばれる状じよう態たいに近いはずだった。

　それは紛まぎれもない達人の境きよう地ち。最強に焦こがれる一いち門もんの執しゆう念ねんが産み落とした同どう機き必殺の業わざ、最強という解かいを求めた思し索さくが行き着くひとつの結論に他ならない。ギンという武ぶ家けに幾いく百年を費ついやした饗きよう応おうを受けたのだと、ヤトリは感じた。そこにはもはや喜よろこびと感かん謝しやしかなかった。

「──ならば私も、ギン一門の業わざに、イグセムの業をもって応えるわ」

　そう宣せん言げんして、ヤトリは再び半はん身しんの形で二に刀とうを構えた。攻せめあぐねて膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいるような不ぶ様ざまは許されない。受けの秘ひ奥おうには攻めの秘奥をもって応える、それが最強者の礼れい儀ぎだ。

「───フゥゥゥ……」

　その行こう使しに向けて精神を整えながら、ヤトリはほんの一いつ瞬しゆん、外がい野やで横たわる黒くろ髪かみの少年に視し線せんを向けた。──柄つかと手が離はなれなくなる心配だけは無む用ようだろうと、その姿を見て苦く笑しようする。

「……心は融けて、境は消える」

　一足、間合いを詰めた。続けて大おお股またに二足三足。無む謀ぼうと言えば、それは正しよう真しん正しよう銘めいの無謀に違いない。なぜなら彼女は何も謀はかってはいない。それはもう人として何も思ってはいない。

「ただ一対の剣となる──」

「……ッ!?」

　間合いが重なり、剣けん閃せんが走った。機き前ぜんの気を読んでそれに応じようとしたニルヴァは、刹せつ那な、すでにそれが失敗していることに気付いて即そく座ざに受け太刀たちに切り替えた。鋼はがねの激げき突とつが火花を散らし──それを開かい幕まくの合図に、イグセムの刻ときが始まった。

　袈け裟さ斬ぎり、横よこ薙なぎ、小こ手て打うち、逆さか風かぜ──連なる斬ざん撃げきは絶え間なく、ニルヴァはそれを瀑ばく布ふに打たれるような思いで受け続ける。カウンターを挟はさむ暇ひまなどどこにもない。一いち撃げきを受けた体が衝しよう撃げきに揺れている間に次の一撃が迫せまっている。耐たえる以外に何が出で来きるというのか。

　武ぶ門もんの歴史をかけて練ねり上げた究きゆう極きよくの一、『鏡かがみ穿ざし』によって迎え撃うつ心しん算ざんは、最初の一いつ手てから崩くずされていた。──呼こ吸きゆうを重ねようにも、敵は息をしていない。いや、それだけなら問題はなかった。息いき遣づかいの他にも機き前ぜんの気を読む材料は無数にあるのだし、なんなら無む呼こ吸きゆうのしわ寄せが隙すきを作るまで受けに回って待まってもいい。──だが、違ちがうのだ。彼の目の前で起こっているのはそういうレベルの出来事ではないのだ。

　──気がない！　機前もない！　この女には、ただ機しかない！

　刃やいばをはらんだ怒ど涛とうの中で必ひつ死しに命を繫つなぎながら、ニルヴァはその異い様ように戦せん慄りつした。──彼の収めた『鏡穿』は、突つき詰つめて言えば相あい手ての意を読んで合わせ撃うつものだ。こう来たからこう斬きる、こう来たのでこう受ける、こう出たのでこう捌さばく。敵の立場になることで、そうした思し念ねんを写し取ることに必ひつ殺さつの所以ゆえんがある。

　だが、この敵の剣けんにはそもそも写し取るべき思念がない。まるで剣を執とる人間はすでに無く、ただ二に刀とうだけがそこに在あるかのような無む作さく為いの連れん撃げき。そんなものを受け続けるうちに、ニルヴァは気付く。──つまるところ、これは型なのだと。相手の受け方を見て次の一撃を繰くり出しているのではなく、一つ一つの斬撃がどういった防ぼう御ぎよを相手に取らせるか、そこまで含ふくんで組み立てられた型通りの攻こう撃げきを繫げているのだ。極きよく端たんに言えば、こちらの反応などろくに見てもいない。

「ふッ──」

　呼吸のタイミングさえ連撃の途と中ちゆうに組み込まれている。もちろん読んだところで意味はない、そこには酸さん素そを補ほ給きゆうする以外に何の意い図とも含まれていないからだ。機前の思考はイグセムの剣において究きゆう極きよく的てきには排はい除じよすべきノイズに過ぎず、つまりこの相手に限って、ギン一いち門もんの至いたった答えは何の意味もなさない。

「お、オ──おぉオ……！」

　恐きよう怖ふが、感動が、絶ぜつ望ぼうが、叫さけびとなって武ぶ人じんの口から溢あふれ出す。両りよう腕うでの痺しびれが受け太刀の限界を告げている。刹せつ那な、無数の光景が脳のう裏りに浮かんでは消えた。兄に似にて愛あい想そのない妹の仏ぶつ頂ちよう面づら、白はく髪はつの将しようの無む邪じや気きな笑え顔がお、初めて剣を執とった日に誇ほこらしく掲かかげた小こ太刀だちの切っ先──。

　その全すべてを断ち切って、鋼はがねの烈れつ風ぷうが吹き抜けた。

「────────」

　二本の小太刀が硬かたい音を立てて地面に落ちた。一いつ拍ぱく遅おくれて、喉のどの奥から血がこみ上げる。ようやく痛みが追ってきたが、ニルヴァに膝ひざを突くことは許されなかった。胸むねから背中までサーベルの刃が突き抜け、懐ふところに潜もぐり込んだ相手が、下から体を押し上げていた。

「──二に刀とう勢せい法ほう皆かい伝でんの試ためし、『無む想そう剣けん』。これがイグセムの答えよ」

　互たがいの息いき遣づかいを感じるほど間近で、ヤトリは仕留めた武ぶ人じんにそう告つげた。

「勝つべくして勝った、私はそのつもりでいる。──でも、あんたはどうなの。万ばん全ぜんの状じよう態たいで挑いどめなかったことに、悔くいを残してはいない？」

　気き遣づかう声でそう言われたことに、ニルヴァは今度こそ相あい手ての真しん意いを思い知って脱だつ帽ぼうした。──西の砦とりでで返り討うちに遭あった際、弾だん丸がんを受けた脇わき腹ばらの傷きず。黒こく衣いのせいで目立たないが、その辺りには最初からずっと血が滲にじんでいる。深ふか手では内ない臓ぞうにまで達しており、その傷口と出血量を見れば、もはや死を待まつだけであることは明らかだった。

　だからニルヴァはここに来た。武人としての最さい期ごを、戦せん士しとして然しかるべき死に場所を求めた。名もなき亡ぼう霊れいではなく、最強の夢ゆめに挑んだ一人の剣けん士しとして果てることを望んだ。その想おもいを、炎えん髪ぱつの少女は、戦たたかいを始める前から汲くみ取っていた──。

「……悔いは、ない。今ある全すべてを、尽つくした」

　その答えを聞き届けて、ヤトリは静かにうなずいた。

「……そう。この戦いはデインクーン・ハルグンスカ准じゆん尉いの仇かたき討うちでもあった。私の勝利に曇くもりがないというのなら、いずれ墓ぼ前ぜんで報ほう告こくさせてもらうわ」

　ニルヴァにはうなずくまでもなかった。敗北を受け入れた武人に、もはや言うべきことは何もない。

「さようならニルヴァ・ギン。誇ほこり高きヤポニクの武もの士のふ。──その剣けん腕わんをもってイグセムの剣士を戦せん慄りつさせた事実を、最強の称しよう号ごうに代わる冥めい土どの土産みやげとしなさい」

　手た向むけの言こと葉ばを告げた瞬しゆん間かん、ヤトリは胸むねに突つき刺さしていたサーベルを一ひと息いきに引き抜いた。それによって止まっていた血が傷きず口ぐちから一いつ気きに吹ふき出し、支ささえを失ったニルヴァの体が、血ち溜だまりの中にゆっくりと崩くずれ落ちた。

　外がい野やの兵士たちが声もなく見守る中、返り血に赤く染まったヤトリは、そのまま木の根ね元もとに横たわる旧きゆう知ちの少年のほうに足を向けた。熟じゆく睡すい、というよりは土つち気け色いろの顔で昏こん睡すいしているように見える相手に、炎髪の少女はそれでも遠えん慮りよなく声をかける。

「──終わったわよ。さっさと起きなさい、イクタ」

「…………んん……」

　凜りんとした響ひびきに目覚めを促うながされても、体を起こすだけの力は出ないまま、イクタは寝そべった姿勢で瞼まぶたを開く。その横向きの視し界かいに、二に刀とうを両手に持ったまま全ぜん身しんを赤く染めたヤトリの姿を認めて──彼の口くち元もとには、柔やわらかな微笑ほほえみだけが浮かんだ。

「ふぁあ……おはようヤトリ。今日はまた、とびきり赤いね。目覚ましにちょうどいいよ」

　第一声に出たのは、またしてもその類たぐいの冗じよう談だん。ヤトリは苦にが笑わらいしつつ両りよう腕うでを動かし、サーベルとマンゴーシュを鞘さやに収おさめた。動どう作さの中でごく自然と、手は柄つかから離はなれていた。










エピローグ




　北ほく域いき動どう乱らんの勃ぼつ発ぱつから四か月と二週間。戦せん況きよう悪あつ化かに伴ともないさらに移動させられた帝てい国こく中ちゆう央おう北寄りの第四軍ぐん事じ基き地ちで、シャミーユ殿でん下かは一いち日じつ千せん秋しゆうという言こと葉ばの意味を誰だれよりも正しく味わっていた。

　あてがわれた居きよ室しつの中、彼女はひとり寝台ベツドで膝ひざを抱かかえていた。その苦しいばかりの無む為いに甘あまんじているのは、出で来きることを全すべてやってしまったからに他ならない。

　思いつく限りの人じん脈みやくを辿たどって根回しはした。前線での任にん務むが終わり次し第だい、すぐに騎き士し団だんの面々を撤てつ退たいさせるよう、帝てい室しつの名のもと北域鎮ちん台だいに命令も下した。……だが、その命令は最前線にいるというイクタたちまで本当に届とどいているのか。彼らを見殺しにしようと目もく論ろむ誰だれかによって、途と中ちゆうで握にぎり潰つぶされているのではないか──そう考えてしまうと、もう不安は止まらなかった。

「──失礼いたします！　シャミーユ殿下！」

　心しん労ろうに押し潰されかけている姫ひめ君ぎみのもとに、部へ屋やのドアから声とノックの音が響ひびき渡った。まだ食事に呼ばれる時間ではない──その事実だけを頼たのみに、少女は続く報しらせに希望を託たくす。

「北域からの帰き還かん兵へいが到とう着ちやくいたしました！　ご希望とあればお目通りを──がッ!?」

　言い終わる前にドアへ飛び込んでいき、罪つみもない兵士に鼻血を出させたことにも気づかずシャミーユ殿下は廊ろう下かへ走り出た。表おもてに待たい機きしていた護ご衛えい兵へいが面めん食くらって走り出し、行き違ちがう軍人たちはひとり残らず好こう奇きの視し線せんを向けてくるが、何ひとつ意い識しきに入らない。何度もつんのめって転びそうになりながら走り続け、彼女は玄げん関かんを抜けて屋外に飛び出した。

「はっ、はっ、はっ──！　騎士団の、騎士団の面々はどこだ……!?」

　姫君が血走った目で辺りを見回していると、百メートルほど先の広場に、明らかに帰還兵の集団と思われる人の群れを発見した。そこに向かって再ふたたび走り出す。近付くにつれて、そんな彼女の姿に気付いた兵たちが驚おどろきの視線を向けてきた。

「ソロークっ！　ヤトリっ！　トルウェイ、マシュー、ハロ……！　余よはここだ、聞こえているなら返事をせよ……っ！」

　ほとんど悲鳴のような声を彼女が上げると、最初にそれを聞きつけて現れたのはやはり、忠ちゆう臣しんの誉ほれも高いヤトリシノ・イグセムだった。兵たちの間をすり抜けて最さい短たん距きよ離りで走っていき、息いきを切らしてよろめく小さな体を受け止める。

「──ご挨あい拶さつが遅おくれて申もうし訳わけありません。ただいま帰りました、シャミーユ殿下」

「ああ、ヤトリ、よくぞ無事で……！　だ、だがっ、他の面々は!?」

　悪い想像のせいで軽い恐きよう慌こう状じよう態たいにある姫君の前に、待まち焦こがれた顔が次々と姿を現した。トルウェイがひざまずいて臣しん下かの礼を取り、マシューとハロもそれにならって頭こうべを垂たれる。

「心配をおかけしました、殿下」

「おお、トルウェイもマシューもハロも……！　頭を垂たれずとも良いから、顔を上げて見せよ。……ああ、やはり苦しい戦いくさだったのだろう、誰だれも彼も瘦やせてしまったな……」

　三人の顔を見回してそう言ってから、彼女は再ふたたび弾はじかれたように顔を上げた。

「ソロークは……!?　ソロークはどこだ！」

「ああ、はいはい。こっちですよお姫ひめさん。そう大声で呼ばなくても」

　のん気な声が響ひびいて、兵の間から黒くろ髪かみの少年が姿を現す。──その顔を見た瞬しゆん間かん、姫ひめ君ぎみの中で何かが決けつ壊かいした。すぐ隣となりに付いて来ていたシナークの女性のことも目に入らず、何を言うよりも先に、彼女はイクタの胸むねの中に飛び込んだ。

「ぐぼぁっ!?」

　病やみ上がりで足あし腰こしの弱っていたイクタなので、ほとんどタックルに等しい姫君の抱ほう擁ようを受けて、ひとたまりもなく尻しりもちを突つく。だが、抱きついたほうはそんなことなど気にしなかった。

「……ソローク……！　ソローク、ソローク、ソローク……！」

　体に腕うでを回してしがみ付いたまま、シャミーユ殿でん下かは無む我が夢む中ちゆうで相あい手ての名前を呼んだ。だが、みぞおちに衝しよう撃げきを受けたイクタは、呼こ吸きゆう困こん難なんに見み舞まわれて何の返事も返せない。

「な、何もんだうぬは！　とっととイクタから離はなれ──むぐっ!?」

　反はん射しや的てきに文もん句くを付けようとしたナナクを、ヤトリが速そつ攻こうで羽は交がい絞じめにして押さえつけた。ちゃんと口まで手で押さえて罵ば詈り雑ぞう言ごんを封ふうじながら、忠ちゆう臣しんの少女はひそかにため息いきをつく。

「下がってなさい、さすがに邪じや魔まさせられないわ。……それにしても、なんで私にはいつもこう、ますますあんたに嫌きらわれそうな役やく割わりしか回ってこないのかしら」

「んーっ！　むーっ！　むむ──ッ！」

　暴れるナナクを押さえ付けたまま、ヤトリがさりげなくその場をフェードアウトする。そんな退たい場じよう劇げきがあったことなど露つゆ知しらず、姫君はイクタにすがり続けた。

「よくぞ、よくぞ無事で……！」

「……たったいま無事じゃなくなるところでしたがね。出迎えが胴どうタックルはないでしょう」

　呆あきれ顔で言いながら、イクタは相手の肩をつかんで体を押し返す。その動作の中で、ふとシャミーユ殿下の視し線せんが、あるべき一いつ指しの欠けた少年の左手に注そそがれた。

「……こ、小こ指ゆびをどうした……！　なんたることだ、戦いの中で失ったのか!?」

「ん？　……ああ、いやいや、これはちょっとした都つ合ごうで三つに切って女の子にプレゼントしただけです。──それはともかくとして、お姫さん、少し落ち着いて周まわりを見なさい。いま労ろうをねぎらうべきなのは僕ぼくたちだけじゃないでしょう？」

　忠ちゆう告こくの言こと葉ばが耳に突つき刺ささり、姫ひめ殿でん下かは我われに返って周りを見た。そして気付く──小指一本など物の数ではない。どの部隊も、北ほく域いきに向けて出発した時に比くらべて、兵の数が明らかに減っている。長い戦いの中でどれだけの犠ぎ牲せいが出たのか。残った者たちにも無む傷きずの者は少なく、仲なか間まの肩を借りてどうにか立っているような兵士も大勢いた。

「…………すまぬ。最大の功こう労ろう者しやたちを前に、見苦しい姿を晒さらしてしまった」

　自分の過あやまちを悟さとった姫ひめ君ぎみは、すぐさまイクタから身を離はなして立ち上がり、傷きずつき疲つかれ切った帰き還かん兵へいたちに向けて心から頭を下げた。

「──本当によく戦たたかってくれた。今もってなお帝てい国こくが北ほく域いきを領りよう土どとして保っていられるのは、そなたらがアルデラ神しん軍ぐんの侵しん攻こうを水みず際ぎわで防いでくれたからに他ならない。──奮ふん戦せんに感かん謝しやを、犠ぎ牲せいに哀あい悼とうを。カトヴァーナ帝てい室しつの名に懸かけて、そなたらの労ろうには実じつをもって報むくいると誓ちかおう」

　兵たちをまっすぐ見み据すえて姫君が敬けい礼れいする。間を置かず、彼らからも同じ動作が返ってきた。どこか微笑ほほえましいような面おも持もちでシャミーユ殿でん下かを見ている兵も多かった。普段から身近に接する機会が多い皇こう族ぞくの少女を、愛あいすべき姫君として捉とらえているのは彼らも同じだった。

「……あー、その、そろそろ出てってもいいかね……」

　緊きん張ちようを取り戻した空気の中で、顔を出す機会を逃していたサザルーフ大たい尉いが、兵の間からトルウェイの背中を指でつついた。それに気付いたイクタがズボンの土を払はらって立ち上がり、わざとらしく咳せき払ばらいした。

「ごほん！　──あー、お姫さん。突とつ然ぜんだけど、ひとつ重大な報ほう告こくがあります。大尉殿どのもほら、そんな隅すみっこじゃなくてこっちに来て」

　怪け訝げんな顔で振り返ったシャミーユ殿下は、そこにまたひとり覚えのある将しよう校こうの顔を見つけた。こうして会うのは四か月ぶりだが、すぐに名前が浮かぶ。

「センパ・サザルーフ中ちゆう尉い殿どのではないか。これは失しつ敬けい、お久しぶりです。会わない間に大尉になられたのですね」

「こ、こちらこそお久しぶりでありますのです！」

　緊張のあまり敬けい語ごが混こん乱らんしているサザルーフ大尉を見て、シャミーユ殿下は首をかしげた。

「──しかし、大尉殿は北域鎮ちん台だいに所属する軍人であったはずだが？　ソロークらと一いつ緒しよに中ちゆう央おうへ帰還してくるのは、いささか妙みような話に思えるが……」

「連れてきたのは僕ぼくですよ、お姫さん。それにもっときちんと大尉殿をねぎらってあげてください。今回の戦争で第一等の勲くん功こうを上げたのは、間ま違ちがいなくこの人なんですから」

　どこか白しら々じらしい口く調ちようでイクタが言う。困こん惑わくする姫君に向かって、彼はさらに続けた。

「北から押し寄せるアルデラ神しん軍ぐん一万余よ。対して、撤てつ退たい支し援えんのために最さい前ぜん線せんに残されたのは一個大隊六百人きり。それっぽっちの人数で敵軍の足止めを命じられてしまった。理り不ふ尽じんと絶望が兵の心を侵おかしていく中、それでも膝ひざを屈くつすることなく、僕たちを光の方向へ導みちびいてくれた人物がいます。──それがこの人！」

　芝しば居いがかった動作でサザルーフ大尉を指差す。本人が「何をぬかしてやがるんだこいつは!?」という視し線せんを向けてくるのを華か麗れいに無む視しして、イクタは紹しよう介かいを締しめくくった。

「僕たちの頼たよれる上じよう官かん、みんな大だい好すきセンパ・サザルーフ大尉。──これだけの才さい能のうを持った人が、辺へん境きようで下か級きゆう士し官かんの位くらいに甘あまんじていていいわけがないっ！　一いつ刻こくも早く中ちゆう央おうに来るべきです！　さぁ、そういうわけなんで、姫ひめ殿でん下かも力を合わせてプッシュしていきましょう！」

　ほとんどの聴ちよう衆しゆうが呆あつ気けに取られる中、ただイクタだけが、水を得えた魚のように活いき活きと顔を輝かがやかせている。引きつった顔で少年の演えん説ぜつを眺ながめながら、サザルーフ大たい尉いも気付き始めていた。──とんでもないことに巻き込まれたんじゃないのか、俺おれは。
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　逃げるのが悪いのではない、逃げ切れないのが悪いのだ！　こんにちは、宇う野の朴ぼく人とです。

　一巻の模も擬ぎ戦せん、二巻の内ない戦せん、続くシリーズ第三巻は撤てつ退たい戦せんです！　余よ談だんですが、私がＲＰＧをプレイすると「たたかう」コマンドよりも「にげる」コマンドの使用頻ひん度どがずっと高いために、世界を救うファンタジーのはずが、にわかにメタルギアソリッドの様よう相そうを呈ていしてきます。

　さて、この辺りでごく自然に話題をシフトしましょう。皆さん、お寿す司しは好すきですか？

　私は好きです。新しん鮮せんなネタの乗ったピカピカの酢す飯めしは見るもまばゆく、そんな彼らが円えん環かんの理ことわりに導みちびかれてぐるぐるとレーン上を回り続ける様さまは華か麗れいで、いっそ哲てつ学がく的てきでさえあります。繰くり返す輪りん廻ね、逃れえぬ人の業ごう……そんなことを考えさせる光景です。

　何を隠かくそう、少年時代から『将しよう太たの寿司』という漫まん画がに鍛きたえられてきた生きつ粋すいのお寿司エリートであるところの私は、今なお「薄うすい味から始めて、徐じよ々じよに濃こい味へ」というセオリーをかたくなに順じゆん守しゆしています。タイ[image: ↓]ソイ[image: ↓]イカ[image: ↓]エンガワ[image: ↓]ブリ[image: ↓]ハマチ[image: ↓]ビントロ[image: ↓]ウニ[image: ↓]アナゴといった具ぐ合あいです。こうすることで舌したが呆ほうけず、全すべてのネタの味を十じゆう全ぜんに味わえるのです。

　しかし、つい先日……いつもの行きつけとは異ことなる、やや値ね段だん設せつ定ていの高いお寿司屋さんに行く機会がありました。そこは白しろ身み系けいのネタが充実していて、タイ、カレイ、ソイ、ブリなどの他にも、ヒラメ、コチ、スズキ、カンパチなどといった高こう級きゆう感かんあるラインナップが目を引きました。気をよくした私は「今日は白身祭りだ！」と言わんばかりに全てのネタを取ってみたのです。

　上じよう機き嫌げんで食べ始めたものの、二ふた皿さら目めで「ん？」と思いました。三皿目で少し焦あせりました。四、五、六皿目の辺りで、冷たい汗あせが背中を伝いました。

　……味の違ちがいが……分からないっ……！

　その瞬しゆん間かん、自じ称しようお寿司エリートのプライドが粉こな々ごなに砕くだけ散りました。白身魚の区別さえおぼつかない自分の舌に気付いてしまったのです。その事実を否ひ定ていしようと食べれば食べるほど、脳のう裏りに浮かぶ将太くんの笑え顔がおが、ドップラー効こう果かと共ともに遠ざかっていくのが分かりました……。




　ここから先は、この本の刊かん行こうに当たってお世話になった方々にご挨あい拶さつを。

　イラストレーターのさんば挿そうさん。今回もクオリティの高いイラストをありがとうございます。いつもデザインが上がってくるのが楽しみでなりません。どうか今後もよろしくお願いします。

　担たん当とう編へん集しゅうの黒くろ崎さきさん。しばしば露ろ呈ていする私の未み熟じゆくさを、いつも冷れい静せいかつ穏おだやかにフォローしてくださることには頭が下がるばかりです。願わくば、今後ともよろしくご指し導どうください。

　そして最後に。この本を手に取ってくださったあなたの存そん在ざいに、最さい上じよう至し高こうの感かん謝しやを。


宇野 朴人





















次ページには、初版刊行時のカバーを収録しています。
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